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総 説

令和３年度における我が国の経済は、長引く新型コロナウイルス感染症の影響を受けつ

つも、令和３年９月末の緊急事態宣言及びまん延防止等重点措置の解除以降、厳しい状況

は徐々に緩和され持ち直しの動きがみられた。しかしながら、年度末にはオミクロン株の

感染拡大やロシアによるウクライナ侵攻の影響などにより、先行きについては不透明感が

増す状況となった。

本市の基幹産業である製造業においては、コロナ禍においても受注量が回復傾向となる

一方で、世界的な半導体不足や感染症の再拡大、さらには、原材料や部品の価格高騰・供

給不足、エネルギー・原油価格の上昇などにより収益を圧迫する状況が続いた。

こうしたなか、令和３年度は、「第５次岡谷市総合計画」の３年目として、将来都市像

「人結び 夢と希望を紡ぐ たくましいまち岡谷」の実現に向け、岡谷市の未来を展望し、

将来のまちに多くの夢と希望を描くことができる確かなまちづくりを進めるため、「新たな

日常の実現に向けた変革の年」と位置づけるとともに、「地域活力の再興」、「しあわせを実

感できる日常づくり」の２つを重点施策に掲げ、令和２年度補正予算と令和３年度当初予

算を一体とした「１４か月予算」を編成し、各種施策・事業を積極的に展開した。

また、感染拡大防止と社会経済活動の両立を図りつつ、市民生活と雇用の維持、事業活

動の継続を支援するための取組を適時適切に行ったほか、「令和３年８月大雨災害」では、

土石流の発生や、市内各所で河川の溢水による家屋等への浸水や損壊など大きな被害が発

生し、被災者支援及び復旧・復興に向け職員が一丸となり取り組んだ。

１ 地域活力の再興

工業の振興では、「岡谷市工業活性化計画」に基づき、新技術・新製品の創出、次世代

産業分野への参入に係る支援、受注開拓支援などにより市内企業の活性化に努めたほか、

新たに先端ツール活用支援事業を実施し、市内企業のＤＸの推進や企業競争力の強化を図

った。

商業・サービス業の振興では、空き店舗の解消及び商店街の賑わい創出を図るため、店

舗の改修費用や賃借料などに対する補助を行うなど、「岡谷市商業活性化計画」の推進を図

った。

移住・定住の促進、交流・関係人口の創出・拡大に向けた取組では、ＪＲ岡谷駅舎内に

観光案内所を新設し、本市が持つ独自の地域資源を活用し人の流れを呼び込んだほか、
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ワーケーション受入促進事業として、市内でのワーケーションを促進・支援することで、

交流・関係人口の創出・拡大を図った。

岡谷ブランドの発信では、岡谷シルク推進事業として「シルク岡谷」、「糸都岡谷」の歴

史と文化を伝承するとともに、オール岡谷産シルク製品開発事業に取り組むなど、岡谷で

しかできないシルクを活かした取組を推進した。

このほか、長野県及び諏訪湖周３市町による諏訪湖周サイクリングロード整備事業につ

いては、本市施工区間のうち諏訪湖ハイツ前から横河川までの整備が完了した。

２ しあわせを実感できる日常づくり

母子保健の充実では、母子の健やかな成長を支援するため、産後２週間及び産後１か月

の産婦を対象に産婦健康診査を実施するとともに、支援が必要な産婦が医療機関等におい

て、通所又は宿泊によるケアサービスを受けられる産後ケア事業を拡大実施した。

また、特定健診やがん検診等の受診者に対して、オカヤペイのポイントを付与する健康

ポイント事業を行ったほか、発達に支援を必要とする子どもへの支援体制の充実を図るた

め、４月に子ども発達支援センターを開所した。

高齢者福祉の推進では、地域支え合い型移動支援事業を実施し、住民主体による支え合

い活動を後押しした。

学校教育の充実では、岡谷東部中学校管理教室棟の長寿命化大規模改修工事のほか、長

地小学校のトイレ洋式化改修工事を実施した。

このほか、大規模自然災害に備え、必要な「事前防災・減災」と「迅速な復旧・復興」

などに係る施策を計画的に実施するため、岡谷市国土強靭化地域計画を策定したほか、

２０５０年までに二酸化炭素排出量実質ゼロをめざす「２０５０年 岡谷市ゼロカーボン

シティ」を宣言するなど、すべての市民が健康で生きがいを持って、長く「ふるさと岡谷」

に住み続けることができるよう、各種施策・事業を積極的に展開した。

３ 新型コロナウイルス感染症への対応

新型コロナウイルスワクチン接種事業では、岡谷市医師会及び岡谷市民病院と連携して

市民への安全かつ迅速なワクチン接種に努めた。また、市内事業所の事業活動促進と地域

におけるワクチン接種の加速化を図るため、岡谷商工会議所とともに職域接種事業を実施

した。

公共施設における感染症対策では、感染警戒レベルに応じた利用制限を行うとともに、
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検温・消毒装置の導入、自動水栓化工事のほか、公衆無線ＬＡＮ環境の整備を行った。

事業者支援では、感染症の影響により売上が減少した店舗を支援するため、キャッシュ

レス決済消費喚起事業やテイクアウトキャンペーン事業のほか、信州の安心なお店応援事

業として感染防止対策に取り組む飲食店等への支援などを行った。

また、感染症拡大の影響を受ける市内事業者の雇用維持と事業活動の継続を支援するた

め、雇用調整助成金の上乗せ補助を実施するとともに、資金調達に関する緊急支援策とし

て、特別経営安定資金を創設したほか、中小企業生産性革命推進事業補助金や中小企業事

業再構築促進事業奨励金を創設し、ウィズコロナ・ポストコロナ時代に対応する事業展開

を後押しした。

生活支援では、低所得世帯や子育て世帯に対し特別給付金を給付したほか、住民税非課

税世帯のうち、７５歳以上の世帯員のみで構成される世帯等に福祉灯油助成金を給付する

など、コロナ禍における市民の経済的負担の軽減を図った。

４ 「令和３年８月大雨災害」への対応

河川の溢水や土石流により被害を受けた、家屋をはじめ河川、道路、農業用施設、林業

施設などにおける流木や土砂の撤去のほか、復旧工事を実施し、被災者の日常生活を１日

でも早く取り戻すため、被災者に寄り添った支援を行った。

また、防災・減災の視点から、市民の生命と財産、安全・安心な生活を守るため、市民

アンケート、専門家によるアドバイザー会議等による意見をもとに、住民の迅速かつ的確

な避難行動に向けた避難情報発令判断基準の見直しを行った。
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令和3年度(A) 令和2年度(B) (A)／(B)

円 円 ％

地方譲与税

利子割交付金

配当割交付金

株式等譲渡所得割交付金

法人事業税交付金

地方消費税交付金

ゴルフ場利用税交付金

環境性能割交付金

地方特例交付金

地方交付税

交通安全対策特別交付金

使用料及び手数料

財産収入

寄附金

繰入金

諸収入

繰越金

市債

合　　　　　　計

　※（　）書の数値は、内書きであり、前年度から繰り越された財源である。

款

市税

国庫支出金

県支出金

分担金及び負担金

５　歳入面

令 和 年 度 の 一 般 会 計 歳 入 決 算 額 は 円 で 、 前 年 度 決 算 額 に

　比べ  2,514,060,689円、9.4％の減となった。

一般会計  歳入決算額款別比較表
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令和3年度(A) 令和2年度(B) (A)／(B)

円 円 ％

消防費

公債費

予備費 －　

災害復旧費 －　

※（　）書の数値は、内書きであり、前年度から繰り越された経費の歳出である。

教育費

合    計

民生費

農林水産業費

土木費

一般会計　歳出決算額款別比較表

款

議会費

総務費

６　歳出面

令 和 年 度 の 一 般 会 計 歳 出 決 算 額 は 円 で 、 前 年 度 決 算 額 に

  比べ 2,628,789,174円、10.1％の減となった。

衛生費

労働費

商工費

(8)
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議 会

(10)
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第１ 概説

今年度は、定例会４回（会期日数８７日、うち開議日数２２日）、臨時会１回 会期

日数及び開議日数２日 が開催され、１２４件の議案等が審議された。

３常任委員会とも新体制となる中、議会基本条例の取組の一環として、総務委員会

では、「未来の担い手を育む環境整備の充実」、社会委員会では、「こころとからだ

の健康づくり」、産業建設委員会では、「『新たな産業拠点』の利活用による岡谷市

の産業活性化」について、令和４年度の政策提言書提出に向け調査・研究を行った。

また、姉妹都市親善友好事業として、富岡市との議員交流研修会を新型コロナウイルス

感染症の影響によりオンライン形式で実施し、市政の課題、議会運営等について意見交

換を行った。

さらに、市民への情報発信の充実を図るため、議会広報広聴委員会において市議会だよ

り「議会の広場」をリニューアルし発行したほか、議会報告会を開催し、３常任委員会

の活動状況の報告及びグループごとテーマに沿って意見交換を行うとともに、子育て

支援学級の受講生を招き、見学会と座談会を開催した。

その他、令和３年８月の大雨災害に対し、「岡谷市議会災害対策支援連絡会議」を

設置し、情報収集、市災害対策本部への情報提供などを行ったほか、市内全域の被災

現場の視察を行った。

第２ 実績総括

主な事務事業 内 容

議会運営事務 ※◎委員長 ○副委員長  
議長、副議長

議 長 小松 壮（令和３年５月１７日選挙）

副議長 今井 康善（ 〃 ）

監査委員

監査委員 藤森 博文（令和３年５月１８日同意）

常任委員会委員の構成

（令和３年５月１８日選任・正副委員長互選）

総務委員会（６人）

◎田村みどり ○武井 友則 小松 壮 渡辺 太郎

早出 一真 笠原征三郎

社会委員会（６人）

◎吉田 浩 ○中島 保明 浜 幸平 今井 康善

早出すみ子 大塚 秀樹
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産業建設委員会（６人）

◎今井 秀実 ○中島 秀明 今井 義信 藤森 博文

山崎 仁 遠藤 真弓

議会運営委員会委員の構成

（令和３年５月１８日選任・正副委員長互選）

議会運営委員会（７人）

◎早出 一真 ○山崎 仁 田村みどり 浜 幸平

吉田 浩 中島 秀明 今井 秀実

組合議会議員等の構成

（令和３年５月１８日選挙）

諏訪広域連合議会議員（５人）

小松 壮 吉田 浩 今井 康善 中島 保明

今井 秀実

湖北行政事務組合議会議員（９人）

小松 壮 田村みどり 中島 秀明 今井 康善

今井 義信 早出すみ子 渡辺 太郎 大塚 秀樹

山崎 仁

湖周行政事務組合議会議員（４人）

小松 壮 早出 一真 笠原征三郎 遠藤 真弓

諏訪広域公立大学事務組合議会議員（３人）

小松 壮 浜 幸平 武井 友則

決算特別委員会委員の構成

（令和３年９月６日設置、正副委員長互選）

一般・特別会計（８人）

◎武井 友則 ○大塚 秀樹 浜 幸平 吉田 浩

今井 康善 中島 保明 渡辺 太郎 笠原征三郎

企業会計（８人）

◎今井 義信 ○早出すみ子 田村みどり 中島 秀明

今井 秀実 早出 一真 山崎 仁 遠藤 真弓

会派の構成  
令明おかや（６人）  

浜 幸平 田村みどり 今井 義信 藤森 博文

早出 一真 中島 保明  
おかや未来研究室（５人）

中島 秀明 武井 友則 渡辺 太郎 遠藤 真弓

吉田 浩

日本共産党岡谷市議団（３人） 
笠原征三郎 早出すみ子 今井 秀実

やまびこ（２人）  
山崎 仁 大塚 秀樹  
 

輝く子育て支援学級（長地公民館）  
日 時 １０月１９日（火）  

  場 所 全員協議会室ほか  
参加者 ７人  
内 容 市議会を知って岡谷の未来を語ろう  

～議会見学会＆議員さんと座談会～  
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議会報告会～議員と井戸端会議～  
日 時 １１月１０日（水）・１１日（木）  

  場 所 市役所、川岸公民館  
イルフプラザカルチャーセンター  

参加者 ６４人  
内 容 議会報告及び座談会  

総務委員会「教育環境について」  
社会委員会「健康推進について」  
産業建設委員会「産業振興について」  

（ 円）

姉妹都市親善友

好事業  
富岡市との議員交流研修会（オンライン開催）  

日 時 １１月８日（月）  
  場 所 全員協議会室  

参加者 ３６人（岡谷市１８人、富岡市１８人）  
内 容 タブレットの導入について  

富岡製糸場周辺の商業の状況について  
英語教育の充実について  
政策提言について  

第３ 主要な統計、行政資料等

１ 議 案

議案番号 件 名
提 出

月 日

付 託

委 員 会

議 決

月 日

審 議

結 果

議案第 号 岡谷市監査委員の選任について 同意

議案第 号
令和３年度岡谷市一般会計補正

予算（第４号）

総務

産業建設
原案可決

議案第 号
令和３年度岡谷市一般会計補正

予算（第５号）

総務

産業建設
原案可決

議案第 号 岡谷市監査委員の選任について 同意

議案第 号
岡谷市職員の服務の宣誓に関する

条例の一部を改正する条例
総務 原案可決

議案第 号
岡谷市固定資産評価審査委員会条

例の一部を改正する条例
総務 原案可決

議案第 号 旧岡谷市役所庁舎保全基金条例 総務 原案可決

議案第 号
岡谷市手数料条例の一部を改正す

る条例
社会 原案可決

議案第 号 財産の取得について 総務 原案可決

議案第 号 市道路線の変更について 産業建設 原案可決

議案第 号 市道路線の認定について 産業建設 原案可決

議案第 号
令和３年度岡谷市一般会計補正予

算（第８号）
３常任 原案可決

議案第 号 損害賠償の額の決定について 社会 原案可決

議案第 号
令和３年度岡谷市一般会計補正予

算（第９号）
３常任 原案可決
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議案第 号
令和３年度岡谷市病院事業会計補

正予算（第１号）
社会 原案可決

議案第 号

※

さらなる少人数学級推進と、教育

予算の増額を求める意見書
（総） 原案可決

議案第 号

※

義務教育費国庫負担制度の堅持・

拡充を求める意見書
（総） 原案可決

議案第 号

※

学校教育における「ＧＩＧＡスク

ール構想」のさらなる充実を求め

る意見書

（令・

お・や）
原案可決

議案第 号
令和２年度岡谷市一般会計歳入歳

出決算認定について
決算特別 認定

議案第 号

令和２年度岡谷市国民健康保険事

業特別会計歳入歳出決算認定につ

いて

決算特別 認定

議案第 号
令和２年度岡谷市地域開発事業特

別会計歳入歳出決算認定について
決算特別 認定

議案第 号
令和２年度岡谷市分収造林事業特

別会計歳入歳出決算認定について
決算特別 認定

議案第 号
令和２年度岡谷市霊園事業特別会

計歳入歳出決算認定について
決算特別 認定

議案第 号
令和２年度岡谷市温泉事業特別会

計歳入歳出決算認定について
決算特別 認定

議案第 号

令和２年度岡谷市後期高齢者医療

事業特別会計歳入歳出決算認定に

ついて

決算特別 認定

議案第 号
令和２年度岡谷市湊財産区一般会

計歳入歳出決算認定について
決算特別 認定

議案第 号
令和２年度岡谷市水道事業会計の

決算認定について
決算特別 認定

議案第 号
令和２年度岡谷市下水道事業会計

の決算認定について
決算特別 認定

議案第 号
令和２年度岡谷市病院事業会計の

決算認定について
決算特別 認定

議案第 号
人権擁護委員の推薦につき意見を

求めることについて
同意

議案第 号
岡谷市役所出張所設置条例の一部

を改正する条例
総務 原案可決

議案第 号

岡谷市地域経済牽引事業の促進に

よる地域の成長発展の基盤強化の

ための固定資産税の課税免除に関

する条例の一部を改正する条例

総務 原案可決

議案第 号
岡谷市福祉医療費給付金条例の一

部を改正する条例
社会 原案可決

議案第 号
岡谷市国民健康保険条例の一部を

改正する条例
社会 原案可決

議案第 号 市道路線の認定について 産業建設 原案可決

議案第 号
令和３年度岡谷市一般会計補正予

算（第１２号）
３常任 原案可決

議案第 号
令和３年度岡谷市病院事業会計補

正予算（第２号）
社会 原案可決
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議案第 号
令和３年度岡谷市一般会計補正予

算（第１３号）
３常任 原案可決

議案第 号
令和３年度岡谷市一般会計補正予

算（第１４号）
３常任 原案可決

議案第 号

※

主要地方道下諏訪辰野線拡幅改良

を求める意見書
（超） 原案可決

議案第 号

※

災害からの復旧・復興と地域防災

対策の推進を求める意見書
（超） 原案可決

議案第 号

※

災害からの復旧・復興と地域防災

対策の推進を求める意見書
（超） 原案可決

議案第 号
岡谷市手数料条例の一部を改正す

る条例
産業建設 原案可決

議案第 号
岡谷市国民健康保険条例の一部を

改正する条例
社会 原案可決

議案第 号 財産の処分について 総務 原案可決

議案第 号
令和３年度岡谷市一般会計補正予

算（第１７号）
３常任 原案可決

議案第 号
令和３年度岡谷市病院事業会計補

正予算（第３号）
社会 原案可決

議案第 号
令和３年度岡谷市一般会計補正予

算（第１８号）
３常任 原案可決

議案第 号

※

３回目の新型コロナウイルスワク

チン接種に対する支援を求める意

見書

（超） 原案可決

議案第 号

※

３回目の新型コロナウイルスワク

チン接種に対する支援を求める意

見書

（超） 原案可決

議案第 号
岡谷市教育委員会委員の選任につ

いて
同意

議案第 号
岡谷市等公平委員会委員の選任に

ついて
同意

議案第 号
人権擁護委員の推薦につき意見を

求めることについて
同意

議案第 号

岡谷市職員の分限に関する手続及

び効果に関する条例の一部を改正

する条例

総務 原案可決

議案第 号

岡谷市家庭的保育事業等の設備及

び運営に関する基準を定める条例

及び岡谷市特定教育・保育施設及

び特定地域型保育事業の運営に関

する基準を定める条例の一部を改

正する条例

社会 原案可決

議案第 号 市道路線の認定について 産業建設 原案可決

議案第 号
令和３年度岡谷市一般会計補正予

算（第２１号）
３常任 原案可決

議案第 号
令和３年度岡谷市国民健康保険事

業特別会計補正予算（第１号）
社会 原案可決

議案第 号
令和３年度岡谷市霊園事業特別会

計補正予算（第２号）
社会 原案可決
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議案第 号
令和３年度岡谷市下水道事業会計

補正予算（第２号）
産業建設 原案可決

議案第 号
令和３年度岡谷市病院事業会計補

正予算（第４号）
社会 原案可決

議案第 号
岡谷市組織条例の一部を改正する

条例
総務 原案可決

議案第 号
岡谷市国民健康保険税条例の一部

を改正する条例
社会 原案可決

議案第 号

岡谷市消防団員の定員、任免、給

与、服務等に関する条例の一部を

改正する条例

総務 原案可決

議案第 号 令和４年度岡谷市一般会計予算 ３常任 原案可決

議案第 号
令和４年度岡谷市国民健康保険事

業特別会計予算
社会 原案可決

議案第 号
令和４年度岡谷市地域開発事業特

別会計予算
産業建設 原案可決

議案第 号
令和４年度岡谷市分収造林事業特

別会計予算
産業建設 原案可決

議案第 号
令和４年度岡谷市霊園事業特別会

計予算
社会 原案可決

議案第 号
令和４年度岡谷市温泉事業特別会

計予算
産業建設 原案可決

議案第 号
令和４年度岡谷市後期高齢者医療

事業特別会計予算
社会 原案可決

議案第 号
令和４年度岡谷市湊財産区一般会

計予算
総務 原案可決

議案第 号
令和４年度岡谷市水道事業会計予

算
産業建設 原案可決

議案第 号
令和４年度岡谷市下水道事業会計

予算
産業建設 原案可決

議案第 号
令和４年度岡谷市病院事業会計予

算
社会 原案可決

議案第 号
岡谷市特別職の職員の給与に関す

る条例の一部を改正する条例
総務 原案可決

議案第 号

岡谷市職員の給与に関する条例及

び岡谷市会計年度任用職員の給与

等に関する条例の一部を改正する

条例

総務 原案可決

議案第 号
令和３年度岡谷市一般会計補正予

算（第２２号）

総務

産業建設
原案可決

議案第 号
岡谷市消防団員等公務災害補償条

例の一部を改正する条例
総務 原案可決

議案第 号

※

岡谷市議会の議員の議員報酬及び

費用弁償等に関する条例の一部を

改正する条例

（議） 原案可決

議案第 号
岡谷市教育委員会教育長の任命に

ついて
同意

議案第 号

※

ミャンマーにおける軍事クーデタ

ーを非難し民主的な政治体制の早

期回復を求める意見書

（総） 原案可決
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議案第 号

※

ヤングケアラーへの支援の充実を

求める意見書
（超） 原案可決

議案第 号

※

燃料油価格の抑制と地方経済の回

復を求める意見書
（超） 原案可決

議案第 号

※

ロシアによるウクライナ侵略を非

難し、平和的解決を求める決議
（超） 原案可決

注 ・議案番号欄の※印は議員提出議案を示す。

・付託委員会欄の（ ）書は議案提出者の所属委員会等を示す。

２ 報 告

報告番号 件 名
提 出

月 日

付 託

委 員 会

議 決

月 日

審 議

結 果

報告第 号

専決処分の承認を求めることにつ

いて（岡谷市市税条例等の一部を改

正する条例）

承認

報告第 号

専決処分の承認を求めることにつ

いて（岡谷市都市計画税条例の一部

を改正する条例）

承認

報告第 号

専決処分の承認を求めることにつ

いて（令和２年度岡谷市一般会計補

正予算（第２３号））

承認

報告第 号

専決処分の承認を求めることにつ

いて（令和２年度岡谷市病院事業会

計補正予算（第８号））

承認

報告第 号

専決処分の承認を求めることにつ

いて（令和３年度岡谷市一般会計補

正予算（第２号）

承認

報告第 号

専決処分の承認を求めることにつ

いて（令和３年度岡谷市一般会計補

正予算（第３号）

承認

報告第 号
専決処分の報告について（和解及び

損害賠償の額の決定について）
報告

報告第 号

専決処分の報告について（令和３年

度岡谷市一般会計補正予算（第６

号））

報告

報告第 号
専決処分の報告について（和解及び

損害賠償の額の決定について）
報告

報告第 号
専決処分の報告について（和解及び

損害賠償の額の決定について）
報告

報告第 号

専決処分の報告について（令和３年

度岡谷市一般会計補正予算（第７

号））

報告

報告第 号
令和２年度岡谷市一般会計繰越明

許費繰越計算書について
報告

報告第 号
令和２年度岡谷市水道事業会計予

算繰越計算書について
報告

報告第 号
令和２年度岡谷市下水道事業会計

予算繰越計算書について
報告

報告第 号
専決処分の報告について（和解及び

損害賠償の額の決定について）
報告
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報告第 号

専決処分の報告について（令和３年

度岡谷市一般会計補正予算（第１０

号））

報告

報告第 号

専決処分の承認を求めることにつ

いて（岡谷市病院事業の設置等に関

する条例の一部を改正する条例）

承認

報告第 号

専決処分の承認を求めることにつ

いて（令和３年度岡谷市一般会計補

正予算（第１１号））

承認

報告第 号

専決処分の承認を求めることにつ

いて（令和３年度岡谷市霊園事業特

別会計補正予算（第１号））

承認

報告第 号
専決処分の報告について（和解及び

損害賠償の額の決定について）
報告

報告第 号

専決処分の承認を求めることにつ

いて（令和３年度岡谷市一般会計補

正予算（第１５号））

承認

報告第 号

専決処分の承認を求めることにつ

いて（令和３年度岡谷市一般会計補

正予算（第１６号））

承認

報告第 号
専決処分の報告について（和解及び

損害賠償の額の決定について）
報告

報告第 号
専決処分の報告について（和解及び

損害賠償の額の決定について）
報告

報告第 号

専決処分の承認を求めることにつ

いて（令和３年度岡谷市一般会計補

正予算（第１９号））

承認

報告第 号

専決処分の承認を求めることにつ

いて（令和３年度岡谷市一般会計補

正予算（第２０号））

承認

報告第 号
専決処分の報告について（和解及び

損害賠償の額の決定について）
報告

３ 選挙・選任

選挙・選任

番 号
件 名 提出月日

選挙・選任

月 日

選挙第 号 議長の選挙

選挙第 号 副議長の選挙

選任第 号 常任委員会委員の選任

選任第 号 議会運営委員会委員の選任

選挙第 号 諏訪広域連合議会議員の選挙

選挙第 号 湖北行政事務組合議会議員の選挙

選挙第 号 湖周行政事務組合議会議員の選挙

選挙第 号 諏訪広域公立大学事務組合議会議員の選挙
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４ 請 願

請願番号 件 名
提 出

月 日

付 託

委 員 会

議 決

月 日

審 議

結 果

請願第 号

第６次エネルギー基本計画改定に

関する国への意見書の提出を求め

る請願

総 務 趣旨採択

請願第 号
７５歳以上高齢者の医療費窓口負

担の現状維持を求める請願
社 会 不採択

請願第 号

ミャンマーにおける軍事クーデタ

ーを非難し民主的な政治体制の早

期回復を求める請願

総 務 採択

５ 本会議の状況 （単位：件）

 

 

 

 

会

期

会

期

日

数

開

議

日

数

提 出 議 案 等 議 決 結 果

意

見

書･

決

議

市 長 提 出
議 員

提 出 選

挙
・
選

任

請
願

内
継
続
分

計

原

案

可

決

否

決

同

意

認

定

報

告

承

認

決

定

選

挙
・
選

任

採

択

不

採

択

趣

旨

採

択

条

例

予

算
・
決

算

そ

の

他

報
告

内
専
決

条

例

そ

の

他

日 日

第 回臨時会

～

第 回定例会

～

第 回定例会

～

第 回定例会

～

第 回定例会

～

定 例

（ ）

臨 時

（ ）

計

（ ）
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６ 委員会・全員協議会等開催状況

委 員 会 名 回 数

総 務
委 員 会 １１

１５
委 員 協 議 会 ４

社 会
委 員 会 ９

１４
委 員 協 議 会 ５

産 業 建 設
委 員 会 １３

１６
委 員 協 議 会 ３

決 算 特 別 委 員 会
一 般 ・ 特 別 ３

企 業 ３

議 会 運 営 委 員 会 １７

全 員 協 議 会 １７

議 会 改 革 検 討 委 員 会 ８

議 会 広 報 広 聴 委 員 会 １９

岡 谷 市 議 会 災 害 対 策 支 援 連 絡 会 議 １

注 各委員会とも行政視察を除く。

７ 行政視察先

例年３常任委員会で行っている行政視察については、全国的に新型コロナウイルス

感染症が感染拡大している状況を踏まえ、令和３年度は中止とした。

８ 行政視察受入

団 体 名 人 員 期日 視 察 内 容 担 当 課

長 崎 県 長 崎 市 議 会
子育て支援館 こどものくにについ

て
子 ど も 課

長 野 県 飯 田 市 議 会 スポーツ振興への取り組みについて スポーツ振興課

合 計 人 日
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市 長 部 局
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企 画 政 策 部
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企 画 課
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第１ 概説

企画課では、「第５次岡谷市総合計画前期基本計画」に基づく各種施策の総合調整

のほか、まちづくりにおける重要課題の検討のための庁内調整を行った。

このほか、市民総参加のまちづくり、国際交流、広域行政、男女共同参画などの推

進に向けて各種事務事業を執行した。

第２ 実績総括

主要な事務事業 内 容

企画事務 １ 庁内調整

（１）行政管理委員会

市長の意思決定を補完する内部機関として庁内の意思決

定を行うため、２１回開催した。

（２）庁内会議

各種施策の推進に向けて庁内調整を行うため、３２回開

催した。

２ 実施計画の策定

「第５次岡谷市総合計画」を推進するための実行計画とし

て、令和４年度から令和６年度までの３年間に実施を予定して

いる重点施策等について、事業内容と財源を明らかにした。

また、国の「新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交

付金」を計画的・効果的に活用し、感染防止対策、市民生活の

維持、事業継続支援などを講じるための実施計画を策定した。

３ 主要施策の進行管理

令和３年度に予算化された事業のうち、特に重要な１４事業

を指定事務事業として選定し、行政管理委員会へ定期的に執行

状況を報告した。

４ 陳情・請願の処理

・受陳情：３１件（企画政策部８件、総務部１件、市民環境部

１件、健康福祉部５件、産業振興部５件、

建設水道部９件、教育部２件）

・発陳情：８件（総務部１件、建設水道部７件）

５ 総合教育会議の運営

市長と教育委員会により構成する岡谷市総合教育会議を開催

し、教育行政に関する重要な事項などについて協議を行った。

・構成員：市長、教育長、教育長職務代理者、教育委員４名

（計７名）

・会 議：１回開催（令和４年１月１７日（月））

６ 土地取引規制対策事務

「国土利用計画法」に基づき、都市計画区域における

５，０００㎡以上の土地売買等について、届出書の提出に関す

る相談対応を行った。

・届出：２１件

７ その他

官学連携によるまちづくりを推進するため、国立大学法人信

州大学と、包括連携に関する協定書を締結した。

令和３年６月４日（金）締結

円
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市民総参加のま

ちづくり推進事

業

「市民総参加のまちづくり基本条例」の推進に向けた取組を行

った。

１ 高校生まちづくり会議

市内３高等学校の有志による高校生まちづくり会議を開催

し、高校生発案によるまちづくりに取り組んだ。

・実施回数：５回

・実施内容：ＳＮＳによる情報発信、テイクアウト事業所誘致

・延べ参加者数：４０人

２ 岡谷市民憲章推進協議会

岡谷市民憲章の普及を目的として、各種啓発活動を実施し

た。また、市民憲章制定５０周年記念事業を実施した。

（１）啓発活動

・花の球根、花鉢を配布…市内小学校の１年生

・クリアファイルを配布…市内中学校の１年生

・市民憲章しおりを配布…新入社員激励会 等

・市民憲章推進協議会補助金：６０，０００円

（２）市民憲章制定５０周年記念事業

・古澤巖の品川カルテット（６月４日（金））

・記念植樹

（７月２日（金）西堀保育園へマリーゴールドの花壇造成）

・記念式典

（７月３日（土）タイムカプセルの掘り起こし・埋設、功労

表彰）

・市民総参加デジタルフォトモザイクアートの制作

・市民憲章新パネルの制作

・記念マンホールの制作

・市民憲章制定５０周年記念事業負担金

：２，０００，０００円

３ その他

・岡谷市連合壮年会補助金：４５，０００円

・岡谷市連合婦人会補助金：９５，０００円

円

旧岡谷塩嶺病院

施設管理事業

旧岡谷塩嶺病院敷地の一部について、社会福祉法人平成会と土

地売買契約を締結し、売却した。

・測量設計等委託料 ：３，１９０，０００円

・不動産鑑定委託料 ： ４４５，２８０円

・敷地調査委託料 ：２，０９０，０００円

・樹木等伐採業務委託料：１，３２０，０００円

・契約日 ：令和３年１２月１３日（月）

面積 ：６，１６２．７５㎡

売却額 ：５０，７１０，０００円

円

ふるさと寄附促

進事業

返礼品の充実を通じて、本市の特色あるまちづくりを全国に向

けて発信するとともに、ブランド力の向上と市内事業所の活性化

を図るため、ふるさと納税ポータルサイトや市ホームページを活

用し、積極的にＰＲを行った。

・ふるさと納税 寄附件数：２，０６５件

寄附金額：８７，４１２，０００円

円
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総合計画推進事

業

令和元年度を初年度とする「第５次岡谷市総合計画」の着実な

推進を図るため、岡谷市基本構想審議会を開催した。

・第１回岡谷市基本構想審議会（書面開催）

開催日：令和３年５月

内 容：令和３年度取組内容

・第２回岡谷市基本構想審議会

開催日：令和３年１１月１２日（金）

内 容：令和２年度進捗状況、岡谷市の人口、地方創生推進

交付金充当事業の執行状況、ごみ処理基本計画の修

正によるＫＰＩ終了時目標の見直し

円

広域行政事業 １ 諏訪広域連合

広域連合規約で定められた事業及び広域連合で決定された事

業を実施した。

・諏訪広域連合負担金：２５，８０９，０７４円

２ 諏訪広域公立大学事務組合

諏訪広域公立大学事務組合等の各種会議に出席し、公立諏訪

東京理科大学の運営等について協議を行った。

・諏訪広域公立大学事務組合負担金：５９４，６９７円

３ 「地域発 元気づくり支援金」（長野県事業）

交付申請に向けた相談対応及び取りまとめを行った。

・岡谷市事業：２件

・市内の公共的団体による事業：９件

４ 市町村担当者会議

長野県と市町村及び広域連合が連携し、諏訪湖創生ビジョン

の推進に係る会議等に出席した。

円

国際交流事業 国際理解や多文化共生等の各種事業を推進するため、国際交流

センターへ業務委託を行った。

・公益財団法人おかや文化振興事業団（国際交流センター）

業務委託料：１４，５２１，０００円

１ 国際交流員の設置

国際交流事業の企画・立案・実施、市民等への国際理解に向

けた支援などを行うため、国際交流員１名を配置した。

国際交流員：キャロライン・スペス（アメリカ）

２ マウント・プレザント市との交流

新型コロナウイルス感染症の拡大防止の観点から、マウン

ト・プレザント市からの高校生受入事業については令和２年度

に続き、延期とした。

円

男女共同参画推

進事業

１ 「男女共同参画おかやプランⅥ」の推進

「男女共同参画おかやプランⅥ（令和２年度～令和６年度）」

に基づき、庁内の進捗管理を行った。

・審議会等における女性委員の登用率

令和３年４月１日現在 ３２ ９％（目標値４０ ０％）

・男女共同参画審議会（委員１４名）１回書面開催

・男女共同参画推進協議会幹事会及び専門部会 １回開催

２ 「男女共同参画おかや市民のつどい」

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止とした。

３ 男女共同参画出張フォーラム

各種団体等を対象に、男女共同参画に関する講演会や学習会

に講師を派遣した。
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・３団体（うち１団体は新型コロナウイルス感染症拡大防止の

ため中止） 参加者 ２７人

４ 「男女共同参画社会づくり」ポスターコンクール

小中学生に男女共同参画社会への理解と関心を深めてもらう

ため、「男女共同参画社会づくり」をテーマとするポスターコ

ンクールと応募作品の展示を行った。

応募数 ：１７３点（小学生１３１点、中学生４２点）

展示期間：１１月１１日（木）～１１月１８日（木）

展示場所：レイクウォーク岡谷１階レイクコート

５ マンガ冊子「わたしらしく あなたらしく」の配布

男女共同参画についてマンガでわかりやすく説明した冊子を

小学５年生に配布した。

６ 各種研修会等への参加

・男女共同参画社会づくりに向けての全国会議（内閣府）

・日本女性会議２０２１甲府 ・その他研修会等

（オンライン開催含む）

７ 「男女共同参画推進市民の会」の運営支援

市民団体との協働により、男女共同参画事業を推進した。

・男女共同参画週間パネル展、啓発ポケットティッシュ配布

実 施 日：６月２３日（水）～６月２９日（火）

実施場所：イルフプラザ１階中央通路

・男女共同参画意識啓発事業

行政チャンネル（シルキーチャンネル）を活用し、意識啓

発のための番組等を放送した。

８ 女性団体連絡協議会

女性問題に関心のある市内団体の連携を深めるため、理事会・

情報交換会等を実施した（書面開催）。

加盟団体：９団体

円

女性相談事業 女性が抱えている様々な悩みに対応するため、女性相談員によ

る女性のための相談窓口を開設した。

・開設日数：１２日

・利用者 ：延べ２４名

円

ホストタウン推

進事業

カナダを相手国とするホストタウンとして、大会に向けた機運

の醸成を図るとともに、スポーツを通じた地域の活性化、教育文

化の向上を図った。

１ 「アスリートフェスティバル おかや」（スポーツ振興課）

酒井浩文氏（ソウルオリンピック競歩日本代表）を講師に招

き、講演会及びウォーキング講習会を実施した。

実施日 ： ７月４日（日）

場 所 ： 市民総合体育館

参加者 ： ８６人

２ 「あすチャレ！ 」

永尾嘉章氏（アテネパラリンピック銅メダリスト）を講師に

招き、市内５小中学校において講演会及び車いすパラスポーツ

（車いす陸上）の体験会を実施した。

実施日 ： ６月８日（火）～６月１１日（金）

実施校 ： 川岸小学校、小井川小学校、長地小学校、

上の原小学校、岡谷東部中学校
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３ 「保育園・学校給食における食文化体験」

（子ども課・教育総務課）

５月 １３保育園（公立保育園１２園、信学会東堀保育

園）にて各１回実施

７月 １１小中学校にて各１回実施

４ 「パラリンピック聖火ビジット」（社会福祉課）

パラリンピック開幕に向けて機運を醸成するため、富士見町

で採火されたパラリンピック聖火を迎え入れ市民に披露した。

実施日 ： ８月１２日（木）、１３日（金）

場 所 ： 市役所庁舎、諏訪湖ハイツ

５ ホストタウンＰＲ事業

・広報おかやへの記事連載（４月号～９月号）

・カナダ代表選手の紹介パネルの展示、寄せ書き（応援メッ

セージ）の制作

期 間 ： ６月１日（火）～６月３０日（水）

場 所 ： 市民総合体育館、カルチャーセンター、市立

岡谷図書館

６ 新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止とした事業

・オリパラ観戦機会創出事業

円

岡谷駅前公共用

地権利取得事業

ララオカヤの市以外の権利者に対して権利取得交渉を進め、了

解が得られた権利者から順次契約を行った。

・契約済み１８名（権利者１４名、テナント・借家人４名）

円

(32)
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まち・ひと・しごと創生推進室

(34)
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第１ 概説

岡谷市組織規則第１３条第２項に基づいて平成２７年度に設置したまち・ひと・し

ごと創生推進室では、岡谷市まち・ひと・しごと創生人口ビジョン及び第２次岡谷市

まち・ひと・しごと創生総合戦略の推進に向けた庁内調整を行ったほか、国の地方創

生交付金を活用した事業の実施に向けた庁内調整を行った。

第２ 実績総括

主要な事務事業 内 容

まち・ひと・し

ごと創生推進事

業

１ インスタグラムフォトコンテスト入賞作品活用

入賞作品の上映、活用により本市のシティプロモーションと

知名度の向上を図った。

・入賞動画の上映

銀座ＮＡＧＡＮＯ、岡谷駅、諏訪湖ＳＡ下り線内店舗、

京セラ㈱岡谷工場、ＴＰＲ㈱長野工場、

信州大学松本キャンパス、市役所庁舎内ロビー等

・入賞写真の活用

岡谷市民憲章制定５０周年記念事業（記念マンホール蓋、

憲章文パネル）、成人式での贈呈品、ふるさと納税ポータル

サイトの本市ＰＲ写真、各種パンフレット等

・サイクルツーリズムツアーにおける撮影場所の紹介

２ 就業・創業移住支援事業

東京圏（埼玉県、千葉県、東京都及び神奈川県）、愛知県又は

大阪府から岡谷市へ転入し、長野県の求人情報サイト掲載企業

等に就職した場合に移住支援金を支給する「就業・創業移住支

援事業補助金」について、転入者へチラシを配布するなど、制

度の周知を図った。

３ おかやの魅力体験事業

移住のための生活体験、市内での住居探し、仕事探しに要す

る経費の助成に加え、ワーケーションに要する経費についても

新たに助成することで、地域や地域住民と多様なつながりをも

つ関係人口の増に努めた。

・交通費補助 件数：１９件、補助額：１３３，０２３円

・宿泊費補助 件数：２０件、補助額：１８３，１７１円

・移住体験住宅家賃補助

件数：３件、補助額：２００，０００円

４ 若者おかや暮らし応援事業

３０歳未満の単身勤労者等に対して民間賃貸住宅の賃料を助

成することで、若者の市内への移住定住の促進に努めた。

件数：１０件、補助額：１，６０５，０００円

５ 大学等進学資金利子補給金

地方創生の推進に向けた諏訪信用金庫との連携協定に基づ

き、市民が大学等へ進学する際の初年度納付金の借入に対する

利子について一部補給を行った。

・平成２８年度申請分

件数：７件、補給額：３０，８０９円

・平成２９年度申請分

件数：８件、補給額：２９，９７９円
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 ・平成３０年度申請分

件数：５件、補給額：２５，５２８円

・令和元年度申請分

件数：８件、補給額：４５，２０３円

・令和２年度申請分

件数：６件、補給額：２１，３００円

（ 円）

地方創生全般 １ 第２次岡谷市まち･ひと･しごと創生総合戦略の推進

総合戦略の計画的かつ円滑な推進に向けて庁内調整を行った

ほか、室員による地方創生に向けた課題の共有及び事業の企画

立案会議を行った。

・まち・ひと・しごと創生推進室会議

開催回数：３回（うち、書面開催１回）

２ 岡谷市まち･ひと･しごと創生総合戦略の進捗管理

戦略目標や重要業績評価指標に基づき、施策や事業の効果検

証を行ったほか、検証内容の妥当性や客観性を担保するため、

岡谷市基本構想審議会において意見聴取を行った。

・岡谷市基本構想審議会

開催回数：２回（うち、書面開催１回）

３ 地方創生推進交付金の活用

・モノづくり集積地ＳＵＷＡのヒトづくりプロジェクト

交付確定額 ５，０６０，０００円

・「岡谷へ行こう」関係人口等創出・拡大事業

交付確定額 ２，６３３，００４円

・「日本唯一のシルクのまち」岡谷シルク推進事業

交付確定額 ３，３１９，０００円

４ 地方創生応援税制（企業版ふるさと納税）に係る寄附の受付

・地域再生計画：岡谷市 人が集い、にぎわいと活力あふれ

るまち推進計画分

件数：２件、金額：２，０００，０００円

・地域再生計画：人結び 夢と希望を紡ぐ たくましいまち

岡谷推進計画分

件数：１件、金額：１００，０００円
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第１ 概説

秘書広報課では、儀式、表彰、渉外活動、姉妹都市交流等のほか、広報おかや、シ

ルキーチャンネル、ホームページ等各種メディアを通じてわかりやすい行政情報の発

信に努め、情報化の推進、広聴の充実、地域コミュニティ、統計調査等の業務を執行

した。

第２ 実績総括

主要な事務事業 内 容

秘書事務 １ 市長交際費の公開

市長交際費の毎月の執行状況を、市のホームページ等へ公開

した。

２ 市長資産公開

「政治倫理の確立のための岡谷市長の資産等の公開に関する

条例」に基づき、資産等報告書等を公開した。

３ 理事者等公務日程の調整

市長・副市長の職務が円滑に執行できるよう日程調整を行う

とともに、秘書業務の充実に努めた。

４ 市長会関係

（１）長野県市長会

４月１５日（木）総会（長野市）

６月 ８日（火）定例会（長野市）

７月 ９日（金）副市長･総務担当部長会議（佐久市）

（書面審議）

８月１９日（木）総会（ 会議）

１０月１９日（火）総務文教部会（長野市）

１１月１９日（金）定例会（長野市）

１月２１日（金）副市長･総務担当部長会議（ 会議）

２月 ４日（金）定例会（長野市）

（２）北信越市長会

５月１３日（木）～１４日（金）第１７８回総会（伊那市）

（書面開催）

１０月１４日（木）～１５日（金）第１７９回総会

（富山県高岡市）

（書面開催）

（３）全国市長会

６月 ９日（水） 第９１回総会（東京都）

５ 災害義援金

令和３年８月の大雨災害により被害を受けた被災者に義援金

の配分を行った。

（１）受け入れ

□ 岡谷市義援金 ３，１８６，０９７円

□ 長野県義援金（１・２回分） ４，０３５，０００円

合 計 ７，２２１，０９７円

（２）義援金の配分

・岡谷市義援金 【２，３２４，１００円】

人的被害、住家被害への配分 ９件

※残額は２次分として翌年度に配分。

・長野県義援金 【４，０３５，０００円】
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住家被害への配分 ７件

１次配分 ２，６４０，０００円

２次配分 １，３９５，０００円

円

儀式表彰事務 １ 市制施行８５周年記念式典並びに市政功労者等表彰式

日 時 ４月１日（木）午前１０時００分から

場 所 市役所９階大会議室

特別功労表彰受賞者 ４名

功労表彰受賞者 ８名

有功表彰受賞者 ３５名

褒賞受賞者 ３３名・３９団体

国家表彰受章者 ９名

記念講演 講師 岡谷市文化財保護審議会

会長 宮 坂 正 博 氏

演題 「三苫からバルナバまで」

２ 年度始めの式

日 時 ４月１日（木）午後１時３０分から

場 所 市役所９階大会議室

職員功労表彰受賞者 ６名

職員有功表彰受賞者 ２４名

３ 仕事納めの式

日 時 １２月２８日（火）午後５時３０分から

場 所 市役所９階大会議室

４ 仕事始めの式

日 時 １月４日（火）午前８時３０分から

場 所 市役所９階大会議室

※ 年度始めの式、仕事納めの式及び仕事始めの式について

は、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、部課長の

みの参集とし、他の職員は により自席での視聴とした。

５ 新年祝賀式（新年祝賀式実行委員会）

日 時 １月４日（火）午前１１時００分から

場 所 カノラホール

申込者 ９６１名

参加者 ３３６名

祝宴は中止

円

コミュニティ事

業

１ 区長会

行政事務の円滑な推進や市民との協働によるまちづくりを推

進するため、新たに区役員に就任した方を行政事務嘱託員とし

て委嘱した。

区長会（７回開催）へ参加し、市と区長会の連絡調整や各課

からの各種依頼、情報提供等を通じて地域コミュニティとの連

携を図った。

２ 行政事務交付金

地域コミュニティ活動、市政遂行のため必要な連絡調整、行

政機関が発行する文書の配布等に必要な活動に対する支援とし

て、市内２１区及び樋沢地区に対し行政事務交付金を交付した。

３ コミュニティ助成事業助成金

区のコミュニティ活動を推進し、施設整備や付帯設備等の充

実を図るため、自治総合センター及び長野県市町村振興協会が

実施する助成金制度の採択を受けた５区に対し、コミュニティ

助成事業助成金及び地域活動助成事業助成金を交付した。
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４ 新型コロナウイルス感染症対策行政事務交付金事業

各区の事務運営や行事等における感染防止対策を支援するた

めに行政事務交付金を追加交付した。

新型コロナウイルス感染症追加交付分 件 円

円

広報広聴事業 １「広報おかや」の発行

（株）中央企画への作成委託を継続して行った。毎月編集会

議を開催し、記事の管理やわかりやすい紙面作りに努めた。

発行：月１回（前月２５日発行）計１２回

配布：市内各戸、市内官公署、事業所及び各自治体等

配置：市内金融機関、コンビニエンスストアの店内

・市ホームページに毎号全ページを掲載

・広報誌アプリ「マチイロ」に「広報おかや」を毎号掲載

・事業等の周知広報

市の予算・決算及び財政状況、環境、健康、イベント講座

情報、事業案内など

・特集記事

新年度事業と予算、子育て支援、水道事業、新しい働き方、

旧岡谷市役所庁舎、防災減災対策、公共施設マネジメント、

おかや子ども食堂、本とのふれあい、成人式など

２ 市勢現況記録写真等の撮影及び保存

市勢現況を保存するため、イベント等記録写真の撮影・収集

管理を行った。

３ 定例記者会見

市長による会見を毎月実施し、報道機関を通じて市民への情

報提供に努めた。

４ 報道機関を活用した行政情報の発信

ＬＣＶ－ＦＭや地元メディアを活用して市のイベント情報な

どを発信した。

５ Ｆａｃｅｂｏｏｋの運用

情報発信のツールとして岡谷市の魅力を発信した。

６ 市政懇談会

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、市役所、３公民館、

カルチャーセンターでの開催を中止し、シルキーチャンネル

を使い新年度の重点施策等を周知した。

・放送期間：２月１８日（金）～３月１５日（火）

・特別番組：岡谷市の重点施策

７ 市民意見収集事業

・市民提案ボックス（市長への手紙）：３７件

・ホームページからの意見、要望、質問：４７７件

内訳：市長Ｅメール ４５件

各課宛 ４３２件

円

シルキーチャン

ネル事業

担当課職員によるイベント情報など市民の方に行政を身近に感

じていただけるような番組制作を行った。

・主な自主制作番組

岡谷市インスタグラムフォトコンテスト２０２０、コロナ

禍における避難所、令和３年岡谷市成人式代替事業、わが家

のハザードマップ、岡谷ではじめる就職活動、子ども・若者

育成支援強調月間、ブラおかや歴史探偵団、スポーツタイム

おかや、家庭で作る郷土料理、しるくっきんぐフレイル予防、

イベント情報など
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・特別番組

こどもの発達支援講座、市制施行８５周年記念式典、アス

リートフェスティバル、野球に熱中した信州人（野球と蚕糸

業）、芸能祭チャンネル、令和４年度岡谷市の重点施策など

放送番組総数 １２７本

制作番組総数 ９０本

・議会放送

市民の市議会への興味、理解啓発のため、岡谷市議会の一

般質問の様子を生放送及び録画放送にて放送した。

・災害関連情報等の発信

岡谷市災害対策本部からの情報を発信した。

円

姉妹都市交流事

業

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、予定していた姉妹都

市交流事業が中止又は 開催となった。

・岡谷市 岡谷太鼓まつり 中止

・東伊豆町 熱川温泉花火大会 中止

・玉野市 姉妹都市締結４０周年調印式 ８月３日（火）

開催

※昨年度新型コロナウイルス感染症拡大防止のため

延期し、本年度開催した。

・富岡市 富岡どんと祭り 中止

円

広域情報化推進

事業

１ 国と地方自治体を結ぶ総合行政ネットワーク（ＬＧＷＡＮ）

に支障がないよう機器の保守点検業務などを実施した。

２ 諏訪地域で共同利用している各種行政情報システムについ

て、法令改正に伴う改修や、機器更改などの検討を行った。

また、国の「自治体ＤＸ推進計画」に基づく、「行政手続のオ

ンライン化」及び「情報システムの標準化・共通化」に向けた

検討を行った。

３ 長野県電子申請届出システム

（１） 長野県電子申請届出システム負担金

長野県市町村自治振興組合が運営し、県及び市町村参加

による長野県電子申請届出システムのサービス利用に係る

経費を負担した。

（２） システムを利用した行政手続きの状況

「行政手続のオンライン化」に係る手続項目のうち１３

項目については、マイナンバーカードの利活用推進を図る

ため、マイナポータルと連携し、ワンストップで手続きが

行える運用を行った。

・手続項目： ７２項目 （前年度 ５１項目）

・申請件数：８１８件 （前年度３８６件  ）

４ 長野県高速情報ネットワーク負担金

県と市町村を光ファイバーで接続する「長野県高速情報通信

ネットワーク（情報ブロードウェイながの）」の諏訪広域６市町

村代表接続利用に伴う経費を負担した。

なお、他の５市町村負担分は歳入に計上した。

５ 電子自治体推進事業負担金

長野県市町村自治振興組合が運営する「電子自治体推進事業」

に係る経費を負担した。
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６ 県と市町村等による「長野県先端技術活用推進協議会」の下

に設置された、自治体ＤＸの推進や、個別の行政分野における

ＤＸ推進に関わるワーキンググループ等に参画し、積極的な情

報収集を行った。

円

地域情報化推進

事業

１ インターネットを活用した官庁速報（ｉＪＡＭＰ）の利用等

により、国及び地方自治体の各種施策や行財政情報を迅速に収

集し、地域情報化の推進に努めた。

２ 公共データの活用促進を図るため、「岡谷市オープンデータサ

イト」及び、「岡谷市ＧＩＳ版オープンデータサイト」を一般公

開し、データ提供を行った。

３ 地域情報化支援業務負担金

地域情報化の推進を図るとともに、専門化・高度化する情報

通信技術分野に対応するため、（株）諏訪広域総合情報センタよ

り情報技術員の派遣を受けた。

円

情報システム管

理事業

１ 住民行政、財務会計、コミュニケーション系、ホームページ

など各種情報システムの安定稼動を確保するための運用管理を

行い、効率的な行政事務の執行やセキュリティ強化に努めた。

・公共施設予約システムについて、諏訪市、茅野市及び下諏訪

町との共同調達により更改を行った。

・ｅラーニングセキュリティ研修等、情報セキュリティ保護の

ための職員研修、内部点検等を実施した。

・国の「自治体ＤＸ推進計画」に基づき、本市の自治体ＤＸを

推進するため、全職員を対象とする研修会を実施した。

・実施日 １２月２０日（月）、１２月２１日（火）

２ 公衆無線ＬＡＮ環境整備事業（新型コロナウイルス感染症対

応事業）

公共施設における、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防

止対策をはじめ、施設利用者へのサービス向上等を図ることを

目的として、湊・川岸・長地の３公民館、生涯学習活動センタ

ー内の各研修室、おかや総合福祉センター２階及び３階、市民

総合体育館スワンドームのロビー・観客席・大会運営室・ミー

ティングルーム及び市役所庁舎１階に整備を行った。

３ 番号制度中間サーバー負担金

社会保障・税番号制度の情報連携を行うための、地方公共団

体情報システム機構が運営している自治体中間サーバーに係る

経費を負担した。

４ 自治体情報セキュリティクラウド負担金

・セキュリティ強化のため、県内自治体のインターネット接続

口を県で一本化する自治体情報セキュリティクラウドに係る

経費を負担した。

・システム更改に向けて、長野県情報通信基盤運営委員会の下

で検討を行った。

５ 会議録等作成支援システム導入事業

行政管理課との連携により導入を行った、ＡＩを活用した会

議録等作成の音声反訳システムについて、庁内的な活用を図り、

業務の効率化に努めた。

６ Ｗｅｂ会議環境拡充事業（新型コロナウイルス感染症対応事業）

新型コロナウイルス感染症の流行が長期化するなか、感染防

止対策として、Ｗｅｂ会議の開催が増加したため、関係機器の

拡充を行った。
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７ デジタル田園都市国家構想推進交付金

交付金を利用するため、申請手続きを行った。

・申請事業 市民の命を守る地域防災力向上事業

円

統合型ＧＩＳ整

備事業

１ 庁内利用

ＧＩＳ専門員を中心に、共有データの整備、紙媒体の電子化

などを実施し、庁内利用の促進を図るため職員研修を実施した。

また、現地調査などでタブレット端末を活用し、業務の効率

化を図った。

２ 一般公開

市ホームページで一般公開している「くらしマップおかや」

（岡谷市地理情報システム）において、３８種類の地図情報を

公開し利便性の向上を図った。

円

統計調査事務 １ 統計調査関係者の各種表彰推薦事務を実施した。

２ 統計思想の普及高揚と表現技術の研鑽を図る目的で、第５２

回岡谷市統計グラフコンクールを実施した。

・審 査 会 ８月２４日

・出品点数 ３１点 出品人員 ３４人

・入賞点数 １９点 入賞人員 ２０人

３ 統計調査結果の報告書等を作成し公表した。

（１） 冊子として発刊

・「諏訪地方統計要覧」（令和２年度版）

（２） ホームページへの掲載

・「岡谷市の学校現況」（令和３年度学校基本調査結果）

・「岡谷市の人口」（令和３年毎月人口異動調査結果）

・「岡谷の工業」（ 年工業統計調査結果）

・「統計月報おかや」（毎月発行）

４ 毎月人口異動調査

長野県が行う「毎月人口異動調査」について、自然動態及び

社会動態に関する各月の数値を報告した。

円

学校基本調査事

務

統計法に基づく基幹統計調査として、文部科学省が毎年実施す

る「学校基本調査」及び、これに併せて長野県が行う「学校関係

県単独統計調査（卒業後の状況調査）」を実施した。

（１） 学校基本調査

・調査基準日 ５月１日

・調査対象 小学校、中学校、教育委員会、幼稚園・幼

保連携認定こども園、専修学校、各種学校

（２） 学校関係県単独統計調査（卒業後の状況調査）

・調査基準日 ５月 日

・調査対象 令和３年３月の中学校卒業者

円

統計調査員確保

対策事業

各種統計調査に従事する統計調査員の新規確保と、登録統計調

査員の資質向上を図るため、「統計調査通信」を発行した。

円
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経済センサス事

務

統計法に基づく基幹統計調査として、総務省・経済産業省が５

年ごとに行う「経済センサス‐活動調査」を実施した。

・調査基準日 ６月１日

・調査対象 農林漁業に属する個人経営の事業所、家事サービ

ス業及に属する事業所及び外国公務に属する事業

所を除く、すべての事業所及び企業

円

第３ 主要な統計、行政資料等

１ 人口報告

世帯数と人口 （令和４年３月１日現在）

区分 世帯数
人 口 年間動態（増減） 前年度比

総数 男 女 世帯数 人口 世帯数 人口

総 数

世帯 人 人 人 世帯

△

人

△

％ ％

２ 学校基本調査結果 （令和３年５月１日現在）

学校種別

学校数
教員数

本務者
職員数

児童生徒 学級数

は特

支学級※

児童生徒

総

数

県

立

市

立

私

立
総数 うち男

１学級

当たり

教員 人

当たり
人 人 人 人 人 人

幼 稚 園

幼 保 連 携 型

認定こども園

小 学 校

中 学 校

専修学校

各種学校

※特支学級 特別支援学級。学校教育法第 条第 項各号に該当する児童･生徒で構成。
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３ 製造業に関する報告

・２０２０年工業統計調査結果による。

・ は数値が推測されるため秘匿している。

・売上高（製造品出荷額等）等の経理事項は令和元年１年間、経理事項以外の項目は

令和２年６月１日現在の数値。

事業所 人 万円

３２その他

３０情報

２９電気

２７業務用機械

３１輸送

２８電子

２６生産用機械

２２鉄鋼

２５はん用機械

２３非鉄

２４金属

１８プラスチック

２１窯業

１９ゴム

１６化学

１１繊維

１５印刷

１３家具

１４紙・パルプ

総数

０９食料

１０飲料

製造品出荷額等

％ ％ ％

産業中分類 事業所数 従 業 者 数 製造品出荷額等
2019年工業統計調査との比

事業所数 従業者数

１２木材
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行 政 管 理 課
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第１ 概説

行政管理課では、「行財政改革プログラム」の推進、行政評価システムによる施策

及び事務事業の評価、第７次定員適正化計画の推進を図ったほか、｢公共施設等総合

管理計画｣及び「公共施設個別施設計画」の進行管理を行った。

第２ 実績総括

主要な事務事業 内 容

行政改革推進事

務

１ 行財政改革プログラムの進行管理

（１） 行財政改革プログラム実施計画 令和元年度～令和５

年度 を推進し、令和２年度の取組状況の総括・公表及

び令和３年度の各課等の行動計画の取りまとめなど進行

管理を行った。

・令和２年度の達成率：６３．６％

（２） 行政改革審議会

（第１回委員１４名、第２回委員１３名、２回開催）

・審議会委員の任期満了に伴い、新委員の選任・委嘱を

行った。（任期：令和３年８月１日～令和５年７月３１日）

・行財政改革プログラム実施計画の取組状況や行動計画

について報告した。

２ 行政評価の実施

（１） 事務事業評価

職員の意識改革、事務事業執行の改革・改善を目的に

実施し公表した。

・評価件数：２９４件（令和２年度の事務事業）

（２） 施策評価

事務事業の優先順位付けを目的に実施し公表した。

・評価件数：３１件（令和２年度の施策）

（３） 行政評価システムの見直し

重複する評価作業を一本化するなど、効率的な評価シ

ステムへ見直しを行った。

３ 事務処理の効率化

国が進める行政手続きのオンライン化や利便性向上のため、

押印等を求めている書類について押印の廃止を行い、行政手続

きの見直しを行った。

４ 指定管理者制度

公の施設指定管理者選定等審議会（委員５名、３回開催）

・審議会委員の任期満了に伴い、新委員の選任・委嘱を行っ

た。（任期：令和３年１０月１日～令和５年９月３０日）

・第三者の視点により、市の総合評価などモニタリング全般に

ついて報告し、検証と助言を得た。

モニタリング実施日：１１月２２日（月）

モニタリング報告書手交日：１２月２３日（木）

対象施設：岡谷市スポーツ施設 市営岡谷球場、岡谷市民川岸

スポーツ広場、岡谷市民湖畔広場、岡谷市民総合

体育館、岡谷市営庭球場、岡谷市民水泳プール

・新型コロナウイルス感染症拡大防止対策として、施設の使用

中止等の利用制限を実施したことに伴い、指定管理料に影響
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が生じたことから、一定の基準により精算対応を行った。

５ 組織定員管理

全課等に対し調査及びヒアリングを実施し、課題把握とその

解決策の検討を行った。

（１） 組織管理

・令和３年４月組織改正

心身の発達に支援を必要とする子ども等への支援体制

の強化を図るため、西堀保育園に併設した岡谷市子ども

発達支援センターを開所した。

・岡谷市役所岡谷駅前出張所の機能移転

令和３年１２月２７日（月）の岡谷駅前出張所の閉鎖

に伴い、その機能を岡谷市イルフプラザ内に移設し、令

和４年１月１２（水）日に岡谷市役所イルフプラザ出張所を

開所した。

・令和４年度に向けた取組

市長の事務部局について、自治体ＤＸ（デジタル・ト

ランスフォーメーション）、移住・交流施策や関係人口の

創出・拡大を一層推進するための組織を検討した。併せ

て、教育委員会の事務部局について、少子化が進行する

社会においても、豊かな学びを推進し、幼保小中の連携

を支援するための組織を検討した。

（２） 定員管理（一般会計・特別会計）

第７次岡谷市定員適正化計画の適正化を図り、令和３

年度一般会計・特別会計の予算定数を、対前年度１名減

の４１１名とした。

円

行政報告書作成

事務

令和２年度行政報告書を作成し、市立図書館、県立図書館、国

立国会図書館、市情報公開コーナーに閲覧用冊子を設置した。

円

組織体制整備事

業

岡谷市役所イルフプラザ出張所の開所に伴い、執務室の環境整

備やネットワーク配線等の工事等を行った。

円

公共施設総合管

理推進事務

１ 公共施設等総合管理計画

公共施設等の統合・廃止・更新などを計画的に行うことで財

政負担の軽減・平準化を図り、公共施設等の最適な配置を実現

するために公共施設等総合管理計画の進行管理を行った。

また、国の方針に基づき、公共施設等総合管理計画の改定を

行った。

２ 公共施設個別施設計画

公共施設等総合管理計画を計画的に推進するため、個別施設

計画で示された基本方針に沿って、施設を所管する関係課との

検討等を随時行いながら、公共施設の適正管理に資する取り組

みを行った。

３ 公共施設白書

各施設の老朽化の状況や運営・利用の状況を客観的な指標に

より評価を行った公共施設白書（２０２０年度版）を発行した。

４ 市民周知

公共施設等の総合的かつ計画的な管理の推進に関して、公共

施設等総合管理計画等への市民の理解を深めるため、広報おか

や１１月号に特集記事を掲載するとともに、ホームページで公

表した。

円
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第３ 主要な統計、行政資料等

１ 組織（機構）図（令和４年３月３１日現在）

市 副 企画政策部 企 画 課 政策推進、広域行政、男女共同参画

市 まち・ひと・しごと創生推進室（岡谷市組織規則第 条第 項に基づく組織）

長 長 秘書広報課 秘書、広報広聴、情報推進

行政管理課 行政改革推進、公共施設総合管理

総 務 部 総 務 課 行政、職員、研修

湊支所

川岸支所

長地支所

イルフプラザ出張所

財 政 課 財政、契約、管財

税 務 課 収納、市民税、資産税

消 防 課 消防

危機管理室 防災危機管理

市民環境部 市民生活課 戸籍･住民記録、年金･市民サービス、

安全・衛生

内山霊園

消費生活センター

医療保険課 国保、医療

環 境 課 資源化、環境保全

健康福祉部 社会福祉課 福祉総務、障がい福祉、生活福祉

（福祉事務所） 総合福祉センター

生活就労支援センター

介護福祉課 介護保険、介護予防

地域包括支援センター

子 ど も 課 子育て支援、保育

子育て支援館（こどものくに）、保育園

子ども発達支援センター

健康推進課 保健予防、保健指導

看護専門学校

保健センター、健康福祉施設

新型コロナウイルスワクチン接種対策室
（岡谷市組織規則第 条第 項に基づく組織）

産業振興部 工業振興課 産業政策、工業支援、雇用対策

中小企業経営技術相談所、テクノプラザおかや、

勤労青少年ホーム、勤労会館

商業観光課 商業支援、観光

イルフプラザ、太鼓道場、岡谷駅前広場等、

中央町駐車場、岡谷駅前自転車駐車場、

中央町アミューズメント施設

ブランド推進室 ブランド推進

蚕糸博物館

文化会館、日本童画美術館

農林水産課 農政、農林土木

建設水道部 都市計画課 計画、都市整備、建築・住宅

市営住宅

土 木 課 土木、路線管理、維持、公園緑化

都市公園

水 道 課 管理、料金、上水道、下水道

会計管理者

会 計 課 会計
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教育総務課 教育企画、学校教育

子ども総合相談センター

教育委員会 小学校、中学校、フレンドリー教室、

学童クラブ

生涯学習課 生涯学習推進、青少年

生涯学習活動センター、塩嶺野外活動センター

教育長 図書館

美術考古館（美術考古館、文化財）

旧林家住宅、旧渡辺家住宅

事務局 教 育 部 湊公民館

川岸公民館

長地公民館

スポーツ振興課 スポーツ振興

市営球場、市民川岸スポーツ広場、

市民湖畔広場、市民総合体育館、

市営庭球場、市民水泳プール、

やまびこ国際スケートセンター

選挙管理委員会 事務局

監査委員 事務局

公平委員会 事務局

農業委員会 事務局 農地

固定資産評価審査委員会 事務局

議会 事務局 庶務、議事

診 療 部 総合診療科、内科、心療内科、精神科、

脳神経内科、呼吸器内科、消化器内科、

循環器内科、糖尿病・内分泌代謝内科、

腎臓内科、リウマチ科、小児科、外科、

呼吸器外科、心臓血管外科、小児外科、

整形外科、消化器外科、乳腺外科、皮膚科、

泌尿器科、産婦人科、眼科、耳鼻いんこう科、

リハビリテーション科 リハビリテーションセンター 、

病理診断科、麻酔科、緩和ケア内科、

歯科口腔外科

診療技術部 薬剤科、検査科、放射線科、

リハビリテーション科 リハビリテーションセンター 、

栄養科、外来診療技術科、臨床工学科

看 護 部 外来・健診科、中央手術室・中央材料室、

血液透析室、東４病棟、東５病棟、

東６病棟、西４病棟、西５病棟、西６病棟、

緩和ケア病棟、ＩＣＵ・ＣＣＵ

事 務 部 庶 務 課 経営企画、庶務、人事、用度情報

医 事 課 医事、診療情報管理、健診

医療安全管理部 医療安全対策室、医療総合相談室、感染対策室

地域医療支援部 地域医療支援課 地域医療連携室、医療福祉相談室、診療サポート室

在宅ケアセンター 訪問看護ステーション、居宅介護支援

健診センター 健診科

研修センター

市
民
病
院
長

市
民
病
院
副
院
長

市
民
病
院
長
補
佐

事業管理者

開設者岡谷市長
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総 務 部
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総 務 課
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第１ 概説

総務課では、職員の任免、配置、給与、勤務条件、福利厚生、研修、市議会議案関

係、庁中の維持管理、例規の審査、文書の管理等の業務を執行した。

第２ 実績総括

主要な事務事業 内 容

特別職の就任 公平委員

監査委員（議会選出）

監査委員

人権擁護委員

教育委員

林 和子

藤森 博文

山岸 徹

宮坂 麻紀

小平 陽子

特別職の退任 監査委員（議会選出）

監査委員

人権擁護委員

教育委員

教育長

病院事業管理者

公平委員

中島 保明

小口 明彦

清水 美代子

小平 陽子

岩本 博行

天野 直二

三枝 正幸

人事管理事務 新規採用職員の配置 １０人

（一般職関係 ８人）

（保育園関係 ２人）

再任用職員の配置 １２人

（一般職関係 １２人）

職員の一部配置替 １０２人

（一般職関係 ７７人）

（保育園・学校関係 ２５人）

職員の昇任・昇格 ４２人

新規採用職員の配置 ２人

（一般職関係 ２人）

職員の一部配置替 ６人

（一般職関係 ６人）

職員の昇任・昇格 ６人

職員の一部配置替 １人

（保育園・学校関係 １人）

給与管理事務 １ 市長等の給料の減額

市の厳しい財政状況を勘案し、引き続き市長等の給料月額を減

額することとした。

・市長１００分の１０、副市長１００分の７、

教育長１００分の３

・期間 令和元年９月２９日から令和５年９月２８日まで

２ 給与改定

【特別職】

特別職の職員の給与に関する法律等の一部を改正する法律

（令和４年法律第１８号）の公布を受け、岡谷市特別職の職員の

給与に関する条例を改正し、令和４年３月３日から適用した。
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・改定内容

①期末手当

０ １０月分引下げ（支給月数３ ３５月→３ ２５月）

（令和３年度 ６月･１２月 各１．６７５月

→令和４年度 ６月･１２月 各１．６２５月）

②令和４年６月に支給する期末手当

令和３年１２月の期末手当の支給額に１６７．５分の１０を

乗じて得た額を減じた額を支給する。

【一般職】

一般職の職員の給与に関する法律等の一部を改正する法律

（令和４年法律第１７号）の公布を受け、岡谷市職員の給与に関

する条例を改正し、令和４年３月３日から適用した。

・改定内容（一般職）

①期末手当

０ １５月分引下げ

（期末・勤勉手当年間支給月数 ４ ４５月→４ ３０月）

（令和３年度 ６月･１２月 各２．２２５月

→令和４年度 ６月･１２月 各２．１５月）

②令和４年６月に支給する期末手当

令和３年１２月の期末手当の支給額に１２７．５分の１５（特

定幹部職員は１０７．５分の１５）を乗じて得た額を減じた

額を支給する。

・改定内容（再任用職員）

①期末手当

０ １０月分引下げ

（期末・勤勉手当年間支給月数 ２．３５月→２．２５月）

（令和３年度 ６月･１２月 各１．１７５月

→令和４年度 ６月･１２月 各１．１２５月）

②令和４年６月に支給する期末手当

令和３年１２月の期末手当の支給額に７２．５分の１０（特

定幹部職員は６２．５分の１０）を乗じて得た額を減じた額

を支給する。

円

職員福利厚生事

務

１ 職員福利厚生事務

・新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、職員互助会事業で

ある研修旅行等を中止し、代替事業を行い職員の福利厚生に努

めた。

・人間ドック受診給付等の福利厚生事務を行った。

・福利厚生等に係る情報、職員の接遇や服務等に関する意識啓発

を掲載した庁内広報等を発行した。

・庁内広報 １６回発行

・スキルアップ情報 ３回発行

・健康ニュース １２回発行

２ 職員安全衛生管理事務

・職員の健康管理と疾病の早期発見のため、健康診断を実施した。

・産業医による健康相談や専門のアドバイザーによるメンタルヘ

ルス相談事業を実施した。

・庁内広報等により、労働安全衛生推進の啓発を行い、健康管理

や明るい職場づくりなどに努めた。

・労働安全衛生法に基づき、全職員にストレスチェックを実施し

た。

円
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職員研修事務 岡谷市職員人材育成基本方針に基づき、人材育成を推進した。

１ 職員研修事務

令和３年度職員研修計画に基づき、計画的に各種研修を実施し、

職員の資質向上と意識改革等を図った。

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、研修の開催にあた

っては、オンライン形式での研修を取り入れるとともに、日程の

延期や実施方法を変更するなど可能な範囲で研修を開催し、職員

の少数精鋭化のなか、各階層に必要な能力を早期に身につけさせ、

組織力の向上に努めた。

（１） 自主研修

・公募実務研修（財務会計事務） １２人 １日間

（２） 職場研修

・ＯＪＴ実践研修 各職場 通年

・職場ニーズに応じた研修 ２８回

・新規採用職員等研修 各職場 通年

（３） 職場外研修

ア 階層別研修

・新規採用職員研修（岡谷市の歴史） ９人 １日間

・接遇研修（新規採用職員） ６人 ３日間

・土のう作成研修（新規採用職員） ８人 １日間

・新規採用職員研修 ９人 ２日間

・インフォメーション準備研修（新規採用職員）

１０人 １日間

・インフォメーション研修（新規採用職員）

１０人 １年間

・メンタルヘルス研修（新規採用職員） １１人 １日間

・旧庁舎清掃研修（新規採用職員） １１人 １日間

・初任者研修 ２２人 ２日間

・初任者研修の効果測定 ２２人 １日間

・新規採用職員後期研修 県 １１人 １日間

・プレゼンテーション研修（新規採用職員）

９人 １日間

・新規採用職員事前研修 １８人 １日間

・主事（公務員倫理）研修 １８人 １日間

・ビジネスマナー（応用）研修 １５人 １日間

・新任主幹研修 ７人 １日間  
・主幹ＯＪＴ実践研修 ６人 １日間

・新任課長研修 ６人 １日間

・管理監督者研修 主幹、統括主幹、課長、部長

７６人 １日間

・会計年度任用職員研修 ２３人 １日間

イ 専門研修

・第３級陸上特殊無線技士養成講習会等

５研修 １０人 １～３６日間

・諏訪広域連合研修 ４研修 １７人 １～２日間

・県市町村職員研修センター専門研修

１７研修 ３８人 １～２日間

ウ 派遣研修

・職員派遣研修

長野県庁 派遣 主幹 １人 ２年間（１年目）

長野県庁 派遣 主査 １人 ２年間（２年目）

中小企業庁 派遣 主任 １人 ２年間（２年目）
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・職員交流研修（下諏訪町）

派遣 主査 １人 ２年間（１年目）

主任（保育士） １人 １年間

受入 主査 １人 ２年間（１年目）

主任（保育士） １人 １年間

エ 一般知識研修（特別研修）

・シートベルト着用点検指導 指導者 ９人 ３日間

・接遇研修（窓口接客とクレーム対応） １４人 １日間

・ｅラーニングによるデジタル人材育成のための基礎研修

５３６人 ２月間

・普通救命講習 １８人 １日間

・接遇研修（さわやかあいさつ指導） 全職員 ４日間

・職員交通安全研修 ２０６人 １日間

２ 人事評価

職員自らが能力を向上させながら意欲を持って業務に取り組む

ため、人事評価制度を活用した意識改革や人材育成を図った。

３ 職員提案事務

全職員を対象に自由な発想に基づく職員提案を募集した。  
・職員提案件数 ６０件

円

総務一般管理事

務

１ 議会関係事務

・議会招集回数 定例会 ４回 臨時会 １回

・提出議案件数 報告：２７件 議案：７２件

２ 岡谷市固定資産評価審査委員会事務

岡谷市固定資産評価審査委員会に、固定資産課税台帳縦覧の結

果や固定資産税の課税状況について報告した。

・会議：１回 委員：３名

円

市役所庁舎管理

事務

１ 主な改修工事

・庁舎自家用電気工作物改修工事 円

・庁舎立体駐車場手摺設置工事 円

・庁舎懸垂幕装置修繕工事 円

・庁舎地下１階電気室内空調設備修繕工事 円

・庁舎２階会議室レイアウト変更等修繕工事 円

・庁舎１階西側軒天井修繕工事 円

・庁舎１階北側ファンコイル バルブ修繕工事 円

・庁舎２階給湯室電気温水器取替え工事 円

・庁舎２階介護福祉課システム天井修繕工事 円

２ 市役所庁舎新型コロナウイルス感染症対策事業

（新型コロナウイルス感染症対応事業）

・庁舎トイレ洗面所自動水栓化工事 円

３ 岡谷市役所環境保全の率先実行計画

令和３年度から令和７年度までを計画期間とする「岡谷市役所

環境保全の率先実行計画Ⅵ」に基づき、本市の事務事業から排出

される温室効果ガスの排出抑制など環境への負荷の低減を図ると

ともに、リデュース、リユース、リサイクルの一層の推進に努め

た。

（ 円）
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文書管理事務 １ 文書管理

文書の収受、集配業務を実施したほか、全庁における文書管理

の適正化及び情報公開等への対応を図るため、文書の保管及び廃

棄など各課のファイリングシステムの維持管理指導を行った。

・ファイリングシステム保守管理

委託先：インダストリーネットワーク（株）

・ファイリング実地指導：１１月１０日（水）～１１月１２日（金）

（３日間）

全組織対象（学校及び一部保育園を除く。）

・機密文書処理（単価契約 ８円／ ）：７，３００ｋｇ

委託先：（有）成山商店

２ 情報公開等

市が保有する情報（個人情報を含む。）の適正管理及び保護並び

に公開請求等に対する支援を行った。

・情報公開請求等 ２２件（うち個人情報の開示請求等 ５件）

（内訳）全部開示 ７件、部分開示 ９件

文書不存在による不開示 ５件

訂正請求に対する訂正の拒否 １件

・個人情報の目的外利用及び外部提供 ４件

円

法律関係相談事

務

市の事業の適法かつ適正な実施を確保するため、例規整備及び法

令等の適切な解釈の支援並びに法律相談等を行った。

・条例、規則及び要綱等の制定並びに改廃の支援

条例改正等の件数 「第３主要な統計、行政資料等」に記載

・例規審査委員会

会議４回 委員１４名 幹事１６名 審査件数１４件

円

第３ 主要な統計、行政資料等

１ 条例及び規則

区 分 新 設 改 正 廃 止

条 例 件 件 件

規 則 件 件 件

（１）条例

公布

番号
公布年月日 条 例 名

岡谷市職員の服務の宣誓に関する条例の一部を改正する条例

岡谷市固定資産評価審査委員会条例の一部を改正する条例

旧岡谷市役所庁舎保全基金条例

岡谷市手数料条例の一部を改正する条例

岡谷市病院事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例

岡谷市役所出張所設置条例の一部を改正する条例
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岡谷市地域経済牽引事業の促進による地域の成長発展の基盤強化

のための固定資産税の課税免除に関する条例の一部を改正する条

例

岡谷市福祉医療費給付金条例の一部を改正する条例

岡谷市国民健康保険条例の一部を改正する条例

岡谷市手数料条例の一部を改正する条例

岡谷市国民健康保険条例の一部を改正する条例

岡谷市職員の分限に関する手続及び効果に関する条例の一部を改

正する条例

岡谷市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条

例及び岡谷市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営

に関する基準を定める条例の一部を改正する条例

岡谷市特別職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例

岡谷市職員の給与に関する条例及び岡谷市会計年度任用職員の給

与等に関する条例の一部を改正する条例

岡谷市議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部

を改正する条例

岡谷市組織条例の一部を改正する条例

岡谷市国民健康保険税条例の一部を改正する条例

岡谷市消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の一部を

改正する条例

岡谷市消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例

岡谷市市税条例等の一部を改正する条例

岡谷市都市計画税条例の一部を改正する条例

岡谷市国民健康保険税条例の一部を改正する条例

（２）規則

公布

番号
公布年月日 規 則 名

岡谷市印鑑の登録及び証明に関する条例施行規則等の一部を改正

する規則

岡谷市育英基金の設置、管理及び処分に関する条例施行規則の一

部を改正する規則

岡谷市規則で定める様式の押印の取扱いに関する規則

テクノプラザおかや条例の一部を改正する条例の施行期日を定め

る規則

テクノプラザおかや条例施行規則の一部を改正する規則

岡谷市子ども・子育て支援法施行細則等の一部を改正する規則

岡谷市国民健康保険の保険給付等に関する規則の一部を改正する

規則

市道の構造の技術的基準等に関する条例施行規則の一部を改正す

る規則
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岡谷市民生委員推薦会規則の一部を改正する規則

岡谷市消防団の組織等に関する規則の一部を改正する規則

岡谷市国民健康保険の保険給付等に関する規則の一部を改正する

規則

岡谷市都市公園条例施行規則の一部を改正する規則

岡谷市道路等管理規則の一部を改正する規則

岡谷市温泉事業給湯条例施行規則の一部を改正する規則

岡谷市職員の旅費等に関する条例施行規則の一部を改正する規則

岡谷市財務規則の一部を改正する規則

岡谷市国民健康保険の保険給付等に関する規則の一部を改正する

規則

岡谷市組織規則等の一部を改正する規則

岡谷市文書管理規則等の一部を改正する規則

岡谷市規則で定める様式の押印の取扱いに関する規則

岡谷市印鑑の登録及び証明に関する条例施行規則の一部を改正す

る規則

岡谷市国民健康保険の保険給付等に関する規則の一部を改正する

規則

岡谷市交通災害共済条例施行規則を廃止する規則

岡谷市衛生事務嘱託員設置規則の一部を改正する規則

市立岡谷病院第一種助産所規則を廃止する規則

おかや総合福祉センター条例施行規則及び岡谷市国民健康保険の

保険給付等に関する規則の一部を改正する規則

テクノプラザおかや条例施行規則の一部を改正する規則

岡谷市規則で定める様式の押印の取扱いに関する規則

岡谷市組織規則等の一部を改正する規則

岡谷市商工業振興条例施行規則の一部を改正する規則

岡谷市消防団員等公務災害補償条例第９条の２第１項の規則で定

める金額を定める規則の一部を改正する規則

岡谷市非常勤消防団員等に係る損害補償の支給等に関する規則の

一部を改正する規則

岡谷市職員被服等貸与規則の一部を改正する規則

岡谷市伐採届出に関する規則等の一部を改正する規則

議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に関する規則の

一部を改正する規則

岡谷市市税に関する規則の一部を改正する規則
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２ 公示文書及び令達文書

公示文書 令達文書

告 示 公 告 訓 令 指 令

件 件 件 件

３ 一般職職員数 （令和４年３月３１日現在）

部局等区分 行政職 企業職
病院企業職

計
（１） （２） （３） （４）

人 人 人 人 人 人 人

市長 － － － － －

議会 － － － － －

教育委員会 － － － － －

選挙管理委員会 － － － － －

監査委員 － － － － －

農業委員会 － － － － －

上水道事業 － － － － －

下水道事業 － － － － －

病院事業 － －

計

（注）３月３１日付退職者を含む。
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支 所
イ ル フ プ ラ ザ 出 張 所

（66）
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第１ 概説

市の出先機関として、地域住民に直結した業務（戸籍、住民登録、印鑑登録、諸証

明等の受付、交付、現金の出納事務など）及び湊財産区管理業務を執行した。

また、ララオカヤの閉館に伴い、駅前出張所の機能をイルフプラザ３階カルチャー

センター隣へ移転した。

第２ 実績総括

主要な事務事業 内 容

湊支所運営事務 岡谷市役所支所設置条例に基づき、市の出先機関として地域

住民に直結した業務（戸籍、住民登録、印鑑登録、諸証明等の

受付・交付、現金の出納事務など）及び湊財産区管理業務を行

った。

円

川岸支所運営事

務

岡谷市役所支所設置条例に基づき、市の出先機関として地域

住民に直結した業務（戸籍、住民登録、印鑑登録、諸証明等の

受付・交付、現金の出納事務など）を行った。また、川岸駅駐

輪場の更新を行い、川岸駅を守る会に対し負担金 万円を交付

した。

円

長地支所運営事

務

岡谷市役所支所設置条例に基づき、市の出先機関として地域

住民に直結した業務（戸籍、住民登録、印鑑登録、諸証明等の

受付・交付、現金の出納事務など）を行った。

円

湊財産区管理運

営事業（湊支所）

１ 沢入団地 森林経営委託（０予算）

・契約対象森林面積 １６４．４７

契約期間： 年 月 日から 年 月 日まで

受 託 者：株式会社 飯森林業

間 伐 ７．４３ ５７林班

主 伐 ２．３１ ５８林班

植 林 １．６４ ５８林班

路 網 開 設 ２，１２５ｍ ５７林班

２ 森林の里親事業（０予算）

・京セラの森林活動 植林、除伐、枝打ち等

・春：１３人（植林）

秋：新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止

３ 湊財産区管理委員会

管理委員会：１１回開催、管理委員作業：８回
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第３ 主要な統計、行政資料等

１ 支所・出張所別出納金の取扱い状況

（収 入） （単位：円）

区 分 湊支所 川岸支所 長地支所
イルフプラ

ザ出張所
計

一般会計

特
別
会
計
等

国民健康保険

地域開発事業

分収造林事業

霊園事業

温泉事業

後期高齢者医療

湊財産区

水道事業

下水道事業

病院事業

育英基金返済

介護保険事業

湖北（火葬場）

県民交通災害共済

合 計

※イルフプラザ出張所は令和４年１月１２日開所

２ 支所・出張所別閲覧証明件数 （単位：件）

区 分 湊支所 川岸支所 長地支所
イルフプラザ

出張所
計

税務関係閲覧証明

※イルフプラザ出張所は令和４年１月１２日開所

３ 支所・出張所別戸籍・住民基本台帳及び印鑑登録事務取扱い状況

（市民環境部市民生活課記載のとおり）
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財 政 課

（70）
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第１ 概説

財政課では、予算の編成、市債、地方交付税、財政統計、契約事務、市有財産管理

及び車両の集中管理等に関する業務を執行した。

第２ 実績総括

主要な事務事業 内 容

車両管理事務 共用車両の管理費の節減に取り組むとともに、各種法定点検、

職員による日常点検を実施し、適正な車両管理と運行に努めた。

リース期間満了となった車両を更新し、用途に応じた効率的な

配車に努めた。（管理車両台数４６台）

８月の災害発生時に、３社から無償貸与いただいた計７台を含

めた、災害対応車両を優先する緊急対応に切り替え配車を行った。

共用車両の運転に際しては、運転者認定試験により職員の適性

を判断し、同時に安全運転の啓発を行い、交通事故の防止に努め

た。

（ 円）

財政事務 １ 予算管理

・一般会計の補正予算は２３回行い、最終予算額は、

２４５億８，２５０万４千円となり、前年度比

４１億９，２１０万７千円、１４．５７％の減となった。

・特別会計及び湊財産区一般会計の補正予算回数と最終予算の

状況は、次のとおりである。

会 計 名
補 正

回 数

最終予算額

千円
会 計 名

補 正

回 数

最終予算額

千円

国 民 健 康

保 険 事 業
回 温 泉 事 業 ―

地域開発事業 ―
後 期 高 齢 者

医 療 事 業
―

分収造林事業 ― 湊 財 産 区 ―

霊 園 事 業 回

２ 市債

一般会計の市債の借入れは、３２事業で

２５億３，８６５万２千円となった。

３ 地方交付税

地方交付税の総額は５１億１，６７８万６千円で、

前年度比９億２，８０４万８千円の増となった。

４ 財政指標等

財政力指数（過去３年間の平均値）は、０．６３で、

単年度指数は０．５９である。

５ 財務諸表の作成

財務諸表については、平成２７年１月に総務省より示された

「統一的な基準による地方公会計マニュアル」に基づき、令和

２年度決算における財務諸表を作成し公表した。
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６ 財政状況の公表及び情報提供

「わかりやすい予算説明書」及び財務諸表の作成と公表、財政

事情の公表などにより、予算と主要事業の内容や決算の状況等

について、市民に対して広く情報の提供を行った。

（ 円）

契約事務 １ 法令等に基づき公平・公正な入札を実施し、予定価格が

１，０００万円以上の建設工事については、原則として制限付

一般競争入札方式とし、４２件を実施した。

また、一般競争入札のうち総合評価落札方式を２件実施した。

２ 令和４・５・６年度の建設工事等入札参加資格申請の受付及

び審査を行い、資格者名簿に登載した。

３ 令和４年度の物品・役務入札参加資格申請の中間受付及び審

査を行い、資格者名簿を作成した。

４ 公共工事の入札及び契約の適正化の促進に関する法律に基づ

き、建設工事の発注見通し、入札・契約に係わる情報等の公表

を行った。

５ 令和４年３月に公共工事設計労務単価が引き上げられたこと

に伴い、賃金等の急激な変動に対処するため、工事請負契約書

第２６条第６項（インフレスライド条項）の運用を行った。

（ 円）

市有財産管理事

務

市有財産の取得、処分、管理に係る不動産登記申請、保険事務

等を行い、適正な財産管理を行った。

併せて、固定資産台帳システムの適正な管理運用を行った。

令和３年度登記処理件数 ５９９件

（ 円）

普通財産管理事

務

土地については、主なものとしてララオカヤ敷地など

９４７ ４３㎡を取得し、旧健康保険岡谷塩嶺病院敷地など

８，０２２ １４㎡を処分した。

建物については、防災倉庫など１，１８９ ６８㎡を取得し、

高尾市営住宅５９．５０㎡を解体した。

その他、売却等処分が困難な普通財産については、可能な限り

貸付等を行うとともに、定期的に除草等を行い、適正な財産管理

を行った。

（ 円）
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　　第３　主要な統計、行政資料等

　　　 １　令和３年度一般会計歳入歳出補正予算状況 （単位：千円）

１号 ２号 ３号 ４号 ５号 ６号 ７号

市 税

地 方 譲 与 税

利 子 割 交 付 金

配 当 割 交 付 金

株式等譲渡所得割交付金

法 人 事 業 税 交 付 金

地 方 消 費 税 交 付 金

ゴルフ場利用税交付金

環 境 性 能 割 交 付 金

地 方 特 例 交 付 金

地 方 交 付 税

交通安全対策特別交付金

分 担 金 及 び 負 担 金

使 用 料 及 び 手 数 料

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

財 産 収 入

寄 附 金

繰 入 金 △ 10,000

繰 越 金

諸 収 入

市 債 △ 128,500

△ 36,851

議 会 費

総 務 費

民 生 費

衛 生 費

労 働 費

農 林 水 産 業 費

商 工 費

土 木 費 △ 285,100

消 防 費

教 育 費

公 債 費

予 備 費

災 害 復 旧 費

△ 36,851

区         分
補　　　　　正　　　　　予　　　　　算

議 決 等 年 月 日

当初予算

歳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入

歳    入    合    計

歳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
出

歳 　出 　合 　計
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（単位：千円）

８号 ９号 １０号 １１号 １２号 １３号 １４号 １５号

市 税

地 方 譲 与 税

利 子 割 交 付 金

配 当 割 交 付 金

株式等譲渡所得割交付金

法 人 事 業 税 交 付 金

地 方 消 費 税 交 付 金

ゴルフ場利用税交付金

環 境 性 能 割 交 付 金

地 方 特 例 交 付 金

地 方 交 付 税

交通安全対策特別交付金

分 担 金 及 び 負 担 金

使 用 料 及 び 手 数 料

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

財 産 収 入

寄 附 金

繰 入 金 △ 150,000

繰 越 金 △ 24,900

諸 収 入

市 債 △ 9,700

議 会 費

総 務 費

民 生 費

衛 生 費

労 働 費

農 林 水 産 業 費

商 工 費

土 木 費

消 防 費

教 育 費

公 債 費

予 備 費

災 害 復 旧 費

区         分

議 決 等 年 月 日

歳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入

歳    入    合    計

歳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
出

歳 　出 　合 　計

補　　　　　正　　　　　予　　　　　算
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（単位：千円）

１６号 １７号 １８号 １９号 ２０号 ２１号 ２２号 ２３号 最終予算額

△ 10,000 △ 40,000

△ 2,200 △ 43,149

△ 26,579

△ 39,836

△ 22,375

△ 6,212

△ 16,805

△ 15,462

△ 26,579

予備費
充当額

補　　　　　正　　　　　予　　　　　算
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（単位：千円）

予算流用額

 2款 総務費

 1項 総務管理費

 1目 一般管理費 給料 △ 1,697 6目 企画費へ

△ 1,697 14目 会計管理費へ

職員手当等 △ 142

△ 142

共済費 △ 289 6目 企画費へ

△ 298 14目 会計管理費へ

 2目 庁舎管理費 需用費 △ 161 3目 文書管理費へ

備品購入費 3目 文書管理費より

 3目 文書費 報償費 2目 庁舎管理費より

需用費 △ 278 2目 庁舎管理費へ

 6目 企画費 報酬 1目 一般管理費より

職員手当等 1目 一般管理費より

共済費 1目 一般管理費より

 12目 安全対策費 負担金補助及び交付金 △ 190 13目 消費者行政費へ

 13目 消費者行政費 需用費 12目 安全対策費より

 14目 会計管理費 報酬 1目 一般管理費より

職員手当等 1目 一般管理費より

共済費 1目 一般管理費より

 16目 災害対策費 委託料

 3款 民生費

 1項 社会福祉費

 1目 社会福祉総務費 給料 △ 2,106 2目 障がい者福祉費へ

職員手当等 △ 95 2目 障がい者福祉費へ

共済費 △ 345 2目 障がい者福祉費へ

 2目 障がい者福祉費 報酬 1目 社会福祉総務費より

職員手当等 1目 社会福祉総務費より

共済費 1目 社会福祉総務費より

 8目 総合福祉センター費 工事請負費

 2項 児童福祉費

 3目 保育所費 負担金補助及び交付金 △ 2,500 6目 認定こども園費へ

 6目 認定こども園費 負担金補助及び交付金 3目 保育所費より

 4款 衛生費

 1項 保健衛生費

 1目 保健衛生総務費 給料 △ 2,577 3目 母子保健費へ

△ 2,955 4目 健康管理費へ

職員手当等 △ 213 3目 母子保健費へ

△ 172 4目 健康管理費へ

共済費 △ 459 3目 母子保健費へ

△ 380 4目 健康管理費へ

 3目 母子保健費 報酬 1目 保健衛生総務費より

職員手当等 1目 保健衛生総務費より

共済費 1目 保健衛生総務費より

 4目 健康管理費 報酬 1目 保健衛生総務費より

職員手当等 1目 保健衛生総務費より

共済費 1目 保健衛生総務費より

 5款 労働費

 1項 労働諸費

 1目 労政費 負担金補助及び交付金

14目 会計管理費へ

２　一般会計予備費充当、予算流用調

款　項　目 節 予備費充当額 流　用　科　目

6目 企画費へ
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（単位：千円）

予算流用額款　項　目 節 予備費充当額 流　用　科　目

 7款 商工費

 1項 商工費

 2目 商工業振興費 使用料及び賃借料 △ 880 3目 テクノプラザおかや費へ

 3目 テクノプラザおかや費 需用費 2目 商工業振興費より

使用料及び賃借料 2目 商工業振興費より

備品購入費 2目 商工業振興費より

 6目 蚕糸業対策費 需用費 9目 ブランド推進費より

 8目 商業観光施設費 委託料

工事請負費

 9目 ブランド推進費 委託料 △ 60 6目 蚕糸業対策費へ

 12目 博物館費 役務費

 9款  消防費

 1項 消防費

 3目 消防施設費 工事請負費

 10款 教育費

 1項 教育総務費

 2目 事務局費 負担金補助及び交付金 △ 202 3目 教員住宅費へ

 3目 教員住宅費 需用費 2目 事務局費より

 2項 小学校費

 1目 学校管理費 備品購入費

 3項 中学校費

 1目 学校管理費 備品購入費

 4項 社会教育費

 1目 社会教育総務費 委託料 5目 生涯学習活動センター費より

8目 塩嶺野外活動センター費より

 3目 公民館費 需用費

 4目 美術考古館費 給料 △ 2,067 7目 文化財保護費へ

職員手当等 △ 159 7目 文化財保護費へ

共済費 △ 355 7目 文化財保護費へ

 5目 生涯学習活動センター費 報償費 △ 49 1目 社会教育総務費へ

旅費 △ 57 1目 社会教育総務費へ

負担金補助及び交付金 △ 56 1目 社会教育総務費へ

 6目 図書館費 需用費

委託料

 7目 文化財保護費 報酬 4目 美術考古館費より

職員手当等 4目 美術考古館費より

共済費 4目 美術考古館費より

 8目 塩嶺野外活動センター費 需用費

役務費 △ 118 1目 社会教育総務費へ

使用料及び賃借料 △ 80 1目 社会教育総務費へ

 5項 保健体育費

 2目 体育施設費 需用費

工事請負費

 13款 災害復旧費

 1項 農林水産業施設災害復旧費

 1目 農地災害復旧費 工事請負費 2目 農業用施設災害復旧費より

3目 林業施設災害復旧費より

 2目 農業用施設災害復旧費 工事請負費 △ 10,000 1目 農地災害復旧費へ

 3目 林業施設災害復旧費 工事請負費 △ 2,700 1目 農地災害復旧費へ

 予備費充当額計 （ 19 件）

(注) 予備費充当額計欄の( )書数値は、予備費充当件数である。
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３　市債

　(１）　一般会計市債現在高  

　　　ア　借入先別     (単位：円)

借入額 償還額

財務省

日本郵政

日本政策金融公庫

全国市有物件災害共済会

八十二銀行

諏訪信用金庫

長野県信用組合

長野県労働金庫

長野銀行

信州諏訪農業協同組合

地方公共団体金融機構

長野県市町村振興協会

合       計

　　　イ　目的別      (単位：円)

借入額 償還額

総務

民生

衛生

土木

消防

教育

公営住宅

防災

商工

農林

労働

災害復旧債

住民税等減税補てん債

臨時財政対策債

減収補てん債

公共施設等除却債

合       計

区　　　　分
令和２年度末
現　在　高

令和３年度 令和３年度末
現　在　高

区　　　　分
令和２年度末
現　在　高

令和３年度 令和３年度末
現　在　高
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　（２）一般会計市債借入額等の推移

（単位：千円）

うち繰上償還額 年度末現在高 人口（人） 現在高

(注) ※人口は、各年度末現在の住民基本台帳人口である。

令和元年度

市民１人当たり現在高

年　度
借 入 額

( )内は借換債
元金償還額

( )内は借換債

平成30年度

平成29年度

令和３年度

令和２年度

(単位：千円）
令和３年度
　　　　(A)

増 減 額

(ｱ)

(ｲ) △ 353,164

交付基準額 (ｱ)‐(ｲ） (ｳ)

(ｴ) △ 4,960

交付額 (ｳ)‐(ｴ) (ｵ)

△ 0.02

(単位：千円）
令和３年度
　　　　(A)

増 減 額

特別交付税

(単位：千円）
令和３年度
　　　　(A)

増 減 額

普通交付税

特別交付税

４　令和３年度  地方交付税

　（１）普通交付税

区     分
令和２年度
　　　　(B)

基準財政需要額

合      計

　（３）地方交付税合計

区     分

基準財政収入額

調整額

令和２年度
　　　　(B)

財政力指数（過去3年間平均値）

　（２）特別交付税

区     分
令和２年度
　　　　(B)
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【歳　入】 引上げ分の地方消費税交付金 千円

（社会保障財源化分）

【歳　出】 （単位：千円）

地方消費税交付金
(社会保障財源化分)

その他

社会福祉事業

障がい者福祉事業

高齢者福祉事業

福祉医療事業

児童福祉事業

生活保護事業

小　　計

介護保険事業

国民健康保険事業

後期高齢者医療保険事業

小　　計

保健衛生事業

予防事業

母子保健事業

健康管理事業

病院事業

小　　計

特定財源
区　　　　分 事業費

保健衛生

社会保険

社会福祉

一般財源

５　地方消費税交付金（社会保障財源化分）

財源内訳

　地方消費税交付金（社会保障財源化分）の充当状況は、次のとおりである。

合　　　　計
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６　一般会計一時借入金借入状況
(単位：円）

利率 件数 支払利子

年　％

無利子

７  一般会計一時繰入金繰入状況（基金）
(単位：円）

利率 件数 支払利子

年　％

借 入 先 借入期間

R3.9.24～R4.3.31（公財）長野県市町村振興協会

社会教育施設整備基金 R3.4.1～R4.3.31

合         計

繰 入 先 繰入期間

財政調整基金 R3.4.1～R4.3.31

社会福祉施設整備基金 R3.4.1～R4.3.31

消防施設整備基金 R3.4.1～R4.3.31

市営住宅整備基金 R3.4.1～R4.3.31

公園施設等整備基金 R3.4.1～R4.3.31

工業技術振興基金 R3.4.1～R4.3.31

ふるさとまちづくり基金 R3.4.1～R4.3.31

減債基金 R3.4.1～R4.3.31

文化会館事業基金 R3.4.1～R4.3.31

地域福祉基金 R3.4.1～R4.3.31

リサイクル基金 R3.4.1～R4.3.31

合         計

みどりを愛する基金 R3.4.1～R4.3.31

教員住宅整備基金 R3.4.1～R4.3.31

病院施設整備基金 R3.4.1～R4.3.31

旧岡谷市役所庁舎保全基金 R3.10.11～R4.3.31

新型コロナウイルス緊急対策資金等利子補給基金 R3.5.20～R4.3.31

まち・ひと・しごと創生基金 R3.5.20～R4.3.31
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件 円

件 円

件 円

件 ― 円

件 円

件 ― 円

件 円

件

件

件

件

件

件

件

件

件

件

件

件

件

件

件

件

件

　　　建設コンサルタント

市内

県内

県外

小計

合　　計

　　　業務委託等

　　　物品購入等

市内

県内

　（２）　入札参加資格者登録数

区　　　　　　　分 登録者数

　　　建設工事

市内

県内

県外

小計

　　　建設コンサルタント業務

　　　物品購入

　　　物品購入に係る単価契約

　　　役務提供

　　　役務提供に係る単価契約

合　　計

８　契約

　（１）　契約状況

区　　　　　分 件　数 金　額

　　　建設工事

県外

小計

市内

県内

県外

小計
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内　容

購入

購入

　（２）　土地の処分
内　容

売却

売却

売却

売却

売却

廃道水路敷地 売却・交換

　（３）　建物の取得
内　容

新築

増築

ララオカヤ建物 購入

　（４）　建物の処分
内　容

高尾市営住宅 解体

１０　登記処理件数

１１　車両管理台数

増　　減

(A)－(B)
台

△ 1

△ 1

△ 1

面　積（㎡）

面　積（㎡）

面　積（㎡）

軽 自 動 車

Ｅ　Ｖ　車

そ　の　他

バ　イ　ク

計

368件

区　　　分 令和3年度

（A）

普通自動車

小型ダンプ等

台

管　　理　　台　　数

599件

A200　廃車

区  分

区  分

行政財産

普通財産

行政財産

普通財産

NO47　寄贈

備　　　考令和2年度

（B）
台

クラウン　廃車

施　設　名　称

小　　　　　計

合                         計

増　　減

区  分

行政財産

(A)－(B)

小　　　　　計

小　　　　　計

区  分

行政財産

普通財産

合                         計

小　　　　　計

合                         計

令和３年度 令和２年度

施　設　名　称

防災倉庫

岡谷東部中学校エレベーター棟

施　設　名　称

防災行政無線敷地（湊四丁目）

高尾市営住宅敷地

旧中央町駐車場敷地

川岸マミノオ教員住宅敷地

旧健康保険岡谷塩嶺病院敷地

面　積（㎡）

小　　　　　計

９　主な不動産の取得及び処分

　（１）　土地の取得
施　設　名　称

防災倉庫敷地

小　　　　　計

ララオカヤ敷地

小　　　　　計

合                         計
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税 務 課

（86）
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第１ 概説

税務課では、効率的・効果的な行政経営と健全財政の保持に向けた財源確保のため、

市税について課税客体の正確な把握に努めながら、課税及び収納事務を行った。

また、納税相談や滞納処分などを実施し、収納率の向上と公平性の確保に努めた。

第２ 実績総括

主要な事務事業 内 容

税務総務管理事

務

１ 決算状況

（１） 市税

調定額 円 （前年度比 ％）

収入済額 円 （前年度比 ％）

収納率（現年度） ％ （前年度 ％）

（２） 国民健康保険税

調定額 円 （前年度比 ％）

収入済額 円 （前年度比 ％）

収納率（現年度） ％ （前年度 ％）

２ 税関係の諸証明発行

・手数料収入額（窓口来庁分） 件 円

・コンビニ発行分 件 円

３ 条例改正業務

・地方税法等の改正に伴う、岡谷市市税条例等を一部改正

４ 税務広報事務

・「市税概要」の作成、公表

・広報おかや、ホームページ等による広報・広告掲載

（ 円）

市民税課税事務 １ 市民税の賦課

・申告相談の実施

（ 月 日（月）～ 月 日（火）うち 月 ､ 日 住民税申告）

市役所、２１日間、２，２１８人

新型コロナウイルス感染防止対策のため、市役所のみで開催

・課税資料の整備

申告書、給与及び公的年金支払報告書等の確認、調査

２ 軽自動車税、市たばこ税、入湯税の賦課 円

資産税課税事務 １ 固定資産税・都市計画税の賦課

・令和６年度評価替えに向けた、課税台帳、評価基準等の整備

・土地現況調査の実施

・新増築家屋の評価、滅失家屋の確認調査

・不動産鑑定（標準宅地５５地点）による土地評価額の修正

・償却資産申告書の確認及び実地調査 簡易・訪問調査等 の実施

円

収納等業務事務 １ 市税及び国民健康保険税の収納

２ 納税相談室の開設（平成 年度から）相談者数：年間延べ 人

３ 自主納税の推進と収納率向上対策

・元国税局職員による指導、研修

・滞納者に対する督促・催告、生活状況等の調査、納税誓約

・滞納処分の実施

・コンビニ収納、スマートフォンアプリによる収納の実施

・長野県地方税滞納整理機構の活用 移管件数 １０件

・個人の県民税に係る徴収及び滞納処分の特例 引継件数 ４件
（ 円）
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２ 市税負担の状況（現年度）

（注）令和４年４月１日現在 人口 人、世帯数 世帯

３ 滞納処分の状況（国保税を含む）

４ 市税不納欠損処分の状況

（１）年度別・税目別不納欠損処分額

税

目
個人市民税 法人市民税 固定資産税 都市計画税 軽自動車税

年

度
税額 円 件 税額 円 件 税額 円 件 税額 円 件 税額 円 件

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

計 ―

区 分 調定額 円
市税負担額 円

１人当たり １世帯当たり

市民税

固定資産税

軽自動車税

市たばこ税

入湯税

都市計画税

合 計

区分

物件

令和２年度末

の状況

令和３年度中の処分状況

交付要求・参加差押を含む
令和３年度末

の状況
差押等 解 除

件数 金額 円 件数 金額 円 件数 金額 円 件数 金額 円

不 動 産

債 権

動 産

計
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（２）不納欠損内容

内 容 金 額 円 件数 件

消滅時効が完成したもの（地方税法第１８条）

滞納処分の執行停止中、消滅時効が完成したもの

（地方税法第１８条）

滞納処分の執行停止が３年間継続したもの

（地方税法第１５条の７第４項）

滞納処分の執行停止後、直ちに消滅するもの

（地方税法第１５条の７第５項）

合 計

５ 口座振替等の状況

区分 口座振替
コンビニエンス

ストア
スマートフォンアプリ

税目 件数 金額 円 件数 金額 円 件数 金額 円

市民税

特徴除く

固定資産税

都市計画税

軽自動車税

市税計

国民健康保

険税

合計

６ 市税等の状況

（１） 市民税調定額 現年度

ア 個人分 （ ）内は納税義務者数

イ 法人分 （ ）内は法人数

課

税

額

均 等 割 円 所 得 割 円 計 円 ①

（ 人） （ 人） （ 人）

調

定

額

①のうち翌年度の

収入となるべき額

円

①のうち当年度の

収入となるべき額

円 ②

前 年 度 課 税 額 の

うち当年度収入分

円 ③

計 円

②＋③

調 定 額

均等割 円 法人税割 円 計 円

（ 人） （ 人） （ 人）
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（２） 市民税 個人 賦課人員 （特別徴収義務者数 事業所）

（３） 固定資産税・都市計画税調定額（現年度）

（４） 固定資産税概要

ア 土地の評価額 （ ）内は免税点未満を内書

区 分 普通徴収分 人 特別徴収分 人

均等割のみ

所得割のみ

均等割と所得割

合 計

区 分 課税標準額 千円 税 額 円 納税義務者数 人

固定資産税

国有資産等所在市町村

交付金

合 計

都市計画税

区分 地 積 ㎡ 決定評価額 千円 筆数 筆
㎡当たり価格 円

平均価格 最高価格

田

介在田

畑

介在畑

宅地

池沼

山林

牧場

原野

雑種地

合 計
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イ 家屋の評価額 内は免税点未満を内書

ウ 償却資産の評価額

（５） 軽自動車税概要

ア 種別割

イ 環境性能割

７ ｅＬＴＡＸ（地方税共同電子申告システム）の状況

（１）ｅＬＴＡＸの利用

区 分 法人市民税申告書 給与支払報告書 償却資産申告書

電子申告件数 件

利用率 ％

（２）公的年金に関する件数

区 分 床 面 積 ㎡ 決定評価額 千円 棟数 棟 ㎡当たり平均価格 円

木 造

非木造

合 計

区 分 決定評価額 千円 備 考

市長が価格等を決定したもの

総務大臣・県知事が価格等を

決定し配分したもの

中部電力ﾊﾟﾜｰｸﾞﾘｯﾄﾞ㈱、

東日本旅客鉄道㈱、

東日本電信電話㈱､

国際石油開発帝石㈱ 等

合 計

区 分 課税台数（台） 調定額（円）

原付自転車

軽自動車

小型特殊自動車

二輪の小型自動車

合 計

調定額（円）

区 分 件 数 件 課税件数 件 特別徴収件数 件 特徴比率 ％

歳以上

歳未満 － －

合 計 － －
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９ 国民健康保険税不納欠損処分の状況

（１）年度別不納欠損額 構成

年度 税 額（円） 件数 件

合計

（２）不納欠損内容

内 容 金 額 円 件数 件

消滅時効が完成したもの（地方税法第１８条）

滞納処分の執行停止中、消滅時効が完成したもの

（地方税法第１８条）

滞納処分の執行停止が３年間継続したもの

（地方税法第１５条の７第４項）

滞納処分の執行停止後、直ちに消滅するもの

（地方税法第１５条の７第５項）

合 計

１０ 主な税制改正

〇令和３年度税制改正

（１）個人市民税 住宅借入金等特別税額控除の特例制度の延長等に伴う所要の改正

（２）固定資産税 宅地等及び農地の負担調整措置の適用期限の延長並びに令和３年

度分の課税標準額の据置き規定の追加に伴う所要の改正

（３）固定資産税 新型コロナウイルス感染症に係る先端設備等に該当する家屋及び

償却資産に対する課税標準額の特例措置を２年間延長する改正

（４）軽自動車税環境性能割の税率区分の見直しに伴う所要の改正

（５）軽自動車税環境性能割の臨時的軽減の延長に伴う所要の改正
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消 防 課
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第１ 概説

消防課では、火災等各種災害から市民の生命、財産等を守ることを目的として、火

災予防の推進をはじめ、消防団の充実及び防火・防災協力団体の育成、さらに消防水

利、消防施設の整備に努めた。

特に、東日本大震災の教訓を踏まえ、地域防災力の中核である消防団装備の充実強

化を図ることにより大規模震災等への対応力を高めるため、救助資機材、小型動力ポ

ンプ及び高輝度照明装置を搭載した災害対応型多機能消防車を第９分団に配備した。

第２ 実績総括

主要な事務事業 内 容

広域連合負担金 １ 広域消防負担金（均等割２０％ 人口割８０％）

・消防費負担金 ４５８，９５１，２９７円

・公債費負担金 ４９，１４０，４０９円

２ その他負担金

・退職手当負担金 １０１，６０７，６１５円

・高速道路救急業務支弁金 ２，８８２，４８０円

円

消防事務 （岡谷市防火協会）

事業所の防火管理並びに危険物施設の維持管理に万全を期し、

火災による被害を未然に防止することを目的として、協会加入事

業所の従業員に対する保安教育を徹底した。

市内児童を対象に「第４３回標語入り防火ポスターコンクール」

を開催し、優秀作品を用いて令和４年版の標語入り防火カレンダ

ーを作成し幼少年に対する火災予防の普及を行った。

土地借上料

・防火水槽敷地 ４８件分 ７２０，６００円

円

消防団活動事業 消防団は、地域社会における消防防災活動の中核組織として、

火災等の災害出動や災害発生に備えての訓練、また地域ぐるみの

防災体制の確立等、地域防災のリーダーとして活躍した。

火災での被害を最小限にとどめる消火活動を行うとともに、市

民に対して火災予防広報を行い、注意喚起を促した。特にお彼岸

の時季には各所墓地の火災が頻発することから、市内全域での広

報活動及び墓地にて火災警戒活動を行った。

お盆期間中停滞する前線の影響で雨が降り続き、市内各地で水

害が発生し、延べ１ ０７９人の消防団員が活動をした。また、８

月１５日早朝に川岸駅東側で土石流が発生し、住宅に土砂が流れ

込み５人が巻き込まれた。消防団は諏訪広域消防の救助隊と協力

し救助活動を行った。  
昼間の出動団員の確保には、「機能別団員制度」を活用し、「消

防団協力事業所表示制度」により、消防団員の活動しやすい環境

作りにも継続的な取り組みを行った。

あわせて、消防団員の士気高揚と恒常的な確保対策を目的に、

「消防団員サポートショップ事業」や市内の入浴施設の無料利用

券の配布事業を実施した。
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なお、新型コロナウイルス感染症から団員や家族、職場を守る

ため、消防操法大会、その他団員が多く集まる行事については中

止とした。

１ 消防団員報酬等

年報酬 ５４１人分 １７，４２７，１１４円

出動手当 ６，６４５人分 ６，６４５，０００円

２ 災害補償費

消防団員遺族補償年金 ２件 ６，１１９，９００円

３ 報償費

消防団員退職報償金 １１人分 ３，４０４，０００円

４ 土地借上料

・分団屯所１０件・可搬小屋敷地４件・水防庫２件

８９２，８００円

５ 負担金、交付金

・団員等公務災害補償基金掛金 １，２１８，５４８円

・団員退職報償金基金掛金 １０，５４０，８００円

・消防団員福祉共済掛金 １，６４７，０００円

・分団運営交付金 ７，４１１，３００円

（ 円）

消防団施設整備

事業

消防団に配備している消防ポンプ車の計画的な更新にあたり、

第９分団に災害対応型多機能消防車を更新配備し、消防力の充実

強化を図った。

円

消防水利整備事

業

・消火栓撤去工事 １基

（ 円）

消防水利管理事

業

・消火栓修繕工事 １箇所

・消防水利標識修繕 ２６箇所

（ 円）

水防資機材整備

事業

・水防用資機材整備及び土のう備蓄

円

第３ 主要な統計、行政資料等

１ 消防団組織 （単位：人）

区分 消 防 団

階級 団長 副団長 分団長 副分団長 部 長 班 長 団 員 合計

定数

実員

（令和４年３月現在）
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２ 消防団車両等 （単位：台）

区 分 消防団 自主防災 合 計

団本部車

消防ポンプ自動車

災害対応型多機能消防車

小型動力ポンプ付積載車

資機材搬送車

小型動力ポンプ

軽可搬ポンプ

３ 消防水利施設 （単位：基）

区 分 公設防火水槽 公設消火栓 合 計

消防水利施設数

４ 水防倉庫 消防署、下浜、上小井川、湊、横川、川岸

５ 消防団の出動状況 （単位：件／人）

区 分 火 災 救 急 救 助 風水害等 演習訓練 広報指導

出動件数

出動人員

区 分 警防調査 火災調査 特別警戒 捜 索 その他 合 計

出動件数

出動人員
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危 機 管 理 室

（102）
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第１ 概説

危機管理室では、岡谷市国土強靭化地域計画の策定や防災倉庫を中央町一丁目に整

備したほか、新型コロナウイルス感染症に対応した避難所開設を取り入れた防災訓練

を実施するなど、関係機関相互の連携強化による防災・減災体制の充実強化を図った。

「平成１８年７月豪雨災害」から１５年を迎え、災害の記憶を風化させることなく、

災害の経験から得た教訓と知識を後世に伝え、市民の防災･減災意識のさらなる高揚

を図るため、岡谷市防災ガイドの説明会や災害パネル展の開催など市民の防災・減災

意識の向上に向けた啓発事業を実施した。

令和３年８月大雨災害では、川岸地区で発生した土石流により、３名の尊い命が失

われたとともに、市内各所で河川の溢水や土砂災害による家屋等への浸水や損壊など

の建物被害が発生した。その他、農地、道路など多くの施設等においても甚大な被害

を及ぼすものとなった。市民の安全で安心な日常生活を取り戻すため、職員一丸とな

り、被災者支援と被害箇所の復旧・復興に取り組んだ。

また、市の災害対応及び住民の避難行動について検証し、住民の迅速かつ的確な避

難行動の実現のため、避難情報の発令判断基準の見直しなど行った。

第２ 実績総括

主要な事務事業 内 容

災害支援事業 １ 令和元年東日本台風（台風第１９号）の災害復旧に係る長野

市への職員派遣に事務職１名を１年間派遣した。

（総務省及び長野県を通じた長野市からの要請）

２ 東北地方太平洋沖地震（東日本大震災）への災害支援

・避難者支援

１世帯３名の避難者の受入れ。

（ 円

防災・災害対策

事業

１ 地域連絡員の選任

市と区のパイプ役を担う各区２名の地域連絡員を市職員か

ら選任し、地域との連絡体制の強化を図った。（２１区４２名）

２ 災害危険箇所の視察

４月２７日（火）に予定していた関係機関による現地視察は、

新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため中止した。

３ 防災会議

６月２５日（金）に岡谷市防災会議を開催し、地域防災計

画及び水防計画の修正、令和２年度防災対策及び災害対応の

報告、令和３年度事業計画について審議を行った。

また、１１月１７日（水）に２回目の会議を開催し、岡谷

市国土強靭化地域計画策定の中間報告及び令和３年８月大雨

災害における市の対応と住民の避難行動について、意見聴取を実

施した。
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４ 市民とあゆむまちづくり講座

「我が家の防災対策」や「平成１８年７月豪雨災害について」

など、小学校や地域の団体等受講者の要望に応じた出前講座を

実施した。

（１４回 ５１３名）

幼少期から危険を予測または回避する能力を身につけるた

め、保育園児及び幼稚園児を対象とした「こども防災教室」は、

新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため中止とした。

５ 防災ガイド作成事業

令和２年２月に改訂し全戸配布を行った「岡谷市防災ガイ

ド」について、各区説明会を行うとともに、出前講座や小中学

校の防災教育などで周知啓発を実施した。

６ 「岡谷市防災の日」関連事業

７月１９日の「岡谷市防災の日」を中心に、市民の防災・減

災意識のさらなる高揚を図るための事業を実施した。

（１） 防災・減災関連図書コーナーの設置

・６月２６日（土）～７月２９日（木）岡谷市立図書館

（２） 平成１８年７月豪雨災害パネル展の開催

・７月１４日（水）～２０日（火） レイクウォーク岡谷

（３） 「非常食を食べる日」周知啓発

非常食の試食会は、新型コロナウイルス感染症感染拡大

防止のため中止とした。

（４）危険渓流市民見学会

７月１８日（日）に予定したが、新型コロナウイルス

感染症感染拡大防止のため中止とした。

（５） 市民へのメッセージ

・市長による防災行政無線 ７月１９日（月）

・シルキーチャンネルＤＶＤ放映

７月１６日（金）～３１日（土）

７ 防災啓発共同事業

諏訪広域連合と諏訪６市町村共同で防災講演会を開催した。

期日 １２月１８日（土） 会場 茅野市民館マルチホール

演題 「荒ぶる自然災害に向かい合い、個人、地域、行政が

なすべきことを考える」

講師 片田 敏孝 先生（東京大学大学院情報学環 特任教授

日本災害情報学会 会長）

参加者 約３００名

８ 防災とボランティア週間の関連事業

１月１５日（土）～２１日（金）

防災とボランティア週間に合わせ、諏訪湖ハイツにて災害パ

ネル展示を開催し、市民の防災・減災意識の高揚を図った。例

年開催している防災カルタや非常食の試食、住宅耐震相談、ト

ン汁の炊き出し、防災関連グッズの展示販売、救命救急体験及

び防災研修会等の「防災とボランティアパーク」は新型コロナ

ウイルス感染症感染拡大防止のため中止とした。

９ 災害時応援協定の締結

名 称 災害時における相互協力に関する協定書

（災害時の円滑な通信回線の供給等に係る相互

連携、協力体制の強化）

締結先 東日本電信電話株式会社長野支社

期 日 ６月１日（火）

１０ ＧＩＳの防災活用
岡谷市防災ガイドの情報をホームページから情報収集でき

るよう岡谷市地理情報システム「くらしマップおかや」に掲載
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し、危険区域の変更など随時更新を行った。
また、災害時の避難情報発令区域の指定や土砂災害警戒区域

の住民に注意喚起を行う際の区域の抽出に活用した。
（ 円

防災無線事業 １ 防災行政無線

防災行政無線は、年１回の保守点検業務を行い、非常時の緊

急放送に備えるとともに、定時放送（正午のチャイム・愛の鐘）

の実施、防災情報等の放送を行った。

２ 防災ラジオ

災害時における防災情報を迅速かつ的確に伝達するととも

に、防災行政無線の難聴解消を目的とする防災ラジオを市民に

販売した。（令和３年度販売数 ２５０台）

３ 防災メール

防災・減災に関する情報が、住民に確実に伝達できるよう、

多くの人が所持し、身につけている携帯電話やスマートフォン

を活用した「緊急メールサービス（メール配信＠おかや）」の

周知及び登録拡大への取り組みに努め、利用促進を図った。

（令和３年度末現在登録件数 １０，４００件）

４ 雨量監視体制の確保

市内１１箇所に設置している雨量計と、２箇所に設置してい

る河川監視カメラにより雨量監視等を行い、災害時の初期初動

の迅速化、減災に役立てた。

５ 雨量情報の提供

市内１１箇所の雨量計による雨量情報について、住民の防

災・減災意識の向上と情報提供の拡充を図るとともに、住民の

自主的な水害防止活動や避難行動に活用してもらうため、ホー

ムページによる一般公開を実施している。

６ Ｊ－ＡＬＥＲＴ（全国瞬時警報システム）

緊急地震速報や国民保護（ミサイル発射や大規模テロなど）

情報などの緊急情報を、住民に伝えるため、国と連携し試験放

送及び庁内放送にて伝達訓練を実施するとともに、保守点検等

の適切な管理に努めた。

（実施日：５月１９日（水）、６月１７日（木）、１０月６日（水）、

１１月５日（金）、２月１６日（水））

円

自主防災組織育

成事業

１１ 岡谷市自主防災組織連絡協議会は、１２月１８日に茅野市で

実施した防災講演会に参加し、防災・減災意識の向上を図った。

また、１１月１８日に岡谷市国土強靭化地域計画策定の中間報

告及び令和３年８月大雨災害の報告を行い、意見聴取を実施し

た。

２ 自主防災組織に対して、資機材の整備、啓発事業による組織

強化を促進するため、防災資機材購入費等補助金を交付した。

（１） 防災資機材購入事業 １２件

（２） 防災啓発事業 ３件

３ 各区等へ配備しているデジタル簡易無線を災害時に有効活

用するため、月に一度、市と各区、３支所及び勤労会館との間

で通信試験を実施した。

円

防災訓練事業 １ 土のう作成研修

５月１４日（金）、新規採用職員及び情報連絡会関係課によ

り水防研修を兼ね諏訪広域消防本部職員の指導のもと、出水期

の備えとして、土のうづくりを実施し、約２００袋を作成し備

蓄した。（参加者２４名）
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また、令和３年８月大雨災害に伴う土のう確保のため、８月

２８日（土）、３０日（月）に消防団及び市職員による土のう

づくりを実施し、合計約３，１００袋を作成し備蓄した。（参

加者１２２名）

２ 水防訓練

５月２３日（日）に予定したが、新型コロナウイルス感染症

感染拡大防止のため、基本的な水防工法（土のう作成、土のう

積み、ロープワーク）の習得に関する資料を関係機関に送付し、

実動訓練に代えて共有を図った。

３ 土砂災害・全国防災訓練

６月１３日（日）、自主防災組織を対象に、簡易テントの設

営やゾーンを分けたレイアウト作成など、新型コロナウイルス

感染症感染拡大防止に対応した避難所開設・運営説明会を開催

するとともに、地域発元気づくり支援金事業を活用し、避難所

開設時に要するマスク等の消耗品を各区に配布した。

また、災害対策本部設置訓練及び、職員の非常招集伝達訓練

を実施し、職員体制の強化を図った。

４ 新型コロナウイルス感染症対策における避難所設営研修

８月２日（月）に避難所開設職員、地域連絡員を対象に新型

コロナウイルス感染症感染拡大防止に対応した避難所開設・運

営説明会及び実施訓練を実施した。（参加者５０名）

５ 地区分散型防災訓練

９月５日（日）に西堀区をモデル地区とした、防災訓練を予

定したが、大雨災害や新型コロナウイルス感染症感染拡大防止

のため中止とした。  
また、市内各区で予定していた防災訓練も中止とした。

６ 長野県合同災害支援チーム（チームながの）対応訓練

９月６日（月）、長野県合同災害支援チームの支援決定のプ

ロセス及び先遣隊派遣に伴う調整訓練を行い、市町村、市長

会・町村会、県との連携体制を確認し、被災県等への支援体制

の充実を図った。

６ 緊急地震速報対応訓練

９月１日（水）、３月１１日（金）の２回にわたり、緊急地

震速報端末が設置されている市内５１箇所の公共施設や私立

幼稚園等において、対応訓練を実施した。

７ 諏訪地域南海トラフ地震等災害対策推進協議会合同防災訓練

諏訪地域南海トラフ地震等災害対策推進協議会の構成団体

による、糸魚川－静岡構造線断層帯地震を想定した合同訓練

は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止及び災害対応のた

め中止とした。

８ 安否情報システム全国一斉訓練

１０月１５日（金）～１１月１２日（金）、１月３１日（月）

～２月２５日（金）に安否情報システムへの情報入力訓練を実

施し、システムに対する理解の促進や操作の習熟を図った。

円

国民保護対策事

業

武力攻撃等が発生した場合において、Ｊアラートを用いた情報
伝達訓練などを実施し、体制の整備に努めた。

円



107

防災資機材整備

事業

１ ３カ年計画で公共施設（４８施設）への自動対外式除細動器

（ＡＥＤ）の配備し、安定した管理体制と緊急事態に対応がで

きるよう運用した。

２ 災害時に備えて、岡谷市民病院及び諏訪湖畔病院に備蓄して

いる災害用備蓄医薬品の更新を行った。

３ 新型コロナウイルス感染症予防対策

パーテーション、段ボールベッドを備蓄して、災害等の避難

所開設における感染拡大防止対策を図った。

円

国土強靭化地域

計画策定事業

「強くしなやかな国民生活の実現を図るための防災・減災等に

資する国土強靱化基本法」に基づき、国の「国土強靱化基本計画」

や「長野県強靱化計画」との調和を図りながら、本市における状

況を踏まえ、いかなる災害が発生しても人命の保護を最優先し、

被害を最小限に抑え、社会経済活動の安定的な営みに資するな

ど、起きてはならない最悪の事態（リスクシナリオ）を回避でき

るよう、本市の地域特性に応じた施策を総合的かつ計画的に推進

することを目的とした「岡谷市国土強靱化地域計画」を策定した。

・岡谷市防災会議へ説明及び意見聴取 ３回開催

・岡谷市自主防災組織連絡協議会へ説明及び意見聴取

２回開催

・パブリックコメント（１月３１日 月 ～２月２０日 日 ）

繰越事業 円

防災倉庫整備事

業

前年度に続き、中央町一丁目敷地の公有財産を取得するととも

に、防災倉庫の建設工事を行い、９月１８日に倉庫が竣工した。

また、ララオカヤ３階倉庫から資機材や備蓄品を移設し、防災

倉庫の拠点として運用を開始した。

繰越事業 円

災害救助対応

（令和３年８月

大雨災害）

８月１３日から降り続いた前線による大雨は、３日間の累積雨

量が３５０ミリを超え、１５日早朝に川岸地区で発生した土石流

により、３名の尊い命が失われた。また、市内各所で河川の溢水

や土砂災害による家屋等への浸水や損壊などの建物被害が発生

したほか、農地、道路など多くの施設等においても甚大な被害が

及んだ。

市災害対策本部を設置し、被災状況確認や対応状況など関係機

関と連携し情報共有を図るなかで、高齢者等避難、避難指示を発

令するとともに、２１箇所の避難所を開設し、住民の安全を確保

する体制をとり、被害箇所の復旧・復興と被災者支援に取り組ん

だ。また、土石流発生箇所に近い川岸公民館に現地災害対策本部

を設置し、被災者支援や応急復旧にあたった。（災害対策本部

回開催）

被災した各施設等の応急復旧工事については、必要な予算を専

決処分し、迅速な応急復旧工事に努めたほか、恒久的な安全対策

等については、内閣府、国土交通省、長野県に対して、早期の復

旧に向けた財政支援や砂防えん堤の設置等に係る要望を行った。

また、８月の大雨災害の後に行った市民アンケート調査結果を

基に、気象庁や県、地質や防災の専門家によるアドバイザー会議

を実施し、関係機関へ意見聴取する中で避難情報の発令等に係る

検証報告書をまとめた。

災害救助費（災害対策本部対応分）

・アドバイザー会議（謝礼等） 円

・避難所（避難所使用料、寝具リース等） 円

・防災資機材等（防災ラジオ、災害用消耗品等）

円
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・修繕料（河川監視カメラ修理等） 円

・損壊家屋等解体撤去業務 円

・災害救助建物等補償 円

円

災害発生及び事

件事故対応

１ 風水害

令和３年８月大雨災害をはじめ、６月から１０月までの期

間、梅雨や台風等の影響により市内で局地的な大雨に見舞わ

れ、災害対策本部や情報連絡会を開催し、災害及び避難対応を

行った。年間、土砂災害警戒情報が２回、大雨警報が７回、洪

水警報が４回発表され、関係機関との連携を図り、各状況にお

ける活動体制をとり対応に努めた。

○主な被害状況

・７月２３日（金） 大雨、洪水警報

雨量計１０分間雨量１９ｍｍを観測するなど局地的な大

雨が発生し、県道下辰線斜面崩落１件、非住家床上浸水１件

の被害が発生した。

・７月２８日（水） 土砂災害警戒情報、大雨、洪水警報

雨量計１０分間雨量１９．５ｍｍを観測するなど、塚間川

流域などで床下浸水１０件、ガス漏れ２件、水道断水２件、

土手の洗堀１件が発生した。

・８月１３日 金 ～１５日（日）

土砂災害警戒情報、大雨、洪水警報

令和３年８月大雨災害 詳細は災害救助対応に記載。

２ 地震災害

令和３年度は、震度２が１回、震度１が２回観測する地震が

発生したが、被害はなかった。

３ 雪害

令和３年度は、大雪警報が１回発表されたが、被害はなかっ

た。

新型コロナウイ

ルス感染症対策

国・県の方針内容を踏まえ、庁内の体制を確認し、連携した

対応を行うため、対策本部 法定、任意設置を含む を設置し、合

計２９回の対策本部会議を開催した。本部会議では、市主催の

行事等の対応、公共施設における対策、市教育委員会の対応等に

ついて協議を行い、市民などへの周知し感染拡大防止に努めた。
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第３ 主要な統計、行政資料等

１ 防災倉庫整備事業

区分等 内 容

事業の名称 防災倉庫整備事業

事業の目的

ララオカヤ廃止に向けた取り組みのなか、防災機能を有するイ

ルフプラザ平面駐車場に隣接し、物資輸送の利便性を踏まえ、緊

急輸送道路である県道岡谷茅野線に面している市内中心部の中央

町一丁目敷地の公有財産を取得し、防災倉庫の新たな拠点として

新築した。

事業の内容

・防災倉庫新築工事

工期：令和３年３月１８日～令和３年９月１７日

竣工検査：令和３年９月１６日

【建物概要】

構造・規模：軽量鉄骨造平屋建て

建築面積：２０４．７９㎡

延床面積：１９１．９０㎡

【敷地概要】

買収面積 １，６１９．９２㎡（権利者５人）

【総事業費】１０９，４５７，０００円

２ 令和３年８月大雨災害

（１）被害状況

項目 件数 内訳等

人的被害

死者

鮎沢区（土石流による被災）
重傷

軽傷

行方不明者

家屋等被害

全壊 鮎沢区

半壊 岡谷区、新倉区

準半壊 鮎沢区

準半壊未満 三沢区、鮎沢区

床上浸水
間下区、下浜区、花岡区、三沢区 棟、鮎沢区、

横川区

床下浸水

今井区 棟、間下区 棟、下浜区 棟、西堀区 棟、

小坂区、花岡区 棟、三沢区 棟、新倉区 棟、

駒沢区 棟、鮎沢区 棟、橋原区、東堀区、中村

区、横川区 棟

道路 土砂堆積、側溝閉塞、路盤等洗堀、法面崩壊等

水路・河川 土砂堆積、護岸浸食、河床洗堀等

農地 法面崩壊、土砂流入等

農業用施設
農道等 農道路面洗堀等

水路等 取水口破損、土砂堆積等

林道・作業道等 法面・路肩崩落、路面洗堀等

都市公園 鳥居平やまびこ公園法面崩落

文教施設
やまびこ国際スケートセンター観覧席上法面崩

壊

その他施設 内山霊園土砂堆積、川岸駅前トイレ土砂流入



110

（２）避難情報と指定避難所の状況

発令期間 避難情報 区域
対象者

避難所
世帯 人数

月 日（土）

時 分

～

月 日（日）

時 分

高齢者等

避難

今井区、間下区、

岡谷区、新屋敷区、

小坂区、花岡区、

三沢区、新倉区、

駒沢区、鮎沢区、

橋原区、中屋区、

中村区、横川区

計 区

世帯 人

北部中学校、南部

中学校、西部中学

校、湊公民館、川

岸公民館、長地公

民館

計 箇所

月 日（日）

時 分

～

月 日（金）

時 分

避難指示 今井区、間下区、

岡谷区、新屋敷区、

小坂区、花岡区、

三沢区、新倉区、

駒沢区、鮎沢区、

橋原区、中屋区、

中村区、横川区、

下浜区（ 時 分

追加）

計 区

世帯 人

今井区、間下区、

岡谷区、新屋敷区、

小坂区、花岡区、

三沢区、新倉区、

駒沢区、鮎沢区、

橋原区、中屋区、

中村区、横川区、

北部中学校、南部

中学校、西部中学

校、湊公民館、川

岸公民館、長地公

民館、小尾口区（

時 分追加）

計 箇所

月 日（金）

時 分

～

月 日（木）

時 分

避難指示 川岸東三丁目

番、 番、 番の

各一部及び川岸東

四丁目 番、 番の

各一部の中大久保

及び大久保の流域

の土砂災害警戒区

域

世帯 人

川岸公民館

月 日（金）

時 分

～

月 日（木）

時 分

避難指示 新倉区の一部

世帯 人

川岸公民館、新倉

区公会所

（３）福祉避難所の状況

開設日時 開設場所
避難対象者

世帯 人数

月 日（土） 時 分

～

月 日（月） 時 分

特定施設入居者生活介護

ツクイ・サンシャイン岡谷 世帯 人

月 日（日） 時 分

～

月 日（金） 時 分

介護老人福祉施設

さわらび 世帯 人
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（４）主な経過及び体制

日時 体制等

月 日（金） 時 分 大雨・洪水注意報 発表 （雷注意報継続）

時 分 危機管理室 時間体制（市内雨量計 感知）

時 分 大雨・洪水警報 発表 （雷注意報継続）

月 日（土） 時 分 土砂災害警戒情報 発表 岡谷市他 地域

（ 自動起動 防災無線・メール ）

時 分 岡谷市災害対策本部設置

時 分 警戒レベル 高齢者等避難発令

月 日（日） 時 分 中大久保で土砂災害が発生し家屋に土砂が流入

時 分 警戒レベル 避難指示発令

時 分 現地災害対策本部設置（川岸支所）

時 分 警戒レベル 避難指示 追加発令

月 日（月） 時 分 土砂災害警戒情報 解除 発表

月 日（火） 時 分 国土交通省、国土技術政策総合研究所、国立研究開発

法人、土木研究所他 川岸地区現地調査

（中大久保土石流：土砂量 ～ ㎥ 約 ㎥

（大久保土石流：土砂量 約 ㎥）

長野県内に災害救助法を適用。（岡谷市他 市町村）

適用日：令和 年 月 日（日）

時 分 土石流の発生時刻の確定。 日（日）午前 時 分

（発生個所は、中大久保、大久保の 箇所）

月 日（水） 時 分 大雨警報解除 大雨注意報発表（雷注意報継続発表）

月 日（木） 時 分 大雨注意報解除発表

月 日（金） 時 分 警戒レベル 避難指示 一部解除

月 日（木） 時 分 砂防えん堤の土砂撤去の確認

月 日（金） 時 分 小洞沢川上流部において、地すべりの兆候を確認、状

況により新倉区の一部に避難指示を発令することを

決定。

（監視体制の確保：職員 名で 時間監視 ～ 、

土石流センサーの設置 ～）

月 日（金） 時 分 中大久保、大久保のエリアに発令している避難指示

は、県の応急復旧工事が完了したところで解除する方

針を決定。

月 日（金） 時 分 台風第 号に備え、予測等の共有、職員体制の確認

月 日（木） 時 分 警戒レベル 避難指示解除

岡谷市災害対策本部から岡谷市警戒対策本部へ移行

川岸公民館避難所 閉鎖

現地災害対策本部 解散

月 日（木） 時 分 岡谷市警戒対策本部 閉鎖

（112）
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市 民 環 境 部

（114）
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市 民 生 活 課
岡 谷 駅 前 出 張 所

（116）
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第１ 概説

市民生活課では、戸籍・住民記録担当、年金・市民サービス担当、安全・衛生担当

の３担当により業務を執行した。

業務内容として、市民の身分及び居住関係の登録・公証、マイナンバー付番・カー

ド交付、コンビニ交付業務、国民年金業務や、生活衛生の向上と市民生活の安全確保

のための事業を推進するため適正な処理を行った。

第２ 実績総括

主要な事務事業 内 容

安全対策推進事

業

１ 広報及びパトロール活動

市民の安全を守るため、市内全域にわたり随時実施した。

２ 安全運動の推進

（１）春、秋の全国交通安全運動をはじめ、時期に適した重点目標に沿

い、関係機関、団体が一丸となり、交通事故防止運動を効果的に

推進した。

（２）無事故無違反デー

毎月１回市内全域において朝夕の街頭指導を実施し、シートベル

トの着用、安全運転を呼びかけ交通事故防止を図った。

３ 交通安全教育

（１）通園通学路等で、朝の街頭指導や随時パトロールによる指導を行

った。また、保育園、幼稚園、小学校での交通安全教室など、年

代に応じた安全教育を実施し、安全意識、安全思想の普及、高揚

に努めた。

・交通指導 ５０１回

・交通安全教室（職員派遣）

保育園・幼稚園 ２回 園児１９人 保護者４人

小学校 １２回 児童２，２０３人

高齢者教室及び親子教室は、新型コロナウイルス感染症拡大防止

のため中止とした。

（２）幼児、子どもの交通事故防止を徹底させるため、交通安全親の会

の交通安全活動を支援した。

４ 放置自転車撤去、保管、指導

自転車等の放置防止に関する条例に基づき、放置禁止区域内のパトロ

ール及び撤去作業を（公社）岡谷下諏訪広域シルバー人材センターへ委

託し、実施した。

（１）パトロール回数５２回

（２）撤去回数１回

（３）撤去台数１台 ※返還１台

円

安全会議事業 １ 安全会議

市民を各種の災害から守るため、交通安全、産業安全、消防、防犯、

環境保健、学校安全の各部会が、関係機関、団体等と連携し、各事業を

実施した。また、市民の安全に対する啓発活動を行った。

２ 安全市民大会
７月２５日に予定していたカノラホールでの開催は中止とし、安全功

労者の表彰を１０月２０日に市役所で開催した。
円
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安全施設管理事

業

１ 地域安全活動

犯罪の未然防止と青少年の非行防止を図るため、関係機関、団体と協

力し、防犯運動及び広報活動、パトロール等を行い地域安全活動の推進

に努めた。

（１）青色防犯パトロール １８５回

（２）暴力追放県民センター賛助会費 ５０，０００円

（３）岡谷市防犯協会連合会補助金 ８００，０００円

２ 防犯灯

ＬＥＤ防犯灯の新設やＬＥＤ化を伴う灯具の改修等に対する助成を

行った。また、防犯灯電気料の全額負担を行うとともに、適切な維持管

理を指導し、夜間の犯罪、事故防止を図った。

（１）防犯灯設置補助事業

新設１４灯（ 灯具）

灯具交換６１灯（ 灯具）

自動点滅器交換８個

防犯灯設置補助金 ６９５，５００円

（２）防犯灯電気料負担金 １１，４７６，９４２円

（３）防犯灯設置状況

令和２年度末 新設 廃止 令和３年度末

灯 灯 灯 灯

円

交通災害共済事

業

１ 長野県民交通災害共済

会員募集及び見舞金請求事務を行った。

（１）加入状況

一般会員 １９，２０９人

中学生以下 ５，２２７人

計 ２４，４３６人（加入率５１．３ ）

（２）加入負担金 ２１９，８００円

（３）見舞金支給状況 ５８件 ２，９５０，０００円

円

消費者行政事業 １ 消費者被害未然防止への取り組み

（１）岡谷市消費生活センター

・相談件数 ２４２件

（２）１８歳への成年年齢引下げに伴い、消費者トラブル等の啓発

リーフレットを市内高校及び全戸配布した。

２ 消費者問題に取り組む団体への支援を行った。

・消費者の会補助金 ３５０，０００円

３ 家庭用品品質表示法等に係る市内店舗への立入検査を行った。

４ 「特殊詐欺対策機器設置補助金」を設置し、特殊詐欺や悪質な電話

勧誘販売からの被害防止を図った。

・補助件数 ８件 補助金 ５２，３００円

円

戸籍住民基本台

帳事務

１ 戸籍関係事務

戸籍は、人の身分関係を登録し、公証するものであることから、民法

及び戸籍法等に基づき、各種届出を受領、審査、受理、記載し、並行し

て人口動態調査票を作成するとともに、諏訪圏域６市町村による戸籍シ

ステム共同サーバによりデータを管理し、謄抄本等の交付並びに犯罪人

名簿、成年被後見人名簿に関する業務を行った。
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（１）処理件数

項 目
届出件数

（件）

証明発行数（件）

※無料交付（公用申

請･身上照会等）含む

手数料収入額

（円）

本 庁

湊 支 所

川 岸 支 所

長 地 支 所

駅 前 出 張 所

イ ル フ プ ラ ザ

出張所

コンビニ交付

合 計

（２）人口動態調査（受理（本市受付）件数 在外公館受理件数）

・出生、死亡、婚姻、離婚届に基づく調査 １，１９０件

・死産届に基づく調査２件

２ 住民基本台帳関係事務

住民基本台帳法に基づき、中長期在留者を含めた住民の居住関係の公

証、選挙人名簿の登録その他の住民に関する事務の処理の基礎とする住

民基本台帳について、住民の住所等に関する届出を受理し、あわせて住

民に関する記録の適正な管理を図り、住民に関する記録を正確かつ統一

的に行った。

（１）処理件数

項 目
届出件数

（件）

証明発行数（件）

※無料交付（公用申

請･身上照会等）含む

手数料収入額

（円）

本 庁

湊 支 所

川 岸 支 所

長 地 支 所

駅 前 出 張 所

イルフプラザ

出張所

コンビニ交付

合 計

（２）住民基本台帳の閲覧 ４件

３ 印鑑登録関係事務

住民基本台帳に記録されている１５歳以上の者（意思能力を有しない

者を除く。）を対象とし、申請に基づいて印鑑登録を行い、登録された

印鑑の印影が本人のものであることを適正に公証する業務を行った。ま

た、マイナンバーカードの券面活用として、本人申請に限り印鑑登録証

に代えて証明書を交付した。

（１）処理件数

項 目

印鑑証明 印鑑登録

発行件数

件

※公用申請

含む

手数料 円
登録件数

件
手数料 円

本 庁

湊 支 所
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川 岸 支 所

長 地 支 所

駅 前 出 張 所

イルフプラザ

出張所

コ ン ビ ニ 交 付

合 計

（２）マイナンバーカードの券面活用による発行数（※再掲）

項 目 件数（件） 枚数（枚） 手数料（円）

本 庁

湊 支 所

川 岸 支 所

長 地 支 所

駅 前 出 張 所

イルフプラザ

出張所

合 計

４ その他の行政証明事務

身分証明や不在籍、不在住証明などの行政証明事務を行った。

・処理件数

項 目

身分証明書 その他の証明

発行件数 件

※公用申請含

む

手数料

円

発行件数

件

手数料

円

本 庁

湊 支 所

川 岸 支 所

長 地 支 所

駅前出張所

合 計

５ 中長期在留者（外国人住民）関連事務

出入国管理及び難民認定法及び日本国との平和条約に基づき日本の

国籍を離脱した者等の出入国管理に関する特例法の一部を改正する等

の法律に基づき、法務省からの受託事務として執行した。対象者は、短

期滞在等を除く、適法に３か月を超えて在留する外国人であって、住所

を有する者。在留カードの住所変更記載、特別永住者証明書交付関連事

務等を行った。また、外国人における身分の公証は住民基本台帳法に基

づき、基本４情報に加え、申請により外国人特有の事項である「国籍」

「在留資格」「在留期間」「在留カード等の番号」「在留期間満了日」

を記載した住民票の写しの交付を行った。

（１） 住民基本台帳登録外国人数７３８人（前年度比△８６人）

（２）上位５カ国人口数 （単位：人）

国籍
令和 年度 令和 年度

男 女 計 男 女 計

フィリピン

中 国

ベトナム

ブラジル

インドネシア



121

６ 長野県戸籍住民基本台帳事務協議会及び諏訪地方戸籍住民基本台

帳事務協議会

戸籍、住民基本台帳及び特別永住事務並びにこれらに関連する事務に

関係ある法令を研究し、その事務の改善統一並びに会員相互の連絡協調

を図ることを目的とした、長野県下７７市町村及び法務局諏訪支局管内

の６市町村からなる協議会

（１）長野県戸籍住民基本台帳事務協議会負担金 ６，７００円

（２）諏訪地方戸籍住民基本台帳事務協議会負担金 ２３，３００円

７ 自動車臨時運行許可

未登録自動車の新規検査・登録や車検切れ自動車の継続検査を受ける

ために運行する場合等に特例的に許可し、臨時運行許可番号標（仮ナン

バー）を貸し出した。

・許可件数 ２８２件（手数料２１１，５００円）

８ 埋火葬許可等事務

死亡届・死産届等に伴う埋火葬許可、遺骨を別の墳墓に移すための改

葬許可を行った。

（１）埋火葬許可 ６８４件

（２）改葬許可 ４８件

９ 国民健康保険証交付業務

転入者、転居者のうち、国保加入者へ保険証を交付した。

１０ 住居番号設定

住居表示に関する法律に基づく、住居番号設定事務を行った。

（１）設定 １５６件

（２）証明発行件数 （単位：件）

本 庁 湊 支 所 川 岸 支 所 長 地 支 所 駅前出張所 合 計

１１ 自衛官募集事務

国の機関委任事務として自衛官の募集協力事務を行った。

・懸垂幕の掲示、求人チラシ等の設置

・自衛官募集啓発活動 ６０，５００円

※募集啓発用ポケットティッシュの配布

１２ 駅前出張所業務

岡谷駅前にある「ララオカヤ」ビル内に開設している「岡谷駅前出張

所」の業務を令和３年１２月２７日まで行った。また、観光案内所とし

ての業務を令和３年９月３０日まで並行して行った。

（１）開設時間 平 日 午前１０時～午後７時

土日祝日 午前１０時～午後５時

（２）定 休 日 火曜日及び年末年始

（３）戸籍、住民基本台帳等以外の主な取扱業務

項 目 件数 金額（円）

税証明

所得等証明

納税証明

軽自動車税納税証明

計

収入金等

市民税

固定資産税

軽自動車税

国民健康保険税

住宅（駐車場）使用料

そ の 他

計
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土地建物賃貸料等

上下水道料

保育料

介護保険料

福祉タクシー券

県民交通災害共済

その他

計

観光案内等

豪雨災害のため８月１５日～８月２０日を臨時休業とした。

円

住民基本台帳ネ

ットワークシス

テム事業

地方公共団体と行政機関で個々の住民を特定する情報を共有・利用す

ることを目的とし、住民票コードを用い、住民基本台帳をネットワーク

化したシステムに係る機器の保守及びリース等の管理を行った。また、

他都道府県市区町村の住民から申請のあった住民票の交付を行った。

・住民票コード付番数 ２８３件（新規番号発行件数）

・広域住民票証明発行数 ２３件（手数料収入６，９００円）

円

社会保障 ･税番

号制度付番交付

事業

行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関す

る法律に基づき、個人番号の付番及び個人番号カードの申請、交付等事

務を行った。

１ 住民票コードに基づくマイナンバーの付番

マイナンバー付番数 ２９１件（新規個人番号発行件数）

２ マイナンバーカードの申請・交付等

マイナンバーカードの申請手続き・交付・更新等を行うとともに、

職員が大型商業施設などに出向き申請受付を行う「出張申請受付」及び

「夜間・休日窓口」を開設し普及啓発に努めた。

（１）出張申請受付 １６回 申請 ４３０件

（２）夜間・休日 取扱件数 合計 ６９９件

夜間 交付 ２１６件 申請等 ２件 合計２１８件

休日 交付 ４２３件 申請等５８件 合計４８１件

（３）マイナンバーカード再交付手数料２２件（手数料１７，６００円）

（４）マイナンバーカード再発行徴収金５１件（手数料４０，８００円）

（５）電子証明書発行徴収金７３件 雑入１４，６００円

（６）マイナンバーカード申請交付状況 （令和 年 月 日現在）

住基人口 申請数 交付数 申請率 交付率

人 件 件 ％ ％

３ 通知カード・個人番号関連事務の委任に係る地方公共団体情報シス
テム機構（ ）への交付金 １５，９４４，０００円

円

国民年金事務 国民年金の加入手続き、裁定請求及び保険料の免除申請の受理などの
法定受託事務を行った。また、制度の周知を図るとともに、年金事務所
との連携、協力に努めた。

円

環境衛生推進事

業

１ 犬の登録、狂犬病予防注射

（１）新規登録数 １２２頭

（２）予防注射実施頭数 １，５１７頭

（３）集合注射巡回実施 延べ３０会場

２ 犬、猫等の正しい飼い方の普及のため、広報おかや等により周知・

啓発を図った。また、犬猫等動物の死体の収容を行った。

・犬猫等動物の死体の収容 １２４件
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内訳

・路上動物死骸回収処理業務委託 １，４２８，８１２円 ９６件

・市対応 ２８件

３ 丸戸共同墓地の維持管理を行った。

・草刈り等清掃委託 ７９，９１０円

４ 専用水道、浄化槽に関する届出等の事務処理を行った。

・専用水道立入検査 諏訪湖畔病院

円

公衆便所維持管

理事業

公衆衛生の向上を図るため、市内公衆便所２箇所（川岸駅前、岡谷駅

らち外）の維持管理を行った。

・清掃委託 ７２８，２００円

円

火葬場事業 下諏訪町とともに、湖北火葬場の管理運営を行った。

・湖北火葬場事務負担金 ８０，８１０，０９６円

円

し尿処理管理事

業

し尿処理の適正化を図るため補助事業等を行った。

・湖北衛生センター負担金 １９，６８３，５７２円

・し尿汲取り業務維持助成事業補助金 ５４０，０００円

円

内山霊園管理事

業

１ 内山霊園の維持管理を行った。

（１）内山霊園管理業務委託 ４，８６２，０１７円

（２）植栽整備委託 ６７７，３８０円

（３）内山霊園使用区画 ２，６３２区画

（４）内山霊園の新規使用 ９区画

２ 合葬式墓地「嶺風苑」の使用状況

許可数 個別埋蔵場所 ２１６体

共同埋蔵場所 ５６８体

３ 災害復旧事業（８月集中豪雨に伴う土砂撤去等）

（１）内山霊園土砂等撤去業務委託 １，４４１，０００円

（２）内山霊園公衆トイレ 排水設備内土砂撤去及び

管内清掃委託 ７７，９８１円

円

災害救助対応

（令和３年８月

大雨災害）

１ 令和３年８月大雨災害に伴い、浸水等により被災した家屋等の殺菌

消毒及び清掃作業を行った。

（１）災害用消耗品 ２２１，９８８円

（２）殺菌消毒業務委託（実施件数１４８件）１，２９８，０００円

（３）川岸駅前公衆トイレ排水管内清掃業務委託 ２２，９９９円

（ 円）

その他公共施設

災害復旧事業

（令和３年８月

大雨災害）

１ 令和３年８月大雨災害に伴い、内山霊園敷地上部の山林斜面が崩落

し、園内に土砂等が流出したことから、撤去費用を霊園事業特別会計

に繰り出しを行った。

（ 円）
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第３ 主要な統計、行政資料等

１ 戸籍事件数 （単位：件）

事件の種類
届 出（本市受理分） 他市町村

からの送

付

総数 前年度比
本籍人届出 非本籍人届出 計

出生 △

死亡

婚姻 △

離婚 △

その他 △

計

※その他＝転籍届、入籍届、養子縁組届など

２ 戸籍、住民基本台帳、印鑑登録数 （令和４年３月３１日現在）

項 目

登 録 数

令和３年度 令和２年度 増減

戸籍
本籍数 （戸籍） △

本籍人口 （人） △

住民基本台帳

世帯数

（戸）

合計 △

日本人のみ世帯 △

外国人のみ世帯 △

混合世帯

人口

（人）

合 計

計 △

男 △

女 △

日本人

計 △

男 △

女 △

外国人

計 △

男 △

女 △

印鑑登録者 有効数 （件） △
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３ 住民基本台帳の人口及び世帯の年間異動状況 （単位：人、世帯）

項 目 日本人 外国人 合計

増

人

口

転 入

計

男

女

出 生

計

男

女

その他

計

男

女

計

計

男

女

世帯数

外国人欄の世帯数（増）は外国人のみの世帯で、混合世帯の世帯数増（ 件 は日本人世帯に計上

項 目 日本人 外国人 合計

減

人

口

転 出

計

男

女

死 亡

計

男

女

その他

計

男

女

計

計

男

女

世帯数

外国人欄の世帯数（減）は外国人のみの世帯で、混合世帯の世帯数減（ 件 は日本人世帯に計上
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医 療 保 険 課

（128）
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第１ 概説

医療保険課では、国保及び医療の２担当により「福祉医療費給付事業」、「国民健康

保険事業」及び「後期高齢者医療事業」を実施した。

１ 福祉医療費給付事業

乳幼児等、障がい者、ひとり親家庭等に対して、福祉医療費給付金を支給した。

中学３年生までについては、県内の医療機関等の窓口での支払いが受給者負担金

（５００円）のみとなる現物給付方式により、子育て世帯への更なる経済的負担の

軽減を図った。

障害者手帳等での資格所持者が、等級変更等による資格喪失後に受給者証を持つ

ことがないよう、手帳等の有効期限までの受給者証を交付し、資格管理の徹底を図

った。

２ 国民健康保険事業

国民健康保険制度に基づく保険給付、事業費納付金の納付、被保険者の資格管理、

特定健康診査等の保健事業を行うとともに、令和４年１月からの出産育児一時金の

引き上げに伴う国民健康保険条例の一部改正を行った。

国民健康保険税では、長野県が示した「長野県における国民健康保険運営の中期

的改革方針」に沿って、二次医療圏の統一、応益割水準の平準化に着手するととも

に、確定係数による国保事業費納付金及び標準保険税率に準じて、令和４年度に適

用する税率等の改正を行った。また、法改正に伴う国民健康保険税条例の一部改正

を行った。

昨年度に引き続き、新型コロナウイルス感染症の影響に伴う傷病手当金支給制度

及び国民健康保険税の減免に関する事務を行った。

３ 後期高齢者医療事業

制度の運営全般を分担する長野県後期高齢者医療広域連合と協力し業務を行った。

新型コロナウイルス感染症の影響に伴う傷病手当金及び後期高齢者医療保険料

の減免に関する事務を行った。

「医療保険制度の適正かつ効率的な運営を図るための健康保険法等の一部を改

正する法律」が令和２年４月から施行されたことにより、高齢者の保健事業と介護

予防の一体的実施について関係部署と検討を行い、令和３年度から事業を実施した。
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第２ 実績総括

主要な事務事業 内 容

福祉医療費給付

事業

１ 支給対象者

（１） 乳幼児等

・０歳から中学校３年生まで

（２） 障がい者

・特別児童扶養手当の支給対象の障がい児

・身体障害者手帳所持者

（３級以上及び４級以下で常時介護を要する者）

・療育手帳所持者（Ｂ１以上）

・精神障害者保健福祉手帳所持者（２級以上）

・国民年金法施行令別表該当者（一定の障がいのある者）

（３） ひとり親家庭等

・母子家庭の母子

・父子家庭の父子

・父母のいない児童

２ 医療費資金貸付

医療費の支払いが困難な受給者に対して、医療費の支払いに

充てる資金の貸付けを行った。

国民健康保険事

業

１ 保健事業

（１） 特定健康診査・特定保健指導

特定健康診査を実施し、その結果に基づき「積極的

支援」、「動機づけ支援」に階層化し、それぞれに応じた特

定保健指導を行った。

受診勧奨事業では、４つの区分に階層化し、受診勧奨通

知を送付して受診率向上を図ったほか、健康ポイント事業

として、特定健診及び人間ドックの受診者等にオカヤペイ

のポイント引換券を交付し、健康の保持増進に関する意識

の高揚に努めた。

・受診者（人間ﾄﾞｯｸを除く）２，２８３人（３１．１％）

・積極的支援 ４５人（７５．０％）

・動機づけ支援 １４０人（６４．５％）

・休日健診の実施 ６・９・１０・１１月

・個人負担金なし

・健康ポイント 引換券発行枚数 ２，６８４枚、

引換数 ９２６枚 ３４．５％

（２） その他保健事業

人間ドックに対する助成、生活習慣病フォローアップ

事業として「お家でできる運動療法を習得するための講

座」の開催、医療費通知及び後発医薬品（ジェネリック医

薬品）利用差額通知の発送等を行った。また、レセプトや

健診データの分析に基づく、国保保健指導事業を行った。

２ 国民健康保険税

（１） 税率等の改定（令和３年度分から新税率等を適用）

・基礎 医療給付費 分

所得割率 ７．０５％を７．９２％に改定

資産割率 １７．９２％で据置

均等割額 １８，２００円を２０，０００円に改定

平等割額 １６，８００円で据置
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・後期高齢者支援金等分

所得割率 ２．４３％を２．３８％に改定

資産割率 ４．５１％を４．４７％に改定

均等割額 ８，１００円で据置

平等割額 ６，４００円で据置

・介護納付金分

所得割率 ２．２０％を１．９８％に改定

資産割率 ３．９５％を３．６０％に改定

均等割額 ８，３００円で据置

平等割額 ６，２００円で据置

３ 新型コロナウイルス感染症対応

（１） 傷病手当金の支給

・対象者：被用者で、新型コロナウイルス感染症に感染

または発熱等の症状があり感染が疑われる場合で、療

養のために労務に服することができない者

・支給額：１日当たりの支給額＝（直近の継続した３か

月間の給与収入の合計額÷就労日数）×２／３×支給対

象となる日数

・申請件数 ６件 ２４２，６７６円

（２） 国民健康保険税の減免

・対象世帯：新型コロナウイルス感染症の影響により、

主たる生計維持者（世帯主）の事業収入等が前年と比

べ一定以上減少する見込みの世帯

・申請件数 １１件

・決定件数 １０件

・減免の対象となる保険税

令和３年度の保険税

・減免額 ２，２６６，３００円

４ その他

広報、啓発パンフレット等により、国保事業に対する理解と

協力を求め、事業の啓発と医療費の適正化に努めた。

後期高齢者医療

事業

１ 市が行った業務

各種申請や届出の受付、被保険者証等の引渡し、保険料の収

納、広報、被保険者からの相談業務に関する事務など

２ 長野県後期高齢者医療広域連合が行った業務

被保険者の資格管理、医療給付、保険料賦課、保健事業など

３ 新型コロナウイルス感染症対応

新型コロナウイルス感染症の影響に伴う生活の安定を図るた

め、傷病手当金及び後期高齢者医療保険料の減免に関する事務

を行った。

第３ 主要な統計、行政資料等

１ 福祉医療費給付状況 （令和４年３月３１日現在）

区 分 対象者数 件 数 給 付 額
人 件 円

乳 幼 児 等

障 が い 者

ひとり親家庭等

合 計
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２ 国民健康保険

（１） 国保加入状況 （令和４年３月３１日現在）

区分 全市

国 保 加 入
国保加

入割合
一般 退職者 計

加入数 割合 加入数 割合 加入数 割合

世帯数
世帯 世帯 ％ 世帯 ％ 世帯 ％ ％

人 口
人 人 ％ 人 ％ 人 ％ ％

一世帯

平 均

人 人 ％

―

人 ％

―

人 ％

―

％

―

（２） 被保険者の異動状況

区 分 令和３年度 令和２年度 増 減

世 帯 数
一 般

世帯 世帯 世帯

△

退職者

計 △

被保険者数
一 般

人 人 人

△

退職者

計 △

（３） 国民健康保険税の調定額等状況

ア 基礎（医療給付費）課税額分（現年度）

年平均世帯数 世帯
課
税
対
象
額

所得額 円

年平均被保険者数 人 固定資産税額 円

税

率

所得割 ％ 賦
課
割
合

所得割 ％

資産割 ％ 資産割 ％

被保険者均等割 円 被保険者均等割 ％

世帯別平等割 円 世帯別平等割 ％

７割軽減
世帯数 世帯

５割軽減
世帯数 世帯

軽減額 円 軽減額 円

２割軽減
世帯数 世帯

軽減額 円

限度超過世帯数 世帯 限度超過額 円

調定額 円 課税限度額 円

１世帯当り調定額 円 １人当り調定額 円
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イ 後期高齢者支援金等課税額分（現年度）

年平均世帯数 世帯
課
税
対
象
額

所得額 円

年平均被保険者数 人 固定資産税額 円

税

率

所得割 ％ 賦
課
割
合

所得割 ％

資産割 ％ 資産割 ％

被保険者均等割 円 被保険者均等割 ％

世帯別平等割 円 世帯別平等割 ％

７割軽減
世帯数 世帯

５割軽減
世帯数 世帯

軽減額 円 軽減額 円

２割軽減
世帯数 世帯

軽減額 円

限度超過世帯数 世帯 限度超過額 円

調定額 円 課税限度額 円

１世帯当り調定額 円 １人当り調定額 円

ウ 介護納付金課税額分（現年度）

年平均世帯数 世帯
課
税
対
象
額

所得額 円

年平均被保険者数 人 固定資産税額 円

税

率

所得割 ％ 賦
課
割
合

所得割 ％

資産割 ％ 資産割 ％

被保険者均等割 円 被保険者均等割 ％

世帯別平等割 円 世帯別平等割 ％

７割軽減
世帯数 世帯

５割軽減
世帯数 世帯

軽減額 円 軽減額 円

２割軽減
世帯数 世帯

軽減額 円

限度超過世帯数 世帯 限度超過額 円

調定額 円 課税限度額 円

１世帯当り調定額 円 １人当り調定額 円

３ 後期高齢者医療事業

（１） 被保険者加入状況 （令和４年３月３１日現在）

人 口
自己負担

割合
歳以上

障害認定
～ 歳未満

合 計
人口に占め

る割合

人
１ 割

人 人 人 ％

３ 割

合 計
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（２） 後期高齢者医療保険料の状況 （令和４年５月３１日現在）

区 分 調定額 収入済額 収納率 不納欠損額 収入未済額

現年度

円 円 ％ 円 円

特別徴収

普通徴収

滞納繰越分

合 計
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環 境 課
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第１ 概説

環境課では、資源化、環境保全の２担当で業務を遂行した。令和３年度は、新型コロナ

ウイルス感染症拡大防止のため一部の事業を中止したが、感染防止対策を講じて代替事業

を実施するなど、各事業の推進に努めた。

湖周地区（２市１町）共同によるごみ処理基本計画など各種計画に基づき、地区衛生自

治会など関係機関と協働し、一般廃棄物の適正処理及びごみの減量化と資源化の推進に努

めた。また、諏訪湖や河川等、市内各所において一斉清掃を実施するなど環境美化活動に

よる地域の生活環境向上を図った。

岡谷市の環境基本理念に基づき、地球温暖化問題への対策、自然環境の保全や環境教育、

騒音・大気汚染調査等の生活環境対策の実施に努めた。

令和３年度は、「第２次岡谷市地球温暖化対策実行計画」を策定するとともに、

「２０５０年 岡谷市ゼロカーボンシティ宣言」を発出し、２０５０年までに二酸化炭素

排出量を実質ゼロとするカーボンニュートラルの実現を目指すこととした。

なお、令和３年８月大雨災害により発生した災害廃棄物については、発生量の調査及び

回収対応を図り、適正に処理を行った。

第２ 実績総括

主要な事務事業 内 容

環境保全推進事

業

１ 第４次岡谷市環境基本計画の啓発等

「第４次岡谷市環境基本計画」の推進を図るため、家庭、事業所

における具体的な取り組みなどを、広報おかやへの掲載、シルキー

チャンネルの番組作成などを通じて啓発を図った。

２ 第２次岡谷市地球温暖化対策実行計画の策定

岡谷市における地球温暖化対策を図るため、「第２次岡谷市地球

温暖化対策実行計画」を策定した。２０３０年度までの二酸化炭素

排出量削減目標を定めるとともに、部門別の具体的な施策を明記し

た。当計画に基づき、市民、事業者、行政が連携・協力して、

２０５０年カーボンニュートラルの実現を目指すこととした。

３ ２０５０年 岡谷市ゼロカーボンシティ宣言

近年、地球温暖化による異常気象の影響が深刻化しており、世界

各国で温暖化に関する動きが加速していることを受け、令和４年

３月２２日（火）に「２０５０年 岡谷市ゼロカーボンシティ宣言」

を発出するとともに、宣言文や地球温暖化に関するパネル展示を行った。

・日 時 令和４年３月２２日（火）～４月８日（金）

・場 所 市役所１階 市民ロビー

４ 環境セミナー

例年、地球温暖化問題や外来種問題など、様々な問題を認識し、

自己の取り組みにつなげていただくために、環境に関する様々なテ

ーマで講演を行ってきたが、令和３年度は、新型コロナウイルス感

染症拡大防止のため開催を見合わせた。
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５ めざせ！ゼロカーボン推進事業

地球温暖化に対する市民また市内事業所等の認識を高めるため、

「めざせ！ゼロカーボン推進事業」を新規事業として実施した。

「エコドライブ推進事業所登録事業」「環境教育コーディネート事

業」、令和２年度より実施している「地球温暖化防止啓発事業」の

３事業で構成している。

（１）エコドライブ推進事業所登録事業

エコドライブを推進する事業所等を「岡谷市エコドライブ推進事

業所」として登録し、エコドライブを実践することにより二酸化炭

素の排出削減を図った。

・令和３年度登録事業所数：１５社

（２）環境教育コーディネート事業

環境教育におけるニーズと、企業・団体等が有する環境教育に活

用できる事業等を市が把握し、コーディネートすることにより、環

境教育の促進を図った。

・令和３年度登録団体数：９団体

・講座実施回数 ：３回

（３）地球温暖化防止啓発事業

二酸化炭素排出量の削減、再生可能エネルギーの利用促進を図る

ため、下記の事業にて啓発を実施した。

・地球温暖化防止川柳の募集

日々の暮らしの中で感じる身近なことを通じて、地球温暖化防止

への思いを高めていただくため、地球温暖化防止を題材とした川柳

を募集した。

表彰式は新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止とした

が、令和４年３月に市役所１階市民ロビーで優秀作品を展示した。

また、優秀作品の短冊ポスターを作成し、公共施設・学校などに配

布、展示した。

・令和３年度応募作品数 大人の部 ：１３６点

子どもの部：８７点

・地球温暖化防止セミナー

地球温暖化問題に対する市民の意識を高めるため、令和４年

２月５日（土）に地中熱をテーマとしたセミナーを開催する予定

であったが、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止し

た。

・市内一斉気温測定

実施日時：７月２５日（日）午後２時

測定場所：１２４地点

・環境活動エコポイント 配布枚数 １４５件

※市内一斉気温測定実施者とこどもエコクラブ参加者にエコポイ

ントを配布した。

・環境家計簿の作成・配布

各家庭の二酸化炭素排出量が計算できる「環境家計簿」をリニ

ューアルし、市内の小学４年生に配布した。エネルギーを電気に

限定し、小学生にもわかりやすい内容としたほか、具体的な節電

効果などを掲載した。

・緑のカーテン用種の配布

種を配布して緑のカーテンの普及を図るとともに、令和４年度

開催予定の「緑のカーテンコンテスト」への参加を呼び掛け、緑

のカーテンの有効性を実感していただいた。

６ 再生可能エネルギー利用の円滑な促進

平成２８年４月１日から「岡谷市再生可能エネルギー設備の設置

等に関するガイドライン」の適用を開始し、自然環境、防災及び景
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観、その他住民の生活環境等に配慮しながら、再生可能エネルギー

利用の円滑な促進を図っている。令和３年度は９件の届出があっ

た。（累計５６件）

７ ３Ｒ推進活動事業

市民、事業者、行政が相互に連携を図り、ごみの減量、資源化を

進めるとともに、環境問題全般へと活動を広げることを目的とす

る、環境市民会議おかや（エコライフ岡谷）の活動支援として補助

金を交付した。 円

８ おかや環境パネル展の開催

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、岡谷エコフェスティ

バルが開催できなかったことから、令和２年度に引き続き、レイク

ウォーク岡谷を会場として「おかや環境パネル展」を開催した。

令和３年度は「地球温暖化問題をもっと身近に」をメインテーマ

として、地球温暖化を体感するＶＲ体験やパネル展示等を行ったほ

か、ごみ削減、学生の活動等のパネル展示を行った。多くの方に来

場いただき、これらの問題に対する意識を高めることができた。

・日時：１１月３日（水）～１１月９日（火）

・場所：レイクウォーク岡谷 １階

円

自然環境保全事

業

１ 岡谷こどもエコクラブ

小学生が環境問題に関心をもつことを目的として、環境保全、自

然観察等に関する体験学習会を企画したが、新型コロナウイルス感

染症拡大防止のため、多くの企画が中止となった。中止にした企画

については、資料を作成し会員に配布した。

・開催回数：４回 ・参加人数：延べ１６４人

体験学習会の内容

①開講式・森を遊ぼう ５月１５日（土） 中止

②クリーンレイク諏訪見学会＆夏の鳥観察会６月１９日（土） 中止

③川と湖の生物 ７月１７日（土）６２人

④市内一斉気温測定 ７月２５日（日）１３人

⑤畑の恵に感謝してごみを減らそう ８月２８日（土） 中止

⑥お蚕さまの不思議と岡谷の歴史 ９月２５日（土） 中止

⑦諏訪湖のごみを調べてみよう １０月 ９日（土）３７人

⑧エコ活動企業を見学に行こう・閉講式 １１月２１日（日）５２人

２ 諏訪湖ヒシ除去体験事業

例年、環境市民会議おかや、諏訪湖漁業協同組合、岡谷市の協働

で、諏訪湖のヒシ除去を実施してきたが、令和３年度は、新型コロ

ナウイルス感染症拡大防止のため、規模を縮小して実施した。

・期日 ：７月１０日（土）

・参加人数：３８人

・除去量 ：３ｔ

岡谷こどもエコクラブのヒシ除去体験は、安全確保のため、参加

者を高学年に限定して実施した。

・期日 ：７月１７日（土）

・参加人数：１４人

・除去量 ：１ｔ

３ アレチウリ駆除事業

生態系を破壊するアレチウリを駆除するために、各区・ボランテ

ィア団体の協力を得て、諏訪湖畔・河川敷等で駆除作業を行った団

体等に対して、手袋など、作業に伴う消耗品等を支給した。

円

生活環境対策事

業

１ 自動車騒音常時監視事業

国土交通省の道路交通センサスに従い、６路線１１センサスを５



140

年間のローテーションで実施した。平成２７年度に公表された道路

交通センサスに基づき、平成２９年度より５年間のローテーション

で実施し、今年度は、１路線１センサス、延長３．７ｋｍと過年度

の評価対象路線５路線１０センサス、延長３０．８ｋｍの自動車騒

音常時監視事業を実施した。

過年度分については変動がなく、今年度分は、昼夜間とも環境基

準値以下が１００％であった。

２ 土壌・地下水汚染対策

土壌・地下水汚染等について、事業所による調査に対する助言・

指導を関係機関と連携して行った。

３ 地下水調査関係

平成９～１３年度までに実施した地下水調査で、環境基準を超過

した井戸７件については、５件が県の調査対象となったため、岡谷

市では２件の調査を行った。また、地下水の汚染状況の変化を把握

するとともに、環境基準達成箇所についても過去の調査以降の変化

を把握するため、２０件を選定し、追跡調査を実施した。測定箇所

により若干の増減があり、基準値を下回った箇所が再度基準超過す

る場合もあるが、総体的に見て大きな変動は見られない。

４ 河川水質関係

横河川、塚間川等市内主要４河川で、生活環境の保全に関する項

目と人の健康に関する項目について、水質検査を実施した。数値に

大きな変動がないことを確認した。

５ 生活環境の苦情処理

産業活動や日常生活から発生する騒音・水質汚濁・大気汚染等生

活環境の相談受付と適切な処理を行った。受付件数は４５件で、前

年度より１０件の減となった。受け付けた苦情については、関係課、

関係機関と密接な連携のもとに、当事者相互の理解と協力を得て、

適切な指導、早期解決に努めた。大気汚染は、野焼きによるもの、

また水質汚濁は、油の流出等によるものが大半を占めた。

６ 不法投棄の調査、回収、処理

不法投棄防止パトロールや啓発を行うとともに、市有地等に不法

投棄されたものについては、関係課、警察等と連携して投棄者を調

査するとともに回収を行った。（不法投棄件数：７件）

７ 公害関連法令届出受理

騒音規制法、振動規制法、特定工場における公害防止組織の整備

に関する法律、岡谷市公害防止条例にかかわる届出を受理し、事業

所の公害防止対策整備に努めた。

・届出件数：２２件

８ 環境ボニター活動状況

市民公募の環境ボニター（ボランティア＋モニターの造語）より、

環境保全に関する地域の情報の収集及び意見をいただき、環境保全

に努めた。

９ 空間放射線量測定（岡谷市のホームページで公表）

長野県が測定を実施し、「事故前と同じ水準」としている空間放

射線量の確認のため、環境課においても、市役所で月１回、３支所

及び樋沢一般廃棄物最終処分場で４ヶ月に１回簡易測定を実施した。

円

ごみ減量啓発指

導事業

ごみの減量化と資源化を推進するため、各種の広報啓発に努めると

ともに、美しい環境を守り、住みよいまちづくりを推進するため、環境

美化活動の実施に努めた。新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、

一部の事業を中止したが、感染防止対策を講じて実施に努めた。

１ ごみの減量化・資源化の推進

（１）わかりやすい！ごみ減量ＰＲ事業
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・家庭ごみ収集カレンダーのリニューアル

より見やすくわかりやすくするため、カレンダーを縦型から週

単位表示へ変更したほか、ごみ・資源物の分け方・出し方の表記

についてレイアウトを変更した。また、スマートフォン等で閲覧

できるよう、市ホームページのＱＲコードを掲載した。

・市ホームページ「ごみ・リサイクル」ページのリニューアル

より早く必要な情報を閲覧できるようにするため、ホームペー

ジの構成を見直したほか、わかりやすくするため、画像による解

説を増やすとともに、分別方法やごみ処理施設の紹介などの動画

を掲載した。

・「家庭ごみ・資源物収集場所マップ」の公開

収集場所の位置等をわかりやすくするため、市ホームページに

市内のごみ・資源物収集場所の位置や収集品目、収集日を掲載し

た地図（ＧＩＳ）を掲載した。

（２）食品ロス削減の周知啓発

子どもへ向けて食品ロス削減の意識啓発を図るため、市内保育園

を訪問し、食品ロス削減に関わる紙芝居「もったいない もったい

ない」（モグドン紙芝居）の読み聞かせを行った。

・訪問数：１２園

（３）諏訪湖周クリーンセンター等施設見学

市内小学校の４年生を対象に、諏訪湖周クリーンセンターと樋沢

一般廃棄物最終処分場の見学を実施し、３Ｒ（リデュース・リユー

ス・リサイクル）推進に関する説明などを行った。

・参加校：４校

・参加者：２３３人

（４）「ごみと資源物」探検隊ツアー

ごみ減量や３Ｒ推進への意識を高めるため、「ごみと資源物」を

処理する現場の見学ツアーを計画したが、新型コロナウイルス感染

症拡大防止のため中止としたため、代替事業として「おかや環境パ

ネル展」において、分別やリサイクルに関する現物やパネル等で探

検隊ツアーを体感できる展示を行った。

・期 間：１１月３日（水）～１１月９日（火）

・会 場：レイクウォーク岡谷

（５）ごみ・資源物収集場所立会い指導

・古紙類・その他プラスチックの分別強化月間（６月１日（火）～

６月３０日（水））

紙袋による小さな古紙類の排出見本やその他プラスチック指

定袋の排出見本の掲示、啓発チラシの配布などにより、衛生自治

会と協働して収集場所で立会いを実施し、分別方法の周知啓発に

努めた。

・ごみ・資源物分別強化月間（１０月１日（金）～１０月３１日（日））

「その他プラスチックの分別」を重点項目とし衛生自治会と協

働して収集場所で立会いを実施し、分別方法の周知啓発に努める

とともに、事業系ごみの排出状況の確認を行った。

（６）転入者用ごみ袋セットの配布

市外から転入した世帯へ向け、ごみの減量化や分別への協力をお

願いするため、家庭ごみ収集カレンダーと分別ガイド、指定ごみ袋

（４種類各１枚）を配布し、ごみ出しルールなどの説明に努めた。

・配布数：５４１世帯分

２ 環境美化活動

（１）岡谷市を美しくする月間（６月１日（火）～６月３０日（水））

６月を「岡谷市を美しくする月間」と定め、衛生自治会をはじめ

各種団体の協力を得て環境美化等を図る各種の事業を実施した。
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主な実施事業

ア 広報おかやへの記事掲載等により、趣旨の周知徹底を図った。

イ 「諏訪湖及び河川一斉清掃」は、新型コロナウイルス感染症拡大

防止のため中止とし、環境課職員により、諏訪湖畔の清掃活動を

行った。

・日 時：５月３０日（日）午前６時～７時

・回収量：ごみ等５５㎏

：空缶等１２０個

ウ 市内一斉清掃の日 ６月１３日（日）

衛生自治会と協働し、住宅や店舗、事業所及び周辺道路などの

清掃や草刈りを行った。

エ 地域の河川・道路などの清掃

・参加者：１，４６５人

・回収量：ごみ等８５５㎏

：空缶等２８７個

オ ごみ・資源物の収集場所（定位置）パトロール

カ ごみ減量・環境美化に関する啓発チラシ等の地区回覧

（２）諏訪湖周クリーンセンター周辺道路清掃

・日 時：１０月２９日（金）午後３時００分～３時３０分

・参加者：３０人（衛生自治会等）

・回収量：ごみ等２５

：空缶等８０個

（３）諏訪湖周一斉清掃

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、開会式を実施せず、

参加者を分散するなどの対策を講じて実施した。

・日 時：１０月１７日（日）午前６時３０分～７時３０分

・参加者：５００人

・回収量：ごみ等１８０

：空缶等２５０個

（４）市内全世帯対象粗大ごみ有料回収

衛生自治会連合会とともに、全市民を対象とした家具や家電製品

などの粗大ごみを有料で回収するイベントを開催した。

・日 時：３月１９日（土）午前９時～正午

・件 数：３００件

・回収量：７，８８４

円

湖周地区ごみ処

理施設事務

１ 湖周行政事務組合負担金 円

２ 関係市町及び湖周行政事務組合との調整等

（１）湖周３市町副市町長会議（７回）

（２）湖周連絡調整会議（７回）

（３）湖周ワーキング部会（５回）他

円

埋立施設管理事

業

１ 樋沢一般廃棄物最終処分場管理業務

業務概要

（１）技術管理者の配置

（２）廃棄物の受入・埋立処分等

（３）最終処分場施設維持管理等

（４）浸出水処理施設運転管理等

（５）水質検査・ガス測定等

・委託先：（株）タクマテクノス 円

２ 埋立処分地設備機器等修繕業務

排水処理施設照明器具修繕、排水処理施設 ﾌﾞﾛｱﾎﾟﾝﾌﾟ ﾍﾞﾙﾄ取

替工事、管理事務所入り口ﾄﾞｱ修理
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・委託先：平澤電気工事 株 他 円

３ 最終処分場排水処理施設汚泥処分業務

水槽内の汚泥処分

・委託先： 有 田切クリーンセンター 円

４ 最終処分場内の支障木剪定作業等

円

塵芥収集事業 １ 埋立ごみ収集運搬委託業務（１コース）

・委託先：（株）アイ・コーポレーション 円

２ 燃やすごみ収集運搬委託業務（５コース）

・委託先①（有）成山商店 円

・委託先②（株）アイ・コーポレーション 円

・委託先③（有）丸安今井商店 円

・委託先④（株）アイ・コーポレーション 円

・委託先⑤ 共田組 円

円

塵芥収集指導啓

発事業

正しいごみの出し方等を周知するため、家庭ごみ収集カレンダーを全

世帯へ配布するとともに、ルール違反ごみの回収や処理、排出者への指

導などを実施した。家庭や収集運搬事業者向けに新型コロナウイルス感

染症の感染防止対策を周知啓発するため、チラシを作成し地区回覧等を

行った。

１ 岡谷市家庭ごみ収集カレンダー

市民一人ひとりがごみの減量、資源化に取り組めるよう、岡谷市

家庭ごみ収集カレンダーを作成し全戸配布した。また、引き続きご

み処理の専門事業者を紹介する広告を６社分掲載した。

・カレンダー印刷製本 円

２ 火災一般廃棄物処理方法等の周知

火災時に発生する一般廃棄物処理の円滑な対応を図るため、チラ

シ「一般家庭住宅の火災廃棄物の処理について」を作成・配布し、

市民への周知を行った。

３ 新型コロナウイルス感染症対策

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、市民向けにごみの出

し方等の注意事項を啓発するチラシを作成し、地区回覧するなど広

報啓発に努めた。

廃棄物収集運搬事業者向けに、適正処理や感染防止の方法などを

情報発信するなど、安定的なごみ処理体制の維持・確保を図った。

４ ごみ・資源物収集場所の安全対策

ごみ・資源物の収集場所の安全確保を図るため、地区衛生自治会

等と協働して、全ての収集場所に設置されている看板等の点検や補

修等を行った。

５ 違反ごみ対策

収集場所を巡回しルール違反ごみを回収・処理するとともに、排

出者への指導を実施し、出し方や分別方法の周知啓発を図った。

（ 円

資源物回収事業 １ 資源物再資源化等委託業務

（１）草・剪定枝等資源化

・委託先：（株）アイ・コーポレーション 円

（２）ガラスびん再資源化

・委託先：（有）成山商店 円

（３）ペットボトル再資源化

・委託先：（株）クリーンウェイスト 円

（４）使用済乾電池再資源化

・委託先：ＪＦＥ条鋼（株）鹿島製造所 円

（５）廃蛍光管・電球収集運搬
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・委託先：（有）成山商店 円

（６）廃蛍光管・電球再資源化

・委託先：林金属工業（株） 円

（７）生ごみ収集・資源化

・委託先：（株）光商会 円

（８）その他プラスチック再資源化

・委託先：（有）成山商店 円

（９）プラスチック製容器包装再商品化

（ペットボトル・その他プラスチック）

・委託先：公益財団法人日本容器包装リサイクル協会

その他プラスチック分 円

２ 岡谷市資源物分別回収促進事業補助金

資源物の分別回収を促進するため、資源物回収事業者に対し回収

量に応じた補助金（４．４円 ）を交付した。

・回収量（２事業者合計） ７１１，５００㎏

・交付先： 有 成山商店 円

有 五十川昇一商店 円

３ 資源物サンデーリサイクルデー

市民の利便性向上と資源物リサイクルの推進を図るため、関係団

体の協力を得て、奇数月の最終日曜日に市内スーパーの駐車場で、

資源物と硬質プラスチックのリサイクル回収を年５回実施した。

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、令和４年１月は中止

したが、その他は感染防止対策を講じて実施に努めた。

（１）資源物回収量 １２，１００㎏

（２）硬質プラスチック回収量 ９，９３０㎏

円

災害救助対応

（令和３年８月

大雨災害）

令和３年８月大雨災害により発生した災害廃棄物の処理については、

市職員が被災した家々を巡回し、災害廃棄物の発生量の調査及び回収を

行った。

回収した災害廃棄物は、市職員が分解や選別等の作業を行った後、燃

やすごみ（可燃物）は、中間処理施設（諏訪湖周クリーンセンター）で

焼却処理し、ガラス・陶磁器くずなどの埋立ごみ（不燃物）は、岡谷市

樋沢一般廃棄物最終処分場へ埋立処分した。

また、金属類、小型家電等の混合廃棄物や廃タイヤ、畳等の処理困難

物は、環境省の災害等廃棄物処理事業費補助金の交付を受け一般廃棄物

処理業者への業務委託により処理を行った。

・回収期間：８月２０日（金）～１０月２２日（金）

・回収件数：３１件

・回 収 量：１５，５１０

内訳

燃やすごみ（可燃物） ６，４００

埋立ごみ（不燃物） ５４０

処理困難物 ８，５７０

１ 災害廃棄物処理委託業務

・委託先：（株）アイ・コーポレーション 円

円
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第３ 主要な統計、行政資料等

１ 廃棄物処理手数料の状況 単位：円

区分

令和３年度 令和２年度 増減

調定額 収入済額
不納

欠損額

収入

未済額
調定額

普通

手数料

特別

手数料
△

滞納

繰越分

計

２ ごみ委託収集の状況

区 分

項 目

埋立ごみ 燃やすごみ
計

１コース ５コース

運 搬 回 数 回

運 搬 量

３ 資源物回収の状況 （単位： ）

品 目 回 収 量 品 目 回 収 量 計

資
源
物
分
別
回
収

新 聞 紙 古 布

雑 誌 アルミ缶

段ボール スチール缶

厚 紙 金 属 類

牛乳パック 生きびん

資
源
物
委
託
収
集

透明びん 乾 電 池

茶色びん 生 ご み

その他の色びん 蛍光管・電球

ペットボトル
その他

プラスチック

直
接
持
込

せん定枝
硬質

プラスチック

草・落ち葉等
インク

カートリッジ

総 回 収 量
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４ ごみの状況

項目

年度

（ ） （ ） （ ） （ ） （人） （日） （ ）

燃やすごみ 埋立ごみ 資源物 合計 人口
年間

日数

市民１人

１日当たり

のごみ量

元

市民１人１日当たりのごみ量は、（「合計」×「 」） ／（「人口」×「年間日数」）

で算出。

人口は、 月１日現在 住民基本台帳人口。

≪燃やすごみの内訳≫ （単位： ）

年度 家庭系 前年度比 事業系 前年度比 計 前年度比

元

５ 樋沢一般廃棄物最終処分場埋立実績 （単位： ）

項目

年度

市搬入分 直接持込分 合計

埋立ごみ 焼却灰 埋立ごみ

元
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６ 生活苦情通報数

区分
令和３年度 令和２年度

前年度比
受付件数（件） 構成比（％） 解決件数（件） 受付件数（件）

大気汚染 △

水質汚濁

土壌汚染 △

騒 音

振 動

悪 臭

不法投棄 △

そ の 他

計 △

(148)
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健 康 福 祉 部

（ 福 祉 事 務 所 ）

（150）
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社 会 福 祉 課

（152）
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第１ 概説

社会福祉課では、岡谷市社会福祉協議会等の各種福祉団体と連携し地域福祉の向上

に努め、障がい福祉、生活困窮者等への支援、人権擁護、ひとり親家庭福祉等の業務

を執行した。

１ 地域福祉

結婚に対する支援として、経済的理由により結婚に不安を抱える若者を支援する

ため、結婚新生活時の住居費や引越費用等を対象に補助金を交付した。

８月の大雨災害時には、避難所運営や罹災証明等の事務に携わったほか、被災者

へ見舞金を支給するとともに、生活再建の相談支援を行った。

新型コロナウイルス感染症の影響が長期化するなか、速やかに生活・暮らしの支

援をするため、住民税非課税世帯等に臨時特別給付金の支給を実施した。

２ 障がい福祉

障害者総合支援法等に基づき、給付をはじめとする障がい福祉施策を実施した。

障害者優先調達では、物品の購入や役務の提供について庁内での調達を推進した。

岡谷市成年後見支援センター開所から３年目を迎える中、成年後見制度の利用促

進と高齢社会における喫緊の課題等に対応し、権利擁護支援の地域連携ネットワー

ク機能等を強化するため、市と成年後見支援センターが協働で「中核機関」の運営

を開始した。

３ 生活福祉

福祉総合相談では、複雑化・多様化する市民の生活相談に対して課題を整理し、

専門相談機関等と連携を図りながら、市民の生活課題の解決に努めた。

ひとり親家庭福祉では、ひとり親家庭相談を通じて、児童扶養手当や、国の制度

による子育て世帯生活支援特別給付金の給付を行ったほか、メルマガによる情報配

信など、世帯の自立につながるよう各種施策を実施した。

生活困窮者自立支援事業では、生活保護に至る前段階の支援として、専門相談支

援員による、相談者の状況に応じたきめ細かい支援を行ったほか、住居喪失者への

一時宿泊所提供、通信手段喪失者への携帯電話貸出しなどの緊急生活支援や、新型

コロナウイルス感染症対策として生活困窮者自立支援金の給付を実施した。

生活保護では、他法他施策の有効活用を図るとともに、稼働能力のある者につい

ては、就労支援員を交えた就労支援を行い、適正な保護の実施に努めた。
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第２ 実績総括

主要な事務事業 内 容

地域福祉推進事

業

１ 恋つむぐ岡谷 出会いの場創出事業

（１）婚活バスツアー及びブラッシュアップセミナー

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止

（２）メールマガジン配信

結婚支援に関して登録希望者を募り、情報の提供を行っ

た。

登録者数 男性 １２名 女性 ８名

メールマガジン配信回数 ３回

２ 「おかやでスタート！」結婚新生活支援事業

結婚に伴う経済的不安を解消することを目的として、住居費及

び引越費用の一部補助を行った。また国基準が年齢及び所得要件

の拡充を行ったことにあわせ、市単独分の年齢要件を緩和し、事

業の拡充を図った。

対象世帯

（１）国基準 令和３年１月１日から令和４年２月２８日ま

でに、婚姻届を提出し受理された夫婦で、婚姻日における

年齢が共に３９歳以下かつ世帯所得が４００万円未満の

世帯（補助額 １世帯３０万円）

（２）市単独分 令和３年１月１日から令和４年２月２８日ま

でに、婚姻届を提出し受理された夫婦で、婚姻日における

年齢が共に４２歳以下かつ世帯所得が４２０万円未満の

世帯（補助額 １世帯１５万円）

支給実績

（１）国基準 １０世帯 合計 ２，５９６，０００円

（２）市単独分 １世帯 合計 １５０，０００円

円

民生児童委員協

議会活動支援事

業

地域福祉向上のため、岡谷市民生児童委員協議会に対し、活動補

助金を交付した。また、コロナ禍の中にあっても、負担や不安を軽

減し、円滑に活動が行えるよう、活動の目安と考え方に関するＱ＆

Ａを作成し、配布した。

１ 補助金

・地区活動費 ７４５，４４０円

・研修費 ４６２，４４０円

２ 活動費交付金 ９，４４９，４６０円

円

人権擁護推進事

業

国から委嘱された人権擁護委員８名や関係機関と連携し、各種事

業を行い、人権意識の向上に努めた。

１ 人権啓発事業

・保育園啓発活動

・小学生「人権の花」運動（岡谷田中小学校）

・中学生「全国人権作文コンテスト」

２ 人権相談事業（年４回）

３ 会議等の開催

・人権擁護審議会 ７月８日（木）

・諏訪・子ども人権の集い １２月１１日（土）

円
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福祉タクシー運

行事業

１ 交通弱者のための交通手段として通年運行を行った。コロナ禍

の中、乗務員のマスク着用や車内消毒を徹底しながら感染防止対

策に努め、運行した。

・運行回数 年間１６，６５６回 １日平均４５．６回

２ 業務委託料

アルピコタクシー（株）、諏訪交通（株）の２社に委託し、安定

的な業務の遂行に努めた。

・運行事業業務委託料 ３３，２７３，３５６円

・配車管理業務委託料 ５，１２３，１４０円

円

戦没者慰霊事業 １ 岡谷市戦没者追悼式

・日清戦争以後、満蒙開拓団を含む、岡谷市の戦没者に対して、

追悼式を行った。新型コロナ感染症対策として参加者を縮小し

て実施した。

日 時：令和３年９月２３日（木・祝）

場 所：カノラホール小ホール

参加者：２１名

２ 第十一回特別弔慰金給付事務

・国の事業による、戦没者等の死亡当時の遺族に対する特別弔慰

金として２５万円、５年償還の記名国債を支給する事業を実施

した。

進達件数：２０７件

円

身元不明者等扶

助事業

行旅死亡人に対する葬祭費等の支出のほか、急迫状態の行旅人

に対する旅費や生活費などの支出による支援を行った。

１ 行旅人旅費

・旅費支給：６人

・支出額：１，９２０円

２ 生活費支援：１名

・支出額：３０，０００円

円

生活福祉相談事

業

福祉総合相談として、生活相談（心配ごと相談）・法律相談・行

政相談・消費生活相談 所管：市民生活課 を実施し、課題の早期

解決、被害防止や不安の解消に努めた。

１ 生活相談（心配ごと相談）

・年間相談件数 ４８件（対前年度比 △２０件）

２ 法律相談、行政相談

・法律相談 年間１２回（毎月）実施

・行政相談 年間１０回（４月・８月を除く）実施

円

中国残留邦人等

生活支援事業

中国残留邦人等本人及び配偶者の生活の安定を目的として、生

活保護に準じた生活費等基準により支援給付を行うとともに、生

活に必要な支援通訳の派遣を行った。

・対象世帯数（人数） １世帯（１人）

・支援給付（生活・住宅・医療・介護） １，０４７，３０１円
・配偶者支援金 ５２０，５９６円
・自立支援通訳派遣 １２回

円

生活困窮者自立

支援事業

生活保護に至る前の段階にある生活困窮者を対象に、生活就労

支援センター（愛称：まいさぽ岡谷市）を窓口として、相談者が

抱える多様な生活課題に対して各種事業を活用し支援を行ったほ

か、他法他施策活用の検討を行い、相談者の自立支援に努めた。
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１ 自立相談支援事業

・生活困窮相談件数 ２５６件（対前年度比 △４６件）

自立支援相談件数 ２１１件（対前年度比 △１６件）

支援計画作成件数 ４０件（対前年度比 ＋１７件）

一般就労者数 １１人（対前年度比 ＋６人）

２ 住居確保給付金事業 新型コロナウイルス感染症対応事業

利用件数１１件（対前年度比 △１２件）

給付額１，４２９，５００円

３ 就労準備支援事業

利用件数 ６件（対前年度比 ＋３件）

４ 家計改善支援事業

利用件数１３件（対前年度比 ＋４件）

５ 一時生活支援事業

一時宿泊所等確保事業 利用者１名

福祉電話貸与事業 利用者４名

円

生活困窮者自立

支援金給付事業

新型コロナウイルスによる影響の長期化により、総合支援資金

等の特例貸付などを利用したが、なお一定の生活困窮世帯にある

方に対し、生活困窮者自立支援金の給付事業を行った。

（新型コロナウイルス感染症対応事業）

・利用者数：１３人

・給付額：３，３６０，０００円

円

福祉灯油助成事

業

原油価格の高騰により、冬期の灯油購入に支障をきたしている

低所得世帯等を対象に、１世帯につき１万円の灯油購入助成費を

給付した。（新型コロナウイルス感染症対応事業）

１ 実施時期：令和３年１２月１４日（火）～令和４年２月２８日（月）

２ 給付世帯

・７５歳以上のみの世帯 ９８６世帯

・要介護４、５の方がいる世帯 ２８世帯

・重度障がい者の方がいる世帯 ２２８世帯

・児童扶養手当受給世帯 １０４世帯

・生活保護受給世帯 １４１世帯

３ 給付額：（１，４８７世帯） １４，８７０，０００円

円

障がい者等福祉

事業

身体障がい者、知的障がい者、精神障がい者の手帳申請及び関連

する事務等を行った。

１ 障がい者手当等給付事業

（１） 在宅の重度心身障がい児・者に特別障害者手当（３７人

４１１月分）、障害児福祉手当（１７人 １７０月分）を支

給した。 １３，７７０，４５０円

（２） 重度若しくは重度に準じる障がいのある児童の保護者に

重度心身障害児童福祉年金を支給するとともに、特別児童

扶養手当の進達事務を行った。

（年金２２１人、手当１７４人） ３，０８２，１５０円

２ 障がい者等福祉事業

（１） 障がい児・者の一時的介護のためタイムケア事業として、

登録事業者に介護委託の給付を行った。

個人：利用者 ４人、延利用時間 １，１２９時間

７９５，８４０円
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（２） 障害者長野県民交通災害共済会費負担事業を行った。

身体５５０人、知的１９９人、精神２９４人、児童４２人

計１，０８５人

４２１，４００円

（３） 障がい者等へ福祉電話料の助成を行った。

（１人） ２１，３４６円

（４） 障がい福祉サービス事業所に、「おかやバリアフリーガイ

ドマップ」の掲載内容の情報更新作業を委託し、ホームペ

ージ上のデータ更新を行った。

１２０，０００円

（５） 最重度の障がいのある方を１年間のうち半年以上在宅介

護した介護者に、家庭介護者慰労金を贈った。

（３８人） １，５６０，０００円

（６） 障がい者団体等の余暇活動については、新型コロナウイ

ルス感染症拡大のため実施なし。

（７） 知的障がい者等が通所通園するため交通費補助を行った。

（９人） １３３，２３０円

（８） 寝たきり等で福祉タクシー等を利用できない非課税世帯

の障がい者・高齢者等を対象に寝台車の利用料の補助を行

った。

（６件） ６８，０００円

（９） 障がい者虐待防止センターとして、相談等の対応に努めた。

円

障がい者自立支

援給付事業

障害者総合支援法の給付等に関する事業を行った。

１ 障がい福祉サービス利用希望者の認定調査を行い、医師意見書

等を添付し、諏訪広域連合障害支援区分審査会に審査を依頼した。

広域割 岡谷市負担分 ５３８，０８３円

２ 障害者自立支援給付

（１） 介護給付

・居宅介護 ７８人 ８，１６４．５時間

・重度訪問介護 １人 ２７０．５時間

・同行援護 １２人 １，００２．０時間

・行動援護 ５人 ３９５．０時間

・短期入所 ２２人 ８４５日

・施設入所支援 ５２人

・生活介護 ９４人

・療養介護 ８人

（２） 訓練等給付

・自立訓練（機能訓練） １人

・自立訓練（生活訓練） ６人

・就労移行支援 １５人

・就労定着支援 ５人

・就労継続支援（Ａ型） ４７人

・就労継続支援（Ｂ型）１４３人

・共同生活援助 ８１人

（３） 特定障害者特別給付費

（施設系） ４７人

（共同生活援助） ７７人

（４） 相談支援給付

・計画相談支援 ３６４人

・地域移行支援 １人

・地域定着支援 １人
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（５） 補装具費

障がい児・者に補装具費の支給を行った。（７１件）

（６） 高額障害福祉サービス等給付費 １３人

（７） 自立支援医療

更生医療・育成医療の給付等事務及び精神通院医療の申

請受付事務等を行った。

・更生医療 申請１３件

・育成医療 申請２件

・精神通院医療 申請１，２３６件

円

障がい者地域生

活等支援事業

障害者総合支援法の地域生活支援事業による給付等に関する事業

を行った。

（１） 障害者優先調達推進法に基づき、「岡谷市障がい者就労施

設等からの物品等の調達方針」を策定し、庁内各課等での積

極的な調達を推進した。

目標額 ２，０００，０００円 実績額 ２，８３９，８８９円

（２） 岡谷市社会福祉協議会に委託し、岡谷市成年後見支援セ

ンターの運営を行った。

相談者数 ２１３人（実人数）

相談件数 ５３８件（延べ件数）

申立て支援 ４８件（延べ件数）

法人後見人等受任 ３人（累積数）

７，２４２，１９８円

（３） 聴覚障がい者のコミュニケーション支援事業として、手

話通訳者設置、手話通訳者・要約筆記者派遣事業、社会参

加等の促進や生活支援の事業として、作業訓練や生活体験

等を地域生活支援事業委託事業として行った。

委託先：岡谷市社会福祉協議会 １０，４３５，３９１円

（４） 基本相談支援業務等及び地域生活支援拠点事業について、

諏訪圏域障がい者総合支援センター オアシスに委託し、６

市町村共同で事業を行った。

９，４１７，７０４円

（５） 重度障がい児・者の日常生活の便宜を図るため、日常生

活用具等の給付を行った。 （支給件数 １，１３８件）

１０，５０２，０６８円

（６） 社会参加等の外出時の介助支援のため、移動支援事業を

実施した。

・個別支援 （利用者 ４３人 １７７３．５時間）

・グループ支援（利用者 １２人 １５４．０時間）

５，２３４，０８７円

（７） 居宅での訪問入浴サービス事業の給付を行った。

（利用者 ５人 ３９２回） ４，７４５，１６０円

（８） 障がい者等の日中における活動の場を確保する日中一時

支援事業者に介護委託の給付を行った。

（利用者８９人、延利用時間 ５，３２５．５時間）

４，７３３，０００円

（９） 身体障がい者の自動車運転免許取得及び自動車改造に

係る費用の助成を行った。

（利用者 ３人） ３００，０００円

（１０） 障がい者支援施設等への通所に要する交通費の助成を

行った。 （対象者 ４人） ７２，７６９円
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（１１） 地域活動支援センター

身体障害者デイサービス事業和楽（利用者９人）

５，２１２，０９９円

ひだまりの家 利用者１２人） ３，３６２，３８９円

ひまわりの里 茅野市 （利用者１人） ２７１，７５７円

円

おかや総合福祉

センター管理事

業

（諏訪湖ハイツ）

１ 指定管理者に岡谷市社会福祉協議会を指定し、市民の健康福祉

の増進と生涯学習活動を促進した。

・温泉施設（開館日数３１０日、 日平均利用者２９２人）

利用者数 ９０，８０８人

無料利用者 １４，８６６人

有料利用者 ７５，９４２人

・生涯学習施設（開館日数３３４日 １日平均利用者１４４人）

利用者数 ４８，３９１人

２ 施設の長寿命化及び感染予防対策の徹底を図るため、各種工事

を実施した。

・ひだまり作業所屋根塗装工事

工期：令和３年４月２３日～令和３年６月３０日

契約金額：１，３６４，０００円

・地下貯蔵タンク腐食防止工事

工期：令和３年８月１１日～令和３年１０月２９日

契約金額：２，３１０，０００円

・自動水洗等改修工事

工期：令和３年１１月１０日～令和４年２月２２日

契約金額：１，７６０，０００円

・昇降機改修工事

工期：令和４年１月１７日～令和４年３月３１日

契約金額：１，０６７，０００円

３ ８月大雨災害による対応

入浴施設以外を閉館 ８月１５日（日）から８月１７日（火）

避難生活者大浴場無料開放 ２名利用

４ 新型コロナウイルス感染拡大防止による対応

時短営業 ・８月１６日（月）～９月１２日（日）

１月２７日（木）～３月 ６日（日）

研修施設の休館 ・９月 ３日（金）～９月１２日（日）

カラオケ機器、飲食の制限

・４月２０日（火）～６月２０日（日）

８月 ２日（月）～１０月３日（日）

１月１４日（金）～３月３１日（木）

円

住民税非課税世

帯等に対する臨

時特別給付金事

業

新型コロナウイルス感染症の影響による生活・暮らしの支援を

するため、令和３年度住民税非課税世帯等を対象として、１世帯

につき１００，０００円の臨時特別給付金を支給した。

（新型コロナウイルス感染症対応事業）

１ 事業実施期間

・令和４年１月１１日（火）～令和４年９月３０日（金）

２ 給付世帯

・住民税非課税 ３，７４９世帯

・家計急変 ２世帯

３ 給付額 ３７５，１００，０００円

円
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児童扶養手当支

給事業

ひとり親家庭等の生活安定及び自立促進、児童の健全育成を図

るため、以下により対象世帯に児童扶養手当を支給した。

・支給額

（全部支給）月額４３，１６０円

（一部支給）月額４３，１５０円～１０，１８０円

・第２子加算額

（全部支給）月額１０，１９０円

（一部支給）月額１０，１８０円～５，１００円

・第３子以降加算額（一人につき）

（全部支給）月額６，１１０円

（一部支給）月額６，１００円～３，０６０円

・支給延べ世帯数 ３，９２６人

うち全部支給者 １，６５８人

一部支給者 ２，２６８人

・第２子加算世帯数 １，５８８人

・第３子以降加算世帯数 ４４８人

・支給合計額： １５４，５４７，４００円

円

母子福祉管理事

務

ひとり親家庭等相談事業

ひとり親家庭が抱える多様な課題に対し、母子・父子自立支援

員を中心として相談に応じた。

・母子・父子家庭数 ５５６世帯

・相談件数 ７５７件

円

母子家庭等援護

対策事務

ひとり親家庭福祉会の事務局として、会の今後の存続や、その

後のひとり親福祉施策の増進に向けた協議等の支援を行った。

（会は令和４年３月３１日で閉会）

・高等学校卒業程度認定試験支援給付金

令和３年度利用実績なし。

母子家庭自立支

援給付事業

ひとり親家庭の経済的自立に効果的な資格取得の支援のため、

教育訓練講座の受講支援や、養成機関に１年以上就学する場合の

生活費を支援する給付金を支給した。

・高等職業訓練促進給付金 ２人（支給額：２，８１２，０００円）

・自立支援教育訓練給付金３人（支給額：１０５，１００円）

円

障がい児通所給

付等事業

障がい児の通所サービス等にかかる給付を行った。

１ 障がい児通所給付

・児童発達支援 利用者 ２０人 １，９５１日

・放課後等デイサービス 利用者 ８７人 ９，３５９日

・保育所等訪問支援 利用者 ５８人 ２６７日

２ 高額障害児通所給付 利用者 ４人

３ 障害児相談支援給付

・障害児計画相談 利用者１３０人

（ 円）

子育て世帯生活

支援特別給付事

業（ひとり親分）

低所得の子育て世帯に対する生活支援として、令和３年４月分

の児童扶養手当受給者等を対象として、児童一人あたり５万円の

特別給付金を支給した。（新型コロナウイルス感染症対応事業）

・支給対象 児童扶養手当受給者及び、減収により、収入額が児

童扶養手当受給対象相当となった者

・対象者数 ３８６世帯 ５９２人
・給付額 ２９，６００，０００円

円
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生活保護扶助

事業

（補助事業費）

１ 被保護者就労支援事業

就労支援員による被保護者への就労支援による稼働能力の活用

と、自立助長のための助言指導を行った。

・稼働能力のある被保護者への就労支援 １２人

２ 生活保護適正化実施事業

専門医療事務担当者によるレセプト点検を行い、医療扶助適正

実施に向けた取り組みを行った。

・レセプト点検実施回数 年４回

（ 円）

生活保護扶助

事業

（単独事業生活

費）

生活保護面接相談

要保護者に対し、生活相談を受ける中で申請に基づき保護を開

始した。

・面接相談件数 ６８件（対前年度比 △３２件）

・保護申請件数 ２１件

・保護開始世帯 ２１世帯 ２２人

・保護廃止世帯 ２４世帯 ３２人

（ 円）

施設入所措置費 障害等により生活が困難な被保護者に対して施設入所により保

護を実施した。

・救護施設 八ヶ岳寮ほか５施設 ３０人

・障害者支援施設及び介護施設等 １９人

・施設入所措置費 ５７，０７０，２４３円

（ 円）

生活保護扶助費 被保護者に対して必要な保護を実施した。（ 月末時点）

・被保護世帯数 １９４世帯

・被保護者数 ２２４人

・保護率 ４．８‰（１，０００分比）

・生活保護扶助費 ２９０，８４７，４１７円

円

災害救助対応 １ 市内で発生した災害等（８月大雨災害を除く）の被災者に対し

て災害見舞金を支給した。

・災害見舞金 ３０，０００円

（内容）落雷による見舞金

破損（半壊以下） １５，０００円×２件

２ 令和３年８月に発生した大雨災害の被災者に対して被災者生活

再建支援金及び災害見舞金を支給した。

・被災者生活再建支援金 １，０００，０００円

（内容）半壊（基礎支援金・加算支援金）５００，０００円×２件

・災害見舞金 ３５，０００円

（内容）破損（半壊以下） １５，０００円×２件

床上浸水等（土砂流入等） ５，０００円×１件

円

地域サポートセ

ンター事業

地域サポートセンター事業

地域で抱える様々な課題の解決に向け、ともに解決していく体

制整備・機能強化のため、岡谷市地域福祉ネットワーク会議を開

催した。

・第１回 令和３年１２月２３日（木）（参加者 ３２名）
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避難行動要支援

者避難支援事業

避難行動要支援者避難支援体制の整備を行った。また改訂した岡

谷市防災ガイド説明会に同席し、市内各区に事業の周知を図った。

１ 避難行動要支援者名簿の作成

・対象範囲 要介護認定３～５、身体障害者手帳第１種１・２級

（心臓、じん臓機能障害のみを除く）、療育手帳Ａ、精神障害者保

健福祉手帳１・２級（単身世帯のみ）、市の生活支援を受けている

難病患者、自ら避難することが困難な独居の高齢者等

・対象者数 １，３８５人（施設入所者等を除く）

２ 避難行動要支援者登録制度登録者の情報共有

・名簿及び町内マップを各区に提供し情報の共有を図った。

・３月末申請率 ６１．３％（８４９人／１，３８５人）

３ 個別計画の策定

・各区において登録者の個別計画の策定に取り組んだ。

・３月末策定率 ５４．４％（４６２人／８４９人）

第３ 主要な統計、行政資料等

１ 民生児童委員（主任児童委員含む）の活動状況

内容別相談・支援件数

在宅福祉 件

介護保険 件

健康・保健医療 件

子育て・母子保健 件

子どもの地域生活 件

学校生活・子どもの教育 件

生活費 件

年金・保険 件

仕事 件

家族関係 件

住居 件

生活環境 件

日常的な支援 件

その他 件

計 件

分野別相談・支援件数

高齢者に関すること 件

障がい者に関すること 件

子どもに関すること 件

その他 件

計 件

その他の活動件数

調査・実態把握 件

行事・事業・会議への参加協力 件

地域福祉活動・自主活動 件

民児協運営・研修 件

証明事務 件

要保護児童の発見の通告・仲介 件

訪問回数
訪問・連絡活動 回

その他 回

連絡調整回数
委員相互 回

その他の関係機関 回

活動日数 延 日
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２ 福祉タクシー運行事業

年 度 平成 年度 平成 年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

運行回数 回 回 回 回 回

乗車人員 人 人 人 人 人

販売枚数 枚 枚 枚 枚 枚

３ 中国残留邦人等生活支援事業

支援給付金支出状況

区 分 世帯数（延べ） 人数（延べ） 支給額

生活支援給付
世帯 人 円

配偶者支援金

住宅支援給付

医療支援給付

介護支援給付

合 計

４ 障がい福祉

（１） 障害者手帳所持状況

ア 身体障害者手帳 （令和４年３月３１日現在）

区分
視覚

障がい

聴覚平衡

機能障がい

音声言語

機能障がい

肢 体

不自由

内部

障がい
計

人 人 人 人 人 人

歳以上

男

女

歳未満

男

女

計

男

女

イ 療育手帳

区 分 重度 中度 軽度 計

歳以上
人 人 人 人

男

女

歳未満

男

女

計

男

女
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ウ 精神障害者保健福祉手帳

区 分 級 級 級 計

計
人 人 人 人

男

女

（２） 障害者総合支援法の自立支援給付等の状況

事業種別 対象 支出額（円）

障害福祉サービ

ス費等

居宅介護、重度訪問介護、同行援護、

行動援護
延 人

上記以外の介護給付費等 延 人

特定障害者特別給付費
施 設 入 所 系

グループホーム系
延 人

相談支援給付費
地域相談支援給付費 延 件

計画相談支援給付費 延 件

補装具費 延 件

高額障害福祉サービス等給付費 延 人

自立支援医療費

育成医療 延 件

更生医療 延 件

療養介護医療 延 件

（３） 障がい福祉サービス事業における施設・事業所の利用状況

ア 障がい者支援施設 （単位：人）

施設の種類 年度末 年度末 増減

生活介護（施設入所支援） △

療養介護施設

支援施設合計 △

イ 障がい福祉サービス事業所 （単位：人）

施設の種類 年度末 年度末 増減

就労移行支援 △

就労定着支援

就労継続支援Ａ型

就労継続支援Ｂ型

生活介護
（通所事業所､基準該当含む）

△

自立生活援助

自立訓練

通所サービス合計

共同生活援助（ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ）

（４） 障害者手当等支給状況

区分 支給対象者数 支給総額

特別障害者手当
人 円

障害児福祉手当

重度心身障害児童福祉年金
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（５） 特別児童扶養手当進達事務状況

区分 新規申請数
その他申請数

（更新手続き等）

月の

受給者数
備考

特別児童扶養手当
人 人 人 国

県 負担

５ 障がい児福祉

（１） 障がい児通所給付の状況

事業種別 対象 支出額（円）

児童発達支援給付費 延 人

放課後等デイサービス給付費 延 人

保育所等訪問支援給付費 延 人

障害児相談支援給付費 延 件

（２） 障がい児通所施設の利用者状況 （単位：人）

施設の種類 年度末 年度末 増減

福祉型児童発達支援

放課後等デイサービス

事業所合計

※福祉型児童発達支援・放課後等デイサービスは利用者が複数の事業所を利用

しているため、全ての利用事業所に人数を計上した。

６ ひとり親家庭福祉

（１） 児童扶養手当支給状況

年 度
支給世帯数（延べ）

支給額
全部支給 一部支給

令和３年度

人 人 人 円

令和２年度

令和元年度

平成 年度

平成 年度

（２） ひとり親家庭の相談状況

種 別 相談件数 種 別 相談件数

母子父子寡婦福祉資金貸付

件

（ ） 公的年金

件

（ ）

児童扶養手当 （ ） 就職 （ ）

住宅 （ ） 医療 （ ）

生活援護・税 （ ） 離婚 （ ）

養育費 （ ） 家庭紛争 （ ）

子の養育・悩み （ ） 教育 （ ）

生活不安等 （ ） その他 （ ）

相談件数合計 （ ）

（ ）は前年度の状況
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７ 生活保護

（１） 生活保護費支出状況

区 分 世帯数（延べ） 人数（延べ） 支給額

生活扶助

世帯 人 円

住宅扶助

教育扶助

介護扶助

医療扶助

生業扶助

葬祭扶助

就労自立給付金

施設事務費

合 計

（２） 被保護世帯数、被保護者数、保護率、相談件数（年度末）

年 度 世帯数 人 数 保護率 相談件数

令和３年度

世帯 人 ‰ 件

令和２年度

令和元年度

平成 年度

平成 年度
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介 護 福 祉 課

（168）
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第１ 概説

介護福祉課では、第９次岡谷市高齢者福祉計画及び諏訪広域連合第８期介護保険事業計

画に基づき、高齢者が住み慣れた地域で必要な介護サービスを受けつつ、安心して自分ら

しく暮らすことのできる地域共生社会の形成をめざして高齢者福祉事業、介護保険サービ

ス事業、地域支援事業を実施した。

第２ 実績総括

主要な事務事業 内 容

高齢者生活支援

事業

１ 敬老祝賀事業

（１）８８歳、９９歳及び１０５歳の高齢者に対して敬意を表し

敬老祝金を贈呈した。

・８８歳 （３，０００円） ３６０人

・９９歳 （１０，０００円） ３３人

・１０５歳（２０，０００円） ３人

（２）男性の最高齢者に祝品（カタログギフト）を贈呈した。

（女性の最高齢者は受け取りを辞退）

（３）１００歳高齢者の代表１名（女性）を市長が慶賀訪問した。

２ 高齢者クラブ連合会補助金

高齢者クラブ連合会の事業活動に対して助成を行った。

３ 地区高齢者クラブ補助金

地区単位で行われている高齢者クラブの活動に対して助成を

行った。

・単位クラブ数：１５クラブ

・会員数：８９０人（令和４年３月３１日現在）

４ シルバー人材センター補助金

高齢者に就業の機会を提供する等、生きがいの創出と社会参

加の機会拡大を図るため、岡谷下諏訪広域シルバー人材センタ

ーに対して助成を行った。

５ 地域支え合い型移動支援補助金

地域住民が高齢者等の通院、買い物、通いの場等への自家用

車での送迎を行う活動に対して、ボランティア活動保険料の補

助を行った。

・活動団体 ２団体

円

要援護高齢者生

活支援等事業

１ いきいき生活支援サービス事業

介護保険で自立（非該当）と認定された高齢者や、利用限度

額では必要なサービスが不足する要介護認定者に対して、生活

支援サービスを提供する事業 ※当該年度利用実績無し。

２ 訪問理美容サービス事業

外出困難な高齢者等が、在宅で理美容サービスを受けるため

の出張経費の助成を行った。

・申請者数：２人 利用者数：２人 利用回数：４回

３ 住宅改修アドバイザー事業

高齢者等が居住している住宅を改修するに当たり、申請に

基づき適切な住宅改修を行うための指導助言を行った。

・登録アドバイザー（建築関係者） １１人

・委嘱アドバイザー（保健・医療・福祉関係者） ６人
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４ 福祉電話の貸与

ひとり暮らしの高齢者等が、家庭内で急病等緊急事態が発生

した時、安否の確認等に対応するため福祉電話を貸与した。

・福祉電話 ２台

５ 日常生活用具給付事業

ひとり暮らし高齢者等の安全な暮らしを守るため、電磁調理

器等の日常生活用具の給付を行う事業

※当該年度の利用実績無し。

６ 見守り安心ネットワークの組織

民生児童委員を中心に、協力員による見守り安心ネットワー

クを組織し、主に８０歳以上のひとり暮らし高齢者等の安否確

認を行った。

・対象者登録者数 １ ０６６人

・支援者登録者数 延べ１ ３８６人

７ あったか見守りネットワーク

（１）事前登録制度と民間事業者との見守り協定

認知症等高齢者の行方不明時に備え、高齢者の写真や特徴等の

情報を登録し、警察と情報共有することで、早期発見・早期保護

を図った。地域を巡回する機会が多い民間事業所と連携し、高齢

者を見守る体制を強化した。

・新規協定締結事業者 ５社（令和３年１２月１４日締結）

・見守り協定締結事業者 ２４社

・事前登録者数 ３５人

（２）個人賠償責任保険事業

認知症等が原因での日常生活における偶発的な事故に備え

事前登録者のうち希望者を対象に、個人賠償責任保険に加入し

た。

・加入者数 １３人 （令和４年３月３１日現在）

円

施設福祉サービ

ス事業

経済的理由と環境的理由により地域生活が困難な高齢者を､養護

老人ホームへ入所措置した。

・入所者数：３１人（令和４年３月３１日現在）

円

介護保険基盤整

備事業

民間事業者が行う介護保険の施設整備等に要する費用を助成する
補助金

１ 地域医療介護総合確保基金事業 介護施設等整備分 補助金

４１，１５１，０００円（補助率 ・県１０ １０）
（１）対象事業

ア 地域密着型サービス等整備助成事業（施設の創設 開設
の整備）

イ 介護施設等の施設開設準備経費等支援事業（定員２９名
以下の地域密着型施設等の施設開設準備経費等支援）

（２）対象施設

・看護小規模多機能型居宅介護事業所「かえりえ わかみや」

・入居定員２９名（うち、宿泊定員９名）
２ 小規模ケア施設開設等事業補助金 ７，５００，０００円

（補助率 ・県１ ２以内・市３ ４以内）

（１）対象事業

市内の既存住宅を活用した、介護保険法に規定する通所介護
を提供する施設整備

（２）対象施設 ・宅老所たんぽぽの家 ・利用定員１８名
（ 円）
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介護保険事務事

業

１ 諏訪広域連合で運営する介護保険事業に係る「岡谷市介護保険

事務取扱規則」に基づいた事務

（１）給付申請の受付に関すること

ア 低所得者に対する軽減制度の実施

（ア）介護保険利用者負担額減免措置

・減免対象者 ９人

内訳（要保護者に準ずる者 １人、生活保護受給者 ３人、

市民税所得割非課税世帯で生計困難に準ずる者 ５人

（イ）介護保険施設等の食費・居住費に係る負担限度額認定

・申請者合計 ４２９人

内訳（第１段階 １０人、第２段階 ６８人、

第３段階① １０４人、第３段階② ２３１人、

第４段階 １６人）

イ 介護保険居宅介護（介護予防）住宅改修費支給申請書数

※同一申請書による複数申請あり １８２件

ウ 介護保険居宅介護（支援）福祉用具購入費支給申請書数

※同一申請書による複数申請あり ２２２件

申請内訳 件数

ポータブルトイレ ８６

入浴補助用具（入浴及び浴槽内いす・入浴台等） １８４

合計 ２７０

（２）被保険者の異動及び被保険者証の再発行に係る交付に関す

ること ・転入者 ２２名 ・再発行 １６５件

（３）認定申請及び資格者証の発行に係る交付に関すること

・認定申請数 ２，３７０件

（新規６４４件、更新１，３５１件、区分変更３７５件）

（４）訪問調査に関すること

・訪問件数 ２，３１４件（他市町村からの委託調査２６件

含む。） ・他市町村への委託調査依頼件数 ３４件

（５）主治医意見書の依頼に関すること

・介護認定審査会資料主治医意見書依頼件数２，０７８件

（６）納入通知書及び納付書の再発行に係る交付並びに収納業務の

協力に関すること

（７）介護保険料収納事務の協力

（８）介護保険事業に関わる相談及び受付に関すること

（９）その他介護保険制度の施行に関すること

・令和３年度介護報酬改定に伴うサービス事業者への周知

２ 介護サービス事業所に関する事務（市内事業所数５７事業所）

（１）介護サービス事業者等連絡会

介護サービス提供事業者等を対象に、制度等に関する情報

提供、事業者間の情報交換を目的とした連絡会を、新型コロ

ナウイルス感染症拡大防止のために書面会議として実施し

た。 ・開催数 １０回（※再掲）

（２）事業所が設置する「介護サービス事業所運営推進会議（２４

事業所）」への参加及び各介護サービス事業所からの相談等

申請内訳
合計

（件）手すりの取付け
段差の

解消

床材の

変更

扉の

取替え

便器の

取替え

１６８ ２５ ３ ７ １ ２０４
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（３）介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム）の入退所状況の

把握（事業所間で調整。原則として要介護３以上の方のみが

入所できるが要介護１、２の方でもやむを得ない事情（特例

入所要件）があれば特例的に入所が可能）

・入所者数 ５７人 ・退所者数 ６２人

・入所希望者数 １５４人 （令和４年３月３１日現在）

３ 各種証明書の発行

・税金の障害者控除に係る控除対象者認定書 １６６件

・税金の医療費控除に係るおむつ使用確認証 ６件

４ 介護保険広報啓発事業

（１）市報、ホームページ等による制度周知

（２）介護保険制度をわかりやすく説明した「介護保険なんでも読

本（岡谷版）」を発刊し窓口等で配布

（３）被保険者証交付説明会（６５歳到達者説明会：対象５０８人）

・開催数 ９回（４月～８月、１０月～１月）

・出席者数 １６４人（出席率 ４３．９％）

※９月、２月、３月は新型コロナウイルス感染症感染拡大防

止のため資料送付のみとした。 １３４人

（ 円）

介護保険広域運

営事業

諏訪広域連合への負担金

１ 低所得者保険料軽減負担金 ８，３００，８９５円

２ 保険給付費関係経費負担金 ５６３，８６９，６６５円

３ 事務費関係経費負担金 ６４，４２０，３７６円

４ 高齢者福祉費関係経費負担金 １，３７６，４４４円

５ 地域支援事業費関係経費負担金 ４５，７５３，３６５円

（ 円）

介護予防・生活

支援サービス事

業

介護予防ケアマネジメント事業

要支援者及び事業対象者に対して、課題分析、ケアプランの作

成及び相談援助等を行うなど、必要なサービス利用に繋げ、重度

化防止に努めた。

・要支援１・２認定者数：７３４人

・事業対象者数：５３人 （令和４年３月３１日現在）

・介護予防支援・介護予防ケアマネジメント

実施者数：４９０人

内、事業所委託数：１６１人（令和４年３月３１日現在）

（ 円）

一般介護予防事

業

１ 介護予防把握事業

民生児童委員による要援護高齢者台帳整備、訪問活動、地域

住民や介護支援専門員等からの情報提供に基づき、支援を必要

とする者を把握し、支援につなげた。

２ 介護予防普及啓発事業

（１）教室案内・申込受付業務

事業対象者、要支援・要介護認定者、認定申請中者、広域

外住所地特例者を除いた第１号被保険者（令和４年度予定者

も含む）へ教室案内を送付し、介護予防普及啓発事業の対象

者リストの作成を行った。

・対象者：１３，８３２人

・希望者： ４６９人 （令和４年３月３１日現在）

（２）通所型介護予防事業

新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため、集団型の

教室（ねこまぬ先のぴんぴんキラリ☆教室、６５歳からのフ

レイル予防「ボイス♪フィットネス教室」）や講演会を中止、
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代替事業を実施し、高齢者の介護予防・フレイル予防の啓発

に努めた。

＜代替事業＞

①健康長寿カレンダーの配布

運動・栄養・口腔ケアなど毎日の生活で実践できるポイン

トを掲載したカレンダーを配布した。

・配布部数：４，７００部

②フレイル予防個別相談会

運動・栄養・口腔に関する予約制の個別相談会を実施した。

・実施回数 ：６回

・参加者数 ：２６人

３ 地域介護予防活動支援事業（生きがいデイサービス事業）

介護予防の一環として地域の支え合いを基本に、地区の公会

所等を利用し、家に閉じこもりがちな高齢者の生きがいづくり

と心身のリフレッシュを図った。新型コロナウイルス感染症感

染拡大防止のため、事業の休止、時間短縮、昼食の禁止などを

行った。

（岡谷市社会福祉協議会に委託）

・実施箇所： ２５箇所（２０地区）

・登録者数： ５４９人

・実施回数：４５２回 延べ参加者数：２，７５７人

・健康ポイント引換券発行数：新規４７枚、継続４０５枚

・引換数：新規２３枚、継続１８２枚

４ 地域リハビリテーション活動支援事業（新規グループ活動支援

事業）

地域における介護予防の取り組みを強化するために、住民運

営の通いの場にリハビリテーション専門職等の派遣や相談など

継続支援を実施した。

支援グループ

・参加グループ数：６グループ 登録人数：６０人

・健康ポイント引換券

発行数：継続３９枚

引換数：継続２０枚

（ 円）

包括的支援事業 １ 包括的・継続的ケアマネジメント事業

（１）ケアマネジメント研究部会

市内を営業拠点とする事業所の介護支援専門員を対象に、

ケアマネジメントの質の向上のための研究・学習を行った。

・新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため、代表者会

のみ実施（１１回）

・デイサービス特色紹介を作成し、利用者支援への活用を図

るため、各居宅介護支援事業所へ配布

（２）主任ケアマネジャーの会

岡谷市内の主任ケアマネジャーを対象として、ケアマネジ

メントの課題に向き合い、ケアマネジャーの質の向上に努め

た。※当該年度については新型コロナウイルス感染症拡大防

止のため中止した。

（３）サービス事業者等連絡会

介護サービス提供事業者等を対象に、制度等に関する情報

提供、事業者間の情報交換を目的とした連絡会を、新型コロ

ナウイルス感染症拡大防止のために書面会議として実施し

た。 ・開催数：１０回（※再掲）
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２ 権利擁護事業

（１）高齢者のための司法書士による無料法律相談日

・毎月１回（第３水曜日） 相談者 延べ１０人

（２）高齢者虐待に関する対応

・相談件数 延べ１３２件

（実件数２６件 内、虐待を確認した実件数１１件）

３ 総合相談事業

介護等について広く市民の相談に応じ、適切な支援へつなぐと

ともに、継続的な見守り等を行うため、戸別訪問等により高齢者

や家族の状況等の実態把握に努めた。

・相談件数： ３，５６２件

（ 円）

生活支援・介護

予防体制整備事

業

地域の支え合いの活動の再発見と推進を図るため、生活支援コー

ディネーターが中心となり、各地区社協役員を中心に、地域のお宝

探し講座（支え合いの実態調査）の取り組みを行った。

（岡谷市社会福祉協議会に委託）

○地域に出向いての活動

・お宝探し講習会の説明 ２５回（区、地区社協）

・地域での情報収集 ２回

・協議体（お宝探し講習会）の開催 ４回 参加者５３人

〇お宝探しの活動報告 ４回

・民生児童委員協議会地域福祉部会・地域福祉支援会議

・岡谷市社会福祉大会・地区社協会長会懇談会

〇研修会への参加 ２回

○協議体の開催

・地域福祉ネットワーク会議（第１層） １回

お宝探しの活動報告、地域支えあい型移動支援の活動発表

・地域サポートセンター（第２層）４回

地区社協単位でのお宝探し講習会の開催

〇資源開発 １件

・地域支え合い型移動支援補助金制度の創設

〇ネットワークの構築 １件

・あったか見守りネットワークの事業所との連携協定の締結

（ 円）

認知症総合支援

事業

１ 認知症初期集中支援チーム

複数の専門職により認知症が疑われる人、認知症の方とその

家族を訪問し、アセスメントや家族支援などの初期の支援を包

括的かつ集中的に行い、自立支援のサポートを行った。

・相談件数：８件

２ 認知症地域支援・ケア向上事業

認知症の人ができる限り住み慣れた環境で暮らし続けること

ができるよう、当事者及びその家族への相談支援を行うととも

に、支援体制の強化のため、地域の医療機関・介護サービス事

業所等との連携に努めた。

○認知症地域支援推進員の配置３人（市職員２人、岡谷市社会

福祉協議会職員１人）

○認知症サポーター養成講座 開 催 数 １２回

参加者数 ３１２人

○認知症カフェ支援

・オレンジカフェ小井川 開 催 数 ５回

参加者数 ５４人
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○ＶＲ認知症体験会

認知症の人への支援について理解してもらえるようにＶＲ機

器を使用し、認知症の症状について体験できる機会を設けた。

・ＶＲレンタル期間：１０月１８日（月）～２２日（金）

体験者数５１人

（ 円）

地域ケア会議推

進事業

１ 地域ケア個別会議（Ⅰ）

地域包括支援センターに寄せられる個別支援・総合相談や、

支援困難事例について、解決に向けて随時開催した。また、介

護支援専門員による自立支援に資するケアマネジメントの支援

を行った。

・開催回数：１０回・延べ検討事例数：１０件（実件数８件）

２ 地域ケア会議（Ⅱ）

地域ケア個別会議等から把握された地域課題について検討

し、地域のネットワーク構築などを行った。

・開催数：５回

３ 地域ケア推進会議（Ⅲ）

高齢者支援に関わる多職種、多団体が協議し、ネットワーク構

築を図るための地域ケア推進会議（Ⅲ）は、新型コロナウイル感

染症拡大防止のため中止した。

（ 円）

在宅医療・介護

連携推進事業

地域の医療・介護の関係機関が連携し、包括的かつ継続的な在宅

医療・介護の一体的な提供を目指し、各専門部会で協議等を行った。

○代表者部会 開催数：２回 部会員：１０名

○職能部会 開催数：１回 部会員：１６名

○入退院情報連携部会 開催数：１回 部会員： ８名

○主任ケアマネ部会 開催数：１回 部会員：１０名

○在宅医療介護連携推進検討委員会（書面会議）

・資料配布：令和４年２月１５日（火）～２月１７日（木）

・議事事項の意見等提出：令和４年３月７日締め切り

委員４２名中３３名提出

○その他

・退院前カンファレンスタイムテーブルの活用に向け、通知や

岡谷市ホームページにおいて関係者へ周知した。

・在宅医療介護を支える専門職の紹介、及び内容を更新した在

宅医療介護ガイドマップを「介護保険なんでも読本（岡谷版）」

に掲載し、周知した。

（ 円）

家庭介護者支援

事業

１ 家庭介護者教室

介護者等に対し、介護知識の普及啓発、介護者相互の交流、介

護に関する悩み等の相談に応じるなど介護者の支援と福祉の増進

を図った。新型コロナウイルス感染症の流行状況により、介護者

教室３回、介護者交流会８回中止とした。

（介護者教室） ・実施事業所：４事業所

・実施回数： １４回

・参加者数： ９９人

（介護者交流会）・実施回数： ９回

・参加者数： ５８人

２ 要介護者介護用品購入費支給事業

要介護３以上の要介護者を在宅で介護する家族の支援として、介

護用品（紙おむつ・尿取りパット）の購入に係る費用の一部を助

成した。
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・要介護３以上で市民税非課税の方の在宅介護者

４７人（月額３，０００円を限度に助成）

・市民税非課税世帯で要介護４･５の方の在宅介護者

３８人（月額６，０００円を限度に助成）

３ 家庭介護者慰労金

要介護３以上の要介護者を１年間のうち半年以上在宅介護し

た介護者に慰労金を贈呈した。

（対象者）

・介護保険サービス利用者： ２１４人（年額 ３万円）

・介護保険サービス未利用者： １人（年額１０万円）

（ 円）

その他事業 １ 介護相談員派遣事業

新型コロナウイルス感染症感染拡大状況により、対策を講じ

るなかで、介護サービス事業所等への介護相談員の訪問を実施

した。

・介護相談員 １８人

・訪問対象施設 ２０施設

・施設訪問回数 ２２回

２ ２４時間緊急時駆けつけ安心サービス事業

ひとり暮らし高齢者等の緊急事態等における通報手段を確保

するため、緊急通報端末を貸与し緊急事態等への対応を図った。

・利用者数 １０６人

３ 配食サービス事業

食の自立支援事業として、虚弱でひとり暮らしの高齢者等で

安否確認が必要な者に対し、配食サービスを行った。

・１日１食、週５回まで１食２００円を上限に助成

・利用者 ８７人

・配食数 １０，５１１食

（ 円）

第３ 主要な統計、行政資料等

１ 高齢者福祉の状況

養護老人ホーム措置状況（令和 年 月 日現在） （単位：人）

区 分
年度末

入所人員

年度中の増減 年度末
入所人員入 所 退 所

岡谷和楽荘

聖 母 寮

寿 和 寮

光 の 園

松 風 園

合 計
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２ 介護保険の状況（諏訪広域連合資料）

（１）被保険者数等の状況 （令和 年 月 日現在）

区 分
諏訪広域連合（人） 岡 谷 市（人）

備 考
計画数 実績数 計画数 実績数

第１号被保険者数

内の数値は、
第２号被保険者数

要介護・要支援者数

（２）要支援・要介護認定の状況 （令和 年 月 日現在）

要介護度
諏訪広域連合 岡 谷 市

人数（人） 割合（％） 人数（人） 割合（％）

要支援１

要支援２

要介護１

要介護２

要介護３

要介護４

要介護５

合 計

（３）介護保険料の状況

ア 所得段階別第１号被保険者数 （令和 年 月 日現在）

所得段階
諏訪広域連合 岡 谷 市

人数（人） 割合（％） 人数（人） 割合（％）

第１段階

第２段階

第３段階

第４段階

第５段階

第６段階

第７段階

第８段階

第９段階

第 段階

第 段階

第 段階

第 段階

第 段階

合 計
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イ 介護保険料の収納状況 （令和 年 月 日現在）

 

 

 

（４）諏訪広域圏内介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム）待機者の状況

ア 介護度別の状況（令和 年 月 日現在） （単位：人）

区 分 岡谷市 諏訪市 茅野市 下諏訪町 富士見町 原村 合 計

要介護１

要介護２

要介護３

要介護４

要介護５

合 計

イ 過去５年の推移 各年度末 （単位：人

年度 岡谷市 諏訪市 茅野市 下諏訪町 富士見町 原村 合 計

Ｈ

Ｈ

Ｒ元

Ｒ２

Ｒ３

区分 調定額（円） 収納済額（円）
収納率
（％）

収入未済額

滞 納 額 不納欠損額

（円） （円）

現年度分

諏訪広域

連合

岡谷市

特別

徴収

諏訪広域

連合

岡谷市

普通

徴収

諏訪広域

連合

岡谷市

滞納

繰越分

諏訪広域

連合

岡谷市

合計

諏訪広域

連合

岡谷市
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３ 地域包括支援センターの状況

（１）介護予防ケアマネジメント状況 （令和 年 月 日現在） （単位：人）

事業対象者
認 定 者 介護予防ケアマネジメント

要支援１ 要支援２ 直営 委託

合 計 合 計

（２）総合相談の状況 令和 年 月 日現在 （単位：件）

訪 問 電 話 窓口等 その他 合 計

４ 任意事業

・２４時間緊急時駆けつけ安心サービス利用状況

利用者数 （単位：人）

年度 利用者数

Ｈ

Ｈ

Ｒ元

Ｒ２

Ｒ３

(180)
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子 ど も 課

（182)
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第１ 概説

子ども課では、令和２年度からスタートした岡谷市子ども・若者育成支援計画及び

第２期岡谷市子ども・子育て支援事業計画に基づき、輝く子どもの育成をめざした事

業を新型コロナウイルス感染症拡大防止対策を施しながら実施し計画の推進を図った。

１ 児童福祉、子育て支援

子育て支援では、家庭児童相談員による相談業務を実施したほか、岡谷市要保護

児童対策地域協議会を開催し、関係機関と連携しながら、児童虐待の防止、早期発

見等に努めた。

新規事業として、子ども食堂等関係団体連絡会を設置し、関係団体と情報共有し

ながら、民間主体の活動の継続や、地域に活動を広げるための支援策等を検討した。

発達支援体制の強化と支援の充実のため、イルフ西堀保育園に子ども発達支援セ

ンターを併設し、４月２日開所した。岡谷市民病院の作業療法士の派遣を受け、未

就園児に対する通園支援のほか、地域支援や相談支援を実施し、在園児を対象に「ほ

っぷ・すてっぷ・じゃんぷクラス」を行うなど、継続的な療育支援を実施した。

子育て支援館「こどものくに」及び保育園併設の子育て支援センター（あやめ、

みなと、川岸、ひまわり保育園）では、親子で遊ぶ場を提供し、子育て世代に対す

る相談、指導など、総合的な子育て支援を推進した。

その他、新型コロナウイルス感染症の影響等を踏まえ、低所得の子育て世帯など

に対して国庫補助による生活支援特別給付金や臨時特別給付金を支給した。

２ 保育所

子ども・子育て支援新制度のもと、各保育園において通常保育・長時間保育等を

実施し、病児・病後児保育など、ニーズに合わせた保育を提供した。

保育園の運営において、保護者へのお知らせに用いるメールシステムを刷新し、

園だよりなどを一部デジタル化したほか、欠席連絡についてもオンライン化するこ

とにより 化の推進に取り組み、保護者の利便性の向上や業務の効率化を図った。

３ 幼稚園

幼稚園教育の充実、振興を図るため、新制度による運営に移行した市内２私立幼

稚園に対し、施設型給付費の支出及び運営費等の補助を行った。また、未移行の市

内１私立幼稚園に対し、運営費等の補助を行うとともに、子育てにかかる保護者の

負担を軽減するため、就園児童の保護者に対して、補助金を交付した。
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第２ 実績総括

主要な事務事業 内 容

地域子育て事業 １ 子ども食堂等関係団体連絡会設置事業

様々な家庭環境で育つ子ども達を支える居場所が地域に広がり、

継続した取り組みとなるよう、関係団体と行政で連絡会を設置し、

連携強化を図るとともに課題の検証等を行い、支援策を検討した。

・連絡会１回、研修会１回

２ 病児・病後児保育事業

病気や病気回復期にあり、家庭や保育園での保育が困難な児童を

受け入れるため、民間医療機関に委託し、実施した。 円

・利用日数１９９日 延べ利用者数５２０人

３ 育児ファミリー・サポート・センター事業

児童の預かりに係る相互援助活動の事業を岡谷市社会福祉協議

会に委託し、実施した。 円

依頼会員４１人、提供会員１７人、依頼・提供会員０人

利用延べ回数３４回

４ ショートステイ事業

家庭での養育が一時的にできなくなった子どもの宿泊預かり事

業を児童養護施設つつじヶ丘学園・たかずやの里・松本赤十字乳児

院に委託して実施した。 円

・利用者延べ１４人

５ “未来のげんきっず”応援事業

子育て家庭への支援として、出産時やこどものくに入館時にオカ

ヤペイのポイントをプレゼントし、経済的な支援を行った。

・出産時（ ポイント）：２６９名

・こどものくに入館時（ ポイント）：１，３６９件

６ 子育て支援アプリ“げんきっずおかや”事業

子育て世代が最も利用しているスマートフォンの特性を活かし

て、妊娠、出産、子育てに必要な情報を入手し、パーソナルデータ

の記録・管理ができる総合的な子育て支援アプリを通じて、情報の

提供を行った。 円

・新規登録件数 １５８件（総件数 ８９２件）

７ 児童遊園整備補助事業

各地区管理の児童遊園について、整備にかかる補助金を交付し、

児童の健全育成と安全確保に努めた。 円

・改修１ヶ所

小口区 児童遊園地内及び周辺の樹木 枯枝落下等 の枝切作業

８ 子育て応援協賛店パスポート事業

長野県将来世代応援県民会議事務局と連携・協働し、県内外の協

賛店舗での買い物時に各種子育て支援サービスが受けられるパス

ポートを県外からの転入世帯等に随時配布する事業を実施した。

（有効期限令和６年３月３１日）

９ 子育てパパ・ママリフレッシュ事業

乳児を養育している保護者の心身のリフレッシュ、育児負担の軽

減を図るため、満１歳以上２歳未満の保護者へ利用券を配布し、保

育所での休日保育、一時保育サービスの提供を行った。

・利用券配布者数 ２１４人

・保育サービス利用者数 ２３人（うち休日利用３人）

（ 円）

地域子育て支援

センター事業

１ 子育て支援館「こどものくに」運営事業

子育て支援館「こどものくに」において、新型コロナウイルス感
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（子育て支援館

「こどものく

に」）

染拡大防止のため５月２７日（木）から６月６日（日）まで休館し、

再開後は人数制限・時間短縮しながら、子育て支援に向けた各種事

業を実施した。

こどものくに相談強化事業として、心理相談員による子育て相談

を毎月実施した。

延べ来館者数 ２１，０９９人

（１）学び、支えあい事業（身近なテーマを取り上げた講座）

・子育て講座（親子で運動遊び・ヨガ、リトミック、クリスマ

ス工作） 計１１回開催 延べ参加者１５６人

・ＮＰプログラム 計１２回開催 延べ参加者 ７８人

・おしゃべりサロン 計 ２回開催 延べ参加者 １１人

（２）相談事業

・育児相談（看護師、保育士による常時の育児相談）

・子育て相談（心理相談員による月１回子育て相談）

年間相談総数 計２，４０１件

（３）情報提供

・ホームページ、メルマガ・掲示板による情報発信

・お便り、｢こどものくに新聞｣、｢こころ・からだ｣の発行

（４）ひろば事業

親子の触れ合いや交流の場を提供し、育児支援を行った。

・わくわくタイム 毎日１１時・１５時２回開催

・つくっちゃおう 第２木曜日 延べ参加者７５組

・クリスマス等の季節行事

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止

・ベビーマッサージ 第３木曜日 延べ参加者 ５２組

・おおきなおはなしたまご第３金曜日 延べ参加者 ９２組

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため令和３年８月、

９月、１１月、令和４年１月、２月、３月中止

２ 地域子育て支援拠点事業

子育て支援センターや地域と連携し、子育て支援を行った。

・サークルの育成

育児談話室による活動の場の提供と支援、施設管理を行った。

・子育て相談

保育士・看護師による訪問相談を行った。

・地域におけるサークルと指導者の育成

訪問講習や見学会、研修会を随時行った。

・子育てに関する情報収集と提供を行った。

（ 円）

発達支援事業 １ 子ども発達支援センター事業

・心身の発達に支援を必要とする未就園の児童に対し、機能訓練及

び日常生活のための訓練、保護者への家庭における訓練方法の指

導、療育に関し相談支援を行った。新型コロナウイルス感染症拡大

防止のため、人数制限をしながら実施した。

利用人数 延べ１，００２人

・保育園等へ通園中の児童に対して、小集団で遊びながら力を伸ば

すための療育支援を実施した。

ほっぷ・すてっぷ・じゃんぷクラス

年少クラス 延べ２７人、年中クラス 延べ８６人

年長クラス 延べ５６人

・未就学児のことばの訓練教室『ことばの教室』を実施した。

開催日数１７６日 延べ利用者６６０人
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２ その他発達支援事業

発達障がいや発達特性のある子どもとその保護者に対し、早期段

階から支援を行うため、フォローアップ教室を開催した。

・フォローアップ教室 参加児童数２３人

（ 円）

子ども発達支援

センター管理事

業

イルフ西堀保育園に併設した子ども発達支援センターに専門セ

ンター長を置き管理した。

（ 円）

児童手当支給事

務

児童手当（令和３年２月～令和４年１月分 ２月、３月随時）

・支給月額 ３歳未満 一律 月 円

３歳以上小学校修了前 第 ・ 子は月 円、

第３子以降は月 円

中学生 一律 月 円

特例給付 一律 月 円（所得制限限度額以上）

・支給状況 ３歳未満 延べ児童数 人 円

３歳以上

小学校修了前 〃 人 円

中学生 〃 人 円

特例給付 〃 人 円

合計 〃 人 円

（ 円）

保育所管理運営

事業

１ 子育て支援センター事業（にこにこ子育て支援事業）

親子の交流、相談、情報交換の場として、保育園併設の子育て支

援センターに相談員を配置し育児支援を行った。公立３センターに

おいては、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため８月１６日

（月）から９月１０日（金）、１月１７日（月）から３月３１日（木）

まで休館した。

・あやめ、みなと、川岸保育園 延べ利用者数 ２，３１７人

・ひまわり保育園 延べ利用者数 ２３７人

２ 運営管理

・一時休園中の若草保育園に関し、引き続き一時休園の継続を決定

した。

・公立保育園において、新型コロナウイルス感染拡大防止のため

１月２７日（木）から３月３１日（木）まで家庭における保育の協

力依頼を行い、登園日数に応じて保育料等の日割り計算を実施した。

３ 保育園健康管理事業

園児の健康管理のため、各種健康診断、検査等を実施したほか、

食育推進についての調査、研究や保護者対象の講座、実習などを実

施し、園児の健康増進に努めた。

４ 保育職員研修事業

多様化する保育ニーズに応えるため、各種職員研修を実施し、保

育園職員の資質の向上に努めるとともに、園長会、主査会、栄養士

会等を定期的に実施して保育内容の充実を図った。

５ ぼくもわたしも おかやっ子事業

岡谷の歴史・文化・地域資源に触れ合う機会として体験型事業を

実施した。

・もろこし収穫体験 ５園実施（豪雨災害のため３園中止）

・みそ作り体験 ７園実施

６ 飛び出せ元気な おかやっ子事業（スケート体験）

年長クラスを対象に伝統スポーツであるスケートに親しむ事

業を実施した。
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７ 世界にタッチ“英語に触れよう”事業

国際交流員により、英語や外国文化に触れる事業を実施した。

８ やってみようキッズエプロン隊事業

季節や旬の食材を活用し、児童が実際に見て、触れて、食べる一

連の体験を実施した。（共通食材 蕗、寒天）

９ 公立保育園連絡用アプリ導入事業

保護者へのお知らせに用いるメールシステムを刷新し、園だより

などを一部デジタル化したほか、欠席連絡についてもオンライン化

することにより 化の推進に取り組み、コロナ禍における緊急連

絡体制の整備、保護者の利便性の向上及び業務の効率化を図った。

円

１０ 私立保育園運営費等補助事業

聖ヨゼフ保育園岡谷、ひまわり保育園、地域型保育事業（きらり

岡谷市民病院園）の運営に対する補助を行い、児童の処遇向上と保

育内容の充実を図った。 円

１１ 多子世帯副食費支援事業

幼児教育・保育の無償化により施設が保護者から実費徴収する副

食費について、多子を養育する世帯に対する減免（第２子５０％、

第３子以降１００％）を実施した。 円

１２ 新型コロナウイルス感染症対応事業

感染拡大防止のため、対策用備品等を整備し、保育環境の向上を

図った。

保育対策総合支援事業費国庫補助金 公立分 円

私立分 円

円

保育所整備事業 岡谷市保育園整備計画に基づく保育所整備事業により、市が開設

した保育所の移管運営法人 学校法人信学会 に対し、信学会東堀保

育園整備事業にかかる補助を行った。

（ 円）

認定こども園運

営事業

１ 運営費等補助事業

信学会東堀保育園の運営に対する補助を行い、児童の処遇向上と

保育内容の充実を図った。 円

２ 多子世帯副食費支援事業

幼児教育・保育の無償化により施設が保護者から実費徴収する副

食費について、多子を養育する世帯に対する減免（第２子５０％、

第３子以降１００％）を実施した。 円

３ 新型コロナウイルス感染症対応事業

感染拡大防止のため、対策用備品等を整備し、保育環境の向上を

図った。保育対策総合支援事業費国庫補助金 円

円

低所得の子育て

世帯生活支援特

別給付金（その他

世帯分）

新型コロナウイルス感染症対応として低所得の子育て世帯（ひと

り親世帯を除く）に対して、生活支援特別給付金を支給した。

・対象者 世帯 対象児童 人

・支給額 一人一律 円 円

（ 円）

子育て世帯への

臨時特別給付金

支給事業

新型コロナウイルス感染症対応として子育て世帯への臨時特別

給付金支給事業を実施した。

・対象者 プッシュ型支給対象者 世帯 対象児童 人

申請支給対象者 世帯 対象児童 人

・支給額 一人一律 円 円

（ 円）
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私立幼稚園教育

振興事業

１ 私立幼稚園運営費等補助事業

幼児教育の推進、充実支援のため、市内３私立幼稚園に対して運

営費等の補助を行った。 円

２ 私立幼稚園就園補助事業

子育て支援のための就園補助事業として、同時に２人以上の児童

が在園し、又は第３子以降の児童が在園する家庭に対し、保育料等

の補助を行った。 円

３ 多子世帯副食費支援事業

幼児教育・保育の無償化により施設が保護者から実費徴収する副

食費について、多子を養育する世帯に対する減免（第２子５０％、

第３子以降１００％）を実施した。 円

円

家庭児童相談事

業

・家庭児童相談は、家庭児童相談員により家庭、保育園等における

児童に係わる相談、指導を行った。

相談件数 延べ ３，３９９件

・要保護児童対策地域協議会を開催し、関係機関の連携を図った。

代表者会議１回、実務者会議４回、研修会１回、

ケース検討会７９回

子ども・子育て支

援審議会

子ども・子育て支援法に基づく審議会として、子育て支援施策に

関する審議を行うために会議を開催した。

・岡谷市子ども・若者育成支援計画報告及び第２期岡谷市子ども・

子育て支援事業計画に関する報告

・岡谷市保育園整備計画中期計画に関する報告

審議会 ２回開催 円

保育園整備計画

の推進

岡谷市保育園整備計画中期計画策定業務

小学校入学後の教育課題に対して、幼稚園・保育園・小学校が連

携して支援につなげる必要があるほか、国の方針や「こども家庭庁」

の発足に係る動向に注視するとともに、令和４年度から教育委員会

に設置された「学びの創生･連携支援室」と連携しながら、ハード・

ソフト両面から幼保小の連携強化が図られた環境整備について検

討するため、整備計画の策定は見送った。

第３ 主な統計、行政資料等

１ 児童福祉

（１） 児童福祉施設入所状況

施 設 別 年度当初 年度末
※きらり、信学会含 人 人

保 育 所 等

乳 児 院

養 護

児 童 自 立 支 援

情 緒 障 が い 児

里 親

そ の 他

計
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（２） 家庭児童相談状況

種 別 相談件数 種 別 相談件数

養護相談

件

保健相談

件

障がい相談 非行相談

育成相談 その他

計

２ 子育て支援館「こどものくに」利用状況

年度 登録組数 利用延べ組数 利用者数
組 組 人

令和 年度

令和 年度

増減 △ △ △

３ 保育所

（１） 保育所別児童入所状況

区分

保育所

児 童 数 う ち 広 域 入 所

受 託 児 童 数

延べ
定 員 延べ人員 月平均人員

人 人 人 人

市

内

保

育

所

等

公

立

小口保育園

今井保育園

あやめ保育園

川岸保育園

夏明保育園

成田保育園

みなと保育園

長地保育園

若草保育園（休園）

西堀保育園

神明保育園

横川保育園

つるみね保育園

計

私

立

信 学 会 東 堀 保 育 園

、 号

聖ヨゼフ保育園岡谷

ひまわり保育園

きらり岡谷市民病院園

計

合 計

市外保育所等（委託） － －

総 合 計 －

※合計欄の月平均人員は合計延べ人員を ヶ月で除したものです。
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（２） 保育料階層別児童状況

区 分 年間延べ人数

階層＼保育料負担 全額 半額 円減 無料及び無償化

人 人 人 人

第 階 層

第 階 層

第 階 層

第 階 層

第 階 層

第 階 層

第 階 層

第 階 層

第 階 層

第 階 層

計

合 計 （広域入所及び公立交流保育児童を除く。）

（３） 特別保育事業

区 分 実施保育所 保育時間

長時間保育

平
日

小口、今井、あやめ、川岸、夏明、成田、

みなと、長地、西堀、神明、横川、つるみ

ね、信学会東堀、聖ヨゼフ岡谷

： ～ ：

ひまわり ： ～ ：

きらり岡谷市民病院園 ： ～ ：

土
曜

小口、今井、あやめ、川岸、夏明、成田、

みなと、長地、西堀、神明、横川、つるみ

ね

： ～ ：

聖ヨゼフ岡谷、信学会東堀 ： ～ ：

ひまわり ： ～ ：

きらり岡谷市民病院園 ： ～ ：

一時保育

あやめ、つるみね、聖ヨゼフ岡谷 ： ～ ：

ひまわり ： ～ ：

きらり岡谷市民病院園 ： ～ ：

休日保育 あやめ ： ～ ：

４ 幼稚園児数及び学級数 （令和３年５月 日現在）

定 員 学級数 在園児数 うち市内在住者

聖母幼稚園

ヤコブ幼稚園

瑞穂幼稚園

信学会東堀保育園

号 保育認定と同室

計
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健 康 推 進 課

（192）
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第１ 概説

健康推進課では、「第３次岡谷市健康増進計画」に基づき、福祉、医療との連携を

図りながら、総合的な健康づくりを推進した。

岡谷健康福祉施設については、感染拡大防止に伴う時短営業要請や、感染拡大防止

策を講じながらの運営による利用料収入の減額分について、指定管理者に対し支援を

行ったほか、自動扉開閉装置交換修繕工事をはじめ、男女浴槽ろ過機ろ材交換、配管

洗浄等施設機器修繕工事を実施した。

予防事業では、感染症の予防と蔓延防止を目的とした各種予防接種を実施した。

母子保健事業では、母子保健法に基づく妊婦一般健康診査、産婦健康診査、乳幼児

健康診査、産後ケア事業、母子訪問指導及び各種教室等を実施し、妊娠・出産・育児

に関する知識の普及を図るとともに、安心して子育てのできる環境づくりに努めた。

健康管理事業では、感染予防対策を講じながら「健康寿命延ばそぉかや事業」、「お

いしくたのしくおかや食育プラン推進事業」を展開し、生活習慣病予防対策の強化を

図った。

令和３年度より開始した高齢者の保健事業と介護予防等の一体的な実施事業では、

高齢者の多様な課題に対し、高齢者に対する個別的支援及び通いの場等への関与によ

り、きめ細やかな保健事業等を行い支援に努めた。

また、市民の健康づくりや健康増進に対する意識の啓発を目的として実施している

健康ポイント事業について、がん検診受診者等に「オカヤペイ」のポイントの付与を

行い、市民の健康づくりや健康増進に対する意識の啓発を図った。

岡谷市看護専門学校では、岡谷市病院事業をはじめとする実習受入れ機関の協力の

もと、所定のカリキュラムに基づいた教育を行い、地域医療に貢献する看護師の養成

に取り組んだ。２月に行われた看護師国家試験では、７回生全員が合格した。
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第２ 実績総括

主要な事務事業 内 容

岡谷健康福祉施

設管理事業

（ロマネット）

指定管理者に㈱やまびこスケートの森を指定し、市民の健康福祉

の増進に努めた。

・利用者数 １９５，２０５人

（開館日数３１４日、１日平均６２２人）

朝風呂 ４３，０６２人 浴室利用 １５１，３５６人

無料利用者 ７８７人

・利用料収入 ７２，１３１，００５円

・ロマネット設備機器修繕工事等 ２，２５５，０００円

・感染症対策工事（自動水栓改修工事） ２，５３０，０００円

また、感染拡大防止に伴う時短営業要請やコロナ禍による利用者

減により運営が厳しい状況であるため、収益に対し、収支均衡と

した支援を行った。 ２５，３７４，３８２円

（ 円）

保健衛生総務管

理事務

１ 休日在宅当番医制事業

住民の休日における初期救急医療の確保のため、休日在宅当番

医制事業を岡谷市医師会へ委託し実施した。

１，６９３，７６６円

２ 病院群輪番制病院運営事業

住民の夜間、休日における入院治療を必要とする重症救急患者

の医療確保のため、諏訪広域連合で諏訪地域の６病院を指定し、

病院群輪番制病院運営事業を行った。

８，２２６，４７２円

３ 諏訪地区小児夜間急病センター運営事業

小児の初期救急医療を一ヶ所に集中することにより、二次医療

機関との機能分担を図り、小児医療を広域からなくさないため

に、一次救急を担う「諏訪地区小児夜間急病センター」を諏訪広

域連合で設置し、諏訪地区小児夜間急病センター運営事業を行っ

た。

３，９５１，８１５円

４ 看護師修学支援貸付金

岡谷市看護専門学校の学生に対し、修学支援として貸付金の貸

与を行った。

７件 ２，１００，０００円

５ 献血事業

医療用血液確保のため、長野県赤十字血液センター（諏訪出張

所）、諏訪保健福祉事務所とともに、市内事業所への献血協力依

頼や街頭献血等を実施した。 年間献血者数 延べ９６７人

（ 円）

保健センター管

理事業

各種健（検）診、各種予防接種、健康教室、栄養教室等の受診、

受講者が安全に利用できるよう、保健センターの管理を行った。

・保健センター２階女子トイレ修繕工事（ウォシュレット取付）工事

１３２，０００円

（ 円）

保健委員事業 市民一人ひとりが健康への関心を高め、健康づくりを実践してい

けるよう地域で活動する保健委員連合会に対し活動負担金の助成

を行うとともに、その活動や会の運営に対して支援を行った。

・保健委員連合会活動負担金 ２，０４７，６８０円

・保健委員連合会役員会 ２回 ９人

・保健委員連合会理事会 各地区訪問４４回 ４４人
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・地区保健委員会いきいき健康学習 １０７回 １，９８１人

・保健事務嘱託員研修 ２４回 １３８人

（ 円）

予防事業 予防接種法及び感染症法による感染症の予防と蔓延防止を目的

とした予防接種を実施した。

【個別接種】

麻しん風しん混合（第１期･第２期）、日本脳炎 第１期・第２

期・特例）、水痘、子宮頸がん、Ｈｉｂ、小児用肺炎球菌、Ｂ

型肝炎、四種混合（ジフテリア・百日せき・破傷風・不活化ポ

リオ）、二種混合（ジフテリア・破傷風）、ＢＣＧ、ロタウイル

ス、高齢者インフルエンザ、高齢者用肺炎球菌

・風しんの追加的対策

昭和３７年４月２日から昭和５４年４月１日までの間に生ま

れた男性を対象に、風しん抗体検査及び予防接種を行い、風し

んのまん延防止と先天性風しん症候群の発症を予防した。

令和元年度から令和３年度までの３年間の時限措置。

令和３年度の対象者（昭和３７年４月２日から昭和５４年４月

１日までの間に生まれた男性）の内未受診者 ４，１９４人

抗体検査受診者 ５８５人

抗体検査受診者のうち抗体価陰性の方 １３３人

陰性の方のうち予防接種を受けた方 １００人

４，５９７，５１５円

・定期予防接種県外接種者給付金

給付実績 ４人（６ワクチン２３回） ２５１，２８０円

（ 円）

母子保健事業 母性並びに乳幼児の健康の保持増進を図るため、妊産婦、乳幼児

及びその家族等に対して、各種教室や相談事業を実施し、妊娠・出

産・育児に関する知識の普及を図るとともに、安心して子育てので

きる環境づくりに努めた。

１ 母子健康手帳の交付

妊娠届の受理を行い、母子健康手帳の交付を行った。また、交

付の際、マタニティアンケートを実施し、妊婦の健康状態や生活

の状況を把握し、必要な保健指導を行った。

母子健康手帳発行数 ２６９件

２ 相談事業

（１）保健センター育児相談

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、８～９月、１～３月

は合計７回中止

・育児相談 毎月２回 １７回 ２５３人

・栄養相談 毎月２回 １７回 １１３人

・歯科相談 毎月２回 １７回 ４３人

（２）随時相談

・面接相談 ３６件

・電話相談 ２３８件

・オンライン相談 ２件

（３）女性のための健康相談

妊娠や出産にかかわる相談や思春期から更年期まで女性の健

康に関する相談について、助産師が予約制の個別相談を実施し

た。 ３回 ３件
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３ 教室関係

・パパママ教室 ７回 １２５人

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、８月～９月、１月

～３月は合計１０回中止した。

・離乳食教室 １６回 １６９人

・２歳児にこにこ教室 １７回 ２８６人

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、時間を分けて案内

し、時間短縮で実施した。

・ほっこり子育て応援講座 ０回 ０人

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止。育児不安等の

相談は予約心理相談を案内した。

・むし歯予防教室（フッ素塗布） ２３回 ２８６人

・思春期健康教育事業 市内４中学校３年生

５回 ４３１人

４ 保育園、学校歯科指導

・保育園・幼稚園 １４回 ５４８人

・小・中学校 １回 １２人

５ 不妊及び不育治療助成事業

不妊治療等を行っている夫婦に医療費の一部を助成し、経済的

負担の軽減を図った。

助成件数 ６５件 ２，６３６，８６４円

≪内訳≫

・一般不妊治療 １３件 ４４７，４９５円

・特定不妊治療及び不育治療 ５２件 ２，１８９，３６９円

６ 未熟児養育医療給付事業

養育のために入院が必要な未熟児に対して、その養育に必要な

医療費を給付する事業だが、窓口負担の現物給付へ変更がされた

ため、給付実績はなかった。

７ 授乳・育児相談等事業

産後の母親を対象に助産師による「乳房マッサージ等乳房管理

指導」、「沐浴・授乳育児指導等」を医療機関等に委託し実施した。

５４９，５００円

・委託医療機関 延べ利用回数 ２７１回

・その他医療機関 延べ利用回数 ４回

８ 産後ケア事業（短期入所型・通所型）

産後支援を必要とする母子に対して、医療機関等で宿泊等によ

る心身のケアや育児サポート等を行った。

・利用者数 １７人（短期入所型） ・延べ利用日数 ６９日

９ 妊婦一般健康診査

妊娠中の健康診査（基本健康診査（１４回）・追加検査（５回）・

超音波検査（４回）※（）内標準回数）を、長野県医師会及び長

野県助産師会に委託し実施した。

・受診券交付人数 ２６９人

・健診受診者実人数 ４３８人

・基本健診延べ受診回数 ３，２８７回

・追加検査延べ受診回数 １，３０５回

・超音波検査延べ受診回数 １，０５０回

１０ 妊婦一般健康診査県外受診補助金

母体及び胎児の継続的な健康管理を行うため、里帰り等により

県外で妊婦健康診査を受診した経費について助成を行った。

・助成件数 １２件

・延べ受診回数 ５８回
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・補助金支給合計額 ３７３，９９０円

１１ 産婦健康診査

産後２週間・１か月の産婦に対する健康診査を長野県医師会及

び長野県助産師会に委託し実施した。

・受診券交付人数 ２６９人

・健診受診者実人数 ２７５人

・２週間健診延べ受診回数 ２０６回

・１か月健診延べ受診回数 ２６２回

１２ 産婦健康診査県外受診補助金

里帰り等により県外で産婦健康診査を受診した経費について

助成を行った。

・助成券数 １０件

・延べ受診回数 １６回

・補助金支給合計額 ７０，１５０円

１３ 家庭訪問指導事業

乳幼児のいる家庭に対して訪問を実施し、乳幼児健康診査や予防

接種をはじめ育児に関する情報を提供するとともに、産婦及び乳幼

児の健康管理を行った。また、必要者には継続的な支援や必要なサ

ービスの提供を行った。

（１）訪問指導

・妊産婦訪問 ２６６人（延べ２７１人）

・乳幼児訪問 ２８８人（延べ３９８人）

（２）産後ママサポート事業

産後、産婦及び乳児の世話をする者がいない家庭に、育児・家

事等の援助をするために、支援員を派遣した。

４件（延べ回数３０回 延べ利用時間４０時間）

（ 円）

乳幼児健康診査

事業
乳幼児の健康の保持増進を図るため、疾病の早期発見のための健

康診査を行うとともに、必要な保健指導を行った。

１ 乳幼児健康診査

岡谷市医師会及び岡谷下諏訪歯科医師会の協力のもと、乳児

（３～４か月児、９～１０か月児）、幼児（１歳６か月児、３歳

児）を対象に、各健康診査につき毎月１回実施した。

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、時間を分けて案内

し、時間短縮で実施した。

２ 個別指導

・母性相談（３～４か月児健康診査時実施） ２７３人

・歯科指導（９～１０か月児健康診査時実施） ２８５人

・離乳食指導（９～１０か月児健康診査時実施） ２８５人

（ 円）

栄養改善事業 市民が食に関する様々な経験を通じ、「食」に関する知識と「食」

を選択する力を身につけ、生涯にわたり健康で心豊かな生活を送る

ことができるよう、おいしくたのしくおかや食育プラン推進事業と

して、食育情報の発信や栄養相談等、食育の推進に努めた。

１ 各種栄養講座、栄養相談

・おいしく食べてヘルスアップ教室

調理を伴う教室で新型コロナウイルス感染症防止のため中止

・料理動画を撮影し、シルキーチャンネルで放映した。 ４回

・出前講座・その他の講座等 ３回 延べ参加者１８４人

・介護保険証交付説明会栄養ミニ講座８回 参加者 １５２人

・イベント等を通じた栄養相談 ３回 延べ参加者 ２７人
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２ 食育の周知啓発

・ホームページを活用した食育情報の発信 毎月１回

・もっと野菜を食べよう！運動の推進

野菜レシピの周知・配布（各支所、イベント等）１７箇所

ホームページを活用した野菜レシピの掲載等

３ 食生活改善及び食育推進活動における地区組織の育成支援と

して、岡谷市食生活改善推進協議会の学習会等を実施した。

２３回 延べ参加者 ２１４人

（ 円）

健康づくり推進

事業

生活習慣病予防をはじめ、健康の保持増進を図るための正しい知

識や情報を提供するため、健康寿命延ばそぉかや事業として健康づ

くり講演会や各種教室、健康相談等を実施し、市民の健康の保持増

進のための啓発を行った。

１ 健康づくり講演会

運動実践編①「ウォーキング編」

②「お家でできる筋トレ編」

講師 松本大学大学院健康科学研究科

教授 根本 賢一氏

運動動画を撮影し、シルキーチャンネルで放映した。

放映期間 ①令和３年６月 １日（火）～６月１５日（火）

令和３年７月１６日（金）～７月３１日（土）

②令和３年６月１６日（水）～６月３０日（水）

令和３年８月 １日（日）～８月１５日（日）

２ 音楽と運動による健康サポート事業

多数の健康増進プログラムを有するカラオケ機器を導入し、運

動・口腔・認知機能の維持向上に役立つ多彩な映像や音声メニュー

を通して、心身の健康づくりを推進した。

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、地域での積極的な機

器活用は控え、コロナ禍においても、自宅で運動等が継続できるよ

う、運動・口腔・認知機能の維持向上のためのコンテンツ動画をシ

ルキーチャンネルにて放映した。

放映期間 令和３年４月１日（木）～令和４年３月３１日（木）

３ 健康ポイント事業

健診受診者や健康づくりに関する講演会の参加者に「オカヤペイ

カード」のポイント引換券を配布し、加盟店等でオカヤペイカード

にポイントの付与を行うことで、市民の健康づくりや健康増進に対

する意識の啓発を図った。 円

・後期高齢者健診（人間ドック･基本健診･生保健診含む）受診者

引換券 Ｐ 発行数 枚 引換数 枚 ％

・がん検診等の受診者

引換券 Ｐ 発行数 枚 引換数 枚 ％

・講演会の参加者

引換券 Ｐ 発行数 枚 引換数 枚 ％

（健康推進課のほか、医療保険課、介護福祉課で予算計上し実施）

４ “未来のげんきっず”応援事業

子育て家庭への経済的負担を軽減するため、子育て関連支援講座

の受講時、にオカヤペイポイントを贈呈した。 円

・パパママ教室・離乳食教室受講者

引換券 Ｐ 発行数 枚 引換数 枚 ％

（健康推進課のほか、子ども課で予算計上し実施）
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５ 健康相談

健康、栄養、歯に関する相談を保健センターで実施。また、随

時面接相談及びダイヤル健康相談等を行った。

・一般健康相談 面接 １０件 電話 ８１件

・栄養相談 面接 ７１件 電話 １１７件

・歯科相談 面接 １件 電話 ２件

・歯っぴ―相談（こどものくに） １５回 延べ６３人

６ 訪問指導

・特定健診後の訪問指導 延べ ０件

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、対面での指導を回

避し、電話での指導とした。

７ 自殺対策推進事業

岡谷市自殺対策計画に基づき、地域における自殺対策の強化を図

った。

（１）ゲートキーパー養成講座

ア 八十二銀行職員対象

期日 令和３年１０月１４日（木） 参加者 ２７人

場所 八十二銀行岡谷支店

講師 株式会社コミュニケーションズ・アイ

伊藤 かおる氏

イ 金融機関職員対象

期日 令和３年１１月８日（月） 参加者 ２２人

場所 岡谷市役所９階大会議室

講師 株式会社コミュニケーションズ・アイ

伊藤 かおる氏

（２）周知・啓発

・啓発リーフレット配布 ９，１９５枚

・啓発ティッシュ配布 ８，７５５個

・こころの体温計（メンタルヘルスセルフチェックシステム）

市民がうつ病等のメンタル面の問題に対し，携帯電話やパ

ソコンの端末を使って、気軽にチェックを行うことで、心

の健康に目を向けるきっかけを作るとともに、相談できる

窓口の周知を図った。

アクセス総数 １１，０８１回

（３）地域におけるネットワークの強化

ア 岡谷市自殺対策推進本部会議 １回

イ 庁内連携推進会議 ２回

８ 高齢者の保健事業と介護予防等の一体的な実施事業

高齢者の多様な課題に対応し、きめ細やかな支援を実施するた

め、保健事業と介護予防に係る各種事業を実施した。

（１）高齢者に対する個別的支援

ア 後期高齢者健康診査の結果に基づき、生活習慣病の重症化

を予防するため、保健師、管理栄養士が保健指導等を行った。

実施者数 ５２人

イ シニア運動療法教室

糖尿病性腎症の重症化を予防するため、本人及びかかりつけ

医の同意が得られた者に対し、運動・栄養指導を行った。

クール９回の教室を２クール実施 支援者数 ８人

（２）通いの場等への関与

ア フレイル予防講座

・実施した通いの場の数７箇所 回数１０回 延べ２０８人
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イ 食を通じた健康づくりパネル展

期間 令和３年７月２８日（水）～８月３日（火）

場所 レイクウォーク岡谷１階レイクコート

（ 円）

健診推進事業 基本健康診査、がん検診（胃がん、大腸がん、肺がん、乳がん、

子宮頸がん）、結核健康診断、成人歯科健康診査、二十歳の歯科健

康診査、三十歳の歯科健康診査、妊婦歯科健康診査、緑内障検診、

後期高齢者健康診査、ＡＢＣ検診、肝炎ウイルス検査の各種健診を

実施するとともに、後期高齢者人間ドックの助成を行い、疾病の予

防、早期発見、早期治療の促進に努めた。

（ 円）

新型コロナウイ

ルス感染症対策

国、県の方針に沿った本市における対応を協議、決定するため、

対策本部（法定、任意設置を含む）を設置し、合計２９回開催した。

本部会議では

・国、県の方針等に沿った本市における対応

・市主催のイベント、行事等の対応

・市教育委員会の対応

等を協議、決定した。

看護専門学校運

営事業

≪主な学校行事等≫

１ 入学式

・期 日：令和３年４月６日（火）

・入学生：２３名（８回生）

２ 岡谷市看護専門学校祭「第８回もりのこだま祭」

・新型コロナウイルス感染症の感染状況を鑑み、一般公開を中止

３ 入学試験

・期 日：令和４年１月５日（水）・６日（木）

・受験者数：１９名

・合格者数：１８名

・入学者数：１８名（９回生）

４ 看護師国家試験

・期 日：令和４年２月１３日（日）

７回生２４名が看護師国家試験を受験し、全員が合格した。

５ 卒業式

・期 日：令和４年３月４日（金）

・卒業生数：２４名（７回生）

６ 授業料等免除

低所得者世帯の学生に対し、国の基準により減免を実施した。

・対象者 １名

・減免額 授業料 △１６８，８００円（前後期合計）

（ 円）
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第３ 主要な統計、行政資料等

１ 予防接種の内訳

（１）小児（Ａ類疾病）

区 分 対 象 者
実 施
者 数

備 考

四種混合
ジフテリア
百日せき
破傷風
不活化ポリオ

１
期

初回 回
生後 か月～ 歳半未満

人

延べ

通年
実施医療機関

追加

二種混合

ジフテリア

破傷風

期 歳以上 歳未満

麻しん風しん混合

期 歳～ 歳未満

期
歳以上 歳未満で小学

校入学前の１年間

ＢＣＧ 歳未満

日本脳炎

期

初回 回

生後 か月～ 歳半未満

延べ

追加

期 歳以上 歳未満

特例措置 歳未満

子宮頸がん予防（ 回）
小学 年生～高校 年生

相当の女子

延べ

Ｈｉｂ（ 回） 生後 か月～ 歳未満
延べ

小児用肺炎球菌（ 回） 生後 か月～ 歳未満
延べ

水痘（ 回） 歳～ 歳未満
延べ

Ｂ型肝炎（ 回） 歳未満
延べ

ロタウイルス（ 回）
生後 週～生後 週及

び生後 週

延べ
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（２）定期予防接種県外等接種者

区分 四種混合 日本脳炎 Ｈｉｂ
小児用

肺炎球菌
Ｂ型肝炎 ﾛﾀｳｲﾙｽ

給付

者数

人 人 人 人 人 人

接種

回数

回 回 回 回 回 回

（３）高齢者（Ｂ類疾病）

区 分 対 象 者
対 象
者 数

実 施
者 数

備 考

インフルエンザ

・ 歳以上

・ 歳～ 歳未満で

法に定める者

人 人

月～ 月

実施医療機関

高齢者用肺炎球菌

・年度年齢

歳以上

・ 歳～ 歳未満で

法に定める者

通年

実施医療機関

２ 母子保健指導事業

（１）妊娠届出の状況

妊娠届出数 妊娠月数別届出状況

届出

総数
初産婦 経産婦 週以内 ～ 週 ～ 週

週～

分娩まで
分娩後

人 人 人 人 人 人 人 人

（２）乳幼児健康診査

区 分
該当

児数

受診

児数

受診

率

異常

なし

所見

あり

所見ありの区分
う 歯

率

１人当

りう歯

本数
要観察

要精検・

要治療

治療

継続

人 人 ％ 人 人 人 人 人 ％ 本

～ か月児 － －

～ か月児 － －

歳 か月児

歳児
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３ 健康診査

（１）がん検診等

項 目
回数及び

実施期間

受診

者数

結果別人員

異常

なし
要精検者

要精検者の主な内訳

が ん で

あった者
未受診

人 人 人 ％ 人 人

胃がん検診（Ⅹ線）

回

ＡＢＣ検診

肝炎ウイルス検査

大腸がん検診

肺がん検診（Ⅹ線）

肺がん検診（ＣＴ）

結核健診

乳がん検診
視触診

マンモ

回

回

子宮頸がん検診（頚部）

月～ 月
子宮頸がん検診（体部）

（再掲）

（２）成人歯科健康診査

受診者数 実施期間
受診結果

異常なし 要指導 要精検

人 月～ 月 人 人 人

（３）二十歳の歯科健康診査

受診者数 実施期間
受診結果

異常なし 要指導 要精検

人 月～ 月 人 人 人

（４）三十歳の歯科健康診査

受診者数 実施期間
受診結果

異常なし 要指導 要精検

人 月～ 月 人 人 人

（５）妊婦歯科健康診査

受診者数 実施期間
受診結果

異常なし 要指導 要精検

人 通年 人 人 人

（６）緑内障検診

受診者数 実施期間
受診結果

異常なし 要精検・有所見

人 月～ 月 人 人

（７）後期高齢者健診

受診者数 実施期間
受診結果

異常なし 経過観察 要医療 治療継続

人 月～ 月 人 人 人 人

（８）後期高齢者人間ドック

受診者数 内訳

人
日帰り １泊２日

人 人
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４ 看護専門学校学生数 （令和３年５月１日現在）

区分 入学定員 総定員 年生 年生 合計

人数 名 名 名 名 名

５ 看護専門学校講師派遣協力機関及び実習受入れ機関の状況

講師派遣協力機

関

飯田女子短期大学、岡谷市、岡谷市医師会、岡谷市病院事業、

岡谷市訪問看護ステーション、岡谷下諏訪歯科医師会、北アル

プス医療センターあづみ病院、居宅介護支援事業所湯けむり、

こころの医療センター駒ヶ根、信州大学、信州豊南短期大学、

諏訪湖畔病院、諏訪市医師会、諏訪赤十字病院、諏訪東京理科

大学、諏訪保健福祉事務所、長野県看護大学、松本歯科大学、

松本大学（五十音順）

実習受入れ機関 エコファおかや、岡谷市病院事業、岡谷市訪問看護ステーショ

ン、希望の里つばさ、信濃医療福祉センター、市立保育園、諏

訪湖畔病院、諏訪マタニティークリニック、ソレイユ、通所介

護（デイサービス）さわらび、ひだまりの家、養護老人ホーム

岡谷和楽荘（五十音順）
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新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス
ワ ク チ ン 接 種 対 策 室
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第１ 概説

岡谷市組織規則第１３条第２項に基づき設置した新型コロナウイルスワクチン接種対策

室では、国の指針に基づき、市民への新型コロナウイルスワクチン接種を実施するため、

岡谷市医師会や岡谷市民病院など関係機関と連携・協力し、集団接種及び個別接種によ

り、安全且つ迅速なワクチン接種に努めた。また、より多くの市民が不安なく円滑に接種

できるよう、予約方法や接種スケジュール、副反応などについて、ホームページ、広報、

新聞等によりきめ細かな周知を行った。

第２ 実績総括

主要な事務事業 内 容

新型コロナウイ

ルスワクチン接

種事業

岡谷市医師会や岡谷市民病院等との連携・協力により、初回接

種（１・２回目接種）及び追加接種（３回目接種）、小児接種

（５歳から１１歳）を実施した。

１ 初回接種（１・２回目接種）

接種を希望する市民へのワクチン接種を令和３年４月に開始

した。

２ 追加接種（３回目接種）

初回接種の完了から一定期間が経過した対象者への接種を令

和３年１２月に開始した。

３ 小児接種（５歳から１１歳）

５歳から１１歳の接種を希望する対象者への接種を令和４年

３月に開始した。

（ 円）
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産 業 振 興 部

（210）
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工 業 振 興 課

（212）
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第１ 概説

工業振興課では、「岡谷市工業活性化計画」に基づき、本市の基幹産業である製造業

の振興と活性化を図るため、さまざまな施策を実施するとともに、新型コロナウイル

ス感染症の収束が見通せない中、各種経済対策により影響を受ける市内企業を支援し

た。

産業政策事業では、市外から多くのビジネスマン等を呼び込み、まちの活性化及び

市内企業のさらなる発展につなげるため、テクノプラザおかやにコワーキングスペー

スを設置するとともに、信州大学諏訪圏サテライトキャンパスを改めて誘致、開設し

た。また、各種補助金の交付、先端設備等導入計画の認定事務、地域経済牽引事業に

関する条例等を通じ、中小企業の設備投資の促進を図ったほか、地方創生推進交付金

を活用し諏訪圏５市町村による「モノづくり集積地ＳＵＷＡのヒトづくりプロジェク

ト」を実施した。

工業支援事業では、コロナ禍において首都圏及び中京圏等への受注開拓支援事業に

制限がある一方で、ウィズコロナ・アフターコロナ時代の社会経済の変化への対応を

図るため、デジタル化の推進並びに生産性の向上及び事業再構築の取組を促進し、市

内企業の事業の継続を支援するとともに、長野県及び本市の制度資金（コロナ対策資

金）により市内中小企業の支援を行った。また、中小企業経営技術相談所、ひと・し

ごと相談窓口を中心に経営・金融、受発注、加工技術、事業承継・移住などのきめ細

やかな相談業務を実施した。

雇用対策事業では、コロナ禍での従業員の雇用維持を図るため、雇用調整助成金へ

の上乗せ補助を実施するとともに、企業の人材確保を後押しするため、採用活動のオ

ンライン化への取組みに対する補助事業を実施した。また、新規学卒者の求職者支援

として、新型コロナウイルス感染症防止対策を講じながら就職説明会や企業見学、各

種セミナー等を開催し、地元就職及びＵＩＪターンの促進を図った。更に、高校生及

び中学生のキャリア教育支援として、地元企業担当者による講話のほか、市内高校に

おいて合同企業研究会を実施し、意識の醸成及び、地元企業への就業促進を図った。

そのほか、勤労者福祉として勤労者福祉推進団体である（一財）諏訪湖勤労者福祉

サービスセンターの育成・支援及び指定管理者による勤労者福祉施設の管理運営を行

った。
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第２ 実績総括

主要な事務事業 内 容

労務管理事業 １ 巡回労働相談

南信労政事務所と連携し、雇用や労働条件及び人事・労務管

理に関わる出前相談会を実施した。

・相 談 員 南信労政事務所 労働相談員

・場 所 勤労青少年ホーム

２ ビジネスコーナー設置

市立岡谷図書館及びおかや総合福祉センター（諏訪湖ハイ

ツ）にビジネスコーナーを設置し、ビジネス関連の書籍や就職

に関する各種事業、求人等の情報提供を行った。

３ ＰＣＲ検査による事業活動支援

（新型コロナウイルス感染症対応事業）

岡谷市民病院と連携し、海外渡航等に際して必要となるＰＣ

Ｒ検査を実施し、コロナ禍での事業活動を支援した。

４ 新型コロナウイルスワクチン職域接種

（新型コロナウイルス感染症対応事業）

岡谷商工会議所と連携し、市内で働く従業員等を対象とした

ワクチン接種を実施することにより、市内事業所の事業活動の

促進と地域のワクチン接種の加速化を図った。

円

勤労者福祉対策

事業

勤労者福祉等推進事業団体の育成・支援

一般財団法人 諏訪湖勤労者福祉サービスセンター補助金

・交付金額 １５，２１０，０００円

円

労働金庫預託金 １ 労働金庫預託金

勤労者生活資金融資を行うための貸付原資を労働金庫に預

託した。

・預託金額 ３０，０００，０００円

２ 勤労者生活資金融資

・令和３年度新規融資件数 １６件

・年度末融資残高 ２９，５１０，５０７円

円

若年人材確保事

業

１ 新卒者就職活動支援

（１）おかや就活サークルその１

先輩社員との座談会

自分に合った仕事発見セミナー

・期 日 １２月２７日（月）

・場 所 テクノプラザおかや

・参加者数 ２１名

（２）おかや就活サークルその２

企業見学ツアー

自己ＰＲ・面接対策セミナー

経営者との座談会

・期 日 ２月１７日（木）

・場 所 テクノプラザおかや ほか

・参加者数 １１名

（３）おかや就活サークルその３

第一印象の重要性と基本的なマナー習得セミナー

模擬面接体験

・期 日 ３月１０日（木）
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・場 所 テクノプラザおかや

・参加者数 １６名

２ 新入社員・若手社員フォローアップ研修

・期 日 １１月１２日（金）

・場 所 テクノプラザおかや

・参加者数 ９社 １５名

３ 人材確保セミナー

・期 日 ７月２０日（火）

・場 所 テクノプラザおかや

・講 師 株式会社シンミドウ 笹田 知弘 氏

・参加者数 ３８名

４ 大学訪問事業

市内企業の若年人材確保及びＵＩＪターン就職を促進する

ための関東及び中京方面の大学訪問事業について、新型コロナ

ウイルス感染症拡大防止のため中止した。

５ おかや就業・移住マッチングｉｎ Ｔｏｋｙｏ

（１）期 日 ４月２２日（木）

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止。

（２）期 日 ２月１２日（土）

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止。

（３）期 日 ３月２１日（月）

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止。

６ 高校生のための岡谷市合同企業研究会

・期 日 ６月２４日（木）

・場 所 岡谷工業高等学校

・参加者数 １０４名

・参加企業 ３９社（うち市内企業３０社）

７ 新入社員激励会

・期 日 ４月２日（金）

・場 所 テクノプラザおかや

・参加者数 ３１社 １３１名

８ 学校教職員事業所視察会

・期 日 ５月２４日（月）

・視 察 先 市内６企業

・参 加 者 近隣高校の進路指導担当教諭 ５校５名

９ 諏訪地域高校生の雇用促進連絡会議

・期 日 ５月２７日（木）

・場 所 諏訪市文化センター

・参加企業 ４８社（うち市内企業４社）

・参加教諭 ７校７名

１０ 高校求人一覧表作成配布

・期 日 ７月２日（金）・８日（木）

・配 布 先 ２０校（諏訪・上伊那・松本地域）

１１ 新規学卒対象諏訪地域企業ガイダンス

（１）期 日 ４月２１日（水）～２３日（金）

場 所 オンライン

参加者数 のべ２３名

参加企業 ５１社（うち市内企業１２社）

（２）期 日 ６月１１日（金）

場 所 茅野市民館（茅野市）

参加者数 のべ７３名

参加企業 ９６社（うち市内企業２２社）
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（３）期 日 ８月２０日（金）

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止。

（４）期 日 ８月１９日（木）～２０日（金）

（新型コロナウイルス感染症対応事業）

場 所 オンライン

参加者数 のべ１７名

参加企業 ２５社（うち市内企業５社）

（５）期 日 ２月１８日（金）

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止。

（６）期 日 ２月１７日（木）～１８日（金）

（新型コロナウイルス感染症対応事業）

場 所 オンライン

参加者数 のべ３４名

参加企業 ７８社（うち市内企業２２社）

（７）期 日 ３月１８日（金）２０２３卒対象

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止。

（８）期 日 ３月２２日（火）～２４日（木）

（新型コロナウイルス感染症対応事業）

場 所 オンライン

参加者数 のべ４４名

参加企業 ７６社（うち市内企業２３社）

１２ 学内企業説明会

・期 日 １月１３日（木）

・場 所 山梨大学

１３ 諏訪地域企業ガイド

６市町村及び諏訪地域労務対策協議会との連携により、企業

ガイドブックの作成・配布や就職支援サイト運営事業としてホ

ームページを運営し、新規学卒者及び大学、短大等に対し企業

のＰＲや各種イベントの情報発信を行い、市内企業への就職促

進を図った。

１４ イマドキの就活を知る保護者のためのセミナー

・期 日 １２月５日（日）

・場 所 テクノプラザおかや

・講 師 岡谷労務対策協議会 理事企業代表

山二発條㈱ 渡辺 一成 氏

ＣＤＡ 小口 喜照 氏

公立諏訪東京理科大学

教務・学生支援課長 加藤 聡一 氏

・参加者数 １１名

１５ インターンシップ促進補助金

・交付件数 １０社

・交付金額 ９９，０００円

１６ 採用をがんばる企業応援補助金

（新型コロナウイルス感染症対応事業）

・交付件数 ３３社

・交付金額 ７，２００，０００円

１７ 中学生キャリア教育支援事業

市内中学生を対象に、市内企業担当者による講話を行い、地

元産業の活躍や魅力と職業観の育成や礼儀などを学習した。

（１）期 日 ５月１７日（月）

場 所 岡谷南部中学校

参加学生 ２年生８２名
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参加企業 ２社

（２）期 日 ５月３１日（月）

場 所 岡谷北部中学校

参加学生 ２年生１０３名

参加企業 ２社

（３）期 日 １０月４日（月）

場 所 岡谷西部中学校

参加学生 ２年生６２名

参加企業 ２社

（４）期 日 １月１３日（木）

場 所 岡谷東部中学校

参加学生 ２年生１６５名

参加企業 ２社

１８ 高校生キャリア教育支援事業

（新型コロナウイルス感染症対応事業）

コロナ禍で十分なキャリア教育が実施できない中、学生が将

来の就職をイメージできるよう、幅広い業種の市内企業担当者

より仕事内容や社会人としての心構えなどについて学習した。

・期 日 ７月１５日（木）

・場 所 岡谷工業高等学校

・参加学生 ２年生１７４名

・参加企業 １０社

１９ ふるさと回帰情報発信事業

市外へ進学した学生に対して就職イベント等の情報を発信

し、ふるさと（岡谷市）への関心を喚起させるとともに、Ｕ

ターン就職のきっかけを創出した。

円

求人・求職対策

事業

１ 若年者就業支援

（１）ミニジョブカフェ

県のジョブカフェ信州と連携した若者の就労に関わる出前

相談会

・相 談 員 ジョブカフェ信州 就業支援アドバイザー

・場 所 テクノプラザおかや

（２）夜間休日相談

国が行なう若年者地域連携事業と連携した若者の就

労に関わる相談会

・相 談 員 若年者地域連携事業推進センター 相談員

・場 所 テクノプラザおかや

２ 女性の就業支援

（１）女性の就業相談

県の女性の就業支援事業と連携した女性の就労に関

わる出前相談会

・相 談 員 女性就業支援員

・場 所 テクノプラザおかや ほか

（２）女性の再就職応援セミナー

期 日 ６月２日（水）

・場 所 テクノプラザおかや

・講 師 女性就業支援専門員 山田 理子 氏

・参加者数 １７名

期 日 １月１９日（水）

・場 所 テクノプラザおかや

・講 師 キャリアコンサルタント 増田 綾子 氏
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・参加者数 １４名

（３）ミニ就職説明会

期 日 ６月９日（水）

・場 所 テクノプラザおかや

・参加企業 １１社

・参加者数 ２４名

期 日 １月２７日（木）

・場 所 テクノプラザおかや

・参加企業 １２社

・参加者数 １０名

３ 定年準備セミナー

・期 日 ２月９日（水）

・場 所 テクノプラザおかや

・講 師 特定社会保険労務士 山本 剛 氏

・参加者数 １８名

４ 転職・移住者就職説明会

・期 日 １０月２１日（木）

・場 所 諏訪市文化センター

・参加者数 ７４名

・参加企業 ７０社（うち市内企業１８社）

５ 諏訪地域年末企業研究会

・期 日 １２月２７日（月）

・場 所 ライフプラザマリオ

・参加者数 １１０名

・参加企業 ９１社（うち市内企業３０社）

６ 障がい者就労体験補助金

・交付件数 ２社

・交付金額 １２４，０００円

７ 働きやすい職場づくり応援補助金

・交付件数 ５社

・交付金額 ４７１，０００円

８ 従業員の生活を守る雇用維持応援事業補助金

（新型コロナウイルス感染症対応事業）

・交付件数 ３社

・交付金額 ２７０，３７２円

９ 従業員の生活を守る雇用継続補助金

（新型コロナウイルス感染症対応事業）

・交付件数 ８社

・交付金額 ７７４，３６８円

１０ 求人・求職者情報の提供

求人・求職者情報を公共施設に設置し、配布した。

円

勤労会館管理事

業

勤労会館は、一般財団法人諏訪湖勤労者福祉サービスセンター

が指定管理者となり、新型コロナウイルス感染症への対応とし

て、９月３日（金）から９月１２日（日）までの間施設使用を中

止し、利用再開後においても感染防止対策を講じながら管理運営

を行った。

指定管理料 勤労会館 １，７４１，０００円

１ 講座の開催

５講座を開催

・開催回数 のべ１５回

・参加人数 のべ２１９名
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２ 広報活動

ＰＲ用チラシにより、利用促進を図った。また、各種講座につ

いて、案内チラシの作成など利用者増の取組を行った。

円

勤労青少年ホー

ム管理事業

勤労青少年ホームは、一般財団法人諏訪湖勤労者福祉サービス

センターが指定管理者となり、新型コロナウイルス感染症への対

応として、９月３日（金）から９月１２日（日）までの間施設使

用を中止し、利用再開後においても感染防止対策を講じながら管

理運営を行った。

指定管理料 勤労青少年ホーム １１，５１９，０００円

１ 講座の開催

春夏秋で２４講座を開催

・開催回数 のべ１６５回

・参加者数 のべ２，１６７名

＊冬期講座の開催は、新型コロナウイルス感染症拡大防止

のため中止した。

２ サークル等の活動、育成・指導

３６サークルの活動（利用）があった。

・利用件数 のべ１，２２４件

・利用者数 のべ１０，２４８名

３ その他利用

・利用件数 のべ１３件

・利用者数 のべ１５７名

４ 広報活動

ＰＲ用チラシにより、利用促進を図った。また、各種講座、

サークルについて、案内チラシの作成など利用者増の取組を行っ

た。

円

地域おこし協力

隊活動事業

ＩＣＴ技術を切り口とした産業振興及びシティプロモーショ

ンに関する活動を行う隊員及びオール岡谷産シルク製品等の開

発促進に向けた養蚕振興に関する活動を行う隊員の募集等を合

わせて行った。

円

ものづくり基盤

技術強化事業

１ 生産管理総合講座

「品質管理基礎講座」

・期 日 ７月１２日 月 、２０日 火 、２７日 火

計３回

・場 所 テクノプラザおかや

・講 師 クオリティ創研 代表 小嶋 清孝 氏

・参加者数 のべ６０名

「儲かる会社にするための工場改革講座」

・期 日 １１月９日 火 、１６日 火 計２回

・場 所 テクノプラザおかや

・講 師 Ｐ＆Ｓコンサルティング 牛山 正二 氏

・参加者数 のべ３５名

２ 新技術・新製品等ものづくりチャレンジ企業応援事業

新技術、新製品等の開発に取り組む企業を支援するため、補

助金を交付した。また、工業技術専門官とともに申請事業の現

地調査及びアドバイス等を行った。

・交付件数 一般枠 ９件

開発試作枠 ３件



220

・交付金額 一般枠 １２，１８７，０００円

開発試作枠 ６１４，０００円

３ 先端ツール活用支援事業（前年度繰越事業）

（１）製造業デジタル化セミナー

市内製造業の生産性の向上や業務の効率化を図るた

めの「デジタル技術の活用」のほか、国及び長野県の支

援策についてセミナーを行った。

・期 日 ４月２６日（月）

・場 所 テクノプラザおかや

・講 師 ㈱オフィス エフエイ・コム

経済産業省関東経済産業局地域振興課

長野県諏訪地域振興局商工観光課

・参加者数 ２８名（オンライン参加者含む。）

（２）先端ツール活用支援事業補助金

市内製造業の先端ツールを活用した生産性の向上、業務

の効率化、新たな受注開拓及び人手不足の解消等を図る取

組を促進するため、補助金を交付した。

・交付件数 ３件

・交付金額 １，５００，０００円

４ クリーンエネルギー研究会

「ゼロカーボン・脱炭素化」をテーマに、会員企業のゼロカ

ーボンへの取組の促進、保有技術とゼロカーボンの融合を目指

し、会員企業間で意見交換を行うとともに、企業の現状を把握

した。

・期 日 １１月１２日（金）

・参加者数 ３社３名

なお、企業間交流の促進のための会員企業の工場等の訪問

は、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止した。

円

新分野開拓推進

事業

１ 展示会出展事業

市内中小企業との共同出展による新規受注開拓支援

（１）諏訪圏工業メッセ２０２１ オンライン商談会

・期 日 ８月１６日（月）～３月３１日（木）

＊１０月１４日（木）～１６日（土）の諏訪湖イベント

ホールでの開催は、新型コロナウイルス感染症拡大防止

のため中止した。

（２）第２５回いたばし産業見本市

－製造と加工技術展２０２１－

都市間交流を行っている板橋区が開催するオンライン

展示会に岡谷市として出展し、市内企業の技術をＰＲし

た。

・期 日 １１月１日（月）～１１月３０日（火）

・場 所 東京都板橋区（Ｗｅｂ）

（３）第１２回微細加工ＥＸＰＯ

・期 日 １月１９日（水）～２１日（金）

・場 所 東京ビッグサイト

・共同出展 ６社１団体

（４）第４回名古屋自動車部品＆加工ＥＸＰＯ

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため出展中止

２ 新規受注開拓推進事業（展示会出展事業補助金）

・交付件数 ３件

・交付金額 ４４２，０００円
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３ 首都圏・中京圏企業訪問（受注開拓）

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止

４ ビジネスの種「工具・金型の摩耗を数値で見える化」勉強会

・期 日 １１月３０日（火）

・場 所 テクノプラザおかや

・講 師 長野県工業技術総合センター精密・電子・航

空技術部門 加工部研究員 新村 諭 氏

・参加者数 １６名（オンライン参加者含む。）

５ 市内製造業ＰＲ動画（新型コロナウイルス感染症対応事業）

展示会出展事業など首都圏等への受注開拓支援事業を中止す

る一方、コロナ禍における支援策として、市内製造業の「企業概

要、製品、技術力等」を３分動画に収め、ＹｏｕＴｕｂｅ､ＨＰ､

Ｆａｃｅｂｏｏｋ、Ｉｎｓｔａｇｒａｍで公開し、受注開拓支援

及び営業活動支援を推進した。

ＰＲ動画作成企業：１４社（令和２年度以降２９社配信）

円

中小企業経営強

化支援事業

１ 景気動向調査

（１） 定例実施

・実施時期 ４月

・対象企業 １００社

１０月は、岡谷商工会議所が実施

（２） 随時実施

・実施時期 ８月、２月

・対象企業 ３０社

２ 新規創業者トータルマネージメントサポート事業

新型コロナウイルス感染症の影響により諏訪圏工業メッセ

２０２１がオンライン商談会となったことから中止した。

３ ５Ｓ実践塾おかや

会員が５Ｓの実践によって卓越した製造体質の確立を図り、

お客様から信頼されるオンリーワン企業への革新を目指すこ

とを目的とし活動を行った。

・期 日 ５月２６日（水）～１５回開催

・場 所 テクノプラザおかや、会員各社

・講 師 加藤シンクＴ 加藤 守一氏

原 正夫氏

・参加者数 ９社

４ 事業承継支援事業

廃業を予定している企業や、後継者未定の企業等に対し企業

訪問を行い、抱えている課題等聞き取り調査を実施した。

長野県事業承継ネットワークについては、新型コロナウイル

ス感染症の影響から地域連絡会議等は中止となった。

円

ものづくり人材

育成支援事業

１ ものづくり体験プログラム

次代を担う子ども達に、ものづくり体験を通じて、職業意

識やものづくりの楽しさ、尊さを学ぶきっかけを創出した。

・期 日 ７月３０日（金）、８月６日（金）計２回

・参加者数 ５８人（対象：市内小学３年生から６年生まで）

２ 信州大学修士・博士課程専門職大学院支援事業

地域製造業の活性化と人材育成を目的として開設した修士・

博士課程コース等の支援を行った。

・修 士 １名

・博 士 ４名
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・スキルアップコース ３名

３ ２１経営者研究会

若手経営者、次期経営者候補等の会員間で、自社が抱える課

題等を再認識し、企業の成長や発展を目指し、その解決方法を

模索するため、地域の先進的な企業等との意見交換や工場見学

等を行った。

・期 日 ７月１６日（金）、１２月１０日（金）

・参加者数 １８社１８名

４ 出前講座事業

市内の中学生に向けて岡谷市の工業、市内企業の紹介、工場

見学等を行うことで、岡谷市及び市内企業の取組について学ぶ

機会を設けた。

・講 座 名 躍進する岡谷の工業

・期 日 ７月１３日（火）、１０月１８日（月）

・場 所 岡谷南部中学校

・生 徒 数 １７名（７／１３） ７５名（１０／１８）

円

産業連携・交流

推進事業

１ 工業会育成事業

（１） 岡谷市金属工業連合会会員企業数 ８２社

・岡谷市機械精密工業会 ５０社

・岡谷市電気工業会 １０社

・岡谷市表面処理工業会 １６社

・岡谷市計量器工業会 ７社

（２） 評議員会及び総会の開催

・岡谷市金属工業連合会評議員会 ７月１２日（月）

講演会：「製造業になぜＤＸが必要なのか

～生産管理システムの重要性～」

講 師：㈱デジットワークス

・岡谷市機械精密工業会総会 ５月２７日（木）

・岡谷市電気工業会総会 ６月 ３日（木）

・岡谷市表面処理工業会総会 ５月２５日（火）

・岡谷市計量器工業会総会 ６月 ３日（木）

（３） 岡谷市金属工業連合会等視察研修

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止

２ 産学官金連携推進事業

（１）エンジニアのための教養講座２０２１

現在抱えている課題の解決や新たな事業展開の参考と

していただくため、信州大学と連携し、地元企業や支援機

関向けに教養講座を開催した。

コロナウイルス感染症対策として会場とオンラインの

ハイブリットにより開催。

・期 日 ９月７日 火 ～１０月２６日 火

計８回

・場 所 テクノプラザおかや及びオンライン

・参加者数 のべ２６２名

（２）信州大学技術相談

企業が課題としている技術開発について信州大学教授

が対応する技術相談会により支援した。

円
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中小企業経営技

術相談事業

１ 中小企業経営技術相談・指導

工業技術専門官・工業活性化アドバイザーにより受発注開

拓、技術・経営等の相談を通じて市内企業の技術革新や製品開

発、経営体質強化等を支援した。

・経 営 相 談 件 数 ３９５件

・技術相談件数 受発注含む １，１６９件

・研究会・会議・その他 ２，００１件

２ ひと・しごと相談窓口

企業が抱えている問題のほか、創業や移住を希望する方の相

談に応えた。

・経営・技術相談 ４９件

・雇用・就職相談 ８５件

・移住相談 ２６件

・その他相談 ２３件

円

産業振興企画事

業

１ 岡谷市の産業振興を考える懇談会

都市圏（関東・中京地区）で活躍している岡谷市出身者等の

企業経営者・大学教授等に参加いただき、現在の状況や今後の

動向について情報交換し、企業誘致や産業振興を図るための懇

談会を名古屋、東京で開催を予定していたが新型コロナウイル

ス感染症拡大防止のため中止した。

（１） 名古屋会場

・開 催 予 定 日 ７月１３日（火）

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため延期

・開 催 予 定 日 １１月 ９日（火）

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止

（２） 東京会場

・開 催 予 定 日 １１月 ５日（金）

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止

２ 中小企業都市連絡協議会

これまでの活動成果や外部環境の変化を踏まえ、今後新たな

方法で中小企業の振興について議論する場等を設けることと

し、本協議会の発展的な解消を図った。

・総会開催日 １２月６日（月）

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、書面に

よる開催
円

産業活性化推進

事業

１ 工業活性化会議の開催

「岡谷市工業活性化計画」の進捗状況と達成度等の評価や検

証を行うため、市内企業代表者等１６名で組織する工業活性化

会議を開催し、実施した事業等を報告するなかで、ＰＤＣＡサ

イクルに基づく管理を行い、工業活性化を推進した。

第１回工業活性化会議

・開 催 日 ６月９日（水）

・出 席 者 １３名

第２回工業活性化会議

・開 催 日 １１月２９日（月）

・出 席 者 １３名

２ 商工業振興条例に基づく助成事業

市内企業の流出防止及び企業誘致の推進を図るため、工場等

の新設増設を行う事業者に対して土地取得額の一部や工場等
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にかかる固定資産税相当額を助成し、市内での事業拡大や空き

工場等の有効活用を促した。

・特定地域への工場等新設・増設事業 １３件

・交付金額 ６２，４７０，０００円

３ 移住・交流産業振興事業

首都圏在住者等に対して、働く場所となる企業が多く立地し

ていることや創業支援などの産業振興施策が充実している

ことを中心に、本市特有の魅力をＰＲした。

ふるさと回帰フェア２０２１

・開 催 日 １０月１７日（日）

・場 所 東京国際フォーラム（東京都千代田区）

楽園信州移住セミナー東京会場

・開 催 日 １１月２６日（金）

・場 所 ふるさと回帰支援センター

（東京都千代田区）

オンライン開催

・６月１９日 楽園信州移住セミナー

・８月 １日 おいでや いなか暮らしフェア２０２１

４ 諏訪地域創業スクール

創業時に必要な手続や事業計画の作り方だけでなく、マ

ーケティングをはじめとする基礎知識を習得できるスク

ールを商工会議所と企画し、参加者を７月より募集した

（新型コロナウイルス感染症の影響により中止）。

５ 創業のまち岡谷実現事業

市内の独立創業を促進し、創業者の経営基盤の確立及び営業

開拓を支援するため補助金を交付した。

・家賃支援事業 ８件

・スタートアップ支援事業（備品購入） ４件

・スタートアップ支援事業（特定物件等改修）３件

・広告宣伝支援事業 ４件

・備品等購入支援事業 ３件

・交付金額 ６，５０８，０００円

６ 地方創生推進交付金

諏訪圏５市町村によるモノづくり集積地ＳＵＷＡのヒトづ

くりプロジェクト

「しごと」が「ひと」を呼び、「ひと」が「しごと」を呼び込

む経済好循環の確立を目指し、諏訪地域ものづくり産業のハイ

ブランド化と、ブランドイメージを活かした“ものづくり人材”

のＵＩＪターン促進や若年層からのキャリア教育・人材育成等

を通じた中長期的な人材確保策（ＳＵＷＡ独自のキャリア・サ

イクルモデル）を展開するため業務委託し「ＳＵＷＡブランド

の普及・高付加価値化事業」「関係人口の創出とものづくり人材

の育成・確保事業」を遂行した。

（１） 関係人口の創出とものづくり人材の育成・確保業務

・委 託 先 国立大学法人信州大学

・履行期間 ４月１日～３月３１日

・金 額 ２２，０００，０００円

（２） ＳＵＷＡブランドの普及・高付加価値化業務

・委 託 先 ＮＰＯ諏訪圏ものづくり推進機構

・履行期間 ４月１日～３月３１日

・金 額 ８，０００，０００円
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（３） 広域的なものづくり学習機会の創出等業務

・委 託 先 公立大学法人 公立諏訪東京理科大学

・履行期間 ８月３日～３月３１日

・金 額 ２，０００，０００円

７ 諏訪圏移住交流推進事業

諏訪圏６市町村内への移住促進に向け、諏訪圏６市町村合同

で、移住相談コーディネーターを設置した。また、移住交流に

かかる出張相談等を圏内外で行い、魅力と活力ある地域づくり

の推進を図った。

移住相談コーディネーター

・設置場所 諏訪市諏訪一丁目６番１号アーク諏訪

・設置人数 １名

・相談実績 １７４名

・金 額 １，１１５，８０７円

出張相談等

・２月２７日 信州 諏訪湖・八ヶ岳わーくわく交流会

８ 多様な働き方サポート補助事業（繰越事業）

テレワーク等を目的とした市内のコワーキングスペース等

の利用を促進するため補助金を交付した。

・申請件数 １８０件 ６８９，７００円

９ 諏訪地域中小企業支援セミナー

新型コロナウイルス感染症の影響を受ける諏訪地域の中小

企業者に対し、ＩＴツール投資をはじめとしたＤＸ化の促進と

力強い設備投資支援を目的とした「諏訪地域中小企業支援セミ

ナー」を、諏訪信用金庫、岡谷商工会議所及び岡谷市の共同主

催で開催した。

・期 日 ４月７日（水）

・場 所 ライフプラザマリオ

・対 象 諏訪地域中小企業者

・参加者数 会場 ８０社（うち市内２０社）

オンライン ４０社（うち市内 ９社）

・講 師 関東経済産業局地域経済部地域振興課

係長 鈴木 崇史 氏

長野県産業労働部経営・創業支援課

主任 小林 耕太 氏

・共同主催 諏訪信用金庫 岡谷商工会議所 岡谷市

１０ 中小企業生産性革命推進事業補助金

市内中小企業者が行う試作品開発や販路拡大、情報通信技

術を活用した業務効率化等による生産性の向上や新たな受

注開拓を促進するため、国が行う中小企業生産性革命推進事

業補助金等に採択された市内企業の取組に対し、補助金を交

付した。

・交付件数 １２件

・交付金額 ３，０６４，０００円

１１ 中小企業事業再構築促進事業奨励金

市内中小企業者の未来に向けた新分野展開、業態転換、事

業・業種転換等の取組及び事業再編又はこれらの取組を通じ

た規模の拡大等の思い切った事業再構築を支援し、ウィズコ

ロナ・ポストコロナ時代の社会経済の変化への対応を図ると

ともに、市内企業のより一層の成長を促進するため、国が行

う中小企業等事業再構築促進事業補助金に採択された市内

企業の取組に対し、奨励金を交付した。
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・交付件数 １７件

・交付金額 ７，１２８，０００円

円

企業誘致推進事

業

１ 市内企業の流出防止・企業誘致

関係機関などと連携を強化するなかで、積極的な活動を展開

し、企業誘致を行うとともに、市内企業の流出に歯止めをかけ

るため、市内金融機関等との情報交換や現地確認等を通じ、市

内企業の動向、市内未利用地等の情報収集を行った。

・企業誘致件数 １社

２ 首都圏産業振興活動事業

より一層の産業振興を推進するため、平成２３年度から平成

２５年度までの３年間に亘る、首都圏産業振興活動拠点事業で

蓄積した情報・人脈等を活かすとともに、中小企業庁に１名の

職員を派遣した。

３ 先端設備導入計画の認定

中小企業が設備投資を通じて、労働生産性の向上を図るため

に策定した先端設備等導入計画に対して、生産性向上特別措置

法に基づき認定を行った。

・新規認定件数 ２２社

・変更認定件数 ５９件

４ 企業・関係機関への訪問、情報収集

市内外の企業を訪問し、情報収集と岡谷市のＰＲに努めた。

５ 商工業用地等取得推進事業

岡谷宅地建物取引業協会との協定に基づき、市内における土

地の有効活用を促進し、市内企業の市外への流出防止及び企業

誘致を推進するため、商工業用地等の取得等を希望する企業に

対し、積極的な情報提供を行った。

・取得等希望企業数 １２社

円

テクノプラザお

かや管理事業

１ テクノプラザおかや管理事業
産業の振興と地域経済の活性化を促進するための拠点施設

であるテクノプラザおかやについて、市内外の中小企業が快適
に利用できるよう適切な維持管理・運営を行った。

なお、大雨災害の影響のため８月１７日（火）を臨時休館と
し、また、新型コロナウイルス感染症対応として、次のとおり
休館等の対応を図った。

８月１８日（水）から９月 ２日（木）まで貸館時間の短縮
９月 ３日（金）から９月１２日（日）まで施設の使用中止
１月２７日（木）から３月 ６日（日）まで貸館時間の短縮

施設利用状況
・利用件数 ８３９件
・利用者数 ８，７６０名
・施設利用料 ３，４５２，２００円

２ テクノプラザおかや機能強化事業（前年度繰越事業）
（１）コワーキングスペースの開設

コロナ禍を新たな関係人口の創出、移住・定住の促進に
つなげる好機と捉え、市外から多くのビジネスマン、フリ
ーランス、個人事業主等を呼び込むため、テクノプラザお
かやに「コワーキングスペース」を開設した。

開設日：６月４日（金）
（２）信州大学諏訪圏サテライトキャンパスの開設

信州大学諏訪圏サテライトキャンパス機能をテクノプ
ラザおかや内に改めて誘致し、開設した。

円
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テクノプラザお

かや自主事業

１ テクノプラザおかや ものづくりフェア２０２２

・令和４年２月５日（土）

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止

２ 「仕事があって楽しいがある」テクノ・コワーキングプロ

モーション事業

関係人口の創出、移住・定住の促進等を目的とした各種プロ

モーション事業を展開し、新たな人的ネットワークの創出等を

図った。

期日等：１２月１１日（土） 参加者 １４名

３月 ６日（日） 参加者 １４名

場 所：テクノプラザおかや コワーキングスペース

円

中小企業金融対

策事業

１ 制度資金あっせん事業

制度資金のあっせんにより、市内中小企業の円滑な事業資金

調達を支援した。

また、新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響を受ける

企業に対して「特別経営安定資金」により支援した。

・融資件数 ２２０件

・融資金額 １，５２５，３９３千円

・セーフティネット認定件数 ７２件

・危機関連保証認定件数 ５０件

２ 金融情報交換会

・期 日 ６月２日（水）

・場 所 市役所９階大会議室

・参加機関 八十二銀行、諏訪信用金庫、長野銀行、

長野県信用組合、岡谷商工会議所、

長野県信用保証協会

円

計量検査事業 １ 特定計量器定期検査

取引・証明に使用される特定計量器（質量計）の定期検査

を行った。

・検 査 戸 数 ４２戸

・検 査 個 数 １５２個

・不 合 格 数 ２個

２ 商品量目立入検査

スーパーマーケット等において、自店舗で計量販売するパッ

ク商品の内容量が正確に計量されているか検査した。

・検査事業所数 ３事業所

・検 査 個 数 １５０個

・不 合 格 数 ０個

３ 計量記念日

１１月１日の計量記念日にあわせ、計量に関する知識普及・

思想啓発に関する新聞広告を掲載した。

・掲 載 紙 岡谷市民新聞

・掲 載 日 １１月１日（月）

円
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第３ 主要な統計、行政資料等

１ 制度資金

（１）市制度資金（あっせん資金）

資 金 名 件数 金 額（千円）

振興資金 （運転）

振興資金 （設備）

小規模企業資金 （運転）

小規模企業資金 （設備）

工場用地取得資金

関連倒産防止資金（運転）

関連倒産防止資金（設備）

商店近代化資金

おかや地球にやさしい環境づくり資金（運転）

おかや地球にやさしい環境づくり資金（設備）

経営安定資金（運転）

経営安定資金（借換）

開業資金（運転）

開業資金（設備）

新分野開拓支援資金（運転）

新分野開拓支援資金（設備）

特別経営安定資金

合 計

（２）県制度資金（あっせん資金）

資 金 名 件数 金 額（千円）

小規模企業発展資金 運転

小規模企業発展資金 設備

経営健全化支援資金

経営安定対策（運転）

経営安定対策（設備）

特別経営安定対策（運転）

特別経営安定対策（設備）

防災・安全対策向け（運転）

防災・安全対策向け（設備）

災害対策（運転）

災害対策（設備）

新型コロナウイルス対策 運転

新型コロナウイルス対策 設備

信州創生推進資金

創業支援向け（運転）

創業支援向け（設備）

事業承継向け（運転）

事業承継向け（設備）

事業展開向け（運転）

事業展開向け（設備）

地域活性化向け（運転）

地域活性化向け（設備）
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企業立地向け（運転）

企業立地向け（設備）

次世代産業向け（運転）

次世代産業向け（設備）

海外展開向け（運転）

海外展開向け（設備）

経営改善サポート資金（運転）

経営改善サポート資金（設備）

合 計

２ 勤労青少年ホーム及び勤労会館利用状況

施 設 名
利 用 人 数（人）

令和 年度（ ） 令和 年度（ ） 増減

勤労青少年ホーム

勤労会館

３ テクノプラザおかや利用状況

部 屋 名

令和 年度

（上段：件）

（下段：人）

令和 年度

（上段：件）

（下段：人）

増減

（上段：件）

（下段：人）

大 研 修 室 兼 展 示 場

Ｉ Ｔ 支 援 室
△

△

商 談 室
△

△

人材育成研修室（一括）
△

人材育成研修室（Ａ）
△

人材育成研修室（Ｂ）

異 業 種 交 流 ス ペ ー ス

実 習 室
△

コワーキングスペース
－ －

－

－

合 計

（230）
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商 業 観 光 課

（232）
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第１ 概説

商業観光課では、市内中小小売業の振興と観光の振興に向け各種事業を展開した。

商業振興事業等では、岡谷市商業活性化計画に基づき、市内小売店舗の支援、商店

街街路灯電気料や商業会等で運営している駐車場運営費の助成等各種補助事業を行

った。

また、新型コロナウイルス感染症の地域経済への影響を最小限とするため、飲食店

に対する家賃補助、飲食店や旅行業、宿泊業、食料品製造業等への感染防止対策奨励

金、飲食店が発行するプレミアム付きクーポン券の販売促進に係る支援金のほか、岡

谷商工会議所と連携したテイクアウトキャンペーンや、２回のキャッシュレス決済に

よる消費喚起事業などを実施した。このほか、利用客の大幅な減少により運賃が減収

となったアルピコ交通㈱岡谷茅野線の経常損失額に対して、３市１町共同で運行費等

の補助を行った。

中心市街地活性化事業では、岡谷ＴＭＯによる中心市街地活性化事業と各商業会等

が実施する販売促進活動や新型コロナウイルス感染拡大防止活動等に支援を行った。

岡谷市商業活性化計画に関しては、施策の進捗状況やコロナ禍の現状を踏まえて、

９の重点施策の重要度と優先度の見直しを実施した。

シルキーバス運行事業及び諏訪湖周スワンバス共同運行事業では、新型コロナウイ

ルス感染症拡大防止措置を講じながら運行事業を実施した。

観光振興では、岡谷市観光協会と連携して、ＪＲ岡谷駅舎内に岡谷市観光案内所を

新設した。本市の魅力を一体的に発信しながら、土産品の販売や バイクのレンタサ

イクル事業等を行うことで、観光客の利便性向上や滞在時間の延長を図った。また、

ワーケーションの受け入れやサイクルツーリズムを実施し、本市の食や歴史・文化等

に触れていただくことで、交流人口・関係人口の創出・拡大に努めた。

その他、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、横河川の桜祭りや鶴峯公園の

つつじ祭りなど、感染対策をしながら花を楽しむことができるイベントは、規模を縮

小して開催したが、岡谷太鼓まつりは、昨年に続き開催は叶わなかったため、次回へ

向けたポスターコンテストの開催や、レイクウォーク岡谷にてＰＲ展を実施した。

商業観光関係施設では、イルフプラザ商業活性化センター、ララオカヤ、駅前自転

車駐車場、太鼓道場など７施設の管理運営を行った。なお、経年劣化に伴う修繕工事

として中央町駐車場の屋上防水工事を行った。
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第２ 実績総括

主要な事務事業 内 容

商業振興事業 市内の商業等の振興を図るため、各種事業に対する補助金、負

担金を支出した。

・中小小売等店舗活性化事業補助金 件 円

・駐車場運営費補助金 件 円

・商店街街路灯電気料等補助金 件 円

・商店街照明施設 化促進事業補助金 件 円

・岡谷商工会議所補助金 件 円

・商業連合会活動事業補助金 件 円

・岡谷ＴＭＯ商業活性化事業負担金 件 円

・オカヤペイポイント発行事業負担金 件 円

円

シルキーバス運

行事業

公共施設の利用促進、中心市街地の活性化、公共交通空白地の

解消を目的として、今井・長地線、長地・今井線、市街地循環西

ルート線、やまびこ公園線、市街地循環東ルート線、川岸線、川

岸橋原線の７路線で運行した。また、老朽化したバス車両１台を

更新した。

円

諏訪湖周スワン

バス共同運行事

業

岡谷市、諏訪市、下諏訪町の２市１町による共同運行事業を実

施した。

円

商業等経済対策

事業

新型コロナウイルス感染症拡大の影響を受けた地域経済の活性

化を図る事業を行った。

・キャッシュレス決済消費喚起事業負担金 件 円

・テイクアウトキャンペーン補助金 件 円

・飲食店家賃等補助金 件 円

・飲食店感染防止対策奨励金 件 円

・事業者感染防止対策奨励金 件 円

・飲食店利用促進事業支援金 件 円

・オカヤペイ消費喚起事業補助金 件 円

（ 円）

民間一般乗合バ

ス運行支援事業

民間一般乗合バス運行費等補助金

新型コロナウイルス感染症の影響により収入が減少しているア

ルピコ交通㈱岡谷茅野線の経常損失額に対して、３市１町共同で

運行費等の補助を行った。

（ 円）

中心市街地活性

化事業

岡谷ＴＭＯ運営事業負担金

商業会を中心とした中小小売店による魅力ある商業活動を支援

する岡谷ＴＭＯを運営するための負担金。

円

観光宣伝事業 １ 新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため一部縮小して

実施した事業

・横河川桜祭り

期 間 ４月５日（月）～４月１８日（日）

・第１６回出早公園かたくり祭り

期 間 ４月５日（月）～４月１８日（日）

・第６８回信州岡谷塩嶺小鳥バス

期 間 ５月の毎日曜日 計５回 参加者 １０４名
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・鶴峯公園つつじ祭り

期 間 ５月１日（土）～５月１６日（日）

来園者 ２２，０００人

・第５２回市民祭岡谷太鼓まつり

太鼓まつりＰＲ展 ８月９日（月）～８月１６日（月）

場 所 レイクウォーク岡谷

太鼓まつりポスターコンテスト実施

・出早公園もみじ祭り

期 間 １０月２５日（月）～１１月７日（日）

・地方創生推進交付金

「岡谷へ行こう」関係人口等創出・拡大事業

観光案内所入場者数（１０月～３月） ４，９６２名

ｅ バイクの貸出件数（７月～３月） ２１２台

ワーケーション参加者数 ２７名

サイクルツーリズム参加者数（２回） １４名

２ 新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため中止した事業

・第２３回塩嶺王城パークラインハーフマラソン大会

・第１５回由布姫あじさい祭り

・第４１回ふるさとまつり

円

岡谷駅前広場管

理事業

岡谷駅前広場等の運営管理を指定管理者である株式会社スカイ

が行った。

円

自転車駐車場管

理事業

岡谷駅前自転車駐車場の運営管理を指定管理者である株式会社

スカイが行った。また、１階防火シャッターの補修工事を行った。

円

アミューズメン

ト施設事業

アミューズメント施設及び、岡谷市民ミーティングルームの維

持管理を行った。

円

中央町駐車場管

理事業

中央町駐車場の維持管理を行った。また、屋上駐車場の防水工

事を行った。

・岡谷市中央町駐車場屋上防水等改修工事

請負業者：株式会社岡谷組

契約金額： 円

円

太鼓道場管理事

業

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、令和３年９月３日

（金）～９月１２日（日）、令和４年１月２７日（木）～３月３１

日（木）まで休館とした。

・太鼓道場利用者数 ２，３４０人

・練習室利用時間 ８３６時間

円

イルフプラザ管

理事業

イルフプラザを安全で快適に利用していただけるよう、施設の

管理、修繕及び搬入用エレベータ１台の更新を行ったほか、円滑

な組織運営を図るため、商業活性化センター、地権者店会、生涯

学習活動センター等との調整を行った。

円

岡谷駅前再開発

ビル管理事業

岡谷駅前再開発ビルの施設管理を行った。

円
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第３ 主要な統計、行政資料等

１ 岡谷駅前自家用車整理場利用状況

区 分 令和 年度 令和 年度 増減 －

利用台数 台 台 台

日平均利用台数 台 台 台

２ 岡谷駅前自転車駐車場利用状況

区 分

駐車

可能

台数

駐車実績

使用区分
※平均利用台数 台 月

令和 年度（ ） 令和 年度 増減

自

転

車

定期使用

通学者 △

一般者 △

小 計 △

１日使用 １日使用

合計 合 計 △

バ

イ

ク

定期使用 通学通勤

１日使用 １日使用

合計 合 計

※駐車実績欄中、「定期使用」は毎月１日の利用台数の平均値、「１日使用」は、

１日当り平均利用台数を用いてある。

３ 岡谷市民ミーティングルーム利用状況

区 分
実 績

令和 年度 令和 年度 増減 －

利用回数 回 回 回

利用延人数 人 人 人

４ 中央町駐車場利用状況

区 分
実 績

令和 年度 令和 年度 増減 －

利用台数 台 台 台

１日平均利用台数 台 台 台
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５ シルキーバス利用状況

区 分
令和 年度 令和 年度 増減 －

乗車数
便当り平

均乗車数 乗車数
便当り平

均乗車数 乗車数
便当り平

均乗車数

人 人 便 人 人 便 人 人 便

長地・今井線

今井・長地線

川岸線 △ △

川岸橋原線 △ △

やまびこ公園線

市街地循環西ルート線 △ △

市街地循環東ルート線

合 計 △

６ 諏訪湖周スワンバス利用状況

区 分
令和 年度 令和 年度 増減 －

乗車数
便当り平

均乗車数 乗車数
便当り平

均乗車数 乗車数
便当り平

均乗車数

人 人 便 人 人 便 人 人 便

内回り線

外回り線

合 計

（238）
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ブ ラ ン ド 推 進 室

（240）
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第１ 概説

ブランド推進室では、令和３年度より「岡谷シルク推進事業」に取り組み、地域おこ

し協力隊やシルク関連事業者と協力し、岡谷市の地域資源であるシルクを生かしたまち

づくりの推進を行った。「シルクを通じた地域ブランド向上」、「市内養蚕振興」、「シル

クの担い手育成と商品等の高付加価値化」の３点を構成要素とし、岡谷シルクの情報発

信拠点となるホームページの立ち上げや市内に点在する製糸関連資産、歴史スポットを

巡るまちあるきイベントの開催、養蚕から製糸、製品化までを体験するシルクおかや

次世代担い手育成プログラムの実施、市内養蚕事業者への補助など、岡谷シルクを核

とした多岐にわたる事業に取り組んだ。また、今年度立ち上げた「岡谷シルクブランド

協議会」において官民連携で開発を進めたオール岡谷産シルク製品の第一弾である「風

呂敷」のプロトタイプを完成させた。

岡谷蚕糸博物館～シルクファクトおかや～では、新型コロナウイルス感染症対策に

留意し、適正な施設維持管理と効率的な博物館運営に努めた。また、コロナ禍におい

て、県外からの団体客誘致が難しい中、商業観光課、岡谷市観光協会と連携し、県内

小中学校の修学旅行等の誘致に力を入れ多くの児童生徒に来館いただいた。このほか、

学校の先生や子どもたちを対象に蚕学習の支援等を行ったほか、農林水産課主催のオ

ープンエアマーケット会場としてマルベリー広場を開放した。

年４回の企画展のうち、特に、岡工１１０周年記念展「製糸業と諏訪蚕糸野球」で

は、長野県岡谷工業高等学校及び一般社団法人岡谷工業高等学校同窓会、長野県立歴

史館の協力のもと、展示会や講演会、ワークショップなどの関連イベントを、長野県

地域発元気づくり支援金を活用するなかで開催した。

岡谷市文化会館及び日本童画美術館については、指定管理者による適正な管理運営

を行うとともに、施設に応じた新型コロナウイルス感染症の拡大防止策を講じ、企画

内容を一部変更して対応するなか、岡谷市文化会館ではオーケストラ等の各種公演事

業や育成事業のほか、「古澤巖の品川カルテット」やカノラホールソサエティ共催「第

十一回かのら寄席 談笑・一之輔二人会」、宝くじ助成で「宝くじ文化公演 名曲歌酔

いコンサート」などの開催により、市民に質の高い舞台芸術鑑賞の機会を提供した。

日本童画美術館では、企画展「ねずみくんのチョッキ展」等を開催し、様々な世代

に参加いただけるよう工夫を凝らしたワークショップを通年で開催した。

また、武井武雄の精神を継承し、新時代の「武井武雄」の発掘を目的に「第 回武

井武雄記念日本童画大賞」を開催し童画のまちづくりを推進した。
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第２ 実績総括

主要な事務事業 内 容

蚕糸業対策事業 １ ２０２１シルクフェア おかや

（シルクフェア実行委員会負担金）

・期 日 ４月２９日（木・祝）

・場 所 岡谷蚕糸博物館 シルクファクトおかや ほか

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止。４月２３日

から２８日までプレシルクフェアを開催。レイクウォーク岡谷

にて、旧山一林組製糸事務所１００周年記念「建物が語る製糸

の歴史」パネル展を行った。

２ 日本絹文化フォーラム２０２１

（日本絹文化フォーラム負担金）

・期 日 １１月２０日（土）

・場 所 カノラホール 小ホール

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止

３ 岡谷絹工房補助金

シルク岡谷の歴史と文化を継承し、絹を素材としたクラフト

製品の開発研究や後継者の育成を図る岡谷絹工房後継者育成事

業に支援した。

４ オープンエアマーケット（青空市場）事業

農林水産課・ブランド推進室が連携し、蚕糸博物館のマルベ

リー広場を活用し、地域の魅力発信や市民の拠り所の創出を行

った。

（ 円

ブランド推進事業 １ おかやブランドマネジメント事業

（おかやブランドプロモーション協議会負担金）

官民連携の下、岡谷市の魅力発信並びに移住定住等の促進に

資するブランディング及びプロモーションを推進する「おかや

ブランドプロモーション協議会」に対して事業費の一部を負担

した。

・おかやブランドプロモーション協議会開催（年４回）

・関係交流人口の創出及び移住定住促進事業への提案

・レンタサイクル事業

（岡谷蚕糸博物館８１回・駅前自転車駐車場４２８回）

・ブランドロゴ入りキーホルダー・精密ゴマ販売等

２ 岡谷ブランドの推進

（１） 岡谷シルクを活かした地域活性化に向けた連携協定締結

シルク岡谷の歴史文化の伝承、オール岡谷産シルクなどの

シルク関連資産を活用したまちづくりを目的に、岡谷市と岡

谷商工会議所、諏訪信用金庫の３者による連携協定を締結。

・締結日：４月２１日（水）

（２） 「シルク岡谷」「糸都岡谷」商標登録出願委任業務

「図 シルク岡谷／ 」「糸都岡谷」の商標登録

を出願。

（３） 岡谷シルク公式ホームページ立ち上げ

（４） ５館共通券施設学芸員プログラム開発

市内の博物館、美術館、文化財施設を巡る際の、子ども向

けツール「ごかんノート」の試作品完成。

（５） 蚕糸博物館ワークショップ指導者研修事業

まゆちゃん工房での体験学習等の補助員として市民ボラ

ンティア５名を採用した。

（６） オール岡谷産シルク製品開発事業

「岡谷シルクブランド協議会」を立ち上げ、官民連携により
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オール岡谷産シルク製品の開発を進める。製品の第１弾となる

「風呂敷」のプロトタイプが完成。

（７） シルクおかや次世代担い手育成プログラム

岡谷シルク推進事業の一環として、養蚕から製糸、製品化

までを体験する担い手育成プログラムを実施。

養蚕体験 ４月～７月 全１３回

・場 所 三沢区民農園桑園及び蚕室

・参加者 ７名（延９１人）

繰糸体験 １２月

・場 所 宮坂製糸所（上州式繰糸機）

・参加者 ７名

機織体験 ２月～３月 全４回

（染色・整経、機仕掛け・糸巻、機織×２回）

・場 所 岡谷絹工房

・参加者 ７名（延２８名）

（８） 養蚕体験研修

岡谷シルクブランドの製品化にあたり、最初の工程である

養蚕について、その文化や技術を学ぶことを目的に、岡谷市

職員を対象に養蚕体験研修を実施した。

・実施日 ６月２４日（木）～７月２日（金）

（土日を除く７日間）

・参加者 １９人

（９） 岡谷産繭買取事業

高品質な岡谷産繭の確保を目的に、岡谷市内で生産された

繭を製糸事業者が買い取る際、品質に応じて購入する繭代に

対して補助を行った。

・繭の生産量 春６２ｋｇ 秋１１３ｋｇ

・補助額 ３０６，２５０円

（１０）岡谷市桑園等整備事業補助金

良質な繭の生産量の確保及び養蚕文化・技術の伝承を図る

ため市内養蚕事業者に対し、養蚕、桑園の整備・拡大に係る

経費の一部を補助。

・補助件数 １件

・対象事業者 三沢区民農園

・補助額 ３００，０００円

（１１）滞在型等ワークショップ事業

市外在住者を対象に、体験型、滞在型のワークショップを

開催し、岡谷の魅力発信、交流人口の増を図った。

・内 容 マフラー作り

・実施日 ９月２６日（日）１１月３日（水）、４日（木）

１１月６日（土）、７日（日）、１６日（火）

・参加者 １７人

（１２）まちあるき事業

まちなか観光の振興を図るため、市内に点在する製糸関連

資産や歴史スポットを巡るイベントを実施。情報発信に必要

なホームページの改修や、まちあるきマップ（信州岡谷

近代化産業遺産版 信州岡谷 蚕玉さま版）の制作等を行

った。また、市内を探索する番組を作成しシルキーチャンネ

ルでの放送、 への投稿を行った。

イベント名：２０２１秋 近代化産業遺産東回廊めぐり

・開催日 １１月１４日（日）

・参加者 １４名

（１３）アーティスト・イン・レジデンス事業

長野県諏訪実業高等学校の服飾科の生徒に岡谷産シルク
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を提供し、ウェディングドレスドレス３着を製作。完成した

ドレスの成果発表会が１月２２日に同校にて開催された。

（１４）展示会等出展事業

オール岡谷産シルクの製品などを首都圏、中京圏、関西圏

の展示会等に出展し、岡谷シルクのブランド発信や、販路開

拓などを実施する事業。

令和３年度は、新型コロナウイルス感染症拡大の影響によ

り開催が制限されたため、令和４年度に向けた準備を行った。

（１５）日本童画美術館商標登録

（１６）市内の保育園児のイルフ童画館見学

年間２８３名の園児が来館、見学した。

３ 地域おこし協力隊ブランド推進事業

養蚕から製糸、製品化までを市内で完結できる岡谷市ならで

はの環境を活かした、「岡谷シルク」のブランド化によるまち

づくりを推進するため、地域おこし協力隊と地域関係者が連携

し取り組んだ。

・地域おこし協力隊員

＜養蚕振興＞

三沢区民農園桑園整備及び養蚕

配蚕、摘桑、給桑、上蔟・営繭環境管理

春蚕・秋蚕の収繭・出荷（春：６２ｋｇ・秋：１１３ｋｇ）

＜ブランド化＞

岡谷シルクブランドサイト開設及びＳＮＳによる情報発信

オール岡谷産シルクの風呂敷のプロトタイプを作成。観光大使

の市川笑野さんと市川右田六さんに贈呈を行った。

・実施日：２月２３日（水）

（ 円）

文化会館管理運

営事業

１ 指定管理者（公財）おかや文化振興事業団による管理運営

・指定管理料 １５４，６５１，０００円

・自主事業補助金 ７，９００，０００円

２ 主催公演事業

・古澤巖の品川カルテット、三浦一馬キンテート、宝くじ文化公

演オーケストラと合唱団で奏でる名曲歌酔いコンサート、ベリ

ーグッドマン「必ず何かの天才」 、第十一回かの

ら寄席 談笑・一之輔二人会、カノラ・ウィークエンド・コンサ

ート和楽器の競演

３ 育成事業

・カノラータ・オーケストラ定期演奏会、カノラ少年少女合唱団

令和３年度定期演奏会ほか

４ 独自企画事業

・はじめてのクラシックシリーズ ８～シューベルティアーデ

カノラ～、やまびこ夜景コンサート、新日本フィルハーモニ

ー交響楽団

（ 円）

文化会館整備事

業

１ 文化会館整備事業

（１） 岡谷市文化会館洗面所自動水栓化工事

・請負業者：有限会社三善工業

・契約金額：２，３１０，０００円

（２） 岡谷市文化会館大ﾎｰﾙ ﾎﾜｲｴ男女ﾄｲﾚ照明自動化工事

・請負業者：平澤電気工事株式会社

・契約金額：３３０，０００円

（３） 岡谷市文化会館空調設備改修工事

・請負業者：空研工業株式会社東京支店

・契約金額：４，６８６，０００円
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（４） 岡谷市文化会館総合防災盤等改修工事

・請負業者：丸登電業株式会社

・契約金額：６，９３０，０００円

（５） 岡谷市文化会館大ホールボーダーケーブル更新工事

・請負業者：丸茂電機株式会社

・契約金額：４，４００，０００円

（６） 岡谷市文化会館トイレ洋式抗菌便器改修

・請負業者：株式会社シンニチ設備

・契約金額：７９８，６００円

円

童画館管理運営

事業

１ 指定管理者（公財）おかや文化振興事業団による管理運営

・指定管理料 ７０，０８２，０００円

２ 企画展示

・大澤コレクション展 第１０回日本童画大賞展

・武井武雄コレクション展

・武井武雄 常設展（テーマ：夏） 深澤省三・紅子 二人展

・武井武雄 常設展（テーマ：動物）ねずみくんのチョッキ展

・武井武雄 常設展（テーマ：虫） 秋山あゆ子展

・武井武雄と意志を継ぐ者たち展

・ポール・コックス展

グラフィックデザイナー武井武雄の世界展

３ はらっぱ事業ワークショップ等

絵の具体験やジャンボかるた大会、ガラス窓への絵付けなど、

絵を通じた手軽なワークショップから、ビーズ刺繍や羊毛フェ

ルトを用いたワークショップなど子どもから大人までを対象に

幅広く開催した。また企画展に合わせたギャラリートーク、刊

本作品読み語り等の開催を行い、エリア的な集客を行った。

４ 広域的連携事業等

まつもと市民芸術館で行われた「ローリーの怪奇骨董お話し

箱」公演への武井武雄作品の画像提供・朗読や、太田市美術館・

図書館への作品貸出をし、広域的な周知を行った。

５ 第１１回武井武雄記念日本童画大賞

フレーベル館（共催）から出版される絵本部門には全国より

１０４点、子ども絵本部門には６６点、タブロー部門には

２２６点の応募があった。

円

童画館整備事業 １ 童画館整備事業

（１） 日本童画美術館トイレ洗面台自動水栓化改修工事

・請負業者：杉村設備株式会社

・契約金額：２４２，０００円

（２） 日本童画美術館パッケージエアコン更新工事（ ）

・請負業者：杉村設備 株式会社

・契約金額：９，２８４，０００円

円

博物館管理運営

事業

蚕糸博物館の維持管理に必要な光熱水費や動態展示業務を含む、

各種委託料等を予算計上し、新型コロナウイルス感染症拡大防止に

努めながら、適切な管理及び運営を行った。

総入館者数 １５，８０５人（ 日平均５６人）

１ 新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止とした業務

・館内ガイド

期 日 土日祝日 午前１０時３０分、午後２時

場 所 ミュージアムエリア及び動態展示エリア

・フランス式繰糸機復元機の実演

期 日 毎月第２土曜日 午前１１時、午後２時３０分
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場 所 ミュージアムエリア

２ 公共施設管理に関する新型コロナウイルス感染防止対応

新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、県の「命と暮

らしを救う集中対策期間」として対策を強化することに伴い、

９月３日から９月１２日まで（１０日間）臨時休館とした。ま

た、感染症対策の整備にあたっては、サーモグラフィーカメラ

を導入。導入経費の一部に文化庁の文化芸術振興費国庫補助金

（補助率１ ２）を充てた。

３ 新型コロナウイルス感染症対応による拡充事業

新型コロナウイルス感染症の影響により来館者が減少する

中、ミュージアムショップ内の出品企業の売上確保、博物館の

ＰＲ及びブランド発信等を目的に諏訪信用金庫本店にて職員

を対象にミュージアムショップで取り扱っている商品の販売

及び岡谷商工会議所と連携し岡谷シルク推進事業等のＰＲを

実施した。

・会 場 諏訪信用金庫本店

・期 日 １１月５日（金）

・売 上 ６０，６１０円（味噌、お菓子、シルク商品など）

４ 新型コロナウイルス感染症対応事業

農林水産課との連携事業（オープンエアマーケット事業）

新型コロナウイルス感染症の影響に伴い、販売機会や販路が

縮小している農業者を応援するため、農林水産課が主催し、ブ

ランド推進室が協力して岡谷蚕糸博物館―シルクファクトお

かや―の芝生広場（マルベリー広場）を直売会場として開放し

実施した。

第１回

・開催日 ５月２２日（土）

・来場者 ３２９名

・参 考 博物館来館者数 １２３名

第２回

・開催日 ６月２６日（土）

・来場者 ２４４名

・参 考 博物館来館者数 １６９名

第３回

・開催日 ７月１７日（土）

・来場者 ４６８名

・参 考 博物館来館者数 ２４８名

第４回

・開催日 ８月２８日（土）

・中 止（大雨の影響）

第５回

・開催日 ９月２５日（土）

・中 止（新型コロナウイルス感染症拡大の影響）

第６回

・開催日 １０月２３日（土）

・来場者 ３４１名

・参 考 博物館来館者数 ２３２名

第７回

・開催日 １１月１３日（土）

・来場者 ４５３名

・参 考 博物館来館者数 １９７名

５ 大雨の影響による臨時休館

８月１５日～８月２２日（８日間）
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６ 蚕の通年飼育

カイコふれあいルームでの蚕通年飼育

７ わくわくふれあいシルクサマーセミナー

・期 日 ８月１日（日）

・場 所 ミュージアムエリア、きぬのひろば

・来館者 １５５名

８ 商業観光課・岡谷市観光協会との連携

商業観光課、岡谷市観光協会と連携し修学旅行等の誘致に努

めた結果、４月から１２月中旬にかけ小中学校の学習旅行を中

心に多くの団体予約を得た。また、シルクの歴史・文化の伝承

や、動態展示、新しいシルク文化の発信など、岡谷市ならでは

の特徴を活かした活動の拠点施設としてワーケーション事業

との連携を図った。

９ ミュージアムショップの運営

ミュージアムショップにて、企画展関連商品、みやげ物、岡

谷蚕糸博物館図録、紀要、まゆ人形キット等販売

１０ 小中学校との連携による学習支援・講演会等

・市内小中学校を中心に蚕学習による学習支援活動等実施

実施回数 １９件（うち、出前講座１３回、ズーム講座３回）

・８月、９月に学校等へ蚕を配布した。（約７，０００頭）

・シルクおかや桑の木情報発信事業の実施

マップの公開 ８件

１１ 法人向け社員研修等

市内企業を中心に新人職員などを対象に社内の人材育成を目

的とした研修会やセミナー、講演会などを実施した。

・実施回数 ３回（岡谷市、ＴＰＲ、諏訪信用金庫）

１２ 資料収集・整理

蚕糸関連資料の収集及び収蔵資料の整理

１３ 体験工房運営

「まゆちゃん工房」にて、小学校団体を中心にまゆ人形作り

体験型ワークショップ等を行った。

円

企画展等開催事

業

１ 企画展の開催

（１） 玉繭、そして。 繭を活かす知恵と技術

・会 期 ４月２２日（木）～７月１１日（日）（７０日）

・来館者 ３，６７４人（一日平均５２人）

（２） 岡工１１０周年記念展 製糸業と諏訪蚕糸野球

・会 期 ７月１５日（木）

～１１月１４日（日）（８７日）

・来館者 ７，１８４人（一日平均８２人）

・関連イベント

講演会 「野球に熱中した信州人 ～野球と蚕糸業～」

講 師 西山 克己氏（前長野県立歴史館資料課長）

開催日 １０月２日（土）

会 場 岡谷蚕糸博物館 きぬのひろば

参加者 ２３名

・ワークショップ 岡工生によるロボット製作体験

開催日 １１月６日（土）

会 場 岡谷蚕糸博物館 きぬのひろば

参加者 小学生と保護者７組１４名

令和３年度長野県地域発元気づくり支援金活用事業。
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（３） 信州の作家展 ３ 小岩井紬工房 伝統を繋ぐ・

紡ぐ・織る

・会 期 １１月１８日（木）～２月１３日（日）（７０日）

・来館者 ３，０５０人（一日平均４３人）

・関連イベント

小岩井カリナさんによるギャラリートーク

開催日 １１月２７日（土）

会 場 岡谷蚕糸博物館展示室

参加者 １７名

小岩井カリナさん指導による「カラフルミニマット機織

体験」

第１回開催日 １１月２７日（土）

参加者 ４名

第２回開催日 １２月１２日（日）

参加者 ３名

第３回開催日 １２月１８日（土）

参加者 ５名

小岩井良馬さんによるギャラリートーク

開催日 ２月５日（土）

新型コロナウイルス感染症拡大により中止

小岩井良馬さんによる「紬のコサージュづくり」

開催日 ２月５日（土）

新型コロナウイルス感染症拡大により中止

（４） かいこの神様 －ユニークな姿と切なる願い－

・会 期 ２月１７日（木）～５月１５日（日）

（年度末３６日）

・来館者 １，１４４人（一日平均３１人）※年度末数値

・関連イベント

講演会 「諏訪の蚕神」

講 師 小野川恵美子氏

開催日 ３月１３日（日）

新型コロナウイルス感染症拡大により中止

円
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第３ 主要な統計、行政資料等

１ 文化会館

（１） 施設別利用状況

区 分
使用可能日数

Ａ （日）

使用日数

（日）

使 用 率
Ｂ ／ Ａ ％

大ホール

小ホール

リハーサル室

第１練習室

第２練習室

第１会議室

第２会議室

合 計（Ｃ）

令和２年度合計（Ｄ）

合計比較 （Ｃ） （Ｄ）

２） 使用料収入

区 分 件 数（件） 使用料収入（円）

大ホール

大ホール付属設備等

小ホール

小ホール付属設備等

リハーサル室

リハーサル室付属設備等

第１練習室

第２練習室

第２練習室付属設備等

第１会議室

第２会議室

合 計（Ａ）

令和２年度合計（Ｂ）

合計比較 （Ａ） （Ｂ）

（３） 利用件数過去５年の推移

年 度 件 数（件） 使用料収入（円）

平成２９年度

平成３０年度

令和元年度

令和２年度

令和３年度
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２ 童画館

（１） 入館者数

区 分 個 人 団 体 割 引 年間入館券 共通入館券 計

一 般

人 人 人 人 人 人

中高校生

小 学 生

小 計

１階はらっぱ等

招待等

合 計（Ａ）

令和２年度合計（Ｂ）

合計比較 （Ａ） （Ｂ）

（２） 入館料

区 分 個 人 団 体 割 引 年間入館券 共通入館券 計

一 般

円 円 円 円 円 円

中高校生

小 学 生

小 計

合 計（Ａ）

令和２年度合計（Ｂ）

合計比較 （Ａ） （Ｂ）

（３） 入館者数過去５年の推移

区分

年度

有料入館者

小計

１ 階 は

ら っ ぱ

等

招待・減

免等 合計
一般 中高生 小学生

平成２９年度

人 人 人 人 人 人 人

平成３０年度

令 和 元 年 度

令 和 ２ 年 度

令 和 ３ 年 度

（４） 入館料過去５年の推移

年 度 入館料収入（円）

平成２９年度

平成３０年度

令和元年度

令和２年度

令和３年度
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３ 蚕糸博物館

（１） 入館者数

（２） 入館料

（３） 入館者数・入館料過去５年の推移

年 度 入館者数 入館料収入

平成２９年度
人 円

平成３０年度

令和元年度

令和２年度

令和３年度

区 分 個 人 団 体 年間入館券 共通入館券 計

一 般

人 人 人 人 人

中高校生

小 学 生

小 計

無料ｿﾞｰﾝ

招 待 等

合 計（Ａ）

令和２年度合計（Ｂ）

合計比較 （Ａ） （Ｂ）

区 分 個 人 団 体 年間入館券 共通入館券 計

一 般

円 円 円 円 円

中高校生

小学生

小 計

合 計（Ａ）

令和２年度合計（Ｂ）

合計比較 （Ａ） （Ｂ）

（252）
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農 林 水 産 課

（254）
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第１ 概説

農林水産課では、農地の保全、農林水産業の振興、市有林の整備や分収造林事業、

鳥獣保護等に関する業務を執行した。

農業振興では、農業の担い手育成・確保策として、認定新規就農者への農業次世代

人材投資事業や「サポートファーム（栽培指導者付き市民農園）事業」を実施した。

地産地消の推進では、「農産物直売所活性化（野菜の日）事業」の実施や学校給食へ

の地元農産物提供の促進を図るとともに、シルクスイートの特産品化に向けた普及活

動を行った。新型コロナウイルス感染症の影響により、「岡谷農業フェスティバル」

は中止となったが、「オープンエアマーケット（青空市場）事業」や「岡谷市収穫祭」

は、感染防止対策を講じながら開催し、市内農業生産物の販売促進、農業振興を図っ

た。

生産振興の推進では、農作物食害防止対策支援や園芸施設の省エネ対策支援等を行

ったほか、農地保全対策として市民農園の利用促進を図った。

鳥獣被害対策では、被害の多い地域に防護柵の設置や捕獲等に対する支援を行った

ほか、ニホンジカを捕獲する鳥獣被害対策実施隊を組織し、農地の保全と農林業被害

の軽減に努めた。

水産振興では、諏訪湖の水産振興に向け、公魚卵放流事業及び外来魚の駆除対策事

業を支援した。

農業基盤整備では、農道の維持管理、農業用水路の改修等のほか、防災重点農業用

ため池の耐震性点検調査及びハザードマップ作成を実施した。

林業関係では、市有林の間伐や保育事業、森林経営管理に係わる諏訪地域６市町村

共同研修を実施したほか、民有林の整備推進に努めた。

松くい虫防除対策では、引き続き早期発見に向けた監視に努めるとともに、枯損木

や被害木を適切に処理することで拡大防止に努めた。

分収造林事業では、森林研究・整備機構と分収造林契約を結んでいる横川山におい

て保育事業等を実施した。

このほか、令和３年８月大雨災害により被災した農地、農業用施設、林業施設の災害

復旧工事を実施した。
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第２ 実績総括

主要な事務事業 内 容

市有林管理事業 巡視や倒木処理等による維持管理を行った。

・松くい虫被害

東山パークライン １本（伐倒・くん蒸処理）

・山林火災

発生日 令和３年４月２５日（日）（同日鎮火）

場 所 東山パークライン

面 積 ０．３ｈａ

円

市有林整備事業 健全な育成管理を図るための事業を実施した。

・東山パークライン

搬出間伐 ８．３５ｈａ

生物害防除（雨氷被害地） １．１８ｈａ

下刈り（雨氷被害地） ０．８８ｈａ

作業道開設 １，１３８ｍ

円

農業振興事業 １ 農業担い手の育成、確保

（１）サポートファーム（栽培指導者付き市民農園）事業

農業に関心のある市民等を対象に農業の基礎を習得す

る機会を提供し、農業担い手育成、地産地消の推進を図

った。

・期間 ４月から１０月まで（１４回）

・時間 隔週木曜日午前９時から１１時まで

・区画 １６区画（１６組）

（２）関係補助金

・女性農業組織育成事業補助金 １件 円

・環境保全型農業直接支払交付金 １件 円

・農業次世代人材投資事業補助金 １件 円

２ 地産地消の推進

（１）農産物直売所活性化 野菜の日 事業

健康推進策「もっと野菜を食べよう運動」と連携して

「野菜の日」に合わせ直売所の活性化を図った。

（２）学校給食地元農産物利用推進事業

学校側と生産者とのコーディネートに努め、市内小中

学校に地元農産物の提供を実施した。

・生産者 個人２１人、団体３団体

・出荷期間 ５月から３月まで

・出荷量 ９ １１０．８６㎏

（３）岡谷市農業振興連絡協議会事業

・ ９月 ４日（土）岡谷農業フェスティバル２０２１

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止

・１１月 ６日（土）岡谷市収穫祭

・ １月２９日（土）第２１回岡谷市農業シンポジウム

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止

（４）オープンエアマーケット（青空市場）事業  
岡谷蚕糸博物館マルベリー広場を活用し、定期的に開  

催することで、市内農業生産物の販売促進、地産地消の  
推進、農業振興を図った。  
・ ５月２２日（土）出展１０団体 参加者３２９名  
・ ６月２６日（土）出展１０団体 参加者２４４名
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・  ７月１７日（土）出展１２団体 参加者４６８名

・ ８月２８日（土）新型コロナウイルス感染症拡大

防止のため中止

・ ９月２５日（土）新型コロナウイルス感染症拡大

防止のため中止

・１０月２３日（土）出展１２団体 参加者３４１名

・１１月１３日（土）出展１０団体 参加者４５３名

（５）岡谷市農業技術者連絡協議会事業

１１月から２月までの毎月１６日を「おかやシルクス

イートの日」とし、シルクスイート販売、学校給食への

販売、おかやシルクスイートフェア、新たなレシピの開

発・研究、料理講習会を実施し普及活動を行った。

３ 生産振興の推進

・農業活性化事業補助金 ２件 円

・農業協同組合指導費補助金 １件 円

・農業共済組合育成補助金 ２件 円

・生産物直売所活性化事業補助金 ３件 円

・農業振興事業補助金 ２３件 円

４ 農地保全対策

・市民農園 市管理 １６箇所 １１２区画

個人型 ９箇所 ７９区画

計 ２５箇所 １９１区画

・中山間地域等直接支払事業

湊栃久保集落交付金 円

対象面積 ６５，４５３㎡

参加農家数 ２１戸

・鳥獣被害防止総合対策交付金 １件 円

電気柵設置

新倉地区３３０ｍ 樋沢地区２９０ｍ

サル防除対策委託

くくりわな ５基

ドックナビセット ５基

トランシーバー ２基

５ 米の生産数量目標及び経営所得安定対策

・経営所得安定対策等推進事業費補助金 １件 円

水田戦略作物該当者 大豆、麦、米粉 ３名

産地資金該当者 花き、野菜、果樹 １４名

円

水産振興事業 １ 諏訪湖公魚卵放流事業補助金 １件 円

２ 諏訪湖外来魚駆除対策事業補助金 １件 円

円

農地管理事業 農業用水の安定確保のため、揚水ポンプの維持管理等を実施し

た。

・用水施設維持管理業務委託

間下田用水、バイパス関連、小井川沖田用水

円

農道水路維持管

理事業

１ 農道水路維持修繕

・東堀汐改修工事他 計８件

２ 維持補修原材料等

円
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農道水路整備事

業

１ 小井川沖田ポンプ更新工事及び設計等委託業務

２ 小田野下汐 五兵衛汐 取水口改修工事（ｹﾞｰﾄ設置、東堀線下）

３ 防災重点農業用ため池ハザードマップ作成業務委託

４ 前年度繰越事業

・防災重点農業用ため池耐震性点検調査委託業務（１箇所）

円

分収造林事業特

別会計繰出金

分収造林事業の造林等事業費に対する２％分を負担した。

・造林等 下刈り、生物害防除、改植、根踏、地拵え、植栽

円

林務管理事業 鳥獣による農林業被害軽減のため、岡谷猟友会への委託及び鳥

獣被害対策実施隊を組織し、檻・罠等による捕獲を実施した。

円

林道等維持管理

事業

１ 林道修繕

・林道常現寺線舗装修繕工事 １件

２ 林道補修用材料等

円

松くい虫防除対

策事業

松くい虫被害の早期発見のための監視及び被害木等の処理を行

った。

・監視員４名による被害木周辺区域及び市内全域の巡視

４月～１１月

・マツノマダラカミキリ発見のための誘引器設置

８箇所（１０基）

・被害状況等

被害木数 市内５本、塩尻市地籍市有林１本

枯損木等伐倒本数 ４０本

検体採取・鑑定依頼数 ３７本

円

林道整備事業 林道横河山線観音橋架替事業

・前年度繰越工事（翌年度事故繰越）

橋梁上部工 Ｌ＝３５ｍ Ｗ＝６．５ｍ

監督員補助委託業務

（ 円

水源の森保全事

業

横川山水源かん養林土地借上地の健全な森林育成を行った。

１ 水源の森保全事業

・下刈 ７．０ｈａ

２ 横川山水源かん養林管理事業

・つる切り ２０．０ｈａ

・除伐 １０．０ｈａ

３ 横川山水源かん養林土地借上げ

・横川山 ３，７７１，４００㎡

・岡谷区 １２３，２００㎡

・四ヶ区 ７４，３８０㎡

円

林業振興事業 健全な森林づくり推進のため、民有林整備に対し補助を行った。

１ 森林環境保全直接支援事業

・搬出間伐 ５件 ５５．６２ｈａ

２ 市単森林造成事業

・除伐 ６件 １３．２９ｈａ

円

川岸地区山林火

災復旧事業

新倉山復旧協議会による事業に対し補助を行った。
・森林造成事業補助金 下刈り事業

円
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農地災害復旧事

業（令和３年８

月大雨災害）

８月の大雨により被災した農地の復旧工事等を実施した。

１ 復旧工事

・農地 １３１箇所のうち８７箇所実施

（補助事業９箇所、単独事業７８箇所）

２ 業務委託

・査定設計書作成業務（１９箇所）

・発注用設計書作成業務（１９箇所）

３ 翌年度繰越事業

・復旧工事 小洞沢ほか

円

農業用施設災害

復旧事業（令和

３年８月大雨災

害）

８月の大雨により被災した水路等の復旧工事等を実施した。

１ 復旧工事

・農業用施設 ６７箇所のうち、６５箇所実施

（補助事業１箇所、単独事業６４箇所）

２ 業務委託

・査定設計書作成業務（２箇所）

・発注用設計書作成業務（２箇所）

３ 負担金

・砥川水系災害復旧事業岡谷市負担金

査定設計業務（大汐、下汐）、災害復旧工事（下汐）

４ 翌年度繰越事業

・復旧工事 横川本汐ほか

・負担金 砥川水系災害復旧事業岡谷市負担金（大汐）

円

林業施設災害復

旧事業（令和３

年８月大雨災

害）

８月の大雨により被災した林道等の復旧工事等を実施した。

１ 復旧工事

・林業施設 １４７箇所のうち、７９箇所実施

（補助事業０箇所、単独事業７９箇所）

２ 業務委託

・土石流等監視システム設置業務（小洞沢川）

・査定設計書作成業務（１７箇所）

・詳細設計業務（横河山線１号）

３ 翌年度繰越事業

・復旧工事 清水水生久保線ほか

・業務委託 監督員補助業務

円

分収造林事業 横川山

・改植、生物害防除 ４．２５ｈａ

・根踏、生物害防除 ３．９０ｈａ、８．１５ｈａ

・地拵、植栽、生物害防除 ６．２７ｈａ

・下刈り ８．１５ｈａ

・生物害防除 ８．１５ｈａ

円
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第３ 主要な統計、行政資料等

１ 有害鳥獣捕獲実績 （単位：頭）

年

度

合

計

ニホン

ジカ

イノ

シシ

ハクビ

シン
タヌキ

アナ

グマ
カラス キツネ

カモ

シカ

ニホン

ザル

－ －

－ －

元 － －

２ 岡谷市分収造林事業特別会計

（１）契約面積

内訳 契約面積 植栽面積 本年度改植 除 地

団地名

横 川 山

新 倉 山

大 沢 山

横川山市有林

合 計

（２）契約の内容

団地名 契約番号
契約面積

（ ）

契約

年月日
契約期間 土地所有者

横川山

号
契約日から満 年間

（ 月）
横川山運営委員会

号
〃 年間

（ 月）
〃

号
〃 年間

（ 月）
〃

小計

横川山

市有林
号

契約日から満 年間

（ 月）
岡谷市

大沢山

号
〃 満 年間

（ 月）

新倉林野組合

三沢区、岡谷区

号
〃 年間

（ 月）
新倉林野組合

小計

新倉山 号
契約日から満 年間

（ 月）
新倉林野組合

合計



261

建 設 水 道 部

（262）
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都 市 計 画 課

（264）
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第１ 概説

都市計画課では、将来を見据えた都市計画業務や都市計画道路等の都市基盤整備の

ほか、市営住宅の管理、空き家対策、建築確認審査、耐震改修促進、建築工事の設計・

監督等の業務を執行した。

１ 都市計画基礎調査では、市街地面積、人口規模、土地利用、交通量などの現況につ

いて調査し、都市の現状や将来のまちの動向に係わるデータを把握した。

２ 長野県及び諏訪湖周の二市一町で、｢諏訪湖周自転車活用推進計画｣に基づき、諏訪

湖周サイクリングロードの整備工事を行い、一部区間（諏訪湖ハイツ前約２５０ｍ区

間）が開通した。

３ 岡谷市、諏訪市、 中日本、長野県で施工中の（仮称）諏訪湖スマートインタ

ーチェンジ整備事業は、岡谷市施工箇所の事業用地の買収・補償補填が完了し、整備

工事に着手した。

４ 国道２０号下諏訪岡谷バイパス（第１工区）及び都市計画道路岡谷川岸線整備につ

いて、国、県とともに地元対応を行い、事業促進を図った。

５ 市営住宅の適正管理とサービス向上を図るため、長野県住宅供給公社へ管理代行を

行い、市営住宅の管理と長寿命化計画に基づく大規模修繕や解体工事を実施した。

６ 市営住宅の管理効率化と有効活用を図るため、廃止予定の市営住宅入居者に対し、

他の市営住宅等への移転を誘導する老朽団地住替事業を実施するとともに、子育て世

帯が安心して快適に生活できるよう施設整備を行い、優先入居を行う子育て世帯支援

事業を実施した。

７ 空き家の適正管理、有効活用を図るため、専門機関と岡谷市空き家対策連絡会を運

営し、所有者等からの相談に対応したほか、管理不全空き家に対する適正管理指導、

老朽危険空き家の解体補助を実施するとともに、岡谷市空き家・特定住宅用地情報バ

ンクの運営、バンク登録住宅を購入した移住者に対する補助を行った。

８ 地震による建物被害の軽減を図るため、耐震改修促進計画（第Ⅲ期）を改訂すると

ともに、住宅の無料耐震診断、住宅の耐震改修工事への補助、多数の者が利用する特

定既存耐震不適格建築物の耐震診断への補助等を行った。

９ 建築基準法に基づく建築物等の建築確認及び完了検査等の審査業務を実施した。ま

た、中央町駐車場屋上防水等工事、防災倉庫新築工事、テクノプラザおかや機能強化

工事、長地小学校トイレ改修工事等、公共建築物の営繕工事の設計、監督を行った。
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第２ 実績総括

主要な事務事業 内 容

都市計画管理事

務

１ 岡谷市都市計画基礎調査

・岡谷市都市計画基礎調査委託業務

業務期間 令和３年６月１１日 金 ～

令和４年３月１０日 木

円

２ ３Ｄ都市モデル

・国交省サイト、岡谷市サイトでマップ公開

・国交省サイトでオープンデータ公開

３ 諏訪湖総合開発

・諏訪湖創生ビジョン推進会議 書面開催

５月２７日（木）ほか１回

・諏訪湖の日 １０月 １日（金）

・かわまちづくり意見交換会花岡区４月２３日（金）ほか２回

円

街路管理事業 １ 都市サイン修繕・点検

・車輌誘導サインの修繕 ６か所

円

地域幹線道路整

備促進事業

１ 国道２０号下諏訪岡谷バイパス（１工区）

（１）地元（中屋区）工事説明会

・期 日 ６月１１日（金）

・場 所 中屋区公民館

・参加者 中屋区民ほか ３１名

（２）トンネル工事安全祈願祭

・期 日 １１月２４日（水）

（３）（仮称）山田トンネル工事 Ｌ＝４８５ｍ

・１１月より掘削開始、３月末時点で約１００ｍ掘削完了

（４）道路改良工事

・道路土工（掘削、土砂運搬）

・地盤改良工

１１月より地盤改良工事に着手、３月末時点で約４０ｍ区間

の施工完了

２ 都市計画道路岡谷川岸線整備

Ｌ＝８７０ｍ（川岸小学校～観蛍橋） Ｗ＝１４ ０ｍ

（１）事業認可

・事業認可 ９月２日（木）

（２）地元（新倉区）説明会

・期 日 １１月９日（火）

・場 所 川岸支所２階講堂

・参加者 地権者、区民、新倉区役員 ５８名

・内 容 事業経過、用地補償等説明

（３）測量調査

・用地幅杭設置及び現況確認 １月中旬～３月中旬

・境界確認立会い ２月２１日（月）～２５日（金）

３月２２日（火）～２５日（金）

・物件調査 １月初旬～３月下旬 調査物件 １８件

３ （主）下諏訪辰野線整備駒沢区協議

・道路が狭あいで過去に死亡事故も発生し、道路拡幅整備を必

要としていることから、長野県、地元駒沢区と事業実施に向

けた協議、意見交換を実施
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４ 県道下諏訪辰野線整備促進期成同盟会

（１）事業促進要望（長野県建設部）

・期 日 ８月５日（木）

（２）交通量調査

・期 日 １０月５日（火） １２時間調査

・場 所 ４か所（岡谷市３か所、辰野町１か所）

５ 新和田トンネル有料道路利用者負担軽減事業

・販売実績 普通車 ７，３２０枚（販売単価３１５円）

軽自動車 ２，８１０枚（販売単価２６０円）

円

スマートインタ

ーチェンジ整備

事業

１ 関係機関との協議

・長野県、諏訪市、中日本高速道路協議 随時

・関係団体、機関等協議 随時

・地区協議会幹事会 ３月 ３日（木）

・第３回地区協議会 ３月書面開催

２ 地元対応

（１）区

・小坂区等協議 随時

・小坂区対策委員会 ４月１３日（火）ほか４回

・小坂区安全協議会 １月 ５日（水）ほか２回

・ 仮称 諏訪湖スマートＩＣ起工式 ５月１８日（火）

・トンネル名・橋梁名 命名表彰式 ５月２３日（日）

・小坂区対策委員会視察研修 １１月１０日（水）

（２）地権者

・岡谷市施工箇所工事説明会 １０月２５日（月）

・トンネル箇所等工事説明会 ２月２５日（金）

・用地取得交渉 （ＮＥＸＣＯ中日本権利者含む）

３ 工事・委託業務・補償・用地取得

・ＮＥＸＣＯ中日本事業用地の用地事務

・補償算定・分筆登記業務 円

・公有財産購入 ７名 ２，２３４．６９㎡ 円

・補償補填・賠償 ３名 立木補償等 円

・工事請負費 １か所 円

円

諏訪湖周サイク

リングロード整

備事業

１ 関係機関との協議

・ＪａｐａｎＡｌｐｓサイクリングロード地域検討会議

５月１２日（水）

・諏訪湖周自転車活用推進協議会 ５月２４日（月）ほか２回

２ 地元対応

・小坂区説明会（県事業） ６月１８日（金）ほか２回

・花岡区等立会（県事業計画） １１月 ５日（金）ほか１回

・他関係団体、他自治体等との協議 随時

３ 工事・委託業務・補償

・サイクリングロード測量・設計委託業務 円

・サイクリングロード整備工事 ３か所 円

・岡谷７９９号線道路改良工事 １か所 円

・物件移転補償 温泉スタンド 円

円
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湖畔若宮地区整

備事業

１ 地区住民の要望に応じて、地区計画に基づく道路整備と湖畔若

宮地区内の開発を進めるため、土地権利者の意向や近隣住民の

意見聴取を実施

（ 円）

市営住宅管理総

務事務

１ 市営住宅管理代行委託業務 円

大規模修繕工事 内 円

・中村Ａ１・Ａ２棟外壁等改修工事

・中村Ａ１・Ａ２棟手摺り設置工事

・堂前ユニットバス設置工事（子育て世帯支援事業用 戸）

・高尾市営住宅解体工事（平屋 戸）

２ 老朽団地住替事業に係る移転補償 ４件 円

３ 高尾市営住宅敷地の一部土地処分

・売却面積 ７８５ ７７㎡ 円

（ 円）

建築指導事務 １ 確認申請（計画変更含む） ９０件

２ 位置指定道路申請 ５件

３ 長期優良住宅認定（計画変更含む） ４２件

円

景観形成推進事

業

１ 屋外広告物設置許可 ２９件

円

住宅対策事業 １ 耐震対策

・耐震改修促進計画改訂（第Ⅲ期）

・個人住宅耐震診断委託 ２３件 円

・個人住宅等耐震補強補助 ４件 円

・特定既存耐震不適格建築物耐震診断 １件 円

２ 空き家対策

・空き家・特定住宅用地情報バンク登録１０件

成約１０件

・不良住宅判定委託 １７件 円

・老朽危険空き家対策補助金 ６件 円

・移住・田舎ぐらし応援事業補助金 ２件 円

・空き家対策連絡会相談取次 ２件

・空き家等対策協議会

期 日 １１月２５日（木）

場 所 市役所６０５会議室

参加者 委員９名

内 容 令和３年度空き家対策事業の取り組み状況の報告

円

公共用地取得事

業

１ 公共事業用地等の賃貸収入及び用地売却収入

・賃貸件数 ７か所 円

・一般会計へ有償所属換

所属換面積 １８２ ６０㎡（実測） 円

円

災害救助対応

（令和３年８月

大雨災害）

１ 令和３年８月大雨災害の被災者支援

・市営住宅への一時避難 目的外使用許可 ２件

・被災家屋の応急修理委託業務 １件

（ 円）
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第３ 主要な統計、行政資料等

１ 団地別管理戸数等 （令和４年３月３１日現在）

団地名 建設年度
入居戸数 管理戸数

Ｒ３年度 Ｒ３年度 Ｒ２年度 増減

出の洞 募集停止

橋 詰 募集停止

高 尾 ～ 募集停止 ▲

中 村 ～ 募集停止

小 萩 募集停止

富士見ヶ丘 ～ 募集停止

上ノ原 ～ 募集停止

加茂Ａ ～

加茂Ｂ ～

学ヶ丘

堂 前

中村Ａ

高尾Ｔ

小萩Ｋ ～

中村Ｃ ～

田中線 ～

合 計 ▲

２ 地域開発事業特別会計残財産表 （令和４年３月３１日現在）

箇 所 名 等

面 積
筆数

（筆）
備 考実 測

（㎡）

公 簿

（㎡）

１ 東中央通線関連公共事業用地 塚間町一丁目

２ 小井川西町線関連公共事業代替地 田中町三丁目

３ 東堀線関連公共事業代替地 長地柴宮一丁目

４ 東 町 線 関 連 公 共 事 業 用 地 赤羽三丁目

５ 湖 岸 線 関 連 公 共 事 業 用 地 湖畔四丁目

６ 岡 谷 川 岸 線 関 連 公 共 事 業 代 替 地 川岸東五丁目ほか

７ 湖畔公園関連公共事業用地・代替地 長地権現町三丁目ほか

８ 国道 号バイパス関連公共事業用地・代替地 長地出早一丁目ほか

９ 駅 南 地 区 関 連 公 共 事 業 用 地 天竜町一丁目

１０ 湊 三 丁 目 公 共 事 業 残 地 湊三丁目

合 計
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土 木 課

（272）
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第１ 概説

土木課では、道路、橋梁、水路、公園等の整備及び維持管理業務を執行した。

１ 道水路等の整備事業では、各区からの要望や地域活性化と安全でよりよい生活環境

の確保のための道路改良や溢水軽減対策工事等を行った。また、社会資本整備総合交

付金を受け、道路後退整備事業及び通学路等の安全・安心な通行空間確保を図るため、

市内各所において通学路や生活道路の交通安全対策工事を実施した。

２ 河川改修事業では、大洞沢川の河床改修工事を実施した。

３ 道水路維持補修事業では、主要幹線道路である１１号線（今井通り線）等の舗装維

持工事を実施した。また、道水路点検、河川点検、交通安全施設点検等を随時行うと

ともに、月２回の定期パトロールを実施して、舗装や側溝等の破損箇所の早期発見に

つとめ維持補修を行った。

４ 冬期の道路管理では、４業者に委託して凍結防止剤散布を実施した。除排雪業務と

しては、除雪重機等所有の４８業者と委託契約し、市が指定する除雪路線の部分除雪

と雪捨場の整地作業等を実施した。

５ 橋梁維持補修事業では、鉄道に跨る橋梁の定期点検を実施した。また、岡谷市橋梁

長寿命化修繕計画（第二期）に基づき早期に補修が必要な橋梁の修繕工事を実施した。

６ 河川維持事業では、護美沢川外 河川について、河川内に堆積している堆積土砂等

の撤去工事を実施した。

７ 道水路の管理業務では、境界査定、市道の認定と変更事務、道路台帳の補正等整備

のほか、道水路管理に必要な事務を行った。また、道水路の占用許可及び自営工事承

認に関する事務を行い、占用料の徴収事務等を実施した。

８ 都市公園管理では１９公園の清掃や剪定等の維持管理を実施したほか、公園施設の

長寿命化と機能の再整備に向けた方向性を盛り込んだ、第２期岡谷市公園施設長寿命

化計画を策定した。また、新型コロナウイルス感染症の感染予防対策を実施した。

９ 緑化推進では街路樹の剪定、消毒等の樹木管理のほか、ふれあい花壇づくり事業を

実施し、住民参加による緑化運動の推進啓発に努めた。

１０ 災害復旧事業では、８月の大雨災害で被災した道路、河川及び公園について、災

害復旧工事を実施した。

１１ 県事業では、道路や河川の改修、砂防等の事業に係る協議、連絡調整を行った。
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第２ 実績総括

主要な事務事業 内 容

土木管理事務 １ 各種負担金

・治水砂防協会会費

円

・河川協会会費

円

・長野県地区用地対策連絡協議会会費

円

・急傾斜地崩壊防止事業地元負担金

円

円

路線管理事務 ・道路台帳補正業務

道路網図等修正一式 業務箇所 岡谷市内一円

円

・街区基準点復元測量業務

円

・道路等占用台帳管理システム導入

円

円

道路橋梁総務管

理事業

・道路橋梁照明等電気料

円

円

道水路維持補修

事業

１ 請負工事 ５９件
・２号線（山の手線）舗装維持工事

舗装工 Ｌ＝２７０ｍ Ａ＝１，７６０㎡
・３号線（鳴沢通り線）舗装維持工事

舗装工 Ｌ＝２７３ｍ Ａ＝１，５７０㎡
・８号線（若宮通り線）舗装維持工事

舗装工 Ｌ＝２７５ｍ Ａ＝１，０４０㎡
・１４号線（横道線）舗装維持工事

舗装工 Ｌ＝１７５ｍ Ａ＝ ８８１㎡
・１７号線（鶴峯天白線）舗装維持工事

舗装工 Ｌ＝２５２ｍ Ａ＝１，１２０㎡
・２２号線（横川東堀線）舗装維持工事

舗装工 Ｌ＝４８５ｍ Ａ＝３，１６０㎡
・２４号線（東山田西山田線）舗装維持工事

舗装工 Ｌ＝２８２ｍ Ａ＝１，４９０㎡
・３１号線（国道北線）舗装維持工事

舗装工 Ｌ＝２８０ｍ Ａ＝１，８８０㎡
・１０３号線（西堀通り線）舗装維持工事

舗装工 Ｌ＝１６８ｍ Ａ＝ ４４６㎡
・１１０号線（小野道線）舗装維持工事

舗装工 Ｌ＝１２５ｍ Ａ＝ ５０８㎡
・１１３号線（長地山の手線）舗装維持工事

舗装工 Ｌ＝１４０ｍ Ａ＝ ６０９㎡
・１１４号線（間下東街道線）舗装維持工事

舗装工 Ｌ＝２０７ｍ Ａ＝１，１９０㎡
・川岸５２号線舗装維持工事

舗装工 Ｌ＝１３０ｍ Ａ＝ ５９７㎡

・その他小規模工事 ４６件

円



275

２ 施設等修繕

・道路付属物、交通安全施設、凍結防止剤散布装置、ロータ

リー除雪自動車等
円

３ 委託業務 ２４件

・岡谷駅歩道橋昇降機設備保守点検委託業務

油圧式昇降機２基の異常監視及び月例保守点検

・その他小規模業務及び単価契約 ２３件

測量図作成、支障木等伐採、産業廃棄物処理、

除雪車管理、側溝浚渫土砂等運搬

円

・雪寒業務

除雪路線 ８７路線 延長８６ ３４ｋｍ

凍結防止剤散布業務 延べ１３７回

除雪業務 延べ ２２回

雪捨場整地等業務 延べ ３３回

円

４ 賃貸借契約 ５件

・公用車両賃貸借契約

賃貸借台数 ３台

・岡谷市ＬＥＤ道路照明灯賃貸借契約

道路照明灯 Ｎ＝ 灯

・その他 件

円

５ 直営工事

・舗装及び側溝等補修、道水路等清掃、草刈伐採、泥上げ、

土のう配布、凍結防止剤散布及び配布、焼き砂配布等

６ 前年度繰越委託業務 ２件

・岡谷７２０号線外２路線路盤調査業務

・その他小規模工事 １件

円

７ 前年度繰越工事 ４件

・４号線（間下道線）舗装維持工事

舗装工 Ｌ＝２１０ｍ Ａ＝１，０３０㎡

・９号線（中道町線）舗装維持工事

舗装工 Ｌ＝５５４ｍ Ａ＝３，９４０㎡

・１１号線（今井通り線）舗装維持工事

舗装工 Ｌ＝３４８ｍ Ａ＝２，０５０㎡

・岡谷７２０号線舗装維持工事

舗装工 Ｌ＝７５６ｍ Ａ＝４，５３０㎡

円

（ 円）

道水路等整備事

業
１ 請負工事 ２８件

・通学路交通安全対策工事

交通安全対策工 Ｎ＝６箇所

・通学路交通安全対策（その２）工事

交通安全対策工 Ｎ＝７箇所

・通学路交通安全対策（その３）工事

交通安全対策工 Ｎ＝３箇所
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・岡谷５０号線改良工事

側溝工（３００型） Ｌ＝１０８ｍ

舗装工 Ａ＝６０５㎡

・岡谷６０５号線改良工事

側溝工（３００型） Ｌ＝８８ｍ

・岡谷３２０号線改良工事

甲蓋工（２５０型） Ｌ＝１５３ｍ

・岡谷２１８号線改良工事

側溝工（３００型） Ｌ＝１１６ｍ

・川岸３３６号線改良工事

歩道整備工 Ｌ＝１００ｍ

・湊７７号線改良工事

側溝工（３００型） Ｌ＝２１ｍ

舗装工 Ａ＝２９８㎡

・川岸１０６号線改良工事

側溝工（３００型） Ｌ＝４４ｍ

・１８号線（能登舟線）改良工事

擁壁工 Ａ＝１９㎡

・岡谷７３８号線支線改良工事

水路工 Ｌ＝２３ｍ

・岡谷７８１号線支線改良工事

舗装工 Ａ＝１２４㎡

・湊１０７号線支線改良工事

水路工（φ２００） Ｌ＝７６ｍ

・川岸１６３号線改良工事

側溝工（３００型） Ｌ＝１８ｍ

舗装工 Ａ＝１４４㎡

・長地３０号線改良工事

大型フリューム工（１６００×１２００）Ｌ＝１３ｍ

・長地１９５号線改良工事

舗装工 Ａ＝３４６㎡

・川岸１７０号線改良工事

側溝工（３００型） Ｌ＝３２ｍ

舗装工 Ａ＝１１９㎡

・湊４号線改良工事

側溝工（３００型） Ｌ＝４０ｍ

舗装工 Ａ＝１４５㎡

・川岸２６４号線改良工事

側溝工（３００型） Ｌ＝４６ｍ

・湊１０９号線改良工事

水路工（４００型） Ｌ＝６２ｍ

・岡谷６７１号線改良工事

側溝工（３００型） Ｌ＝２８０ｍ

舗装工 Ａ＝１５２０㎡

・１２号線（小井川東町線）改良工事

側溝工（３００型） Ｌ＝７８ｍ

擁壁工 Ｌ＝１５ｍ

・その他小規模工事 ５件

円
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２ 道路後退舗装工事 １０件

・岡谷５２３号線道路後退舗装工事

舗装工 Ａ＝９２㎡

擁壁工 Ｌ＝２７ｍ

・岡谷３２号線道路後退舗装工事

舗装工 Ａ＝１８２㎡

・長地２６２号線道路後退舗装工事

舗装工 Ａ＝５０㎡

・長地１６１号線道路後退舗装工事

舗装工 Ａ＝４８㎡

・長地２３８号線道路後退舗装工事

舗装工 Ａ＝１８３㎡

・長地２７４号線道路後退舗装工事

舗装工 Ａ＝８０㎡

・その他小規模工事 ４件

円

３ 委託業務 １４件

・長地３５号線測量設計業務

・生活道路交通安全対策調査設計業務

・その他小規模業務 １２件

円

４ 財産購入 ２２件

・長地２６２号線道路後退整備事業に伴う用地代

・岡谷６２０号線道路後退整備事業に伴う用地代 ２件

・その他 １９件

円

５ 補償 １９件

・岡谷５０号線整備事業に伴う補償

・長地１６１号線道路後退整備事業に伴う補償 ４件

・その他１４件

円

円

橋梁維持補修事

業

１ 請負工事 ２件
・花上寺橋橋梁修繕工事

ひび割れ補修工 Ａ＝１５８㎡
・その他小規模工事 １件

円
２ 委託業務 ５件

・中央旧線岡谷・川岸間洩矢跨線人道橋外３橋点検作業
橋梁点検 Ｎ＝４橋

・中央自動車道と交差する岡谷市管理の花上寺橋補修工事
の施行に関する協定

花上寺橋修繕工 一式
・その他 ３件

円
３ 前年度繰越工事 ４件

・滝ノ沢第三橋橋梁修繕工事
ボックスカルバート工（２，０００×１，６００）
Ｌ＝１１ ０ｍ

・旧道東堀橋橋梁修繕工事
ボックスカルバート工（１，６００×１，２００）
Ｌ＝６．８ｍ



278

・鳴沢橋橋梁修繕工事
ボックスカルバート工（１，２００×１，２００）
Ｌ＝２．４ｍ

・中村役場橋橋梁修繕工事
ボックスカルバート工（４，０００×２，１００）
Ｌ＝９．０ｍ

円
４ 前年度繰越補償 ２件

・中村役場橋橋梁修繕工事に伴う電気通信設備の移転工事
補償料
・その他 １件

円

円

河川改修事業 １ 請負工事 １件

・大洞沢川改修工事

底張工 Ａ＝１９５㎡

円

円

河川維持事業 １ 請負工事 ５件

・護美沢川浚渫工事

堆積土砂撤去工 ＝３４５ｍ Ｖ＝２６２㎥

・太川浚渫工事

堆積土砂撤去工 ＝６３５ｍ Ｖ＝２５１㎥

・大洞沢川浚渫工事

堆積土砂撤去工 ＝ ５２ｍ Ｖ＝ ９３㎥

・栃久保川浚渫工事

堆積土砂撤去工 ＝１２８ｍ Ｖ＝ ３６㎥

・その他小規模工事 １件

円

円

都市公園管理総

務事業

１ 指定管理者による公園管理

・鳥居平やまびこ公園、岡谷湖畔公園

円

２ 直営による公園管理

・蚕糸公園外１５公園

円

３ 観光地等魅力向上森林景観整備業務（塩嶺御野立公園）

・立木伐採Ｎ＝１４本、除伐Ａ＝４００㎡

円

４ 湖畔若宮地区地区計画関連用地取得

・計画における公園・広場用地 １８２．６０㎡

円

５ 公園施設管理に関する対応

以下のとおり新型コロナウイルス感染症の予防対策に努

めた。

・鳥居平やまびこ公園

開園日４月１８日（日）オープンイベントほか６事業を中

止。（木工教室・自然ふれあい体験会、草木染教室、プリ

ンス スカイラインミュウジアム春季、秋季イベント）

９月３日（木）から９月１２日（日）まで長野県が発出す

る「命と暮らしを救う集中対策期間」に伴い自主事業（売
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店・プリンス スカイラインミュウジアム・レストラン・

どんぐりポッポ・おもしろ自転車）を休止。

・岡谷湖畔公園

マレットゴルフ場へ手指消毒液を設置。

・公園トイレ

手洗い啓発掲示と固形石鹸を設置。

円

都市公園維持補

修事業

１ 公園維持補修

・蚕糸公園外１５公園

円

２ 請負工事

・鳥居平やまびこ公園サマーボブスレーリフト整備工事

索受装置整備 一式

円

円

都市公園整備事

業

１ 前年度繰越事業

・高架下公園撤去工事

長野自動車道大規模改修工事の実施に伴い支障となる噴

水、テニスコート、トイレ、樹木等の公園施設を撤去。

円

円

緑化推進事業 １ 街路樹等管理

・丸山橋線沿線、市道 号線（国道北線）の剪定ほか消毒、

中浦通り線周辺街路樹の樹種転換に伴う伐採及び剪定等

・中道町線、下諏訪辰野線、東堀線ほか８路線植樹帯の除草、

低木の剪定等

円

２ ふれあい花壇づくり事業

・プランター貸与、花苗助成 認定団体数 ３８団体

円

円

道路橋梁災害復

旧事業（令和３年

８月大雨災害）

１ 請負工事 ５８件

・川岸３０３号線災害復旧工事   
舗装工Ａ=２０３㎡  

・川岸２２６号線災害復旧工事  
Ｕ型側溝（３００型）Ｌ=２５ｍ  

・１０８号線（鮎沢花岡線）災害復旧工事   
舗装工Ａ=４００㎡  

・川岸１７９号線災害復旧工事   
法面復旧工 Ａ=１９㎡  

・川岸２９３号線災害復旧工事  
擁壁工（石積工）Ａ=１４㎡  

・２９号線（沢入道線）災害復旧工事   
堆積土砂撤去工 Ｖ=４０㎥  

・２９号線（沢入道線）災害復旧（その２）工事   
不陸整正工 Ａ=４，８００㎡  

・２９号線（沢入道線）災害復旧（その３）工事   
不陸整正工 Ａ＝１，８００㎡  

・川岸２９号線災害復旧（その２）工事   
舗装復旧工 Ａ=２１０㎡  
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・川岸１４９号線災害復旧工事   
舗装工 Ａ=４６㎡  

・岡谷３０６号線災害復旧工事   
カゴ枠工 Ｌ=１４ｍ  

・岡谷３０６号線災害復旧（その２）工事   
補強土壁工 Ｌ=１５ｍ  

・岡谷６２５号線災害復旧（その２）工事   
カゴ枠工 Ｌ=３２ｍ  

・岡谷６２５号線災害復旧（その３）工事   
舗装工 Ａ＝１７０㎡  

・湊３５号線外１路線災害復旧工事   
舗装工 Ａ＝７７㎡ 側溝工（３００型）Ｌ＝４ｍ  

・川岸２９４号線外１路線災害復旧工事   
路盤工 Ａ＝７４０㎡、側溝浚渫工 Ｌ＝３０ｍ  
水切り設置工 Ｎ＝１基  

・１２０号線（矢垂峠線）外４路線災害復旧工事   
不陸整正工 Ａ＝４００㎡  

・川岸１５６号線外２路線災害復旧工事   
堆積土砂撤去工 Ｖ＝５０㎥  

・１２１号線（追鶴線）災害復旧工事   
不陸整正工 Ａ＝５００㎡  

・湊４１号線外２路線災害復旧工事   
堆積土砂撤去工 Ｖ＝４０㎥  

・川岸２６０号線災害復旧工事   
Ｕ型側溝（３００型）Ｌ=３６ｍ  

・川岸３２４号線支線災害復旧工事   
Ｕ型側溝（４５０型）Ｌ＝５０ｍ  

・川岸３０３号線支線災害復旧工事   
カゴ枠工 Ｌ＝１０ｍ  

・岡谷４４２号線外２路線災害復旧工事   
堆積土砂撤去工 Ｖ＝１５㎥  

・川岸２８２号線災害復旧工事   
舗装工 Ａ＝４２㎡ 石積補強コンクリート工 Ｌ＝１４ｍ 

・川岸２８１号線災害復旧工事   
堆積土砂撤去 Ｖ＝５０㎥  

・川岸２８１号線災害復旧（その２）工事   
堆積土砂撤去 Ｖ＝３５㎥  

・川岸２８１号線災害復旧（その３）工事   
排水管設置工φ１００ Ｌ＝２８ｍ  

・１７号線（鶴峯天白線）外２路線災害復旧工事   
ボックスカルバート工（３００型） Ｌ＝８．０ｍ  

・岡谷７７号線外２路線災害復旧工事   
堆積土砂撤去 Ｖ＝２５㎥  

・川岸２７４号線外１路線災害復旧工事   
堆積土砂撤去 Ｖ＝１２０㎥  

・川岸スポーツ広場災害土砂仮置場準備工事   
敷鉄板設置撤去工 Ｎ＝３１枚  

・川岸スポーツ広場災害土砂搬出工事   
災害発生土運搬処分工 Ｖ＝１，１７０㎥  

・川岸スポーツ広場災害土砂仮置場復旧工事   
グランド整備工 Ａ＝５，０００㎡  
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・川岸２８１号線支線災害復旧工事  
堆積土砂撤去工 Ｖ＝５㎥  

・その他小規模工事 ２３件  
円

２ 委託業務 ２件

・川岸２７４号線災害復旧測量設計業務

・１０８号線（鮎沢花岡線）外１路線災害復旧測量設計業務

円

円

河川災害復旧事

業（令和３年８月

大雨災害）

１ 請負工事 ３３件

・小洞沢川災害復旧工事   
堆積土砂撤去工 Ｖ=４㎥、道路清掃工 Ｌ=４５ｍ  

・小洞沢川災害復旧（その２）工事   
砂防堰堤土砂撤去工 １式  

・小洞沢川災害復旧（その３）工事   
底張工 Ｌ=５０ｍ Ａ=５０㎡  

・中村沢川災害復旧工事   
堆積土砂撤去 Ｖ=３０㎥  

・若宮沢川災害復旧工事   
堆積土砂撤去 Ｖ=１０㎥、カゴ枠設置工 Ａ=１０㎡  

・ヨキトギ沢川災害復旧工事   
堆積土砂撤去工 Ｖ=２５㎥ 大型土嚢積工 Ｎ＝９基 

・ヨキトギ沢川災害復旧（その２）工事   
カゴ枠工 Ｌ=３９ｍ  

・ウノキ沢川災害復旧工事   
堆積土砂撤去工 Ｖ=９０㎥  

・栃久保川災害復旧工事   
堆積土砂撤去工 Ｖ＝２㎥  

・よもぎ沢川災害復旧（その２）工事  
水路工（４５０型）Ｌ＝４０m 

・須門挟間川災害復旧工事  
河道掘削工 Ｖ＝１５０㎥  

・須門挟川災害復旧（その２）工事   
河道整備工 Ｌ＝７５m 

・芦の沢川災害復旧工事   
堆積土砂撤去工 Ｌ＝４５m 

・一の樋汐災害復旧工事   
堆積土砂撤去工 Ｖ＝６０㎥  

・境沢川災害復旧工事   
底張工 Ａ＝１０㎡  

・西阿原田汐災害復旧工事   
河川土砂浚渫 Ｖ＝３㎥ 防草シート敷設工 Ａ＝７㎡ 

・小口汐災害復旧工事   
河川土砂浚渫 Ｖ＝９１㎥  

・志平川災害復旧工事   
堆積土砂撤去工 Ｖ＝１００㎥  

・本沢川災害復旧工事  
護岸嵩上げ工 Ｌ＝１２．６ｍ  

・桧山沢災害復旧工事  
堆積土砂撤去工 Ｖ＝５８㎥  

・その他小規模工事 １３件  
円
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２ 委託業務 ２件

・追鶴川災害復旧測量設計業務

・一の沢川測量設計業務

円

円

公園施設災害復

旧事業（令和３年

８月大雨災害）

１ 請負工事 ３件

・鳥居平やまびこ公園災害応急工事   
大型土のう設置工２４袋  
フェンスバリケード設置工２６台  

円

・鳥居平やまびこ公園災害復旧工事  
花壇復旧 Ａ＝２９０㎡ 板柵土留 Ｌ＝４９ｍ  

円

・鳥居平やまびこ公園排水対策工事   
側溝工（３００型）Ｌ＝７４ｍ  
暗渠工（Φ３００）Ｌ＝１９ｍ  

円

２ 委託業務

・鳥居平やまびこ公園災害復旧測量設計業務

円

円

県執行事業 １ 河川事業

・塚間川 （河道拡幅工事）

２ 砂防事業

通常分

・栃久保川 （堰堤工事）

・竹の沢川 （調査・測量・設計・工事）

・蟹沢 （調査・測量・設計）

災害分

・中大久保沢 （調査・測量・設計・工事）

・大久保沢 （調査・測量・設計・工事）

３ 急傾斜地崩壊対策事業

・山手町 （測量・設計・工事）

４ 維持補修事業

・岡谷下諏訪線（舗装補修工事）

・岡谷茅野線 （街路樹整備）

・釜口橋 （橋梁補修工事）

第３ 主要な統計、行政資料等

１ 道路延長等の状況

令和 年度 令和 年度 増 減

総延長（ｍ）

実延長（ｍ）

舗装整備率（％）

道路敷面積（㎡）

橋梁総個所数（箇所） △

路線数（本）
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２ 有料公園施設の利用状況

施設名

利用者数等 使用料収入

令和３年度 令和２年度 増減
令和３年度

（Ａ） （Ｂ） Ａ － Ｂ

鳥居平やまびこ公園 人 人 人 円

サマーボブスレー 人 人 人 円

サイクリング 人 人 人 円

テニスコート 人 人 人 円

望遠鏡 人 人 △ 人 円

ロッカー 人 人 人 円

スポーツ広場 件 件 件 円

塩嶺閣 件 件 件 円

鶴峯会館 件 件 件 円

（284）
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水 道 課

（286）





287（288）

第１ 概説

温泉事業特別会計では、市内施設への給湯、温泉使用料の徴収、温泉スタンド等の

施設維持管理及び利用促進事業を行った。

１ おかや総合福祉センター（諏訪湖ハイツ）、岡谷市民水泳プール、岡谷健康福祉施設

（ロマネット）、温泉デイサービス湯けむりの４施設への給湯及び温泉スタンドによる

温泉の販売を行った。

２ 諏訪湖周サイクリングロード整備事業に伴う温泉スタンド移設工事のほか、源泉ポ

ンプ取替工事を行った。

３ 温泉スタンドの利用状況は、１日平均３３．８件であった。

４ 温泉給湯収入は、１５，２０２，８００円となり、温泉スタンドのメタル販売数は、

２００リットル（１００円）が９，２７０枚、３００リットル（１５０円）が

３，５１９枚で、その収入は１，４５４，８５０円となった。

第２ 実績総括

主要な事務事業 内 容

温泉施設管理事業 １ 温泉給湯事業

おかや総合福祉センター １００㍑／分

岡谷市民水泳プール １５㍑／分（ ４月～９月）

２０㍑／分（１０月～３月）

ロマネット １００㍑／分

温泉デイサービス湯けむり ４０㍑／分

上記４施設に最大２６０㍑／分を給湯した。

２ 温泉スタンド事業

温泉スタンド利用件数

２００㍑ ８，９５２件

３００㍑ ３，４０２件

合 計 １２，３５４件

３ 主な工事・修繕

・源泉ポンプ取替工事 一式 ５，６１０，０００円

・温泉スタンド移設工事 一式 ３６，９４９，０００円

（ 円）
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会 計 課

（290）





291（292）

第１ 概説

会計課では、現金及び有価証券並びに物品に関する事務や決算の調製などの会計管

理事務を行った。

第２ 実績総括

主要な事務事業 内 容

会計管理事務 １ 現金及び有価証券の出納、保管

（１） 収入、支出関係書類の審査、確認事務

（２） 諸帳簿への記録、管理

（３） 職員に対する会計事務の指導、研修会の開催

（４） 各課手持現金の確認、検査（随時）

２ 物品の出納及び保管

（１） 不用物品の売却（車両１台ほか）

（２） 共通消耗品の払出（１５０件）

３ 決算の調製

（１） 決算数値の確認

（２） 決算関係資料のとりまとめ

（３） 決算書及び決算附属書類の作成、市長への提出（７月）

円

災害救助対応

（令和３年８月

大雨災害）

令和３年８月に発生した大雨災害の避難者に対して食料品の

調達及び各避難所への運搬調整を行った。

円

第３ 主要な統計、行政資料等

１ 支払状況

区 分 支払件数 支払方法 件 数 比 率

一般会計 件
窓口払 件 ％

口座振込 件 ％

特別会計 件
窓口払 件 ％

口座振込 件 ％

合 計 件
窓口払 件 ％

口座振込 件 ％

２ 会計別資金運用状況（定期預金）

会計名 運用回数 運用延金額 運用利子額

霊園事業特別会計

回 円 円

温泉事業特別会計

湊財産区一般会計

水道事業会計

下水道事業会計

病院事業会計

歳入歳出外現金

合 計
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教 育 委 員 会

（294）
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教 育 部

（296）
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教 育 総 務 課

（298）
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第１ 概説

教育総務課では、岡谷市教育大綱の教育理念の下、学校における子どもたちの基礎

的学力を保障し、個性の伸長や社会性の育成をはじめとした、調和ある心身の成長を

保障するため、学校教育を中心として各種事業を推進した。

教育委員会全般に関する事項では、令和４年３月３１日をもって任期満了となった

岩本博行教育長が令和４年４月１日付で再任されたほか、令和４年３月１０日をもっ

て任期満了となった、小平陽子委員が令和４年３月１１日付で再任された。

令和３年８月大雨災害では、避難指示の発令を受け、岡谷東部中学校を除く市内３

中学校及び湊、川岸公民館に避難所を開設し、避難所運営にあたったほか、被害のあ

った川岸駅周辺地域の児童生徒の安全を確保するため、登校時の支援を行った。

新型コロナウイルス感染症への対応では、学校行事の見直しや工夫等により学びを

保障したほか、感染防止対策を講じながら学校運営を行った。

その他の主要事業のうち、チーム岡谷による学力向上推進事業では、課に配属され

た主任指導主事及び学力向上アドバイザーが中心となり、各校の巡回訪問や指導等を

行い、学力向上を図る取り組みを推進した。

教員の働き方改革に関しては、教員が子どもたちと向き合う時間を確保できるよう、

部活動指導員やスクール・サポート・スタッフの配置等を行った。

施設整備では、「岡谷市魅力と活力ある学校づくり推進プラン」のハード整備版に

基づく岡谷東部中学校管理教室棟の長寿命化大規模改修工事が竣工したほか、長地小

学校トイレ洋式化改修工事を実施した。また、市内学童クラブにおいて、緊急時の迅

速な情報伝達に向け、国庫補助を活用して情報機器を整備し、ＩＣＴ化を推進した。

子ども総合相談センターでは、様々な悩みを抱える児童生徒に対してチームによる

総合的な相談支援を行ったほか、フレンドリー教室や中学校の中間教室を活用して、

長期欠席傾向にある子どもたちに対する自立支援や学習支援に努めた。

また、障がいのある子ども一人ひとりに応じた特別支援教育の充実を図ったほか、

悩みを打ち明けることの大切さを学ぶＳＯＳの出し方に関する授業等を実施した。

このほか、幼保小接続期を円滑につなぐ独自のカリキュラムとして、学校、保育園

等の関係者の協力により「おかや絹結プログラム」を作成した。
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第２ 実績総括

主要な事務事業 内 容

教育委員会運営

事務

教育委員会会議の運営及び総合教育会議に関わる事項について、

協議・調整を行った。

１ 教育委員会会議

・定例教育委員会 １２回開催（９月は書面により決議）

・教育委員協議会 ８回開催

２ 総合教育会議

教育行政等に関わる事項について、協議・調整を行った。

・開催期日：令和４年１月１７日

・構成員：市長、教育委員会 計７人

（ 円）

事務局総務事務 事務局全般に亘る事務及び人事に関わる業務等を執行したほか、

教員の働き方改革推進に向けた事業等を実施した。

１ 地域に開かれた学校づくり事業

・学校評議員 １１小中学校 ６５人 委嘱

２ 教員働き方改革推進事業 円

「岡谷市学校における働き方改革推進のための基本方針」に基

づき、多忙な教員が本来の授業づくりや児童生徒の指導に専念で

きる環境を整えるため、教員の働き方改革を推進した。

・小中学校への留守番電話、出退勤システムの運用 全１１校

・中学校への部活動指導員の配置 ８名

・長期休業中の完全閉庁日の設定

（ 円）

教育施策事業 教育施策の推進に関わる各種事業を実施した。

１ チーム岡谷による学力向上推進事業

・課配置の主任指導主事及び学力向上アドバイザーを中心に、各

校を訪問し、教員の授業改善に向けた指導や助言を行った。

・巡回指導等 ８３回

・学力向上を図るため外部講師による教員研修等を実施した。

・２年ぶりとなる「全国学力・学習状況調査」が５月に実施され、

分析を通じて、授業改善策を検討し、各校へ指導助言を行った。

２ 生徒指導支援

問題行動等に的確に対応し、児童生徒の健全な育成を図るため、

小中高等学校、地域・家庭間の連携を図り、生徒指導推進委員会

を開催した。年４回開催

・生徒指導の推進と小中、高校間等の情報交換

・長期休業中の生徒指導、あいさつ運動の推進

３ 教職員研修の充実

教職員の資質向上を図るため、校長会と共催して研修会等を実

施したほか、学校訪問を通じて学校経営に関する助言等を行った。

感染症対策の一環として、会場を分散し、Ｗｅｂ会議システム

を用いたリモート会議により対応した。

・５月 新任学校教職員研修会は小学校１１校に分散

・７月 教職員研修会（悉皆研修）は４中学校に分散

４ 平和体験研修事業

感染症対策として、広島市への生徒派遣は中止とし、阿智村の

満蒙開拓平和記念館から平和の尊さを学ぶ資料を借用し、各中学

校において平和学習を実施した。 円

・平和資料の巡回 ８月２３日（月）～９月１７日（金）

（ 円）
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児童生徒の安全

対策事業

１ 学校安全対策の推進

（１）学校での安全確保の取り組み

災害や不審者等の緊急時に対応するため、各校において危機

管理マニュアルを点検・見直したほか、学校施設・設備の安全

点検や児童生徒による避難訓練等を実施した。

（２）地域との連携

各校が通学路の危険箇所を点検し、「子どもを守る地域安全

指導マップ」を作成したほか、警察の「安心の家」との連携、

地域ボランティアによる登下校時の見守り、パトロール活動等

の取り組みを進めた。

（３）通学路の交通安全対策

第３次「岡谷市通学路交通安全プログラム」の最終年として、

計画期間中に安全対策を予定した市道の通学路４５箇所及び

新たに追加した４箇所のうち、令和３年度は１７箇所の安全対

策を実施した。（土木課による対応）

＜実施箇所数＞

長地小５箇所、川岸小、岡谷田中小各３箇所、

神明小、上の原小各２箇所、小井川小、湊小各１箇所

（４）第４次通学路交通安全対策プログラムの策定

令和４年度から３年間の安全対策を進めるため、道路管理

者、学校、ＰＴＡ、警察署等関係機関の協力により、通学路の

合同点検を実施し、安全対策の総合的な検討、調整を行い、「第

４次通学路安全対策プログラム」及び実施計画を策定した。

安全対策会議 ３回、通学路合同点検 １回

２ ふれあいたいむの推進

登下校時の子どもたちの安全を確保するため、市民が散歩や

ジョギング、清掃などを行いながら子どもたちを見守る活動を

啓発する「ふれあいたいむ推進旬間」を実施した。

・推進旬間 春季： ５月１９日（水）～ ５月２８日（金）

秋季：１０月２０日（水）～１０月２９日（金）

子ども総合相談

センター事業

児童生徒に関わるいじめ対策や不登校対策、就学支援など、小中

学校期の子どもと家庭を中心に総合的な相談支援を行った。

１ 子ども総合相談センターの運営

（１）相談業務等

・子育て・子育ちに関する総合的な相談・支援を行った。

・センター長、子ども教育支援相談員等、計１０名体制

・相談実件数５５１件 相談延べ回数１，８３７回

・庁内、関係機関とのケース会議１７５回

（２）フレンドリー教室・中学校中間教室の運営

・通室児童生徒数 フレンドリー教室３人、中間教室２５人

・親のまなざしの会 不登校を考える親の会 年７回開催

（３）カウンセリング等の充実

・県費のスクールカウンセラー３人（市費で兼務委嘱）及び臨床

心理士１人を「専門カウンセラー」として配置した。

・教育相談室で専門カウンセラーによる教育相談を実施した。

（相談員１名、月２回実施、相談延べ件数９３件）

・心の教室相談員を４中学校に各１名配置し、生徒の悩み相談等

に対応したほか、校区内の小学校に出向き、児童や保護者の相

談支援を行った。

・県費スクールソーシャルワーカー１人に市費兼務を発令し、継

続的な長期欠席の事例や学校だけでは対応困難な事例への支援

等を図った。
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２ 特別支援教育推進事業

（１）特別支援学級支援

・専門カウンセラーによる専門性の高い発達検査の実施と、保護

者や関係者への説明及び助言を行った。

・特別支援教育支援員３３名を小中学校へ配置した。

（２）就学支援委員会

・特別な支援を必要とする園児、児童生徒の適正な就学を進める

ため、岡谷市就学支援委員会を開催した。

年６回開催 判断延べ件数６９件

・通級による指導が必要な児童生徒について、小委員会を開催し

丁寧に審議した。年４回 判断延べ件数２６件

（３）特別支援教育コーディネーター等連絡会（年５回開催）

３ 子ども教育支援チーム会議

行政担当者や校長会と連携して、「長期欠席」、「いじめ・人権」

の２部会に分かれて協議を行った。 全体会の開催 計３回

「岡谷市いじめ問題対策連絡協議会」との合同会議を２回開催し、

地域の関係団体、保護者代表、有識者も参画して実施した。

４ いじめ防止対策の推進

（１）いじめ防止対策推進委員会

・いじめの防止等の対策の向上に努めた。（年４回開催）

・小中学生による「いじめ根絶子ども会議」の開催

７月２０日 参加児童生徒数４４人

（２）岡谷市いじめ問題対策連絡協議会

条例に基づく協議会として、年２回開催し、関係機関や団体相

互の調整、協議等を行った。任期１年、年２回開催

（３）岡谷市いじめ問題対策調査委員会

重大事案の発生等に備え、条例に基づく「岡谷市いじめ問題対

策調査委員会」を開催し、いじめの状況把握等を行った。

任期２年、年１回 開催

５ 子どもの自立支援委員会

すべての小・中学校でソーシャルスキルトレーニング ＳＳＴ

に取り組み、人間関係力や自己肯定感の高揚に努めるとともに、

長期欠席児童生徒への対策の充実を図るため、子どもの自立支援

委員会を開催した。年２回開催

・ＳＳＳＴの実施、研修会の開催

・Ｑ－Ｕ、アセスの実施

・長期欠席児童生徒への対応事例研究

６ 聞いて！気づいて！わたしのサイン事業

岡谷市自殺対策計画に基づき、小学４年生、中学生１年生を対

象に「ＳＯＳの出し方に関する教育」として、悩みを打ち明ける

ことの大切さを学ぶ授業を実施したほか、学校職員を対象とする

研修会を実施した。

７ 幼保小接続期連携

入学時の環境変化に適応できない小１プロブレムの解消、改善

を図るため、保育園と学校関係者による委員会を設け、幼保小接

続期におけるアプローチ＆スタートカリキュラム「おかや絹結プ

ログラム」を作成した。

（ 円）
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活力ある学校づ

くり推進事業

魅力と活力ある学校づくりの推進に向け、各種事業を実施した。

１ 岡谷市スタンダードカリキュラムの推進

地域資源を活用した岡谷ならではの学習スタイル「岡谷スタン

ダードカリキュラム」の実践を通して、岡谷の「ひと・もの・こ

と・こころ」に学び郷土を愛する心を育み、ふるさと回帰の教育

を推進した。

円

２ 小学生夏休みわくわくサマースクール

夏休み中の学習支援活動として、教員による補習の時間、市主

催による「おかやキッズラボ」事業及び小学５年生対象の「岡谷

子ども未来塾」の取り組みを一体化した「おかや 小学生夏休み

わくわくサマースクール」を実施した。

円

３ 魅力ある学校づくり交付金

魅力と活力ある学校づくりを推進するため、小中学校がそれぞ

れの特色を活かして取り組む総合的な学習の時間の活動に対し、

学級数に応じて交付金を交付した。

円

（ 円）

教員住宅管理事

業

間下教員住宅の維持管理、教職員等への貸付を行った。

１ 管理戸数 ２棟３８戸

２ 入居者数 １９名（単身用１６名、世帯用３名）入居率５０％

３ 施設修繕等１９件

４ 大雨災害への支援

令和３年８月の大雨により、川岸地区で発生した災害の被災者

に対して、緊急避難先として間下教員住宅の貸付を行った。

・災害支援貸付 １戸

・貸付期間 令和３年８月２０日（金）～１１月９日（火）

（ 円）

学校管理運営事

業

小中学校の運営に必要な学校配当予算の令達、執行管理及び給食

調理員等市費職員の配置、施設維持に必要な経費等を執行した。

１ 小学校の主な修繕工事（５０万円以上）

・長地小学校給食室内ガス管修繕工事 円

・川岸小学校ブランコ改修工事 円

２ 中学校の主な修繕工事（５０万円以上）

・岡谷東部中学校校庭内ネットフェンス改修工事 円

・岡谷北部中学校体育館南側屋根・壁漏水補修工事

円

３ 小中学校感染症対策支援事業（学校配当予算の追加）

コロナ禍における学習の保障及び感染症対策のために必要な物

品等を購入するため、国の補助金を活用して学校配当予算を追加

し、支援を行った。 円

４ 岡谷市学校施設の点検ガイドラインの策定

児童生徒が安全に学校生活を送ることのできる学校環境を維持

していくため、学校施設の点検に関するガイドラインを策定した。

５ 岡谷市熱中症対応ガイドラインの策定

国による熱中症警戒アラートの全国運用等を受け、熱中症への対

応を的確かつ円滑に推進するため、ガイドラインを策定した。

（小学校 円）

（中学校 円）
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学校教育推進事

業

小中学校において学習指導要領に基づくカリキュラムを実践し、

学校図書館の運営、英語教育や情報教育の充実等、学校教育を推進

するため、各種事業を実施した。

１ 学校図書館活用推進事業

学校及び家庭における児童生徒の読書活動の充実を図り、「豊

かな心」と「自ら学ぶ力」の育成を図るため、読書・学習・情報

センターとして機能する学校図書館づくりを市立岡谷図書館と

連携をとりながら推進した。

（１）学校図書館司書の配置

全１１校に学校図書館司書を配置し、司書教諭等をサポートす

るとともに、図書館の環境整備、蔵書の充実を行った。

（２）学校図書館教育推進委員会

各校の図書館や読書活動等に関する情報交換・研究を行い、読

書指導等の充実を図った。 委員会 ２回開催

２ 外国語授業支援事業

小学校の外国語活動及び国際理解教育、中学校の英語教科指導

の補助のため、ＡＬＴ（外国語指導助手）を配置した。新学習指

導要領に伴う外国語授業の充実や小学校での教科化等に対応す

るため、ＡＬＴを５名体制とし、外国語授業への支援体制の強化

を図った。

小学校 円

中学校 円

３ 保健体育科指導事業

地域伝統のスポーツ文化であるスケートを授業に取り入れ、児

童の健康増進、体力向上に努めた。小学校では、体育科の授業の

一環で屋内屋外リンクを利用してスケートを実施した。

【利用者】屋外リンク ８６５人 屋外リンク １，００７人

合計数 １，８７２人

円

中学校では、スケート部による合同部活動を実施する予定だ

ったが、令和３年度は４中学校でスケート部員が１名だったた

め、中止となった。

４ 情報教育推進事業

（１）ＧＩＧＡスクールサポート業務

児童生徒のＧＩＧＡ端末の利活用が滞りなく行われるように

ＧＩＧＡスクールサポーターを配置し支援体制を整えた。

小学校 円

中学校 円

（２）情報教育の推進

教職員等に対して、情報教育指導員による情報機器の操作支援、

教職員向け研修、授業サポート等を行い、情報教育を推進した。

（３）情報教育委員会（年２回）

各校の担当教員で構成する情報教育委員会を中心に、児童生徒

及び教職員の情報活用能力を高めるための研修等を実施した。

また、情報モラル教育について、実践発表やセキュリティ･モ

ラル対策についての講習会等で充実を図った。

（小学校 円）

（中学校 円）
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健康管理事業 児童生徒および教職員の健康の保持増進を図るため、小中学校に

学校医を配置した。

（小学校 円）

（中学校 円）

学校給食事業 児童生徒が安全で安心な給食の提供を行うため、給食室の設備改

修、備品購入等に必要な経費等を執行した。

１ 小学校の主な購入備品（１０万円以上）

・小井川小学校 冷凍冷蔵庫１台 円

・湊小学校 ガスコンベクションオーブン１台 円

・上の原小学校 フードカッター１台 円

２ 中学校の主な購入備品（１０万円以上）

・岡谷西部中学校 冷凍冷蔵庫１台 円

（小学校 円）

（中学校 円）

小中学校整備事

業

児童生徒が安全で快適に学べる学校づくりに向け、小中学校の施

設整備を推進した。

１ 小学校の主な施設整備

・長地小学校トイレ洋式化改修工事 円

工事前 洋式２２カ所、和式４３カ所

工事後 洋式５１カ所、和式１４カ所

・小井川小学校バックネット建替工事 円

２ 中学校の主な施設整備

岡谷東部中学校管理教室棟の長寿命化大規模改修工事及びエ

レベーター増築工事を行った。 円

・管理教室棟長寿命化大規模改修工事

監理委託業務 円

建築工事 円

電気設備工事 円

機械設備工事 円

・エレベーター増築工事

監理委託業務 円

エレベーター増築工事 円

・令和４年度に係る工事の国補助金の前倒し採択に伴い、岡谷

南部中学校トイレ洋式化改修工事に関わる補正予算を行い、令

和４年度に全額（１１，０００千円）を繰り越した。

（小学校 円）

（中学校 円）

就学援助費 要保護及び準要保護児童生徒の保護者に対し必要な就学援助を

行い、義務教育の円滑な実施を図った。

また、特別支援学級に入級する児童生徒の保護者に対し、就学等

に要する経費に対する奨励費を支給し経済的負担の軽減を図った。

【就学援助費】

小学校 円

中学校 円 計 円

【特別支援教育就学奨励費】

小学校 円

中学校 円 計 円

（小学校 円）

（中学校 円）
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放課後子どもの

居場所づくり事

業

市内全７小学校において、放課後時間に学校施設を活用して、子

どもたちの安全・安心な居場所を提供した。運営に協力いただく地

域住民の知識や教養を伝える交流活動等を通じて、子どもたちが心

豊かで健やかに育まれる環境づくりを推進した。

新型コロナウイルス感染症対策として、県感染警戒レベル４以上

の期間は開催を中止した。

名称
実施

回数

延べ参加児童数

令和

３年度

令和

２年度
増減

とちっ子ひろば（川岸小）

神明っ子はばたきラボ（神明小） △

おいかわっこ（小井川小）

あやめ基地（岡谷田中小）

あそぼう日（湊小） △

おさっちあ（長地小）

うえのはらっぱ（上の原小）

合計

（ 円）

学童クラブ管理

運営事業

保護者の就労等により昼間家庭にいない小学生を対象に、放課後

時間等の適切な遊びと生活の場として、学童クラブを開設した。

新型コロナウイルス感染症対策として、クラブ室の消毒や換気等

の基本的な感染症対策を徹底しながら安全な運営に努めた。

１ 開設校 小学校７校１３クラブ

（岡谷田中小の障害児学童ひかりクラブを含む）

２ 開設日：学校登校日、学校休業日、

土曜日は岡谷田中小に集約して開設

３ ボランティア参画

・長期休業中の読み聞かせボランティアについては、感染症対策

として中止とした。

４ 中学生による職場体験「学童ＷＯＲＫＷＯＲＫ
わ く わ く

体験事業」

・期間 ７月２８日（水）～８月６日（金）

・受入 ３１人（延べ時間１５１．５時間）

５ 学童クラブ情報機器整備事業

・業務のＩＣＴ化を推進するため、全１３学童クラブにパソコ

ン等の情報機器を整備した。

円

６ 令和３年８月大雨による学童クラブ臨時開設

８月の大雨に伴う小学校の臨時休校により、臨時開設した学童

クラブの使用料は、災害への支援策として減免措置を行った。

・８月１９日（木）川岸小、湊小、上の原小

・８月２０日（金）川岸小

影響額 円

７ 感染症対策に係る学童クラブ使用者への支援策

令和３年１月、県内にまん延防止措置が適用されたことを受

け、感染防止のために学童クラブの利用を取りやめた保護者に対

する支援策として減免措置を講じた。

・対象期間 １月２７日（木）～３月１６日（水）

・対象者 ９３９人（延べ人数）

影響額 円

（ 円）
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岡谷子ども未来

塾事業

市内４中学校において、中学２年生を対象に苦手科目の解消や学

習の習慣付けができるよう、教員ＯＢ等が講師となり、英語・数学

の学習支援ソフトによる学習や自主学習への学習支援を行った。

学校名

実施回数 延べ参加生徒数

英語 数学
英語 数学

３年度 ２年度 ３年度 ２年度

岡谷西部中

岡谷北部中

岡谷南部中

岡谷東部中

合計

（内、英数合同： 回）

小学生夏休みわくわくサマースクールの中で、小学５年生を対

象に「岡谷子ども未来塾５年生版」を実施し、延べ２２０名に対

し、算数に関わる学習支援を行った。

各校２回実施、川岸小のみ感染症対策により実施は見送り

（ 円）

岡谷市育英基金

奨学金事業

高校、大学等への進学者に対し、選考委員会による選考の上、岡

谷市育英基金による奨学金貸付者を決定し、対象者への貸付及び償

還事務等を行った。

・本年度貸付者 ３３人（うち新規貸付者 ９人）

（新規貸付者内訳 大学 ５人、専門学校 ３人、高校 １人）

・当年度貸付額 円 ・償還免除額 円

令和３年８月の

大雨による災害

対応

８月１３日からの大雨による避難指示発令を受け、市内３中学

校及び公民館に避難所を開設し、避難者支援を行った。

・８月１４日に東部中を除く３中学校、３公民館に避難所を開設

・段階的に規模縮小し、９月３０日に最後の川岸公民館を閉鎖

新型コロナウイ

ルス感染症対策

１ 夏休み中に予定した「平和体験研修」による広島市への中学２

年生の派遣については、感染症対策として中止した。

２ 新型コロナウイルス感染症拡大防止対策のほか、学校における

授業以外の業務を補助的に行うスクール・サポート・スタッフに

ついて、県による配置のない学校に対し、市独自に配置し、教員

が児童生徒への指導や教材研究等に注力できる環境を整えた。

市費配置校 湊小学校１名、岡谷西部中学校１名

円

３ 感染症対策・教職員の資質向上のための研修・子どもたちの学

習保障に対する取組について、国の補助金を活用して学校配当予

算を追加した。

８００千円：湊小・上の原小・岡谷西部中・岡谷南部中

１，２００千円：川岸小・神明小・小井川小・岡谷田中小・

岡谷北部中・岡谷東部中

１，６００千円：長地小

円

４ 市内４中学校の修学旅行の日程順延や県内への行き先変更に伴

うキャンセル料について、保護者負担を軽減するため、公費負担

を行った。

円

５ 令和４年度分の国補助金の前倒し採択に伴い、令和４年度にお

いて小中学校が購入する感染症対策のための物品等に要する経

費の補正予算を行い、令和４年度へ全額（１３，５００千円）を

繰越した。
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第３ 主要な統計、行政資料等

１ 小学校児童数及び学級数 （令和３年５月１日現在）

区 分

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 特別支援 合 計

学
級
数

児
童
数

学
級
数

児
童
数

学
級
数

児
童
数

学
級
数

児
童
数

学
級
数

児
童
数

学
級
数

児
童
数

学
級
数

児
童
数

学
級
数

児
童
数

人 人 人 人 人 人 人 人

川岸小

神明小

小井川小

岡谷田中小

湊小

長地小

上の原小

合 計

２ 中学校生徒数及び学級数 （令和３年５月１日現在）

区 分

１年 ２年 ３年 特別支援 合 計
学
級
数

生
徒
数

学
級
数

生
徒
数

学
級
数

生
徒
数

学
級
数

生
徒
数

学
級
数

生
徒
数

人 人 人 人 人

西部中

北部中

南部中

東部中

合 計
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４ 学童クラブ登録児童生徒数 （令和４年３月３１日現在）

（１） 学校登校日 単位：人

区 分
児童生徒数

指導員
補助

指導員
備 考

増減

川岸小第１学童クラブ △10
教室使用

川岸小第２学童クラブ △

神明小第１学童クラブ 独立施設

神明小第２学童クラブ △ 教室使用

小井川小第１学童クラブ △ 独立施設

小井川小第２学童クラブ 教室使用

岡谷田中小第１学童クラブ △
独立施設

岡谷田中小第２学童クラブ

湊小学童クラブ △２ 独立併用施設

長地小第１学童クラブ △
独立施設

長地小第２学童クラブ

上の原小学童クラブ 教室使用

障がい児学童ひかりクラブ △ 独立施設

合 計 △

（２） 学校休業日 単位：人

区 分
児童生徒数

指導員
補助

指導員
備 考

増減

川岸小第１学童クラブ △
教室使用

川岸小第２学童クラブ

神明小第１学童クラブ △5 独立施設

神明小第２学童クラブ 教室使用

小井川小第１学童クラブ △ 独立施設

小井川小第２学童クラブ △ 教室使用

岡谷田中小第１学童クラブ △4
独立施設

岡谷田中小第２学童クラブ △

湊小学童クラブ △ 独立併用施設

長地小第１学童クラブ △
独立施設

長地小第２学童クラブ △

上の原小学童クラブ △1 教室使用

障がい児学童ひかりクラブ △ 独立施設

合 計 △

（３） 土曜日 単位：人

区 分
児童生徒数

指導員
補助

指導員
備 考

増減

土曜学童クラブ

（岡谷田中小で拠点実施）
△
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生 涯 学 習 課

（312）
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第１ 概説

生涯学習課では、岡谷市学びの紡ぎ応援プラン（第６次岡谷市生涯学習推進計画）

に基づき、生涯にわたり学び続け、地域に根ざす『ひと、もの、こと、こころ』の資

源を活用しながら、生涯学習活動センター、公民館（湊、川岸、長地）、美術考古館、

図書館において生涯学習の推進を図るとともに、青少年健全育成及び文化財保護に関

する諸事業を実施した。

成人式開催事業では、新型コロナウイルス感染症の影響により昨年度から延期して

いた令和３年成人式を中止し、代替事業を無観客で行い、その模様をライブ配信した

ほか、令和４年成人式については、感染防止対策を講じた上で実施した。

生涯学習活動センター及び３公民館では、これからの「人生１００年時代」に向け

「豊かな人生を紡ぐ岡谷学講座」をはじめとする各種講座を実施した。

美術考古館では、山田孝太郎展や小平陽子展など多くの企画やイベントを開催した

ほか、図書館では、第３次子ども読書活動推進計画に基づき各種イベントや事業等を

開催するとともに、利用者の求める図書資料、視聴覚資料を整え、その貸出及び資料

提供を行った。

文化財保護事業では、旧林家住宅応急修繕工事にあたり、公益財団法人東日本鉄道

文化財団の「地方文化事業支援」の採択を受け、事業を実施する旧林家住宅応急修繕

事業実行委員会に対し、負担金を交付した。また、旧山一林組製糸事務所１００周年

記念事業では「建物が語る製糸の歴史」パネル展をレイクウォークで開催した。遺跡

緊急発掘事業では、遺跡内での個人住宅建設等小規模開発事業に伴う試掘及び発掘調

査を行い、埋蔵文化財の記録保存を実施した。

新型コロナウイルス感染症への対応としては、県内・諏訪地域の感染状況により施

設の閉鎖や利用を縮小するなど、各種感染拡大防止対策を行ったうえで各施設の適正

な運営に努めた。

第２ 実績総括

主要な事務事業 内 容

社会教育振興事

業

１ 社会教育委員の会議

社会教育関連事業について、視察や研修などの研究活動をするな

かで協議、検討また意見集約を行い、教育委員会へ提言を行った。

（１）教育委員会からの諮問 無

（２）教育委員会へ提案書の提出

「集う・学ぶ・紡ぐ～ポストコロナ時代を見据えたカルチャー

センターを目指して～」
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（３）会議等

・全体会議 ６回（内１回書面開催）

・類似施設の視察（すわっチャオ）

（４）研究活動

長野県社会教育研究大会、諏訪・上伊那地区社会教育委員連絡

協議会合同研修会等への参加

２ 郷土学習館活動支援

郷土の先人に学び、地域から生涯学習活動を発信している特定

非営利活動法人郷土学習館運営委員会の活動について助成・支援を

行った。

郷土学習館活動支援事業補助金 １，６００，０００円

円

成人式開催事業 １ 令和４年成人式

新型コロナウイルス感染症への感染防止対策を講じた上で開催

した。

・日 時 １月９日（日） 午後２時

・会 場 岡谷市文化会館（カノラホール）

・対象者 平成１３年４月２日から平成１４年４月１日までの出

生者で市内に在住する者及び市内に親等が在住する者

対象人数 参加人数 参加率

人 人 ％

２ 新型コロナウイルス感染症対応

５月２日（日）に延期していた「令和３年成人式」は、新型コロ

ナウイルス感染症が全国的に拡大し収束がみられないことから中止

し、代替事業「ふるさと岡谷発 おめでとう 新成人の皆さんへ」を

カノラホールにおいて無観客で開催し、その模様をライブ配信した。

円

生涯学習推進事

業

１ 「成長樹（期）子育て実践ポイント」活用事業

おかや子育て憲章具現化の取り組みとして、子育てのポイントを

年齢期毎にまとめたパンフレット「成長樹（期）子育て実践ポイン

ト」を、母子手帳交付時や子ども課「こんにちは赤ちゃん事業」の

訪問時等に配布した。

２ 岡谷市職員出前講座（市民と歩むまちづくり講座）開催事業

市民の生涯学習活動を推進するため、職員が地域へ講師として

出向き、行政の仕組みや各課の業務内容等について説明した。

・メニュー ８部門、９５講座 ・派遣件数 ３０件

・参加延人数 １，１６０人

３ 学びのおかやサポート事業

地域の教育力を学校教育、社会教育、社会体育の場で活用する

ため、ボランティア保険への加入費用を公費負担し、広くボラン

ティア活動への参画を進めた。

・加入者数 １６９人

円

人権教育推進事

業

「岡谷市人権に関する基本方針」に基づき、市民一人ひとりが

かけがえのない存在として尊重される社会の実現に向けて、各種人権

教育講座を実施した。

１ いちい学級

２回（４館合同、湊公民館）

２ 輝く子育て支援学級

３回（湊、川岸、長地公民館）

３ 家庭教育学級における人権講座

１回（神明小学校）
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４ 新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止

家庭教育学級 ４回

（長地保育園、つるみね保育園、夏明保育園、上の原小学校）

円

公民館総務事務 公民館の総務的経費である運営協議会負担金

１ 長野県公民館運営協議会負担金

人口４７，７５３人（令和２年１０月１日）

人口約４７，８００人×１．５円 ７１，７００円

２ 諏訪地方公民館連絡協議会負担金

人口４７，７５３人（令和２年１０月１日）

人口約４７，８００人×０．５＋均等割５，０００円

２８，９００円

円

湊公民館管理事

業

乳幼児から高齢者までの多くの人が集う、地域の学びの拠点である

湊公民館の適正な維持、管理を行った。

１ 湊公民館宿日直委託業務 ２６４，６２４円

２ 新型コロナウイルス感染症対応

・利用時間制限（２０時まで）８月２３日（月）～９月 ２日（木）

１月２７日（木）～３月 ６日（日）

・臨時休館 ９月 ３日（金）～９月１２日（日）

・感染拡大防止のため各室備品等の消毒を実施

・感染対策用消耗品購入 ４２，１９７円

３ 令和３年８月大雨災害対応

・避難所開設 ８月１４日（土）～８月２０日（金）

円

湊公民館運営事

業

生涯学習を通じて幅広い知識を得られるよう、市民のニーズに即し

た学習機会を提供し、生涯学習の充実と利用促進を図った。

１ 輝く子育て支援学級（全１２回）

５月２６日（水）～１１月２４日（水） １１回

参加延人数 ７０人

２ いちい学級（全１２回）

５月２１日（金）～１１月１９日（金） １１回

参加延人数 ２０５人

３ 生活講座

・「諏訪湖周辺の美術館を巡ろう～アートリング～」

６月１５日（火）～ ７月３０日（金） ４回

参加延人数 ３９人

・「Ｚｏｏｍ初級講座 ～Ｚｏｏｍでリモート会議をしたり遠くの

家族と話そう～」

９月２７日（月）～１０月１１日（月） ３回

参加延人数 ２７人

４ 花岡・小坂公民館共催講座

・口腔ケア講演会

①高齢者向け ９月３０日（木） 参加人数 １６人

②保護者向け １０月１０日（日） 参加人数 ２１人

・みなと史跡巡り花岡編 ７月１０日（土） 参加人数 １７人

（ほか各区役員参加）

＊「湊むら歩きマップ」を１，０００部作成し、地区内各戸配布

５ 読書活動推進事業

登録者数 ５２９人 貸出数 １，６９８冊

６ 学習団体育成支援

・湊公民館学習グループ １５グループ
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・岡谷市３公民館芸能祭チャンネル（湊地区文化祭代替事業）

放映期間１１月１６日（火）～１２月１５日（水）

湊公民館参加 ３団体

・湊公民館ロビー作品展（湊地区文化祭代替事業）

１０月２５日（月）～ ２月２８日（月）

参加 ８団体・３個人

７ 湊コミュニティスクール連携事業

・公民館講座体験授業

「陶芸やきもの講座～ハロウィンランタン作り～」

１１月２９日（月）湊小学校４学年 １５人 担当教諭 １名

作品展示（ロビー作品展で展示）

８ 新型コロナウイルス感染症対応

・新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止した事業

輝く子育て支援学級 ９月 ８日（水）

いちい学級 ９月１０日（金）

みなと史跡巡り小坂編 ９月１１日（土）

生活講座 ２講座

子ども学級（山っ湖学級）

円

川岸公民館管理

事業

乳幼児から高齢者までの多くの人が集う、地域の学びの拠点である

川岸公民館の適正な維持、管理を行った。

１ 川岸公民館宿日直委託業務 ４６０，７４３円

２ 新型コロナウイルス感染症対応

・利用時間制限（２０時まで）

１月２７日（木）～３月 ６日（日）

・感染拡大防止のため各室備品等の消毒を実施

・感染対策用消耗品購入 ４３，７９０円

３ 令和３年８月大雨災害対応

・避難所開設 ８月１４日（土）～９月３０日（木）

円

川岸公民館運営

事業

生涯学習を通じて幅広い知識を得られるよう、市民のニーズに即し

た学習機会を提供し、生涯学習の充実と利用促進を図った。

１ 輝く子育て支援学級（全１２回）

５月２７日（木）～１１月２５日（木）

１１回 参加延人数 １０４人

２ 子ども学級

夏休み子どもチャレンジ教室 ８月１日（日）

参加人数 ２２人

３ いちい学級（全１２回）

６月 ２日（水）～１２月１５日（水）

１０回 参加延人数 １８６人

４ 読書活動推進事業

登録者数 ７５３人 貸出冊数 ３，１５１冊

５ 学習団体育成支援

・川岸公民館学習グループ １７グループ

・岡谷市３公民館芸能祭チャンネル（文化祭芸能祭代替事業）

放映期間１１月１６日（火）～１２月１５日（水）

川岸公民館参加 ３団体

・川岸公民館ロビー作品展（文化祭作品展代替事業）

１０月１４日（木）～１１月１０日（水） 参加 ２団体

６ 新型コロナウイルス感染症対応

・新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止した事業

生活講座 １講座



317

７ ８月大雨災害による避難所開設

・避難所開設のため中止した事業

輝く子育て支援学級９月１６日（木）

いちい学級９月８日（水）・２２日（水）

円

長地公民館管理

事業

乳幼児から高齢者までの多くの人が集う、地域の学びの拠点である

長地公民館の適正な維持、管理を行った。

１ 長地公民館宿日直委託業務 ８１９，０５６円

２ 新型コロナウイルス感染症対応

・利用時間制限（２０時まで）

８月２３日（月）～９月 ２日（木）

１月２７日（木）～３月 ６日（日）

・臨時休館 ９月 ３日（金）～９月１２日（日）

・感染拡大防止のため各室備品等の消毒を実施

・感染対策用消耗品購入 ２７，０４９円

３ 令和３年８月大雨災害対応

・避難所開設 ８月１４日（土）～８月２０日（金）

円

長地公民館運営

事業

生涯学習を通じて幅広い知識を得られるよう、市民のニーズに即し

た学習機会を提供し、生涯学習の充実と利用促進を図った。

１ 輝く子育て支援学級（全１２回）

・６月 １日（火）～１１月３０日（火）

１２回 参加延人数 ９９人

２ いちい学級（全１２回）

・５月２１日（金）～１２月１０日（金）

１２回 参加延人数 ２６６人

３ 生活講座

・「短歌講座 ～調べを楽しむ～」

９月１５日（水）～ ９月２９日（水）

３回 参加延人数 ２１人

・「新しい片づけのカタチ」

１１月６日（土）～１１月２０日（土）

３回 参加延人数 ７０人

４ 読書活動推進事業

登録者数 ７８２人 貸出数 ５，２２７冊

５ 学習団体育成支援

・長地公民館学習グループ ３２グループ

・岡谷市３公民館芸能祭チャンネル（文化祭芸能祭代替事業）

放映期間１１月１６日（火）～１２月１５日（水）

参加 ３団体

・長地公民館ロビー作品展（文化祭作品展代替事業）

１０月２４日（日）～３月２２日（火） 参加 １４団体

６ 新型コロナウイルス感染症対応

・新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止した事業

生活講座２講座、子ども学級

円

美術考古館管理

事業

１ 美術考古館の管理・運営及び収蔵作品等の適切な管理を行った。

２ 美術考古館の「絵はがき」、「一筆箋」、「クリアファイル」などの

資料販売を行い、「土偶バッチ」、「ストラップ」などの委託販売も行

った。

３ 美術考古館の市民ギャラリーや交流ひろば等の貸出を行った。

４ 武井直也の作品他、美術作品の寄贈を計４２点受けた。

５ １１月３日（水）文化の日に無料公開し８６人の入館者があった。
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６ 新型コロナウイルス感染症対応

・臨時休館 ９月 ３日（金）～９月１２日（日）

７ 令和３年８月大雨災害対応

・臨時休館 ８月１５日（日）～８月２２日（日）

円

美術考古館整備

事業

美術考古館空調設備改修工事

１階・２階展示スペースの空調設備改修と１階洗面台の自動水栓

化を文化庁等の補助金を利用し改修した。

・請負業者 岡谷酸素株式会社

・請負金額 ９，７９０，０００円

・工期

令和３年９月１５日（水）～令和４年１月１１日（火）

円

美術考古館学習

事業

来館者等を対象としたワークショップなどのイベントを開催し、

ものづくりの体験や芸術・文化等に触れる学習会を開催した。

円

イベント名 開催日
参加

人数

「ペーパークイリングで春のフォトフ

レームをつくろう」
４月２４日（土）１３人

「かぶとに色をぬろう」 ５月 １日（土） ７人

「万華鏡をつくろう」 ５月１６日（日） １０人

「銅板レリーフをつくろう」 ６月 ５日（土） ５人

館長のワークショップ

「土と炭で『縄文』を描いてみよう」

６月１９日（土）
２６日（土）

７月 ３日（土）

８人
１０人
１０人

「ライトスクラッチうちわをつくろ

う」
７月２４日（土） ９人

ともそだちプラネット図工教室
「万華鏡をつくろう」

８月 ５日（木） １５人

館長のワークショップ
「自然素材のネームプレートづくり」

８月 ７日（土） １４人

「ミニオカリナに絵づけをしよう」 ９月１８日（土） ８人

「スクラッチ画でハロウィンランタ
ンをつくろう」

１０月 ９日（土） ５人

館長のワークショップ

「鉛筆デッサン」石膏胸像を描く

１０月３０日（土）
１１月１３日（土）

１９日（金）
２０日（土）
２６日（金）

１２月 ３日（金）

１１人
１０人
１２人
１０人

８人
１２人

こどものくに
「クリスマスワークショップ」

１１月１５日（月） １０人

「クリスマスオーナメントをつくろ

う」
１１月２０日（土） ７人

壁掛け「クリスマスツリー」をつくろ

う
１２月１１日（土） １１人

「招き猫に色をぬろう」 １月１５日（土） ８人

ともそだちプラネット図工教室
「黒曜石レジンをつくろう」

３月２９日（火） １６人

美術考古館展示

事業

１ 収蔵作品展の開催

・「人々の肖像」 ４月２３日（金） ～ ７月 ４日（日）

・「髙橋靖夫回顧展」１１月１８日（木） ～ １月１０日（月・祝）
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・「堀内唯生新収蔵作品展」

３月１７日（木） ～ ５月２２日（日）

２ 交流ひろば・企画展示室展示

・「花の絵画展」 ４月２２日（木） ～ ７月 ４日（日）

・「小林秀徳展」 １１月１８日（木） ～１１月２２日（月）

・「艸展」 １月１３日（木） ～ １月１８日（火）

３ 考古常設展示

・市内遺跡から出土の縄文～平安時代までの土器石器類の展示

４ アーティスト育成展

・渡邉忠「ＥＭＰＴＹ Ｎｏ．１８ 記憶の型枠」

２月２５日（金） ～ ３月２１日（月・祝）

５ 新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止した事業

・渡邉忠アーティストトーク・ワークショップ

円

美術考古館企画

展等開催事業

１ 美術特別企画展

・「山田孝太郎ＦＡＮＴＡＳＴＩＣ ＷＯＲＫＳ」

７月１５日（木）～ ９月２０日（月・祝）

・「翠川昭久と１１人の彫刻家」

９月２７日（月）～１１月１４日（日）

・「小平陽子展～絵本 諏訪の龍神さまと縄文の癒し～」

１月１４日（金）～ ３月１３日（日）

２ 考古特別企画展等

・「諏訪国１３００年」 ４月１５日（木）～ ９月 ２日（木）

・「土器の比較から見る弥生文化－縄文から弥生へ－」

９月 ４日（土）～１１月 ７日（日）

・「上向Ｂ遺跡速報展」 １１月１１日（木）～展示中

３ 岡谷市内小学校児童版画展

・第２８回岡谷市内小学校児童版画展 小学校巡回展１１月～１月

・第２９回岡谷市内小学校児童版画展

１月２３日（日）～ ２月２０日（日）

４ 新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止した事業

・トークショー、朗読会、講演会、ワークショップ、コンサート

・第２９回岡谷市内小学校児童版画展表彰式

円

生涯学習館車両

管理事務

共用車両の管理費の節減に取り組むとともに、各種法定点検、職員

による日常点検を実施し、適正な車両管理と運行に努めた。

リース期間満了となった車両を更新した。

（ 円）

生涯学習館管理

事業

乳幼児から高齢者までが集い、学ぶための施設である生涯学習館の

維持、管理を行った。

１ 生涯学習館の施設運営管理業務（窓口業務等）について民間委託を

実施した。 １１，１８７，０００円

２ 新型コロナウイルス感染症対応

・利用時間制限（２０時まで）

８月２３日（月）～９月 ２日（木）

１月２７日（木）～３月 ６日（日）

・臨時休館 ９月 ３日（金）～９月１２日（日）

・感染拡大防止のため各室備品等の消毒を実施

・感染対策用消耗品購入 １１３，７４０円

３ 令和３年８月大雨災害対応

・臨時休館 ８月１５日（日）～８月２２日（日）

（ 円）
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生涯学習館運営

事業

１ 子育て応援講座（親子講座のみ）

・６月２５日（金）・７月１４日（水）・８月２７日（金）

・９月１７日（金） ４回 参加延人数 ５１人

２ 保育園・幼稚園家庭教育学級

・保育園、幼稚園毎に学級を設け、保護者を対象に実施

瑞穂幼稚園ほか２園（私立） ３回 参加延人数 ９０人

３ 小学校家庭教育学級

・小学校毎に学級を設け、保護者を対象に実施

長地小学校ほか５校 ６回 参加延人数 ６６７人

４ キッズクラブ（子ども学級）～岡谷の自然たんけん隊～

７月１０日（土）～１月２２日（土）

６回 参加延人数 ９９人

５ 世代間交流講座

・初心者でも楽しめる！けん玉講座

７月３１日（土） 参加人数 ２３人

６ 季節の教養講座

・新しい趣味に挑戦！！カリグラフィー講座

５月１３日（木）～５月２７日（木）

３回 参加延人数 ２５人

・自由詩を書いてみよう～自分の心を見つめ 言葉を選ぶ～

６月 １日（火）～６月２９日（火）

３回 参加延人数 ２４人

・嗚呼…美しき枕の草子講座

７月 ５日（月）～７月１９日（月）

３回 参加延人数 ３６人

・～誰かに話したくなる～教えて！星空講座

１２月 ２日（木）～１２月１６日（木）

３回 参加延人数 ５５人

７ 若者向け講座

・「自分の魅力を引き出すカラー講座」

１０月 ６日（水）・１３日（水）２回 参加延人数 １７人

８ 生涯学習大学

・「スポーツ現場から見た最新スポーツ栄養学」

松本大学 健康栄養学科 専任講師 長谷川 尋之 氏

１２月１２日（日） 参加人数 ３０人

９ 親子講座（ 講座）

・「親子でプログラミング」 １２月１９日（日）

参加人数 ２０人

１０ 豊かな人生を紡ぐ“岡谷学”講座

・「じっくり学習！岡谷学に挑戦しよう！ぱーと３」

９月２４日（金）～１２月１０日（金）

９回 参加延人数 ２３８人

１１ いちい学級

６月 ３日（木）～１１月２５日（木）

１２回 参加延人数 ３００人

１２ 共催講座（生涯学習館で活動中のグループ等との共催）

・「点描曼荼羅アート」（曼荼羅アートの会）

４月 ７日（水）～ ５月１９日（水）

３回 参加延人数 ３０人

・「やさしい水彩画講座」（スケッチの会）

１１月１２日（金）～１２月１０日（金）

３回 参加延人数 ３１人

１３ ロビー展事業 ７団体参加 各５～３０日間展示
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１４ 文化祭

・作品展 １０月３０日（土）・３１日（日）

来館者延人数 ２５７人

・岡谷展 １１月１１日（木）～１４日（日）

来館者延人数 ７６０人

・伝統音楽芸能祭 １１月 ６日（土） 来館者延人数 １９２人

・朗吟祭 １１月２０日（土） 来館者延人数 ５９人

１５ 学習グループの育成および活性化

１０１グループ １，２５８人

１６ 新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止した事業

・キッズクラブ（８回中２回中止） ・共催講座 ２講座

・地域共催事業 ４講座 ・ボランティア講座

・文化祭２演目（音楽祭、舞踊祭） ・季節の教養講座 ４講座

・生涯学習大学 １講座

１７ 新型コロナウイルス感染症拡大防止に伴う代替事業

・ホリデイスクエア事業を動画配信へ変更し実施

ウクレレサークル・レフア

放送期間１０月 １日（金）～１０月１５日（金）

歌い人ごんべ 放送期間 １月１６日（日）～ １月３１日（月）

・文化祭演劇祭をシルキーチャンネルにて放送

放送期間１２月１６日（木）～ １月１５日（土）

円

青少年活動育成

支援事業

１ 岡谷市子ども会育成連絡協議会事務

・市内２０地区子ども会育成会組織への支援

・「子どもの手による子ども会」をめざした活動の実施

・令和４年３月「子ども会だより」発行（全戸配布）

◎岡谷市リーダーズ倶楽部事業

中学１年生から 高校 ３年生の有志で 組織 するボランティア

グループ（登録人数４２人）。

２ 全国子ども会安全共済会負担金

「地区子ども会育成会活動」及び「放課後子どもの居場所づくり事

業」に参加する市内小中学校に通う児童生徒と子ども会育成会役員

等の安全を担保するため、全国子ども会安全共済会への加入費用を

公費負担した。 加入者数４，４２２人

３ 新型コロナウイルス感染症対応として中止した事業等

・青少年問題協議会

・岡谷市子ども会育成連絡協議会事業のうち主なもの

地域リーダー育成研修会

夏休み夜間パトロール

応急手当講習会

県外研修（静岡県焼津市でのリーダーズ倶楽部研修）

・輝けおかやっ子ＧＯＧＯチャレンジ事業

わんぱくアドベンチャー

第５７回岡谷市少年スポーツ大会

通学合宿（エンジョイ＆ＧＯスクール）

円

環境浄化・青少

年非行防止活動

事業

１ 愛護パトロール

少年愛護センターでは、青少年の非行防止を図り、心身ともに

たくましく健やかな青少年の育成を目標に、愛護パトロールにより

愛護指導を計画的に実施した。

〔活動状況〕

・実施日数 ７６日

・従事委員数 延べ ２１６人
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・声かけした子どもの数 延べ ５３人

２ 環境浄化活動

コンビニエンスストアや、ビデオレンタル店、カラオケボックス、

酒の自動販売機等について、全市的に調査を行い、その結果をもと

に関係業者へ自主規制等の協力依頼を行うとともに、青少年健全育

成協力店のステッカー貼付を行い、青少年に有害な社会環境を排除

する環境浄化活動を行った。

３ 街頭啓発活動

「子ども・若者育成支援強調月間」における街頭啓発活動

内閣府の実施する活動の一環で、子ども・若者の育成支援に対す

る理解を深めるため、啓発番組の制作や放送、啓発物品の配付等を

行った。

〔活動内容〕

・シルキーチャンネルにて啓発番組放送

放送内容 市長あいさつ、強調月間に関する市内高校生に

よる意見発表等

放送期間 １１月１日（月）～１１月１５日（月）

・岡谷工業高等学校と岡谷北部中学校の全生徒に啓発物品配付

配 布 日 １１月１日（月）

配 付 数 岡谷工業高等学校 ４５７個

岡谷北部中学校 ３５０個

・ＪＲ岡谷駅前に桃太郎旗設置

設置期間 １１月１日（月）～１１月３０日（火）

円

図書館管理事業 人件費等の運営管理及び図書館の施設、設備等の維持管理を行った。

１ 主な修繕等

・図書館入口及び学習室ランプ取替

・地下タンク貯蔵所配管改修工事

・地下タンク貯蔵所系統別検査業務

２ 新型コロナウイルス感染症対応

・臨時休館 ９月１日（水）～９月１３日（月）

（うち９月１日（水）から９月１０日（金）特別整理期間による

休館）、

１月１８日（火）～３月６日（日）（予約資料の貸出のみ実施）

・一部サービスを休止しての開館（学習室、レファレンスコーナー、

新聞・雑誌閲覧コーナーの閉鎖）

１月１６日（日）、３月８日（火）～

・新型コロナウイルス感染防止対策として、１階児童コーナーカー

ペット及びベンチ式書棚の抗菌仕上げ工事、正面玄関カーペット

の抗菌仕上げカーペットへの取替、顔認証付非接触検温サーマル

カメラの設置を実施した。

３ 令和３年８月大雨災害対応

・臨時休館 ８月１５日（日）～８月２３日（月）

（ 円）

図書資料等整備

事業

多くの新刊図書が発刊される中、図書館司書が、利用者が好む本

や、タイムリーな情報を取り入れることなど各分野の特徴を意識した

選書に努め、図書資料の整備を行った。

１ 図書資料の購入等

・図書 ７，５３４，３１９円

・保育園、幼稚園親子文庫用図書 ９５８，８４８円

・紙芝居 ５，１００円

・新聞、雑誌 ９６８，０３２円
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２ 視聴覚資料購入

・ＤＶＤ １４７，５１０円

・ＣＤ ６０，４６６円

（ 円

読書普及活動事

業

第３次岡谷市子ども読書活動推進計画に基づいた事業や生涯を通じ

て読書に親しむ機会を創出し実施した。また、新型コロナウイルス感

染症対応のため、例年実施している行事を一部中止した。

１ 岡谷市子ども読書活動推進会議

・第１回 １０月１４日（木）委員委嘱、推進会議の任務及び具体

的な活動内容について、実施施策の進捗状況とコロナ禍における各

委員の周りの様子及び読書活動における「ｗｉｔｈコロナ」に必要

と感じている「物」や「環境」について

・第２回 ３月２５日（金）「第３次岡谷市子ども読書活動推進計

画令和２年度ＰＤＣＡ」をメールなどで各委員へ送付し、委員から

のコメントを収集

２ 学校図書館との連携

（１）市立図書館返却ポストの設置及び物流システム

市立図書館で借りた本を自分の通う学校の図書館へ返却できるよ

うに、学校図書館指導員や業務員の業務内で行える体制を学校と協

力し整えた。また、教職員が求める図書資料等の相談、検索、資料貸

出等のレファレンス機能（リクエスト）も備え事業の充実を図った。

・市内１１小中学校図書館返却ポスト設置数 １１個

・利用状況

①  小学校 ９４４（返却数 ６５０、リクエスト ２９４）

②  中学校 ４５５（返却数 ２９０、リクエスト １６５）

（２）学級文庫「おかやとしょかんアネックス」の設置

子どもたちが本を身近に感じられる環境を整備するため、市内

１・２年全学級および希望する学校（学級）に、絵本や様々な分野

の本を各３０冊設置した。※エプロンシアター（童話などのエプロ

ン人形）を併せて本の交換時に１セット貸出。

・配架学級数 ３１

※令和４年３月１日（火）から上の原小学校３～６年全学級へ拡充

・貸出冊数 ３，７２０冊

３ おはなしの森シリーズ

・大雨災害により８月のちいさなおはなしの森を中止にした。

小学校 川岸 神明 小井川 岡谷田中 湊 長地 上の原

返却

リクエスト

計

学校 岡谷西部 岡谷北部 岡谷南部 岡谷東部

返却

リクエスト

計

小学校 川岸 神明 小井川 岡谷田中 湊 長地 上の原

アネックス
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行 事 開催日 参加人数

おはなしの森

ちいさなおはなしの森

日曜日のちいさなおはなしの森

毎週土曜日

毎月第３火曜日

６月２７日（日）

１１月２８日（日）

３９０人

夏休み特集おはなしの森

・絵本の読み聞かせ
８月 ４日（水） １１人

こわ～いおはなしの森

・絵本の読み聞かせ、紙芝居、ブラ

ックパネルシアター

８月 ７日（土） １３人

第 回としょかん子ども読書まつ

り

・のびのび、たのしき、本とふれあ

う「こども図書館」

１０月 ３１日（日） ４８９人

クリスマス特集おはなしの森

・大型絵本の読み聞かせ、ブラック

パネルシアター、人形劇

１２月 ２５日（土） ３９人

４ 「うち読でエコ読」事業

・広報への掲載、うち読本コーナーの設置

５ ファーストブックプレゼント事業（９～１０か月児健診時配布）

配布数 ２６３冊

６ ファーストチョイスブック（セカンドブック）事業

・新型コロナウイルス感染症予防のため、３歳児健診時に引換券を

配布し、図書館にてオリジナルキャラクター付図書カードをプレゼ

ントした。 引換券配布人数２９５人、実施者数１２２人

７ としょかん子ども読書まつり

・関係７団体と協力し、１０月３１日（日）に開催

参加延人数 ４８９人

８ 職員派遣等による普及活動

・乳幼児学級、乳幼児サークル、９～１０か月児健診での読み聞か

せ等 実施回数 ２回 参加者数 ３８人

９ ぬいぐるみのおとまり会１１月２０日（土）、２１日（日）

参加人数 ３６人

１０ まちかど図書館事業

・市内公共施設に設置（ロマネット、諏訪湖ハイツ、生涯学習活動

センター、勤労青少年ホーム、市役所ロビー、市民総合体育館、

美術考古館、岡谷市民病院前バス停）

１１ 図書リサイクル事業（読書サークル協議会との協働事業）

・実施日 ９月２６日（日）

・来館者 延べ２３３人 リサイクル図書数 ２，２０４冊

１２ 本の福袋 １月４日（火）～２７日（木） １６２冊

１３ 図書館ＤＥ講座

（兼テーマブックスコーナー※特設コーナー設置期間）

・禁煙週間 ５月２９日（土）～ ６月２４日（木）

・食育月間 ５月２９日（土）～ ６月２４日（木）

・男女共同参画週間 ５月２９日（土）～ ６月２４日（木）

・岡谷市防災の日 ６月２４日（木）～ ７月２９日（木）

・東京オリンピック・パラリンピックホストタウン応援

６月２４日（木）～ ８月３１日（火）

・東京オリンピック競技会

６月２４日（木）～ ８月３１日（火）
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・東京パラリンピック競技会

６月２４日（木）～ ８月３１日（火）

・道路ふれあい月間 ７月３１日（土）～ ８月３１日（火）

・健康増進月間・食生活改善普及運動

９月１１日（土）～ ９月２９日（水）

・自殺予防週間 ９月１１日（土）～ ９月２９日（水）

・世界アルツハイマー月間

９月１１日（土）～ ９月２９日（水）

・里親月間・里親の日 ９月２５日（土）～１０月２８日（木）

・児童虐待防止推進月間

１０月３０日（土）～１１月２７日（土）

・自殺対策強化月間 ２月２６日（土）～ ３月２４日（木）

１４ はつらつ来（らい）ぶらり事業

高齢者の方々に本への関心をもっていただくため、いきいき

ライフコーナー（大活字本・年金等シニア向けの書棚）を設置した。

１５ 「岡谷図書館公式ツイッター」の運営

ＳＮＳ（ソーシャル・ネットワーキング・サービス）を活用し、

新コーナーの紹介やイベントの案内、その他あらゆる情報等を掲載

し、幅広い層へ市立図書館の認知度向上を図った。

・ツイート数 １７４ツイート

・閲覧回数 １２４，７３３回

１６ 読み聞かせ活動用機材の貸出

コロナ禍における読書活動を支援するため、携帯型パーティショ

ンとハンズフリータイプの拡声器を読書活動団体や学校等に貸し出

した。

・パーティション貸出件数及び台数 ８件 延べ２８台

・拡声器貸出件数及び台数 １０件 延べ４１台

１７ 新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止した事業

・小さなおはなしの森（４・５月、１月～３月、春だよスペシャル）

・夏・冬の子ども工作教室

・としょかんキッズ

円

図書館情報ネッ

トワークシステ

ム管理事業

諏訪地域公共図書館情報ネットワークシステムの維持管理を行っ

た。

円

指定文化財管理

事業

１ 市管理の指定史跡梨久保遺跡、姥ヶ懐古墳、唐櫃石古墳、スクモ

塚古墳、広畑遺跡の草刈、アメシロ駆除等の管理を行った。

２ 市指定文化財保護事業では今井区へ補助金交付要綱に基づき文化

財の保護に要する経費について補助金を交付した。

・今井区十五社くぐり舞屋修繕工事 １ ８７１，０００円

円

旧林家住宅管理

事業

１ 施設の維持管理、公開を行った。

・旧林家住宅応急修繕事業実行委員会負担金を交付した。

１，６９０，２１９円

２ 施設を活用した行事を開催した。

・岡谷工業高校茶道部による茶会 １０月２日（土） ４０人

・小原流岡谷の会による伝統文化いけ花親子教室発表会

１０月２３日（土）・２４日（日） 延べ９６人

・文化の日に無料公開 １１月３日（水・祝） ４０人

・雛人形の展示 ４月１日（木）～４月２２日（木）
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３ 新型コロナウイルス感染症対応

・臨時休館 ９月 ３日（金）～９月１２日（日）

１月１７日（月）～３月３１日（木）

・４月２９日（木・祝）のシルクフェア中止により無料公開を中止

にした。

４ 令和３年８月大雨災害対応

・臨時休館 ８月１５日（日）～８月２２日（日）

（ 円

旧渡辺家住宅管

理事業

１ 施設の維持管理、公開を行った。

２ 施設を活用した行事を開催した。

・文化の日に無料公開 １１月３日（水・祝） ５人

３ 新型コロナウイルス感染症対応

・臨時休館 ９月 ３日（金）～９月１２日（日）

１月１７日（月）～３月３１日（木）

・５月５日（水）の無料開放を中止した。

４ 令和３年８月大雨災害対応

・臨時休館 ８月１５日（日）～８月２２日（日）

円

旧山一林組製糸

事務所管理事業

１ 施設の維持管理を行った。

２ 旧山一林組製糸事務所１００周年記念事業を実施した。

委託業者 中央印刷株式会社

履行期間 ４月６日（火）～４月２０日（火）

委託金額 ３６５，７５０円

３ 建物１・２階を岡谷絹工房として施設の活用を図った。

円

有形文化財保護

・保全事業

１ ７月１日（木）岡谷市文化財保護審議会を開催した。

２ 生涯学習課分室・公用車両の管理を行った。

円

遺跡緊急発掘事

業

１ 個人住宅等小規模開発・公共事業に伴う試掘調査を実施した。

・調査件数 ６件 ３１０㎡

円

塩嶺野外活動セ

ンター管理事業

市内唯一の宿泊可能な生涯学習施設として、緑豊かな自然の中での

野外活動を通して、利用者の豊かな情操と心身の健全育成を図るため、

適切な管理運営を行った。

開設期間 ５月１日（土）～１０月３１日（日）

１ 新型コロナウイルス感染症対応

・施設管理面等からセンターハウスでの宿泊利用受け入れについ

て、開設期間を通して原則休止した。

・キャンプ場での宿泊利用受け入れについて、感染警戒レベルに

応じて、一日の利用可能組数（人数）について制限した。

・マレットゴルフ場利用者数 ５５１人

２ 令和３年８月大雨災害対応

・臨時休館 ８月１５日（日）～８月２２日（日）

円
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第３ 主要な統計、行政資料等（令和４年３月３１日現在）

１ 生涯学習館・公民館利用状況

区 分 利用件数 利用人員 使用料
うち有料

件 件 人 円

生涯学習館

湊 公民館

川岸公民館

長地公民館

合計

令和３年度

令和２年度

増 減 △ △ △

２ 図書館

（１）総蔵書冊数等（総蔵書冊数 ２３４，０８１冊）

分類別蔵書冊数、受入及び除籍冊数 （ ）内の数字は寄贈数

分 類
蔵 書 冊 数 令和３年度受入冊数 除籍

冊数構成比 構成比
冊 ％ 冊 ％ 冊

０ 総 記 （ ）

１ 哲 学 （ ）

２ 歴 史 （ ）

３ 社会科学 （ ）

４ 自然科学 （ ）

５ 技 術 （ ）

６ 産 業 （ ）

７ 芸 術 （ ）

８ 言 語 （ ）

９ 文 学 （ ）

外 国 語 （ ）

大 活 字 （ ）

コ ミ ッ ク （ ）

児 童 （ ）

小 計 （ ）

団 体 貸 出 用

公民館図書室

紙 芝 居

保育園・幼稚園

親子文庫

合

計

令和 年度
（ ）

令和 年度
（ ）

増 減
△ （△ ） △
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再

掲

区 分 蔵 書 冊 数 令和３年度受入冊数 除籍冊数

郷 土 ）

点 字

洋 書

公民館図書室

湊 公民館

川岸 〃

長地 〃

（２）館外貸出利用状況（登録者数 ３４，０６０人 内児童数 １，７４９人 ）

区 分
貸 出 冊 数 利用者別貸出冊数

内児童図書 中学生以上 児 童

本 館 計

個人貸出※

団体貸出※

相互貸借※

湊 公民館

川岸公民館

長地公民館

保育園幼稚園

親 子 文 庫

合計

令和３年度

令和２年度

増 減 △ △

※個人貸出の内、視聴覚資料利用数 点
（内訳 ビデオ： 点、カセット： 点 ： 点、 点）
※団体貸出：学級文庫、市内施設等への貸出
※相互貸借：諏訪５市町村や県内外図書館への貸出

（３）入館者数 ４３，１２１人（開館日 ２７１日） （単位：人）

１日平均入館者数

令和３年度

令和２年度

増 減

３ 美術考古館

（１）収蔵資料数

ア 美術関係資料 （単位：点）

種類 点数 種類 点数 種類 点数

彫刻 石膏 デッサン 書

セメント 日本画 版画

大理石 油彩画 複製画

ブロンズ 水彩画 造形資料

木彫 水墨画 刀剣

テラコッタ 中国画 その他

彫塑用粘土 工芸

合 計
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イ 考古関係資料 （単位：点）

種 類 縄文時代 弥生時代 古墳時代以降 計

土器

土製品

石器

金属器

レプリカ

その他 八幡一郎資料

計

ウ 民俗関係資料

種 類 点 数

民俗関係資料 点

（２）美術考古館入館状況 （開館日数２７４日）

個 人 団 体 年間券

販売）

共通券

販売

減 免

割 引

入館者

無 料

入館者

入館者

合 計

入館料

合 計高校生

以 上

小 中

学 生

高校生

以 上

小 中

学 生

令和３年度

（ ）

人 人 人 人 人

（ ）

人

（ ）

人 人 人 円

令和２年度

（ ） （ ） （ ）

増減 △

（ ）（ ）

△

（３）美術考古館利用状況

市民ギャラリー 交流ひろば 多目的スペース 使用

有料 減免 使用料 有料 減免 使用料 有料 減免 使用料 料合計

令和３年度

（ ）

日 日 円 日 日 円 日 日 円 円

令和２年度

（ ）

増減
△ △ △ △

４ 旧渡辺家住宅 公開日数 １２０日（１１月４日（木）～３月１９日（土）休館）

年度

入 館 者 数（人）

個 人 団 体
減 免

入館者

小中

高校生

無料

共通入館券

合計共通

入館券購

入者

他館での

購入者

令和３年度

令和２年度

増 減 △

（円）

年度
入館料 会場使用料 入館料・

使用料合計合 計 部分使用 全館使用 合 計

令和３年度

令和２年度

増 減
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５ 旧林家住宅 公開日数 １８９日

（１１月４日（木）～３月３１日（木）の平日は休館）

年度

入 館 者 数（人）

個 人 団 体
減 免

入館者

小中

高校生

無料

共通入館券

合計共通

入館券

購入者

他館での

購入者

令和３年度

令和２年度

増 減 △ △

（円）

年度
入館料 会場使用料 入館料・使用

料合計合 計 部分使用 全館使用 合 計

令和３年度

令和２年度

増 減 △ △

６ 塩嶺野外活動センター利用状況

（１）センターハウス（宿泊）

市 内 市 外

減免 人数計
使用料

合 計

無 料 有 料

使用料

有 料

使用料高校生

以 下
一般

高校生

以 下
一般

人 人 円 人 人 円 人 人 円

（２）センターハウス（日帰り）

市 内 市 外

減免 人数計
使用料

合 計

無 料 有 料

使用料

有 料

使用料高校生

以 下
一般

高校生

以 下
一般

人 人 円 人 人 円 人 人 円

（３）キャンプ場（日帰り）

単 位
利用人数 使用料

使用料 人数 ～ 人 ～ 人 ～ 人 ～ 人 人～

有料
組 組 組 組 組 人 円

無料

（４）キャンプ場（宿泊）

テント数 利用人数

有料
減免 使用料 有料 減免 計

貸出 持込
張 張 張 円 人 人 人

（５）センターハウス及びキャンプ場の利用人数等合計

年度 人数・使用料 利用人数 センターハウス等使用料

令和３年度（ ）
人 円

令和２年度（ ）

増 減
（ ） （ ）

△
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ス ポ ー ツ 振 興 課

（332）





333

第１ 概説

スポーツ振興課では、令和２年３月に策定した第２次岡谷市スポーツ推進計画「はつら

つ岡谷スポーツプラン」の主な取り組みである「市民ひとり１スポーツの実現」、「競技力

の向上」、「子どものスポーツ機会の充実」、「スポーツ環境の整備・充実」の４つを柱に、

すべての市民が「する」「みる」「ささえる」といった様々な形で積極的にスポーツに参画

できるよう、公益財団法人岡谷市スポーツ協会をはじめとする関係スポーツ団体等と連携

を図り、各種事業を実施した。

２０２１年に延期された東京２０２０オリンピック・パラリンピックに向けた取り組み

として、ソウルオリンピック競歩日本代表の酒井浩文さんを講師に招き、同大会やスポー

ツへの関心を高めるきっかけとするため「ホストタウンプログラム アスリートフェステ

ィバルｉｎおかや」を開催した。

高齢者運動促進事業では、６５歳以上のシニア世代を対象に年４回「元気いきいき岡谷

シニアスポーツデー」を開催し、新たに「体力測定」を組み入れ、自身の体力、運動能力

を把握することで、シニア世代の運動促進につなげた。

その一方で、長引く新型コロナウイルス感染症拡大の影響を受け、市民をはじめ利用者

等の健康と安全を守るため、８月中旬から約１ヶ月間、さらには長野県に適用されたまん

延防止等重点措置により、１月末から３月初旬の間、スポーツ施設の開放を時間短縮又は

閉鎖とした。また、市主催のスポーツ大会やイベント、教室についても、延期又は中止と

したほか、その他の大会等も主催者に慎重な対応をお願いするなど、感染拡大防止に努め

た。

その他、２０２８年に長野県で開催される第８２回国民スポーツ大会のトライアスロン

競技について、諏訪湖周２市１町（岡谷市、諏訪市、下諏訪町）による共同開催が内定し

た。

スポーツ施設の整備においては、岡谷市民水泳プールの長寿命化に向けた大規模改修工

事に伴う実施設計業務を行ったほか、８月大雨災害により陥没した、岡谷市やまびこ国際

スケートセンター法面の復旧工事を実施した。

さらに、新型コロナウイルス感染症防止対策として、岡谷市民総合体育館、岡谷市民水

泳プール及び岡谷市やまびこ国際スケートセンターの自動水栓改修工事を実施した。
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第２ 実績総括  

主要な事務事業 内 容

スポーツ推進委

員事業

スポーツ推進委員（１３人）によるニュースポーツの普及や市民

のスポーツ推進のための行事や事業への協力に努めた。

なお、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、中止となった

ものがあった。

・諏訪地方ヘルスバレーボール大会 ６月（中止）

・体力、運動能力調査 ９月（中止）

・長野県スポーツ推進委員研究協議会 １０月（中止）

・ファミリースポーツプログラム ６、７、１０月（２月中止）

・親子で氷上運動会 １１月

・市民ボッチャ体験会 １２月

・市民ボッチャ交流大会 ２月（中止）

・シルキーチャンネル ！おかや！ 撮影２回 １２月

（ 円）

陸上競技場管理

事業

市営陸上競技場の利用者が安全で快適に利用できるよう施設の

適正な管理に努めた。

なお、岡谷東部中学校管理教室棟長寿命化大規模改修事業に伴

い、工事期間中は市営陸上競技場の使用を休止とした。

やまびこ国際ス

ケートセンター

管理事業

岡谷市やまびこ国際スケートセンターの管理を株式会社やまび

こスケートの森に指定管理者として業務委託を行った。

なお、新型コロナウイルス感染症拡大防止対策として施設を閉鎖

したことに伴い、指定管理料の精算を行った。

・冷凍機エンジン修繕工事 円

・指定管理委託業務 円

・自動水栓改修工事 円

円

学校体育施設開

放管理事業

学校体育施設の利用者が安全で快適に利用できるよう適正な管

理運営を行った。

・市内小中学校体育館、校庭等 円

スポーツ施設管

理事業

市営岡谷球場、岡谷市民湖畔広場、岡谷市民川岸スポーツ広場、

岡谷市民総合体育館、岡谷市営庭球場、岡谷市民水泳プールの管理

をシンコースポーツ株式会社に指定管理者として業務委託を行っ

た。

市民総合体育館柔道場、剣道場を新型コロナウイルスワクチン接

種会場として開放した。

なお、新型コロナウイルス感染症拡大防止対策として施設を閉鎖

したことに伴い、指定管理料の精算を行った。

やまびこアイスアリーナについては、利用者が安全で快適に利用

できるよう施設の適正な管理を行った。

・市民総合体育館漏水修繕工事 円

・市民水泳プール大規模改修工事実施設計業務 円

・スポーツ施設指定管理委託業務 円

・スポーツ施設自動水栓改修工事 円

・アイスアリーナ床面改修工事 円

円

スポーツ振興事

業

岡谷市教育委員会主催大会、各種スポーツ教室を公益財団法人岡

谷市スポーツ協会に委託し開催した。

子どもから一般まで多様なスポーツ機会の充実を図るとともに、

スケート及びバレーボールの推進に向けた普及や競技力向上のた

め、各種教室や大会を実施した。



335

なお、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、予定した大会、

教室等を中止または定員、回数、時期を変更して実施した。

１ スポーツ大会（主催大会等） ５９大会 円

・各区対抗体育大会 １１大会（全大会中止）

・市民スポーツ普及大会 ３７大会（うち２６大会中止）

参加者１，７７１人

・競技力向上大会 ９大会（うち４大会中止）

参加者１，１６２人

・長野県エースドッジボール協会主催大会

２大会（全大会中止）

２ おかやファミリースポーツプログラム 円

・体験型スポーツイベント ４回（うち１回中止）

３ スポーツ教室（主催教室） 円

・少年スポーツ教室 １０種目１１教室（うち２教室中止）

・女性スポーツ教室 ２種目 ２教室

・一般スポーツ教室 １種目 １教室

・市民全般スポーツ教室 ３種目 ３教室（うち１教室中止）

・託児付きスポーツ教室 １種目 １教室

４ おかや小学生体育塾 円

前期１０回（うち１回中止）、後期１０回 各２クラス

５ ジュニアアスリートのためのパフォーマンスアップ教室

１５回（うち６回中止） 円

６ かがやけおかやキッズ体力アッププログラム事業

円

・小学１、２年生 ２６クラス各６回（うち１校１回中止）

・指導者講習会 ７小学校合同で１回実施

７ スポーツ＆健康 高齢者運動促進事業

・元気いきいき岡谷シニアスポーツデー ４回 参加者７６人

８ スケート振興事業 円

・多種目スケート教室 ３種目３教室

・おかやスピードスケートトータルサポートクラブ

初心者～上級者コース ３０回（うち５回中止）

アスリートコース ５０回（うち６回中止）

・親子で氷上運動会 １回

・ファミリースケートデー １回 入場者８７人

９ バレーボールのまちづくり事業 円

・第２０回岡谷カップ・フレンドシップバレーボール大会  
ソフトバレーボールの部 中止

ママさんの部 中止

高校生男子の部 中止  
高校生女子の部 中止

中学生の部 中止

小学生の部 参加者２０チーム ２３８人

・中学生男子バレーボール教室 参加者３７人

・中学生女子バレーボール教室 参加者４１人

・小中学生バレーボール教室 参加者８７人

円

スポーツ施設災

害復旧事業

（令和３年８月

大雨災害）

８月大雨災害により、岡谷市やまびこ国際スケートセンター法面

が陥没したことにより、復旧工事を行った。

・やまびこ国際スケートセンター法面陥没復旧工事 円

（ 円）
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第３　主要な統計、行政資料等

　１　市営岡谷球場利用状況

3年度(A)

2年度(B)

増　減

3年度(A)

2年度(B)

増　減

　２　岡谷市営庭球場利用状況

3年度(A)

2年度(B)

増　減

3年度(A)

2年度(B)

増　減

3年度(A)

2年度(B)

増　減

　３　岡谷市民湖畔広場利用状況

3年度(A)

2年度(B)

増　減

円

有料 減免

回数券

円

開場
日数

行政財産
使 用 料

使用料
合　計

日

一般

件件

小中学生

人

件

施設使用料
合　　　計

小中
学生

減　免

円

小中
学生

使用料

△ 30,030

使用料

人

△ 18

使用料

件

有　料

専用使用

△ 262

行政財産
使 用 料

件数

件ｈ

半面
円

用　　具
減　免

△ 79.5

ｈ

有料

件数 使用料 件数

使用料

放送施設

件

専用使用

全面 半面 野球 ソフト全面 ソフト半面ソフト全面 ソフト半面

専用使用
減免

使用料
全面 半面

円

照明施設
有料 減免

使用料
野球

用　　具

使用料

件

円

円

施設使用料
合　　　計

使用料合計

円

△ 6.0

人

一般

円

使用料
円 円

円

通年使用

円

円

円

使用料
市内小中
（無料）

使用料

照明施設

利用者
合　計

円

用　　具

利用者合計

一般

円

個人使用

件数

△ 8

件

有　料

ｈ

全面 半面 全面
ｈ

使用料
利用者
合　計

人

施設使用料
合　　　計

人

△ 49.0 △ 22,080

人

円円
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　４　岡谷市民川岸スポーツ広場利用状況

3年度(A)

2年度(B)

増　減

3年度(A)

2年度(B)

増　減

　５　岡谷市やまびこ国際スケートセンター利用状況

　（１）使用料収入状況

3年度(A)

2年度(B)

増　減

3年度(A)

2年度(B)

増　減

3年度(A)

2年度(B)

増　減

　（２）利用者数等状況

3年度(A)

2年度(B)

増　減

△ 36.5

半面

行政財産
使 用 料

△ 5

専用使用

円

使用料

人

件件

円円

施設使用料合計
円

半面
使用料

件 円

有　料
サッカーソフト全面 ソフト半面

人

件

シーズン券
件

円 円

人

回数券使用料

照明施設

施設使用料
合　　　計

使用料

△ 198

１回券
入　場　券

△ 22

使用料

シーズン券
高校生

用　　具
件数

△ 32.0 △ 47,235

有　料

△ 375,015△ 1

一般

円

開場
日数

日

△ 80,160

△ 2

人

△ 942

件 円

△ 159

△ 478,590 △ 1,301,526

円

使用料

中学生以下

△ 95,529△ 123

使用料合計行政財産使用料

△ 66,692△ 6

人人人

利用者
合　計

△ 27

入場者

△ 1,179,445

人

うち無料
(小中学生)

学校授業

市内

人

高校生
市外

大会等

△ 19 △ 328 △ 1,006

ロッカー等

△ 2,026

一般
中学生
以  下

１　回　券

円件

中学生以下

使用料

△ 220

高校生一般

△ 208,840

件 円

△ 114

円

貸　　靴

件

中学生以下
件

△ 6,856△ 1,542

△ 2

△ 853

△ 92,740

△ 512

件 件件

△ 2

△ 27.5

円

全面 全面
減　免

専用使用

△ 34.5

円

使用料
合　計

人

一般

△ 1,476

高校生
回　数　券

△ 92,740

利用者
合　計

円

△ 45,285△ 4.0△ 1.0
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　６　岡谷市学校体育施設利用状況

　（１）使用料収入状況

3年度(A)

2年度(B)

増　減

　（２）利用時間等状況

小学校

中学校

3年度(A)

2年度(B)

増　減

小学校

中学校

3年度(A)

2年度(B)

増　減

　７　岡谷市民総合体育館利用状況

　（１）使用料収入状況

3年度(A)

2年度(B)

増　減

3年度(A)

2年度(B)

増　減

3年度(A)

2年度(B)

増　減

件

使用料件数
用具

△ 309 △ 594

△ 376

円 円

円

件数
円件 件

使用料

使用料合計

件

小中学生

行政財産使用料

円

△ 8

△ 240,940

回数券

円

△ 2,051

一般

有料 減免

減　免 合　計

日 円

　・校　庭
専用使用

△ 5.5

使用料

専用使用
開館
日数

有　料

使用料

円 円

個人使用

△ 73.0 △ 69.0

円

△ 271.0

有　料

合　計
円円

使用料

△ 33,140

合　計

ｈ ｈ

人

照明施設

円

減　免

減　免

使用料 有　料

使用料合　計

中学校
体育館

小学校小学校
円円

専用使用

　・体育館

減　免

△ 35,560

校　庭

照明施設

円 円

合　計
利用者
合　計

円

△ 35,560

△ 393.0

△ 123

△ 852.0

減　免
照明施設

使用料

△ 339.5

中学校
施設使用料合計

有　料

△ 390.5 △ 396.0

円

小学校合　計

△ 2,420

有　料

△ 464,750

有　料

一般小中学生

円人

設備
使用料

施設使用料合計

その他

△ 431,910

円

△ 1,080,335 △ 3,195 △ 1,083,530

人人

市内小中

無　料

△ 142.0

人

使用料

中学校

円

合　計

利用者
合　計

人

△ 3,464
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　（２）利用者数等状況

3年度(A)

2年度(B)

増　減

　８　岡谷市民水泳プール利用状況

3年度(A)

2年度(B)

増　減

3年度(A)

2年度(B)

増　減

利用者
合　計一　般合　計

人 人人人

回数券使用

人

人　数
人

合　計

人

△ 4

円

△ 90

減免

円

件 数
人 人

使用料

コース専用使用

円

行政財産使用料

日 円

施設使用料合計

個人使用

△ 80,290

△ 41

無　料

△ 123

使用料合計

円

△ 2,049 △ 903

一般
開場
日数

人 人

有料
小中
学生

件

専用使用
一　般

件

△ 3,075

その他
無料
減免

市内
小中

（無料）

人

使用料

回数券個人使用

人

小中学生小中学生

小中
学生

一般 使用料

円件

利用者合計

人
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９  スポーツ教室等

（１）スポーツ教室

　○少年スポーツ教室

教　　室　　名 日　程 会　　場 回数
3年度

延人数(A)
2年度

延人数(B)
増　減
（A)-(B)

回 人 人 人

多種目スポーツ教室 4～6月 市民総合体育館

バスケットボール 5～8月 岡谷田中小学校体育館

バレーボール 5～9月 岡谷田中小学校体育館

テニス 5～7月 市営庭球場

フットサル 1月 市民総合体育館 △ 109

水泳（１回目） 5月 市民水泳プール －

水泳（２回目） 6月 市民水泳プール －

剣道 5～7月 市民総合体育館剣道場

バドミントン 9～11月 市民総合体育館

ソフトテニス 7～8月 市営庭球場

新体操  11～12月 市民総合体育館 △ 20

　○女性スポーツ教室

教　　室　　名 日　程 会　　場 回数
3年度

延人数(A)
2年度

延人数(B)
増　減
（A)-(B)

回 人 人 人

ヨガ  9～11月 市民総合体育館 △ 31

キックボクシングエクササイズ 11～12月 市民総合体育館

△ 25

　○一般スポーツ教室

教　　室　　名 日　程 会　　場 回数
3年度

延人数(A)
2年度

延人数(B)
増　減
（A)-(B)

回 人 人 人

ゴルフ 5～7月 みどり湖ゴルフセンター

　○市民全般スポーツ教室

教　　室　　名 日　程 会　　場 回数
3年度

延人数(A)
2年度

延人数(B)
増　減
（A)-(B)

回 人 人 人

柔道  6月 市民総合体育館柔道場 －

卓球  9～11月 市民総合体育館

ソフトバレーボール  12～1月 市民総合体育館 △ 32

　○託児付きスポーツ教室

教　　室　　名 日　程 会　　場 回数
3年度

延人数(A)
2年度

延人数(B)
増　減
（A)-(B)

回 人 人 人

ママスポ広場ピラティス 1月 市民総合体育館 △ 12

※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、8回のうち7回を中止とした。

合　　　　計

合　　　　計

合　　　　計

※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、柔道教室の全8回、ソフトバレーボール教室8回のうち2回を
中止とした。

※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、バスケットボール教室8回のうち1回、フットサル教室8回の
うち7回、水泳教室の全14回を中止とした。
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対　　象　　者 日　程 会　　場 回数
3年度

延人数(A)
2年度

延人数(B)
増　減
（A)-(B)

回 人 人 人

前期(1～3年生)2クラス   8～9月 湊小学校ほか

後期(1～6年生)2クラス  10～12月 湊小学校ほか

※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、前期教室10回2クラスの各1回を中止とした。

（受講者：前期 クラス①18人、クラス②17人、後期 クラス①20人、クラス②24人）

（３）ジュニアアスリートのためのパフォーマンスアップ教室

対　　象　　者 日　程 会　　場 回数
3年度

延人数(A)
2年度

延人数(B)
増　減
（A)-(B)

回 人 人 人

小学生コース(4～6年生） 11～1月 岡谷田中小学校ほか △ 113

中学生コース － － － － △ 19

△ 132

※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、15回のうち6回を中止とした。 （受講者数：11人）

（４）おかやファミリースポーツプログラム

教　　室　　名 日　程 会　　場 回数
3年度

延人数(A)
2年度

延人数(B)
増　減
（A)-(B)

回 人 人 人

親子でバスケット体験(小学生)   6月20日 市民総合体育館

親子でナイター野球体験(小学生)   7月31日 市営岡谷球場 △ 6

親子でサッカー体験(年長～小学生)  10月 3日 湖畔広場

親子で卓球体験(小学生)   2月13日 市民総合体育館 △ 41

※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、親子で卓球体験を中止とした。

（５）スケート教室

教　　室　　名 日　程 会　　場 回数
3年度

延人数(A)
2年度

延人数(B)
増　減
（A)-(B)

回 人 人 人

初心者スケート(小中学生)  10～11月 やまびこアイスアリーナ

アイスホッケー(小中学生)  12月 やまびこアイスアリーナ △ 33

カーリング(市民全般)  12月 やまびこアイスアリーナ △ 25

△ 51

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、カーリング教室3回のうち2回を中止とした。

対　　象　　者 日　程 会　　場 回数
3年度

延人数(A)
2年度

延人数(B)
増　減
（A)-(B)

回 人 人 人

初心者～上級者コース（小学生） 7～1月 やまびこ国際スケートセンターほか △ 252

アスリートコース（小中学生） 6～1月 やまびこ国際スケートセンターほか △ 119

△ 371

※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、初心者～上級者コース30回のうち5回、アスリートコース

50回のうち6回を中止とした。 （受講者数：初心者～上級者26人、アスリート13人）

対　　象　　者 日　程 会　　場 回数
3年度

延人数(A)
2年度

延人数(B)
増　減
（A)-(B)

回 人 人 人

年少～小学３年生 11月3日 やまびこアイスアリーナ △ 11

　○親子で氷上運動会

　○おかやスピードスケートトータルサポートクラブ

（２）おかや小学生体育塾

合　　　　計

合　　　　計

　○多種目スケート教室

合　　　　計

合　　　　計

合　　　　計
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選 挙 管 理 委 員 会

（344）
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第１ 概説

選挙管理委員会では、参議院長野県選出議員補欠選挙及び第４９回衆議院議員総選

挙・第２５回最高裁判所裁判官国民審査の執行のほか、選挙人名簿の調製、明るい選

挙推進協議会と協力した選挙啓発事業を行った。

第２ 実績総括

主要な事務事業 内 容

選挙管理委員会

運営事務

１ 選挙管理委員会定例会 月１回開催

２ 永久選挙人名簿の調製

６、９、１２、３月各月の１日を基準日として選挙人名簿の

定時登録を行った。

３ 在外選挙人名簿の調製

海外在住の有権者の名簿管理を行った。

４ 検察審査員候補者予定者の選定

松本検察審査会から本市割当人員２７人の通知を受け、所定

の方法、手続きにより該当者を抽出し報告した。

５ 裁判員候補者予定者の選定

長野地方裁判所松本支部から本市割当人員６５人の通知を受

け、所定の方法、手続きにより該当者を抽出し報告した。

円

明るい選挙推進

事業

１ 明るい選挙推進協議会

６月に総会の開催を予定していたが、新型コロナウイルス感

染症の拡大を防止する観点から中止とした。

２ 令和３年度明るい選挙啓発ポスター作品募集・選考

５月６日（木）から８月２６日（木）の募集期間中に、小・

中学校の児童、生徒から８４点の応募があり、市の審査におい

て１４点の入選作品を決定し、表彰と記念品授与を行った。ま

た、全応募作品をレイクウォーク岡谷に展示した。

県の地方審査（第１次審査）では、小学校の部で１点、中学

校の部で７点が入選し、うち小学校の部１点、中学校の部２点

が県審査（第２次審査）で入選した。

３ 選挙啓発カードの発送

令和３年度中に有権者となる１８歳に対し、投票手順を示し

た選挙啓発カードを発送した。

発送数 ４１５通

４ 出前講座の実施

つくば開成学園高等学校において、政治や選挙に関心を持つ

ことの大切さを学ぶ主権者教育を実施した。

参加者数 １０人

５ 投票箱・記載台の貸し出し

児童会・生徒会役員選挙に際し、投票箱・記載台を貸し出し

た。

貸出学校数 小学校３校、中学校３校、高等学校１校

６ 選挙時啓発  
４月２５日執行の参議院長野県選出議員補欠選挙の際、市内

大型商業施設において街頭啓発を行った。
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場所：西友岡谷南店、西友岡谷北店、オギノ岡谷店、レイク

ウォーク岡谷、フォレストモール岡谷

※１０月３１日執行の第４９回衆議院議員総選挙・第２５回最

高裁判所裁判官国民審査では、新型コロナウイルス感染症の

拡大を防止する観点から、選挙時の街頭啓発は中止とした。

円

衆議院議員総選

挙最高裁判所裁

判官国民審査執

行事務

１０月３１日に第４９回衆議院議員総選挙・第２５回最高裁判

所裁判官国民審査を執行した。

公示日 １０月１９日 執行日 １０月３１日

［衆議院小選挙区投票結果］

当日の有権者数 男 人 女 人 計 人

投票者数 男 人 女 人 計 人

投票率 男 ％ 女 ％ 計 ％

候補者得票数（得票順）

後藤しげゆき 自由民主党 票（県４区 票 当選）

（後藤茂之）

ながせ由希子 日本共産党 票（県４区 票）

（長瀬由希子）

［衆議院比例代表投票結果］

当日の有権者数 男 人 女 人 計 人

投票者数 男 人 女 人 計 人

投票率 男 ％ 女 ％ 計 ％

党派別得票数（全国得票順）

自由民主党 票（北陸信越 票 当選 ）

立憲民主党 票（北陸信越 票 当選 ）

日本維新の会 票（北陸信越 票 当選 ）

公明党 票（北陸信越 票 当選 ）

日本共産党 票（北陸信越 票）

国民民主党 票（北陸信越 票）

れいわ新選組 票（北陸信越 票）

社会民主党 票（北陸信越 票）

と裁判してる党弁護士法 条違反で

票（北陸信越 票）

［最高裁判所裁判官国民審査結果］

当日の有権者数 男 人 女 人 計 人

投票者数 男 人 女 人 計 人

投票率 男 ％ 女 ％ 計 ％

円

参議院議員選挙

執行事務

４月２５日に参議院長野県選出議員補欠選挙を執行した。

告示日 ４月８日 執行日 ４月２５日

［投票結果］

当日の有権者数 男 人 女 人 計 人

投票者数 男 人 女 人 計 人

投票率 男 ％ 女 ％ 計 ％

候補者得票数（得票順）

羽田次郎 立憲民主党 票（県 票 当選）

小松ゆたか 自由民主党 票（県 票）

（小松裕）

神谷幸太郎 受信料を支払わない方法を教える党

票（県 票）

円
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第３ 主要な統計、行政資料等

１ 永久選挙人名簿登録人員

区分 月 日 月 日 月 日 月 日

男
人 人 人 人

女

計

２ 在外選挙人名簿登録人員 令和 年 月 日現在

区 分 人 員

男
人

女

計

３ 選挙管理委員会委員及び補充員

選 任 区 分 氏 名 選 任 年 月 日 任 期

委 員 長 中島 弘雄

令和 年 月 日 令和 年 月 日

同職務代理者 小口 啓子

委 員 山田 一彦

委 員 小口 喜視

補 充 員 松下 正樹

補 充 員 濵 道夫

補 充 員 髙林あつ子

補 充 員 小坂 勝樹

（348）
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監 査 委 員

（350）
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第１ 概説

関係法令等に基づき、定例監査、行政監査、財政援助団体等に対する監査、例月出

納検査、決算審査及び財政健全化判断比率等審査を実施した。

第２ 実績総括

主要な事務事業 内 容

監査事務 １ 監査

（１）定例監査

財務に関する事務の執行と経営に係る事業の管理に

ついて実施した。

・一般会計（学校、保育園含む。）、特別会計、基金、

企業会計 １０日間

（２）行政監査

テーマを「債権管理事務について」とし、定例監査と

同時に実施した。

（３）財政援助団体等に関する監査

岡谷市観光協会を対象に実施した。 １日間

（４）工事監査

今井上向配水池築造工事を対象に実施した。 １日間

２ 例月出納検査

会計管理者（企業出納員）の行う現金（歳入歳出外現金

及び基金に属する現金を含む。）の出納事務について、毎

月例日を定め検査を実施した。 月１回

３ 決算審査

市長から提出された決算書及び関係書類の審査を実施

した。

・一般会計、特別会計、基金 ７日間

・企業会計 １日間

４ 財政健全化判断比率等審査

市長から提出された実質赤字比率、連結実質赤字比率、

実質公債費比率、将来負担比率及び資金不足比率並びにそ

の算定の基礎となる事項を記載した書類について、決算審

査と同時に実施した。 （ 円）

＊ 監査結果等については、公告するとともに岡谷市ホームページに掲載した。

第３ 主要な統計、行政資料等

監査委員

選 任 区 分 氏 名 選 任 年 月 日 任 期

識見監査委員

（代表監査委員）
小口 明彦

平成 年 月 日

（平成 年 月 日）

令和 年 月 日

（ 期）

〃 山岸 徹 令和 年 月 日
令和 年 月 日

（ 期目）

識見監査委員 宮坂 正志 令和元年 月 日
令和 年 月 日

（ 期目）

議会選出監査委員 中島 保明 令和元年 月 日 令和 年 月 日

〃 藤森 博文 令和 年 月 日 議員の任期

（352）
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公 平 委 員 会

（354）
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第１ 概説

公平委員会では、職員団体登録事項変更届に関する審査を行った。また、人事行政

の運営等の状況に係る公平委員会報告事項について、報告を行った。

第２ 実績総括

主要な事務事業 内 容

公平委員会事務 １ 公平委員会開催 ３回

２ 職員団体登録事項変更

当委員会に登録のある団体は、岡谷市職員労働組合、岡谷市

公立学校教職員組合の２組合である。

・５月６日に岡谷市公立学校教職員組合から登録事項変更届が

提出され、５月１９日の委員会において受理した。

・６月１日に岡谷市職員労働組合から役員変更届が提出され、

６月９日の委員会において受理した。

円

第３ 主要な統計、行政資料等

公平委員会委員

選 任 区 分 氏 名 選 任 年 月 日 任 期

委 員 長 林 和子 令和 年 月 日
令和 年 月 日

（ 期目）

同職務代理者 三枝 正幸 平成 年 月 日
令和 年 月 日

（ 期）

委 員 宮坂 大吾 令和 年 月 日
令和 年 月 日

（ 期目）
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農 業 委 員 会

（358）
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第１ 概説

農業委員会では、農地法（以下「法」という。）に基づく権利の許可関係事務のほ

か、農業者の農地利用の調整、農業振興に関する調査、研究等を行った。

農地等の利用の最適化の推進については、農地の利用状況調査及び意向調査により

農地の状況を把握し、貸したい農地と耕作希望者をマッチングする貸し借り相談会を

開催するとともに、貸出し農地希望者には、農地バンクへの登録を勧め、農地の有効

利用及び遊休農地の発生防止、解消を図った。

また、専門部会のうち、農産物振興対策部会では、防護ネットの設置や周囲に刺激

の強いにおいの作物を植えるなど、獣害対策を施したシルクスイートの試験栽培を行

い、収穫方法の研究や今後の方向性について検討した。農業組織育成部会では、担い

手組織の強化等農業組織を支援するとともに、農業団体と交流を行うなど農業組織等

との連携に努めた。

第２ 実績総括

主要な事務事業 内 容

農業委員会事務 １ 法各条処理

（１）農地権利移転関係（法第３条） １５件

（２）権利移転のない転用関係（法第４条） ４件

（３）権利移転の伴う転用関係（法第５条） ８５件

（４）貸付地の解約関係（法第１８条） １１件

（５）農地転用許可後の計画変更 ７件

（６）許可取り消し関係 ０件

（７）許可不要事案 ０件

２ 調停・あっせん・啓発・答申等

（１）農業に関する啓発 １回

（２）農業委員会委員研修 ７回

（３）農業者年金関係説明会 １回

（４）農業団体との懇談会 １回

（５）農地相談事業 ３０件

３ 諸証明

（１）法に基づく証明 ２件

（２）その他の証明 ２８件

４ 会議関係・その他

（１）農業委員会等開催状況

ア 農地調整、農業振興関係総会 １２回

イ 地区別現地調査 １２回

（２）その他の会議

ア 農産物振興対策部会 １０回

イ 農業組織育成部会 ２回

円
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第３ 主要な統計、行政資料等

１ 農地権利移転関係（法第３条）状況

区 分

権利別
受理 処理

許 可 取り

消し田 畑 計

所有権

移 転

自作地

件 件 件 ㎡ ㎡ ㎡ 件

有償

無償

貸付地

小 計

賃借権

設定

移転

小 計

使 用

貸借権

設定

移転

小 計

合 計

２ 農地転用関係（法第４条及び第５条）状況

区 分

目的別
受理 処理

許 可 取り

消し田 畑 計

地方公共団体
件 件 件 ㎡ ㎡ ㎡ 件

宅地造成

その他

地方公共団体以外

宅地造成

住宅

工員・社員社宅

その他の住宅

工場・その他

その他の建物

道水路

その他の施設

植林

合 計

３ 貸付地の解約関係（法第１８条）状況

区 分

目的別
受理 処理

許 可 取り

消し田 畑 計

許可 耕作目的

件 件 件 ㎡ ㎡ ㎡ 件

転用目的

通知
耕作目的

転用目的

合 計
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４ 農地転用許可後の計画変更

区 分

許可別  受理 処理
許 可

田 畑 計

法第４条

件 件 件 ㎡ ㎡ ㎡

法第５条

合 計

５ 許可不要事案（法施行規則第２９条第１号の届出）処理状況

区 分

目的別
受 理

処 理

田 畑 計

農業用施設

件 件 ㎡ ㎡ ㎡

６ 農地転用状況（法第４条、第５条関係分のみ）

区 分

年度別
件 数

面 積

田 畑 計

平成２４年度

件 ㎡ ㎡ ㎡

平成２５年度

平成２６年度

平成２７年度

平成２８年度

平成２９年度

平成３０年度

令和 元年度

令和 ２年度

令和 ３年度

７ 農業委員会の構成 （令和４年３月３１日現在）

選 出 区 分 定数 現在数 備 考

農業委員
人 人

うち女性 名

農地利用最適化推進委員

計

（注） 第２５期農業委員会 会長 宮澤淑 会長代理 井上昌輝








